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海岸の植物調査の結果について

井 上  七 五三
澪 ・増 子 忠 治

車
原 康 明

=

Distribution Of cOast plants in Kanagawa Prefecture

SimezO INOuE, Tadaharu MASUKO and Yasuaki HARA

は じ  め  に

昭和61年度の 「池沼の水生植物調査」,昭 和62年度の 「河川の水生植物調査」に引続 き,

本年度は県内の自然海岸の植物の分布状況 と生育状況について相模川以西の海岸を対象に

調査 した。

調 査 方 法

調査は1988年 6月 から10月にかけて行った。基準メッシュのとりかたは水生植物の場合

と同様 (国土地理院発行の 2万 5千 分の 1地 形図を縦 ・横それぞれ10等分 したもの)と し,

該当するメッシュを湯河原町の県境から相模川河口に向かって順番に調査 した。

調査対象植物は海岸植生の中から30種 を一般的な代表種 としてとりあげた力ち ll■化植物

等の状況も調査 したかったので, 目についた植物はなるべ く記録するように努めた。メッ

シュの中をくまなく調査するのが理想的ではあるが,今 回は波打際 を歩いて目についたも

のを記録 した。また,砂 浜の防風ネットの内側については植栽されたものもあるので調査

は行なわなかった。生育量については次のようにA～ Cの 3段 階に分けて記録 した。

A:多 い B:普 通, C:少 ない

※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prefectural Nature COnservaion Center



調 、査 結 果

調査の結果, 90種 の植物の生育が確認 された。 そ の内訳を表 1,表 2に 示す。以下,

確認 された種名,そ のメッシュ番号と生育量 を表 3,表 4に ,分 布状況 を図 1～図90に

示す。

なお,メ ッシュ番号は 2万 5千 分の 1地 形図の図幅と図Aの ように設定したメッシュ番

号で示 した。今回の調査地域の図幅名の位置関係 を図Bに 示す。

図A.メ ッシュ番号のつけかた
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′38 8 8

100 90 80 70 60 40 20 10

図B.図 幅名の位置関係



表1.海 岸の植物調査で生育が記録された植物 (辛は調査対象植物を示す)
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表2.海 岸の植物調査で生育が記録された植物 (球は調査対象植物を示す)
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表 3.海 岸の植物調査の結果 (種名,メ ッシュ名,生 育量)

アタミ,     M iマ ナヅルミサキ,  O S :オ ダワラミナミ,

オダワラキタ・ H :ヒ ラツカ
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表4.海 岸の植物調査の結果 (種名,メ ッシュ名,生 育量)

A  :ア タミ,     M :マ ナズルミサキ,

O N :オ ダワラキタ,  H :ヒ ラツカ

メッシュメイ OS:オ ダワラミナミ,



目□ A 多 い

巨ヨ B 普 通

睡ヨ C 少 ない

図 1 丁 力|卜 ChChopodium album var centrorubrum(ア カザ科)の 分布

図2.ア シタバ Angelica keiskei(セ リ科)の 分布

アシタバ

インシユメイ  レ ベル

マナズルミサキ 93 C
マナズルミサキ 73 B

口口 A 多 い

匡ヨ B 普 通

匿ヨ C 少 ない

図3.ア メリカセンダングサ Bidens frondOsa(キ ク科)の 分布



図4.ア メリカネナシカズラ Cuscuta pentagona(ヒ ルガオ科)の 分布

図5.ア レチノギク Conyza bOnariensis(キ ク科)の 分布
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Eヨ c 少ない

i :一栞

図6.イ シミカワ Persicaria perfoliata(タ デ科)の 分布



図 7 イ ソギク Dendranthema Pacificum(キ ク科)の 分布

図 8.イ ソヤマテンツキ Fimbristylis ferruginea(カ ヤツリグサ科)の 分布

イソヤマテンツキ
メ ンシユメイ  レ ベル

マナズルミサキ 鶴 C
マナズルミサキ 7 3 C

国田 A 多 い

匡ヨ B 普通

座ヨ C 少 ない

図9.イ タドリ Polygonuln cuspidatum(タ デ科)の 分布
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図10.イ スピユ Ama r a n t h u s  b l i t u m (ヒユ科 )の 分布

目田 A 多 い

匡ヨ B 普 通

匿ヨ c 少 ない

図11.イ ヌビワ Ficus erecta(ク ワ科)の 分布

図12.イ ヌホオズキ Solanum nigruln(ナ ス科)の 分布



田 A

聾ヨB

画 C

多い

普通

少ない

図13.イ ヌムギ Bromus catharticus(イ ネ科)の 分布

図14.エ ビツル Vitis thunbergii(ブ ドウ科)の 分布

図15.オ オケタデ PolygoHum Orientale(タ デ科)の 分布



図16.オ オパグミ Elacagnus macrophyll■ (グミ科)の 分布

図17.オ オバヤシャブシ Ainus sieboldiana(カ バノキ科)の 分布

図18.オ オブタクサ Ambrosia crifida(キ ク科)の 分布



図19.オ オマツヨイグサ OenOthera erythrosepala(ア カバナ科)の 分布

図20。オカヒジキ Salsola komarovii(ア カザ科)の 分布

目田 A 多 い

匡ヨ B 普 通

匡ヨ C 少 ない

図21.オ シロイバナ Mirabilis,alapa(ォ シロイバナ科)の 分布
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図22.オ ナモミ Xanthium strumarium(キ ク科)の 分布

図23.オ ニヤブソテツ CyrtOmium falcatum(ウ ラボシ科)の 分布

図24.オ ニヤブマオ Boehlneria holosericea(イ ラクサ科)の 分布



図25,オ ヒシバ Eleusine indica(イ ネ科)の 分布

図26.カ ジイチゴ Rubus trifidus(バ ラ科)の 分布

図27.カ ナムグラ Hulnulus,apOnicus(ク ワ科)の 分布



図28.カ モガヤ Dacけ liS glomerata(イ ネ科)の 分布

図29.カ ラスウリ TrichOsanthes cucumeroides(ウ リ科)の 分布

ロロ A 多 い

匡ヨ B 普 通

直コ C 少 ない
法 ゝ :
=:ず =「ドヽ 11

図30.カ ラムシ Bochmeria nivea(イ ラクサ科)の 分布



メッシェメイ  レベル

マナズルミサキ93 C
マナズルミサキ73 B

国口 A 多 い

匿ョ B 普 通

直ヨ C 少 ない

図31.ガ クアジサイ Hydrangea macrophylla(ュ キノシタ科)の 分布

図32.キ ケマン Corydalis Platycarpa(ケ シ科)の 分布

図33.ギ ョウギシバ Cynodon dacけ 10n(イ ネ科)の 分布
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図34.ギ シギシ Rumex iaponicus(タ デ科)の 分布

図35.タ コ Lyciun chinense(ナ ス科)の 分布

図36.ク サスギカズラ AsParagus cochinchinensis(ユ リ科)の 分布



図37.ク ズ Pucraria thunbergiana(マ メ科)の 分布

図38.ク ロマツ Pinus thunbergii(マ ツ科)の 分布

|!iiii!|:iii!i!!|lii!|!ii!:!:i:i:ii!ii!i:!iiiii!:lii:!ill:illiil:|!XI

田□ A 多 い

窪ョ B 普 通

匿ヨ C 少 ない

図39.ケ カモノハシ Ischaemum anthephoroides(イ ネ科 )の 分布
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図40.コ ウボウムギ Carex kobolnugi(カ ヤッリグサ科)の 分布

図41.コ センダングサ Bidens pilosa(キ ク科)の 分布

図42.コ バノタツナミソウ Scutellaria indica(シ ソ科)の 分布
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図43.コ マツヨイグサ Oencthera laciniata(ア カバナ科)の 分布

図44.シ ロザ ChenOPOdium album(ア カザ科)の 分布

図45.ジ ュズダマ COiX lachryma(イ ネ科)の 分布



図46.ス カシユリ Liltum maculatuln(ュ リ科)の 分布

図47.セ イバンモロコシ Sorghum halepensc(イ ネ科)の 分布

図48.セ イヨウタンポポ Taraxacum officinale(キ ク科)の 分布



田日 A 多 い

匡ョ B 普 通

画 C 少 ない

図49.タ イトゴメ Sedum oryzifolium(ベ ンケイソウ科)の 分布

図50 タ カサブロウ Eclipta niba(キ ク科)の 分布

タカサプロウ

メッシェメイ  レベル

オダワラキタ2 7  B

田田 A 多 い

重 B 鴎

匿ヨ C 少 ない

図51.ダ ンドボロギク Erechitites hieracifOlia(キ ク科)の 分布
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図52.チ ガヤ Imperata cylindrica(イ ネ科)の 分布

ツルオォパマサキ
メッシュメイ  レ ベル

マナズルミサキ.93C
マナズルミサキ田 B

田田 A 多 い

喜ヨ B 普 通

□ C 少 ない

図53.ツ ルオォバマサキ Euonymus,apOnicus var.radicifer(ニ シキギ科)の 分布

図54.ツ ルナ Tetragonin expanga(ツ ルナ科)の 分布



図55.ツ ワブキ 1,igulaI・ia tussilaginea(キ ク科)の 分布

図56.テ リハノイバラ Rosa wichuraiana(バ ラ科)の 分布

トベラ

メッシュメイ  レ ベル

マナズルミサキ93B
マナズルミサキ鶴 A
マナズルミサキ.74B
マナズルミサキ64A
マナズルミサキ.鶴B
ォダワラミナミ.9 0 C
マナズルミサキ73 A

■BA

面目B

匡] C

多い

普通

少ない

図57.ト ベラ Pittosporum tObira(ト ベラ科)の 分布
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図58.ノ ブドウ Ampe10psis brevipeduiculata(ブ ドウ科)の 分布
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図59.ハ チジョウススキ Miscanthus cOndensatus(イ ネ科)の 分布
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図60.ハ マエノコロ Setaria viridis var.pachystachys(イ ネ科)の 分布



図61.ハ マエンドウ Lathyrus maritimus(マ メ科)の 分布

メッシュメイ  レ ベル

図62.ハ マカンゾウ Hemerocallis fuiva var.litttrea(ユ リ科)の 分布

革
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打
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日□ A 多 い

匡ョ B 善 通

匡ヨ C 少 ない

図63.ハ マゴウ Vitex rotundifolia(ク マツプラ科)の 分布
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図64.ハ マニガナ Lactuca repens(キ ク科)の 分布

図65.ハ マヒサカキ Eurya emarginata(ツ パキ科)の 分布

図66.ハ マヒルガォ Calystegin soldanell■ (ヒルガオ科)の 分布



ス 1.ysimachia mauritiana(サ クラソウ科)の 分布

図68.ハ マボウフウ Phellopterus littOralis(セ リ科)の 分布

田田 A 多 い

匡ョ B 普 通

匡ヨ C 少 ない

図69.ヒ エ Panttun crus― g■lli var.frumentacem(イ ネ科)の 分布
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図70.ヒ ゲスゲ Carex Oahuensis var.boOttiana(カ ヤツリグサ科)の 分布

ヒメヒォウギズイセン

メッシュメイ  レベル

マナズルミサキ9 3 C

図71.ヒ メヒォウギズイセン Tritonia crocosnaeflora(ア ヤメ科)の 分布

田日 A 多 い

霞ヨ B 普 通

匡ヨ C 少 ない

図72`ヒ メムカシヨモギ Erigeron canadensis(キ ク科)の 分布
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図73.ヒ メユズリハ Daphniphyllum teijsmannit(ト ウダイグサ科)の 分布

図74.ヒ ヨドリジョウゴ Solanum lyratum(ナ ス科)の 分布

図75.プ タクサ Ambrosia elatiOr(キ ク科)の 分布
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図76.ベ ニバナボロギク Crassocephalum crepidicides(キ ク科)の 分布

図77.ホ ソムギ Lolium perenne(イ ネ科)の 分布

図78.ボ タンポウフウ Peucedanum japonicum(セ リ科)の 分布
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メッシュメイ  レベル

マナズルミサキ.観A

A 多 い

B 普 通

C 少 ない

図79.ス″ダケ Phyllostachys b釘 品usOides(イ ネ科)の 分布

図80.マ マコノシリヌグイ POlygonum senticsum(タ デ科)の 分布

マルパシャルンパイ
メッシュメイ  レ ベル

マナズルミサキ.鶴B

ロ
ヨ
園

図81,マ ルバシャリンパイ Raphiolepis umbellata(バ ラ科)の 分布
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図82.ミ ソハギ Lythrum anceps(ミ ソハギ科)の 分布

図83.ム ラサキツユクサ Tradescantia reflexa(ツ ユクサ科)の 分布

図84.メ ダケ Pletoblastus simonit(イ ネ科)の 分布



つ
０

対85 メ ヒラバ Digital・ia adscendens(イ ネ科)の 分布

図86.ヤ ツデ Fatsia iaponiCa(ゥ コギ科)の 分布

図87.ヤ ナギイチゴ Debregeasia edulis(イ ラクサ科)の 分布
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図88.ヨ モギ Artemisia vulgaris(キ ク科)の 分布

図89.ラ セイタソウ Bochmeria biloba(イ ラクサ科)の 分布

図90.リ ンドウ Gentiana scabra var.buergeri(リ ンドウ科)の 分布
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考  察

1,相 模川以西の海岸植生

海岸に生育する植物 を植生として分類する場合,一 般的には海岸断崖植生,海 岸砂丘植

生,塩 沼植生があげられる。相模川以西の海岸においても,海 岸断崖植生は主に真鶴岬周

辺で,海 岸砂丘植生は主に小日原から平塚 にかけての海岸で見られる。塩沼地については

今回の調査地域に該当するものがないと思われたので,調 査対象植物に合めなかった。調

査結果においても塩沼植生群落に含まれる種はほとんど認められなかった。

海岸断崖植生

海岸断崖植生を構成する主な種の中で今回確認 されたものは表 5の とおりであった。分

布状況 を図91に示す。これらの種はほとんどが真鶴半島周辺から早川河口にかけての海岸

断崖で確認 されており,特 に真鶴半島周辺は種の数とその植被率が高く,相 模川以西の海

岸では同地域が海岸断崖植生が現存する貴重な地域であることを示 している。
一方 ,コ ンクリー トやブロックによって護岸された海岸が多くなってきたことも事実で

ある。このような言わば人工の断崖地であってもコンクリー トの割目やブロックの隙間に

は多くの場所でツワブキ, ラセイタソウ,イ ソギクの生育が確認 された。場所によっては

工法の工夫によって植被率 を高めることを考えてはどうかと思 う。本
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表5.海 岸断崖植生を構成する主な種の中で今回確認されたもの
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田 A

目 B

国 c

多い

普通

少ない

図91.海 岸断崖植生を構成する主な種の中で今回確認されたものの分布状況

海岸砂丘植生

海岸砂丘植生を構成する主な種の中で今回確認されたものは表 6の とおりであった。分

布状況を図92に示す。これらの種は主に湯河原町吉浜周辺と小田原から平塚にかけての海

岸砂丘で確認された。海岸線近くで植生がまとまって現存するのは主に防砂垣の内側など

の限られた場所であったが, コウボウムギによって秒の移動がある程度抑制されている場

所では,ハ マゴウのかなり大きな群落を見ることができた。
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表6.海 岸砂丘植生を構成する主な種の中で今回確認されたもの
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図92.海 岸砂丘植生を構成する主な種の中で今回確認されたものの分布状況

2.帰 化植物等について

今回の調査では断崖地の下部,河 口周辺,防 砂垣の内側で多くの帰化植物が確認された。

これらは一部を除いて内陸性のものが多く,上 壌流出や客土等によって内陸性の植物が生

育しやすい環境が多くなってきたものと考えられる。

献

宮脇  昭  他  1972 神 奈川県の現存植生 神 奈川県教育委員会 横 浜

亘理 俊 次   1970 海 辺の花 山 と渓谷社 東 京

村上 司 郎   1964 は まべの植物 加 島書店 東 京

神奈川県植物誌調査会 (編)1988 神 奈川県植物誌 神 奈川県立博物館 横 浜
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図93.ス カシユリ 真 鶴半島 1988.7.12

図94.ラ セイタソウ 吉 浜  1988.6 22 図95.ツ ワブキ 吉 浜 1988.6.22

図96。オニヤブソテツ 江 之浦 1988.8.9 図97.ハ マボッス 吉 浜 1988.6.22



図98,ハ マゴウ 大 職 1988.9.13

図99`イ ソギク 江 之浦 1988.8.9 図100.ハ マカンゾウ 石 構 1988.8.23

図101.イ ソヤマテンツキ 真 鶴 1鶴 8.7.19  図 102.ハ マポウフウ 大 , 19鶴 .9.13
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日向川下流域に生息するヤマセミの観察

(7)

一―ヤマセミの巣穴造作行動について一一

f神
保 健 だ 。

Notes on the Japanese

the Hinata

Kenji JIヽ Bott and ShinObu JINBO準
液

は じ  め  に

筆者らは1981年以来,神 奈川県厚木市の日向川下流域で,ヤ マセミ Ceryle lugubrisの

繁殖生態等について調査 している。これまでに観察 した繁殖行動については,神 奈川県立

自然保護センター研究報告 1(1984)で 繁殖期の行動について,同 報告 4(1987)で 造巣

中に死亡したヤマセミについて,神 奈川自然誌資料 7(1986)で は採餌と営巣について述

べてきた。本報ではヤマセミの造巣場所選択と巣穴造作行動について,新 たな知見を得た

ので報告するものである。なお,調 査地における巣穴の位置およびその測定値については,

神奈川自然誌資料 7(神 保 ら 1986)で 述べられているので本論文には記載 しなかった。

本調査を行 うにあたって,神 奈川県立自然保護センター,厚 本市七沢,小 野,岡 津古久

各地区の方々からいろいろな情報をいただいた。また,現 地調査 にさいしては,厚 木生物

クラブの遠藤章,田 口道則,角 田彰君らの協力を得た。ご協力いただいたこれらの方々に

深 く感謝いたします。

調査地および樹査方法

調査地は神奈川県厚本市五川地区である。観察は1981年7月 から1988年10月まで行なっ

た。この間の観察総日数は222日である。

調査は主に玉川地区の道路ぞいに崖を探 し,ヤ マセミの巣穴 (古巣,不 完全なものも含

む。)が 発見された場合,そ の崖の角度,巣 穴の位置の斜面角度,崖 上から巣穴口中央

部までの距離を巻尺で測定 し,崖 の外部形態,巣 穴口方向についても記録 した。また,ヤ

マセ ミの巣穴が存在した崖の角度と巣穴の存在しない崖の角度を比較するため,ヤ マセミ

神奈川県立自然保護センター報告6(1989)
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Pied Kingfisher in

River(7)

※横浜市緑政局 Green

※※日本動物行動学会

Envir。■Πent Aaministrati。 ■ Bureau of Yo上 Ohama

」apan Ethological society
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図1.ヤ マセミの巣穴が親宗された崖の一例

の巣穴の存在の有無にかかわらず,横 幅10m,高 さ3m以 上の崖の角度 を測定 した。
一方,本 種の巣穴形態 を把握 し,今 後の調査 を行 うための基礎資料 を得るため,産 室の

造 られた完成巣 と推定 される1巣 の一部 を非繁殖期に堀 り出し,巣 道,産 室の形態 を測定

し記録 した。

ヤマセ ミの巣穴造作中の観察は,ブ ラインドから双眼鏡 (8倍 )と 望遠鏡 (20倍)を 使

用|し行った。

なお,造 作行動の終 了は,ヤ マセ ミの嘴 に上の附着が観察 されなくなったことで判断 し

た。

調 査 結 果

1.観 寮の概要

ヤマセミは土の崖に巣を堀 り営巣する鳥である。1981年から
'88年

の 7年 間に観察 され

た造巣行動は8回 で,1984年のみ2回 の造巣活動を観察 した。■の例1=搾化後まもない雛

が死亡したことが原因となり,同 一個体による2度 目の造巣が別の場所で観察された。ヤ

マセ ミの造巣が最も早 く観察されたのは1982年2月 28日の例で,そ の造巣が最も遅 く観察

されたのは1984年6月 中旬である。この例はシーズン2度 目の営巣が示されたときである。

ところで,ヤ マセミの造巣活動は, もっぱら早朝と夕方に観察された。造作の活動時間

を雄個体と雌個体で比較 した場合,造 作にかかわる時間は雄個体の方が多く観察 された

(図1)。
一方,ヤ マセミが巣穴造作を開始 してからその完成までの日数は,1982年が12日間 (2

月28日から3月 11日),1983年 は9日 間 (3月 23日から同31日),1986年 は10日間 (3月
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20日から同30日),1988年 では8日 間 (4月 1日 から同8日 )で あった。この結果から判

断して,ヤ マセミの巣穴造作日数は約 9日 間であつた。

つぎにヤマセミの巣穴が観察された崖について述べる。

1981年から1988年の間に玉川地区で発見された ヤマセミの巣穴は, 5ヶ 所の崖に11巣

(3巣 は同じ崖に造巣)であった。発見された巣穴はいずれも調査 しているヤマセ ミの行動

範囲内で観察されていることから判断し,二 川地区に生息する同一番により造巣されたも

のと推察された (神保ら 1986)。 ま た,観 察された本種の巣穴全部は横幅10m以 上,高

さ3m以 上の崖だけにその存在を認めた。そして,巣 穴が存在した崖はいずれも宅地造成

等によって発生した土の崖 (人工崖)で あった。この例は都市化の進行tlよって,い わば

副次的にもたらされた崖をヤマセミが積極的に利用していることを意味している。しかし,

ヤマセミが採餌のために利用していた池や,川 沿付近に存在する崖 (自然崖)に は,巣 穴

を観察することができなかった。

つぎに,ヤ マセミが積極的に造巣する崖の外部形態をすより正確に把握するため,本 種

の巣穴の存在を認めたすべての崖斜面の角度について測定を実施した。ぞの結果,崖斜面
の角度が80-90度 に8巣 ,90-100度 に3巣 あった。 一 方,本 種の造巣はもっぱら高さ3

m以 上の崖に観察されていることから,崖 自体の大きさが造巣選択のとつの要因になって

いることが推察されている (神保ら 1986)。 そこで,ヤ マセミの巣穴は観察されなかっ

たが,横 幅10m,高 さ3m以 上の崖17例についても斜面角度の測定を行つた。その結果崖

斜面の角度50-60度 が13例,70-80度 が3例 , 90-100度 が1例 で,巣 穴が観察された崖

は,そ れが観察 されなかった崖よりも崖斜面角度が急なものが多かった。この例は,ヤ マ

セ ミが造巣場所を選択する場合,そ の崖の大きさと共に,崖 自体の斜面角度が重要な因子

となっていることを示 しているものと推察される。

つぎに,崖 の高さに対してヤマセミの巣穴11巣が存在した位置 (崖上から巣穴口中央部

までの距離)を 求めた。その結果30cln-60clnが6巣 ,70clll-100cmが4巣 ,110cmが 1巣 で

あり,巣 穴日の位置は崖上の状態によって若干の変動が認められたものの,い ずれの巣穴

も崖の高さに関係なく,ほ ぼ一定の位置の範囲内で観察された。また,巣 穴日の方向は造

巣する崖面で決定するが,観 察 された11巣中7巣 は北方向, 2巣 が東方向, 1巣 が西方向

に観察された。

2.造 巣行動

ヤマセミの巣穴内部の構造は巣道と産室からなる。筆者らが調査 したヤマセミの巣形態

の測定値は,巣 道の長さ95crn,産室の長さ50clnであった。先にも述べてきたように,巣 穴

造作活動は早朝と夕方に集中し,一 番で行 うことが観察されている (図2参照)。 そのと

き,片 方の個体が巣穴を造作中,も う一方の個体は巣から約15m離れた位置の止り場で,
頻繁に鳴き声をくり返し発することが観察された (図3)。
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図 2.19鶴 .4,5に観察されたヤマセミの造巣行動の時間帯

図3.造 巣中に鳴き声をくり返し発するヤマセミの雄
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ところで,巣 穴が完成するまでの段階をヤマセミが巣穴造作中に示 した行動,動 作から

仮に分類すると,前 期,中 期,後 期となる。前述 したようにヤマセミの巣穴造作は開始か

ら完成までは約 9日 間を要する。すなわち,前 期とはヤマセミが造巣するための岸の選択

を終了し,崖 面に巣日の造作を開始した段階である。中期は,巣 口が完成し巣道の造作に

入り,そ れが終了するまでの段階である。後期は巣道が完成し産室の造作に入り,そ れが

終了するまでの段階である。つぎに,前 期,中 期,後 期におけるヤマセミの巣穴造作行動

等について述べる。

(1)前  期

巣日の造作は造巣 しようとする崖面に対し, 2羽 (番)が 交互に嘴を使って崖面の土を

切 りくずす行動が観察された。なお,ヤ マセミが土を切 りくずす場合二通りの動作が観察

された。その動作の一つは崖面に接近した位置でホバリングし,そ の状態を保ち,す ばや

く嘴を崖面に打ち込むものであった。他の一つは崖面に停止した姿勢で巣日の造作を行 う

ものであった。そのときヤマセミは尾羽全体を崖面に押 しつけて,体 の安定を保っている

様子が観察された。

(2)中   期

造作開始後,約 2日 目で造作個体の姿は巣道に入るため,ヤ マセミの尾部だけが巣穴口

から確認される程度である。

ところで,巣 道中央部の断面の測定値は程 9 an,横10価であつたoこ の巣道の大きさか

ら判断して,巣 道内でのヤマセミは体をすぼめた姿勢で移動していることが推察された。
一方, この時期のヤマセミは頭から巣穴に入り尾から出る。 この状況は巣道内で回転動作

が行われていないことを示しているものと考えられる。

なお,造 巣中期にヤマセミが巣穴を離れる場合,右 旋,左 旋で体の方向をすばやく変え

て飛び去ることが観察された (図 4, 5, 6)。

図4, 5, 6造 巣中期に巣穴から出た直後のヤマセミの姿勢

つぎに造巣中期における巣道造作の進行に伴 う巣外への土の排除方法について述べる。

この時期巣道の土を外に排除する場合,堀 削した土をそのつど巣外に出すのではなく,

ヤマセミ自身によって巣穴日付近に収集されることが観察された。巣道奥の上を巣穴日に
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収集するヤマセ ミの行動動作はつぎのとおりである。

すでに前述 したように,造 巣中期のヤマセミは巣道内での回転動作が出来ないことから,

尾方向から巣穴日に向う。このときヤマセミは堀削した上を下尾筒付近で押 しながら巣穴

口に向って後退 りし,巣 穴日付近に土を集積するのが観察された。集積された上の排除は

両脚趾で崖下にかきだす動作が観察された (図7)。

なお,本 種の趾は基部が合 した合趾足である (黒田 1972)こ とから,巣 穴の上を巣外

に排除するのに,形 態的に適 したものと推察された (図 8)。

図 7.巣 内の上を排除するヤマセミ

図8.ヤ マセミの合趾足
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ところで,巣 道内の土を巣穴日付近に集積する動作とその上を巣外に排除する動作は,

連続 した行動動作ではなかった。すなわち,巣 道内の上を巣穴日付近に集積し終った個体

は巣日付近にその土を残 したまま,一 度巣外に飛び出し,入 れ代りに巣穴に入った個体に

よって巣外にかきだされ,そ の個体はふたたび巣道造作を開始することが観察され,同 様

な行動動作 がくり返 し観察された。

(3)後   期

産室の測定値は長さ50cm,横 幅30clll,高さ17clnであった。この時期ヤマセミが巣内から

巣外に飛び出す姿勢は頭からで,こ のことはヤマセミの回転動作が巣内で行われているこ

とを示し,産 室造作が完成に近いことを意味 した。

つぎに,産 室造作によって発生した土の巣外への排除について述べる。

産室造作で発生 した土は一度巣穴口付近に集積されたのち,つ ぎに巣穴に入った個体に

よって崖底に排除 された。その排除方法は中期に観察されたものと同一方法であった。し

かし,巣 内の上を巣穴日付近まで収集する方法は造巣中期に観察された動作とは違ってい

た。後期の上の収集は巣穴日に向つて前進するヤマセミの胸腹部付近で押 し出されること

が観察の結果判明 した (図 9)。

図 9.巣 内の上を胞腹部で押 し出すヤマセ ミの雄

ま  と   め

調査地域は住宅地等の急激な増カロにより,環 境改変が著 しいにもかかわらず,同 地域に

生息しているヤマセミの行動圏は1981年来変化していない (神保ら 未 発表)。 これはヤ

マセミが環境変化に対して適応 した生活習性を示 している結果と推察される。一方,こ れ

に関連 し,本 種の巣穴の存在を認めた場所は,宅 地造成等によって発生した上の崖での観
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察例が多い。このことは,先 にも述べてきたように,都 市化の進行によって,い わば副次

的にもたらされた都合のよい崖がこの地域に多いことが示され (神保ら 1986),本 種が

それらの崖を積極的に利用しているといえよう。また,ヤ マセミの巣穴は傾斜が急な崖だ

けに存在し,崖 斜面の角度がゆるやかをものには観察されなかった。一方1982年5月 16日

14時11分にヤマセミの巣穴に侵入したアオダイショウが雛 を捕食するのを筆者らは観察 し

ている。このようなことから判断 し,本 種が急角度の崖のみに巣穴を造巣する理由の一つ

に天敵の侵入を防ぐ役割があるものと推察される。

文  献

神保健次 ・神保 忍  1984 日 向川下流域に生息するヤマセミの観察 神 奈川県立自然保

護センター調査研究報告 1:15-19

神保健次 ・神保 忍 ・山崎良子 1986 厚 本市におけるヤマセミの生態調査 神 奈川自然

誌資料 7:15-18



神奈川県立自然保護センター報告6(1989)

伊勢原市日向に飛来 した

ノハラツグミについて

坂 本 堅 五
※

Notes on the Fieldfare in Hinata,Ischara― city

Kengo S AKAMOT0

は じ  め  に

ノハラツグミ Turdus pilarisは, ヒタキ科ツグミ亜科に属し,全 長約25.5clllである。

本来,西 ヨーロッパからモンゴル高原までユーラシア大陸の】ヒ部に広く繁殖する鳥で,冬

は南下し,ア フリカ大隆北西部,中 央アジア,イ ンドなどに渡ることが知られている。わ

が国での記録は少なく,1960年 1月 25日長野県西筑摩郡で採集された記録 (清棲 1980)

があるのみであるが,今 回,伊 勢原市日向に本種が飛来し,若 子の観察と写真撮影を行い,

情報をまとめたので報告するも

なお,報 告に先立ち,当 報告に関する情報を提供 していただいた日本野鳥の会神奈川支

部の新倉三佐雄,藤 田千代子両氏に厚くお礼申し上げる。

観察時間と飛来場所の概況

観察されたのは 1羽 だけで,19鶴 年 2月 11日に日本野″島の会東京支部の大山探鳥会で発

見され,そ の後同年 3月 4日 まで当地に滞在した。

ノハラツグミが滞在したこの場所は,丹 沢山塊の東部山麓で,大 山の東約 41m,神 奈川

県立自然保護センターから南西に約 2血 ,伊 勢原市街から北西に約 61mに位置し,日 向薬

師バス停のすぐ近くである。周囲は,ス ギ ・ヒ/キ の植林地やスダジイ ・シラカシ等の常

緑広葉樹林に囲まれた集落のはずれの出間地で,小 面積の水田,畑 が段々畑のように存在

しており,近 くを日向川が流れている。ノハラツグミが行動していたのは,こ の地域の水

田が中心で面積にして約 l haの 範囲である。

行動及び形態

観察されたノハラツグミは,主 に開けた水回のあぜ道で昆虫などを採餌 しており,大 勢

の観察者の存在をほとんど気にすることなく,写 真撮影者が4～ 5mま で近づいても逃げ

※神奈川県蚕業センター Kanagawa Prefectural Sericulture Center



ようとしなかった。

大きさは,全 長25,5cm(阿部他 1984,高 野 1987)及 び25cln(Rob Hume 1981)の記

載があるとおり,ツ グミとほとんど同大であった。

色彩や斑紋については,頭 部から後頚 ・腰 ・上尾筒は灰色で自色の細い眉斑があった。

背と雨覆は褐色で,初 列風切は黒褐色,次 列風切は背面からみたところでは内側が黒褐色

で外側が淡い褐色であった。尾は黒色で,隠 ・喉 ・前頚 ・胸は糧色を帯びた白色であった。

また,嘴 色は種黄色で先端は黒褐色,脚 色は黒褐色であった。

雌雄については,消棲 (1980)によると,雌 は雄に似るが く頭上,後 頸,腰 )は 雄より

も褐色がちで…,〈 喉,胸 〉も淡色で黄褐白色に乏しく…とある。今回観察されたノハラ

ツグミは,頭 上・後頸・腰に褐色味がなく,喉 ・胸ははっきりした種色を帯びていること

から,雄 と思われる。

図 1.ノ ハラツグミ (側面)
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図 2.ノ ハラツグミ (前面)

図 3.ノ ハラツグミ (背面)



図4.採 餌中のノハラツグミ

お わ  り  に

今回のノハラツグミについては,① わが国で正式には2度 目の飛来という珍鳥であるこ

と②大勢の人が観察しているが飛来地が神奈川県立自然保護センターの近くであり観察の

機会も多かったこと,か ら当センターの調査報告に発表させていただくこととした。

日本の図鑑等に掲載されているノハラツグミの絵とは多少異なっており,今 回は各角度

から写真を撮影してあり,形 態について詳しく述べることができた。

文   献

阿部 學 他 1984 生 物大図鑑鳥類 世 界文化社

清倭幸保  1980 増 補改定版 日本″常類大図鑑 I 講 談社

Rob Hume 1981 BIRDS OF BRITAIN&EUROPE Usbornc Publishing Limied.

杉坂 学   1988 Fiela note各 地から 日 本野鳥の会神奈川支部報 (192):7

高野仲二  1976 日 本の野鳥 小 学館

高野伸二  1987 フ ィールドガイド 日 本の野鳥 日 本野″島の会

矢口 孝   1988 珍 客三題 科 学朝日 (9):82



神奈川県立自然保護センター報告6(1989)

神奈川県立自然保護センターの野外

施設に発生するキノコについて

神 奈 川 キ ノ コ の 会

Notes  on the Mushrooms in the Kanagawa

Prefectural Nature Conservation

Center(Nanasawa,Atsugi一 city)

Kanagawa Mushroom Asociation

は じ  め  に

昭和62年秋期 (9月～11月)と 昭和63年春夏期 (4月-8月 )に 神奈川県立自然保護セ

ンター野外施設のキノコ調査を行った。この調査は同施設の自然環境把握のための調査の

一環として神奈川県立自然保護センターの委託を受けて神奈川キノコの会が実施 したもの

である。神奈川キノコの会の特定キノコ研究班メンバーが主体となり計20回,延 人数183名

がこの調査に参加した。恐らくこれだけ組織的,継 続的なキノコ調査は他に例を見ないも

のと思われる。この調査のために採集した資料標本についての検討はまだ完了していない

が現段階での調査結果を作成した。単なる目録とせず資料の検討を終えたものについては

特徴記載や検討者の見解を加えることによってこの報告の活用範囲を広げることを意図し

た。この報告が調査の結果としての意味だけではなく今後の調査の踏台としての意義を持

って欲しいと願うからである。

調査地域の概要

この調査を実施 した自然保護センターの野外施設は丹沢山塊の東部山麓に位置し,標 高

はおよそ90～110mである。地形的には谷戸と呼ばれる細長い谷間を中心として,そ の周囲

の傾斜地に成立した森林と丘陵部上部の平坦面からなっている。谷の部分は湿生植物園と

して整備されアシ, ミクリ,ガ マ等の湿生植物草原となっており,そ の両側の斜面はクヌ

ギ,コ ナラ,イ ヌシデ等を主体とする落葉広葉樹林いわゆる雑木林で一部にはスギ,ヒ ノ

キの植林地がある。また,丘 陵上の平坦面は緑化見本国や樹木見本国として緑化樹木等が

植栽されており,そ の周辺には牧草を主体とした畑や栗の呆樹園等もある。全体として,

神奈川県の低山地帯に見られる典型的な環境といえよう。調査は野外施設のほぼ全体にわ

たつて行つた。
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調査方法と経過

午前10時～午後 1時の時間帯を,野 外調査に当て,キ ノコ採集及び写真撮影を行い,適

宜 ,生育環境の調査及び記緑 を行ったと午後 2時～ 5時の時間帯を,標 本の調査及び記緑

に当て、キノコの記載作成,顕 微鏡的調査 ,化学薬品による呈色反応のチェック,文 献と

の照合を行った。現地において同定し得なかったものや同定に疑間の残るものについては

原則として標本を持ち帰り,精 査に努め,乾 燥標本を作成した。

調 査 期 日 天 候 調 査 人 員
た
数

申
醸

生

ヨ略
ノ

当

キ

1987 9 晴 10

9 。23 晴

10。 4 晴 8

10。 18 晴 10

10。 25 雨

11 ・ 3 曇

曇
力
を

1988 4 曇 10

5 。17 晴

5 。 29 晴

6 ・12 雨 10 49

6 ・19 晴 7

7・ 3 曇

7・ 6 晴 ユ 50

7 ・21 晴 1

7 ・24 雨 16 88

8 ・14 曇

8。 21 晴 20



Ascomycetes 子 嚢菌亜門

Pezizales チャワンタケロ

Sarcoscyphaceae ベニチャワンタケ科

1.Phillipsia dOmingensis(Berk.)Berk.ニ クアッベニサ ラタケ

広葉樹の枯れ枝上に生じる,径 3-5 cmの鮮紅色のチャワンタケである。外面はより淡

色,柄 を欠き,肉 はゼラチン質を帯びた肉質で,自 ～淡紅色を呈し,厚 さ7-5 tlmである。

子襲胞子はソラマメ形で,表 面に縦条模様を有するのを特徴とする。

中南米 ・マダガスカルなどに分布する熱帯系の菌であるが。日本では関東北部にまで産

するものである。神奈川県内では,大 谷 (1980)により,丹 沢山中より報告されたのを始

めとして,津 久井郡からも採集されているが,む しろやや稀産種に属するもののようであ

る。

Phillipsiaニクアツベニサラタケ属は,本 種を基準種として,中 南米 ・東南アジア ・

あるいはオース トラリアなどから,11種の報告がある(DenisO■,1969お よび Paden 19

77た ま た,P.domingensisに 酷似するが,子 発胞子に電顕レベルの微細なシワを有す

るものに P.rugo sporaが あり,日 本産の標本についても,電 顕による精査が必要と考

えられる。

Sarcosomataceae ク ロチャワンタケ科

2.Gariella celebica(P,Henna)Nannf. ォ ォゴムタケ

前記P.d o m i n g e n s i sと同時に,同 じ腐朽材上に見出された。大形のチャワンタケであ

る。

外面をおおう粗毛は長さ0.6 almに達 し,太 さは8-15,5μ m,ほ ぼまっすぐで中空,外

壁には微細な粒状物をつける。子豪胞子は大形で惰円形ないし種子形,表 面に微細なイボ

を帯びる。

元来,熱 帯性の種類であるが,日 本では少なくとも関東地方にまで北上し,コ ナラ・ク

ヌギなどの落葉広葉樹林帯に適応 している。神奈川県内では,生 出 (1980)により,横 浜

市内から報告され,七 沢順札峠からも発見されている (川島,神 奈川きのこの会会報第9

号,p.26.1987.)。 筆 者は,本 種を津久井郡相模湖畔および相模原市田名においても採

集しており,県 内にはむしろやや普通に産するもののようである。

P y r o n e m a t a c e a e  ピロ不マ科

3,Hu m a r i a  h e m i s p h a e r i c a ( W i g g e r s : F r , ) F u c k e lシロスズメノワン
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腐植の多い地上に群生する。径 1-4 cm,高 さ0.8-ユ.5 clnのチャワンタケである。柄を

欠き,外 面は淡黄褐色の地に,暗 褐色の円J毛を密生し,内 面はほとんど白色である。子発

胞子は長精円形で,表 面に低いイボを生じる。

北米 ・ヨーロッパに広 く分布する菌で,日 本国内でも普通に採集される。神奈川県内で

は未記録の種類のようであるが,筆 者は,こ れを逗子市神武寺境内において見出している。

4.OctOspora sp.?ト キイロヒメダイザタケ (青木実氏仮称)

広葉樹の枯れ葉上に群生する。無柄 ・台座状のチャワンタケである。全体に淡いピンク

色 (トキ色)を 呈 し,径 6-物 m,乾 けば白っぽく色あせる。

自然保護センターで見出された標本については,き のこが過熟状態であつたため,そ の

子嚢胞子が検討できなかったが,組 織の構造から判断して,O ospora属 に分類するの

が適当であると考える。とりあえず,青 木氏による
“
トキイロヒメダイザタケ

"を
あてて

おき,そ の学名については,別 の機会に検討 したい。

5,Otidea sp.ウ コ ンイ ロチ ャワ ンタケ (井口仮 称 )

腐植の多い地上に,鮮 黄色の菌糸束をはびこらせ,そ の上に群生するチャワンタケであ

る。全体鮮やかなオレンジ黄色 を呈 し,柄 を欠き,径 0.7-2 cm程度,肉 も内色ではなは

だもろく。こわれやすい。胞子は広惰円形で二個の油球 を合み,表 面は平滑,大 きさ9.5

-14.5× 7-11.5μ mで ある。側糸は先端がやや膨れ,ほ ぼまっすぐで鈎状 に曲がること

はなく,黄 色の小粒を合む。子嚢はヨー ド液で青変 しない。

上記のような特徴から,本 種は Otideaウ スベニ ミミタケ属に分類 されるべき種類であ

ると思われる。この属には11種2変 種が報告されており (KanOuse,1949),そのうち日本

に産するのは 7種 1変 種である (Otani,1969)。しかし,日本産種の うちには,0.raini_

erensis ttnouseカ ベンチャワンタケを除いて,す べてその側糸の先端がカーブするも

のである。0.rainierernsis とウコンイロチャワンタケとを比較すると,前 者では,き

のこは生時は赤みを帯びた黄褐色ないし肉桂黄色 ,乾 けば灰掲色 となり,側 糸の先端は著

しく膨れて,球状ないし,し ゃもじ状 となるのに対して,後者では,き のこは黄色みが強く,

乾いても生時の色調を残 しており,側 糸の先端が膨大 しない点で異なっている。また,北

米産の O.auricula(Cooke)Masseeは ,側 糸の先端は膨大せず,カ ーブすることもな

いが,き のこはもっと大形で耳状 ・赤褐色 を呈 し,子 養胞子もより大形 (23-25×12-16

μm)な 点で異なり,0.kauffmanii KanOuseは ,きのこの大きさ ・色調はウコンイロ

チャワンタケに類似 しているが,側 糸の先端は著 しく膨大するものである6

本種の学名および国内における分布については,さ らに調査する必要がある。

6.Plicaria sp.グ ミノ ミチ ャワンタケ (井口仮称)

広葉樹の枯れ葉の葉柄に生じる,鮮 紅色チャワンタケで,径 1-1.5 Hlm程度,柄 を欠き,

やや丈夫な肉質である。
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本種についても,子 表胞子が確認されておらず,そ の詳しい分類学的位置づけは,現 時

点では不明であるが,子 養がヨー ド液中で青変することから,と りあえず本属においた。

7.Scutellinia scutellata(L.)LambOtteア ラゲ コベニチ ャワンタケ

Scutellinia属の邦産種としては,本 種のほか,Patella cubもnsis(B.et C。 )Se―

aVer(S.cubensisの 組み合わせが・未だに与えられていない),S.badiO_berbis(Be―

rk.:ck。)0.Kuntzeお よび S.erineceus(Schw.)Kuntze(大 谷,1988)の 3種 が

知られている。

Scutllinia 属には約20種が含まれるが,正 確な同定は,顕 徹鏡的観察に基づかねば困

難である。一般に
“
S,scut ellata"と同定されている菌については,再 検討する必要が

あると考えられる。

H e l v e l l a c e a eノ ボ リ リ ュ ウ 科

8.GyrOmitra perlata(Fr.)Harmaia フ クロシ トネタケ

径10cm,高さ5-7 cmに達する。大形なチャワンタケで,下部は次第に細まり,不 明瞭

な茎となる。子実層部 (椀の内面)は 粗大なシワを有し,下面および茎は白色,肉 は汚白

色で,は なはだもろくこわれやすい。

自然保護センターより得られた標本は未熟品で,子 発胞子を検討することができなかっ

たが,き のこの色調と,側 糸の先端が分岐 しない点から,表 記のように同定した。

従来,本 種に対してDiscina perlata(Fr.)Fr.の 学名が用いられてきた (Imai, 19

38およびOtani,1979)が ,筆 者は Harmaja(1969)の 見解に従って,Discinaを Gt―

rom itra シャグマアミガサタケ属の一亜属として扱い,本 種に対して表記の学名を用い

ることとした。

GyrOmita tt Subg.Discina フ クロシトネタケ亜属は,本 種 を基準種として,11種

2変種を含むが,日 本には本種のほか, G.warnei(Pk.)HarEBjaお よび G.parma

(Brel―tenb.&Maas G.)POuz.et Kctl.nOn lguchi ォ ォナミシトネタケの2種

が知られている。前者は針葉樹 (コメッガ)腐 朽材に生じる小形種で,子養胞子の表面に,

やや不明瞭な網目を生じ,胞 子両端に生じる付属体 (ApiCulum)が著しく尖る点で区別さ

れる(G.periataに おいては,胞 子の表面はイボを帯び・付属体の先端 は丸みを帯びるた

また後者は,広 葉樹の朽ち木に生じ,径 1 7cmに達する大形種で,子 養胞子は著しい網目を

有し,付 属体はこれを欠き,側 糸の先端が分岐することで異なる(Iguchi, 1987)。ともに,

神奈川県内では,未 記録の種類であるが,G.perlata に ついては,む しろ普通にみられ

るもののようである。

9.Heivella costifera(Nanff。)Stangl? ハ イイロサカズキタケ

(井口仮称)
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地上生の径 5 cm程度のチャワンタケで,内 面は暗灰色,外 面はより淡色,根 元は次第に

細まり,自 色で著しいうねを有する茎となるが,椀 状部と茎部との境は不明瞭である。茎

部のうねは,椀 状部の縁に向かって放射状に伸び,脈 状の隆起を形成する。顕微鏡的には,

椀状部の外面は数珠状菌糸塊を欠き,子 養胞子は広精円形で平滑,一 個の大きな油球を含

み,大 きさ17.6-24×12.1-13/mで ある。

筆者は,最 初これを H.leucOmeleana(Rrs.)Hannf.カ バイロサカズキタケと同定

したが,こ の菌では,椀 の内面が多少とも褐色を帯びることから,や や疑問がある。また

H,acetabulum(L.:Fr.)Quel. ウ ラスジチャワンタケも,き のこがより大形になること

が多く,椀 の内面はやはり多少とも褐色～暗黄褐色を帯びる,子 養胞子もやや大形な点で

異なっている。ここでは,暫 定的に表記の学名を当てたが,Breitenbach and Kranzlin

(1981)によれば,H.costif eraは ,椀 状部外面に短い数珠状菌糸 (長100/m程 度)を生

じるという。

さらに多数の標本に基づき,検 討する必要がある。

lo.Helvella ephippium L釣 .ク ラガタノボ リリュウ

竹類見本園において,多 数見出されたもので,高 さ1.5-4 cm,径 1.2-2.5cmの有柄の

チャワンタケである。頭部および筆の表面は,粒 状の粗毛を密生し,帯 褐灰色を呈する。

胞子は広精円形で,一 個の大きな油球を合み,大 きさ18.1-24.8×10.6-13/mで ある。

外面をおおう粗毛は,数 珠状の菌糸 (大きさ450-770X10.1-13.物 m程 度)が,数 本～

十数本ずつ束になったものである。

筆者は,最 初これをH.ephippioides lmai ナガエノケノボリリュウと同定 したが,

後者では子豪胞子がやや大きく(22-26.5×8.5-1lμ μ m),粗 毛も,より繊細な点で区別

される。

11.Helvella macropus(Pers,:Fra)Karst.ナ ガエ ノチ ャワンタケ

前種に似るが,子 表胞子が紡錘形を呈 し,き のこをおおう毛はいっそう繊細で,あ まり

顕著でない点で区別される。

林内の地上 (時に著 しく腐朽 した材上)に 生じ,き わめて普通にみられる菌である。

He10tiales ビョウタケロ

LeOtiaceae スギタケ科

12,AscOcOrynさCylichnum(Tul.)KOrf nOn Otaniムラサキゴムタケ

朽 ち木上に群生する,径 3-7 mlnの濃紫褐色のチャワ

面は平滑,肉 はゼラチン質を帯びた肉質である。

本種に酷似するものに,A.sarcoides(Jacquin:s.

ンタケである。柄は不明瞭で,外

F.Gray)Groves&WilsOn
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(日本来産)が あるが,肉 眼的に区別するのは困難で,子発胞子の形態(A.cylichnumで

は,胞 子の隔膜は3-4枚 であるのに対して,A.sarboides で は,隔 膜は1枚のみ,ま

たは往々これを欠く)に よらねばならない。

13.BispOrella citrina(Fr.)KOrf&Carpenter ビ ョウ タヶ

枯れ葉や腐朽材に,す こぶる普通にみられる,オ レンジ色 。画鋲形の小形のチャワンタ

ケである。神奈川県内でも,き わめて普通に採集されるもので,筆 者は,こ れを横浜市緑

区 ・港北区 ・鶴見区や,川 崎市 ・相模原市 ・秦野市 =厚本市 ・南足柄市 ,山北町 ・津久井

町などで確認 している。

14.ChlorOciboria sP.ァ ォサ ビシロ ビ ョウ タヶ (石川喜三郎氏仮称)

広葉樹の朽ち本に群生する,画 鋲形の小形のチャワンタケで,径 5-8 1nm,外面は鮮や

かな青緑色,内 面は白色を呈し,椀 の縁は内側に強く巻き込む。子養胞子は長精円形ない

しやや紡錘形,時 に1枚 の隔膜 を生じ,大 きさ12.6-19,3×2.5-4.物 mで ある。

子実層面 (椀の内面)が 白色を呈することと,大 形の子発胞子を有することが特徴的な

種類である。石川氏 (日本きのこ図版NQ391)は ,本 種を,C.aeruginosum(Oederi S.
F.Gray)de NOt.ロ クショウグサレキンの一変異型ではないか, としているが,こ の

両者について筆者が検討した限りでは,C.aerugunisumの 方が,子 発胞子がはるかに小

形で,き のこの柄もより明瞭な場合が多いようである。外皮層の構造については,両 者の

間に,著 しい差異はない。また,子 発胞子が大形なものとしては,C.omnivirens(Ber…

k.)Dixonが あるが,こ の種類は,構 造が異なる。

C.aeruginOsumお よびその近縁種においては,子 棄胞子の大きさについて,相 当の変

異があると思われる一方,ア オサビシロビョウタケの顕微鏡的観察によれば,そ の側糸に

は青色の小粒を含むものが,わずかながら認められることから,あるいはC.aeruginosum

の一変種として扱 うのが妥当かもしれない。

関東地方に広く分布する。

15,ChlorencOelia versifOrmis(Pers.)Dixon コケイロサラタケ

朽 ち木上に群生する,径 6-軸 価程度のチャワンタケである。短い柄 を備え,最 初は帯

オリーブ黄色,の ちオリーブ緑色 となる。肉は薄 く,や やゼラチン質を帯びた肉質である。

子養は86.5-135,4X4.2-8.88/m,基 部は二又分岐 し,先 端はヨー ド液中で強く青変

する。子嚢胞子は長精円形,時 に 1枚 の隔膜 を有し,油 球を欠 くかまたは 1個 ないし数個

の油球を含み,大 きさ10。4-16.0× 2.5-3.9μ mで ある。

ヨーロッパ ・北米および南米 (アルゼンチン)に 分布する種類で,日 本でもまれな菌で

はないが,神 奈川県内では初めての記録 と思われる。

なお,本属には一種C.torta(Schw.)DixOnがあるが,子嚢胞子がより小さく(〔5.6
-〕 9-11〔-12)×2-4/),き のこの外面に生じる菌糸は,発状に膨れることで C.
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versiformis と 区房Jされる。

16。 ClaussenOmyces prasinulus(Karst.)KOrf&Abawi

サ ミ ドリエ ンザ タケ (井口仮称)

湿った枯れ枝上に生じる,き わめて小形のチャワンタケである。径0。2-0.4mNI度 で,

柄を欠き,多 少盛 り上がったボタン状 ,美 しい淡黄緑色を呈し,ゼ ラチン質を帯びた肉質

である。子発胞子は長椿円形で,3-4枚 の隔膜を生じ,大 きさ9.2-16.0×3.0-4.6/m

である。

ClaussenOmyces属 には, 4種 が含まれるが, いずれも径 l nlm前後の小形菌である。       ,

そのうち,本 種に類似するものとしてC.atrOvirens(Pers.:Pers.)Korf and Adawi

があるが,そ の子豪胞子は長さ10-13μ m,幅 膜は3枚 である点で区別される。他の 2種

類 ,す なわち C.jahnianus Kirsch.お ょび C.pusillus(Karst.)KOrf anb Abawi      ｀

は,と もに水酸化カリ溶液中で,紫 褐色の色素を溶出し,子 養胞子はさらに大形である (

Breitenbach anb Kranzlin,1981およびKOrf and Adawi,1971に よる)。

日本新産の属 ・種である。

17.HymenOscyphus herbarum(Pers.:Fr.)Dennis

クサ ノツブチ ャワンタケ (井日仮称)

枯れた草本植物 (種名不詳)の 体上に群生する。画鋲状のチャワンタケである。全体淡

黄土色～汚クリーム色で,径 1-4 nlm,椀の縁はいくぶん内側に巻き込む。子養は73.1-

89.9×5.9-6,7μ m,子 発胞子はソーセージ形ないしやや紡錘形, 成熟時, 1枚 の隔膜

を生じ,大 きさ12. 6 - 1 7 . 6×2. 1 - 2 . 5μ mである。

ヨーロッパに広く分布し,日 本では初めて記録された種類ではあるが,お そらく普通に

産するものだろものであろう。

18. HymenOscyphnus repandus(Phillips)Dennis

シロッブチ ャワンタケ (井口仮称)

地上に落ちたサイカチのさや上に見出されたもので,高 さ・径ともl mm前後の,帯 灰黄      ‐

褐色のチャワンタケである。明瞭な茎を有し,椀 の縁は強く内側に巻き込む。子豪は大き

さ75。6-88.2×4.6-6.3/m,子 養胞子は長精円形ないし円筒状紡錘形で,隔 膜を欠き,

大きさ6.7‐判 .7×2.8-■.1/mで ある。

文献によれば,H.repandusは ,ア ザ ミ類 。キイチゴ類 ・シモツケソウ類 ・ヤマアイ類

(Mercurialis)などの枯れ茎に生じ,子 発胞子は大きさ8-10× 2-2.5/mで あるという

(Breitenbach and Kranzlin,1981によるたこの点で多少疑間があるが, ここでは暫定

的に表記の学名をあてておく。

19. H y m e n o s c y p h u s  s c u t u l a ( P e r s a : F r . ) P h i l l i p s  ニ セ ビ ョウ タケ
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前種に似て,枯 れた草木植物上に発生する。小形 (径1.5-3■ lln)のチャワンタケであ

る。オレンジ黄色 を呈 し,茎 はより明瞭で白っぽく,子 養胞子が大形 (18.5-29.4×3.3-

5.5/m)で 1枚 の隔膜 を有し, しばしばその両端に, 細 長い付属物 を備える点が特徴で

ある。
一見 Bisporella citrinaビョウタケに類似するが,子 養胞子の大 きさや形態が異 な り,

きのこの組織構造 ・発生基質なども違 うことで区別される。

日本では,大 谷 (1966)に より,北 海道から報告された種類で,神 奈川県内では初めて

記録 されたものであるが,お そらく,比 較的普通な種類 と考えられる。

20,HymenOscyphus sp.ア シグロツブチ ャヮンタケ (井口仮称)

H.scutula ニ セビョウタケに似るが,全 体ほとんど白色!茎 は不明瞭で,そ の根元は

暗褐色を呈する種類である。子養は25.6-38.7×3.8-4,6μm,子 養胞子は長精円形で隔

膜 を欠き,大 きさ14.5-25.2×3.0-4.2μmで ある。

HymenOscyphus属 には80種以上が知られているが,今 のところ,本 種の学名ははっき

りしていない。本種の組織構造は,む しろCyathicula属のそれを思わせる点もあり,さ

らに多くの標本について,検 討する必要がある。

21.HymenOscyphus sP.タ マ ノリサ カズキ タケ (井日仮称)

地中に埋もれたミズキ属植物 (?)の 種子上に発生する,オ レンジ色 ・有柄のチャワン

タケで,茎 の長さは,寄 主が埋もれる深きによって,著 しく変わる。 椀の径は 2-3.5

mm,縁は内側に強く巻き込むことはない。椀の外面はより淡色,茎 はほとんど白色である。

子嚢は大きさ63.4-75.6×5.9-7.6μm,子 義胞子は大きさ13.9-17.6×2.5-4.2μmで

ある。

秋季に,多 湿の地に落ちて埋もれた, ミズキ属 (?)の 種子から, 2-5個 ずつ発生す

る種類である。 ヨ ーロッパにややまれに産する HymenOscyphus fructigenus(Bull.:

Ml rat)S.F.GymenOscyphus 属 の基準種)も 果実上 (主にブナの総包 ・ナラ類の殻

斗 ・ハシバミ類など)に 生じる種類であるが,全 体ほとんど自色ないし淡クリーム色を呈

し,子 発胞子がより大形 (13-19× 3-4〔 -5〕 μm)で ある点で異なる。

あるいは,新 種とされるべき種類かもしれない。

22.Pezizella sp.? ヒ メシロッブチヤ ヮンタケ (井口仮称)

スギの枯れ葉上に生じる, きわめて微小な雪白色のチャワンタケである。画鋲形を呈し,

径0.1-対.2nlm,椀の縁は内側に強く巻き込み,外 面は無毛で平滑である。子養 も小形 で,

大きさ33.6-37,6×2.5-3.0/m,先 端はヨー ド液で青変する。子発胞子は精円形で,成

熟時 2個の油球を生じ,大 きさ3.4-4.6×1.7-2.lμ mである。組織はほぼ全体に渡って,

隔膜の少ない菌糸からなり,外 皮表層部の菌糸の先端は,い くぶん養状に膨れる。

Pezi zella属も,多 くの種類を含む大属であるが,か なり人為 的な分類群であって,



最近の研究により,多 くの異分子が他属に移され,ま た,種 の分割 ・合併が行われている。

本種は,P.gemmarum(Boud。 )Dennis に よく似るが,そ れよりも子発胞子が大形な点

で異なる。また,Mollisia ク ズチャヮンタケ属の各種とは, きのこの組織に球形細胞を

ほとんど含まない点で,容 易に区別される。今のところ,種 名は未定であるが,著 者はこ

れを,丹 沢三ノ塔や大室山,あ るいは津久井町付近のスギ林内で見出しており,神 奈川

県内にはかなり広 く分布しているもののようである。

23,Leotia lubrica(Scop.)Pers.:Fr. ズ キ ンタケ

各地の林内地上において, きわめて普通にみられる菌の一つである。きのこの色調には

個体差 が大きいが,自 然保護センターで得られたものは,全 体明黄褐色～鉢色の標準型が

多く,他 に頭部が若草色 を示す個体も,少 数採集された。子嚢胞子は大きさ16.4-22.6×

4.4-5.5/mで ,も っとも標準的な大きさを示すものであつた。

北半球温帯以北に,広 く分布する。

Sclerotiniaceae キ ンカ クキ ン科

24,Ciborinia camelliae KOhn ッ バキ ノキ ンカ クチ ャワンタケ

春季,地 上に落ちたツバキ類の子房から発生するチャワンタケである。椀の径は2-9

nlm程度,茎 の長さは著しく個体差がある。椀状部 ・茎とも,淡 褐色～鈴色を呈する。

神奈川県内でも,ツ バキ類の樹下には普通にみられる菌である。

25。MoellerOdiscus sp.ア ケ ビタケ (青木実氏仮称)

地中になかば埋もれたアケビ属(Akebia)の 果皮上に生じる,画 鋲形 ・潰紫褐色のチャ

ワンタケである。径 3-11(-14)Hllllで,椀 の上面はほぼ平らか,い くぶんくばみ,時 に

はわずかに盛り上がる。子装は大きさ745-96.6(-108.4)× 4.2-5.6μ m,先 端はヨー

ド液中で青変する。 子 義胞子は長惰円形ないしほぼ紡錘形,無 色で隔膜を欠き, 大 きさ

(3,1-)3.8-5。1(-6。 9)×(1.3-)1.7-2.5(-3.1)μ mで ある。外皮層は,二 層から

なり,そ の外層は球形細胞から,ま た内層は長方形の細胞から,各 々構成されることが特

徴である。

神奈川県内では,1975年 ,横 浜市で採集された記録がある。神奈川県以外では,埼 玉県

飯能市 ・皆野町 ・栃木県日光市 (?)な どから知られており,決 してまれな種類ではない

ようである。おそらく,新 種であると思われる (Iguchi,投稿中)。

MoellerOdiscus属には,他 の一種 M.pinicolus Otaniが あるが, これはマツ類の

枯れ葉上に生じる小形種で,淡 オリーブ色を呈する点で,容 易に区別し得る。

26.Monilinia sp.? ヒ メキツネノワンタケ (井口仮称)
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トウモロヨシ畑の地上に見出された,径 0.5-1.2clnの鈴色のチャワンタケである。

椀の上面はほとんど平らで,下 面中央に細い柄 (径l Elm以下)を 備え,そ の先端は地中

の菌核に連絡する。菌核は精円形で,表 面は黒 く,ネ ズミの糞状を呈し,大 きさ3-7×

1.5-3mmfI度 ,内 部はほとんど白色,回 い肉質である。

子襲は大きさ121.8■189。4×8.1-12.8μ m, 先端はヨー ド液で青変する。子発胞子は

精円形で,多 くは2個 の油球を含み,大 きさ9.3-12.6×4.6-8.0/mで ある。

キンカクキン科のうちには,本 種のように良く発達した菌核を形成する仲間は,数 属が

知られているが,そ れらの区別には,培 養上の性質の調査が不可欠であるため,表 記の同

定も,暫 定的なものである。また,菌 核形成菌の中には,寄 主特異性を有するものが多い

が,本 種が トウモロコシに寄生しているものかどうかは,今 後の確認を要する。

27.Lanzia sp.ク チバ イロチ ャワンタケ (井口仮称)

枯れた細枝上に発生する,淡 黄褐色～鉢色のチャワンタケである。径3.5-8 nlm,上面は

椀状から開いて,ほ とんど平らとなり,外 面は滑らか,柄 は細長く,基 部はやや褐色を帯

びる。

外皮層は長い長方形の細胞から構成され,茎 の基部においては暗褐色を帯びる。組織中

にはゼラチン様物質を欠く。子嚢は42.4-54.6×4.6-5.7/m,先 端はヨー ド液で青変す

る。子豪胞子は卵形ないし紡錘状精円形,油 球も隔膜も欠き,大 きさ7.6-10.5×4.2-

4.9/mで ある。

Lanzia属 は,従 来は,広 義のRutstroemia クリノイガチャワンタケ属に含まれてき

たが,外 皮層の構造により,分 離 ・独立されたものである。やはり外皮層が長方形の細胞

群より構成されるものとしては,Poculum属 の菌があるが,こ の類は,組 織中にゼラチ

ン質の菌糸を多少とも含む点で区別される。

本種は子養が小形な点で,Lanziza 属 中では異色な種類であり,Poculum属 との中

間的な種類ではないかと思われる。

28. P o c u l u m  s p .コ ハ クノサ ラタケ (井日仮称 一 コハ クノサ ラタケ,

サ ビイロヒラサ ラタケ)

広葉樹の枯れ業の葉柄に生じる,黄 褐色のチャワンタケである。子桑は88。2-116.6×

12.6-18.5μ m, 子襲胞子は長精円形～ややソーセージ形で,隔 膜を欠き, 1-2個 の油

球を含み,大 きさ12.6-14.7×4.6-5.5μ mで ある。

P.pet101 0rumは ,大容・椿(1976)により,鹿児島県屋久島のシイ葉柄上に生じることが

報告されているが,こ の菌は,通 常長い柄を有し,子 襲胞子がいくぶん大きく(Breiteu―

bach and Kranzlin,1988に よれば,13-14× 4/m:Dennis, 1978に よれば14-17×

4.5-5。5/m), ま た子養胞子に油球を欠く点で, 本種と異 なる。筆者は,本 種を,東 京

都文京区でも採集しているが,そ の標本も,ほ ぼ上記の性質を示すものであった。
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29. Rutstroemia echinOphila(Bull.: Mlrat)v. H6hnel

クリノイガチ ャワンタケ (井口仮称)

地上に落ちたクリのいが上に限って生じる,有 柄のチャワンタケである。椀状部の内面

はほとんどくばまず,縁 は細かな鋸歯を生じ,帯 紫褐色ないし濃赤褐色,乾 けば色あせる。

下面は淡黄褐色でほとんど平滑である。子発は99.6-128.1×9。2-12.6/,子 襲胞子は幅

広いソーセージ形で,成 熟時には2-3枚 の隔膜を生じ,ま たしばし胞子の末端に,こ ぶ

状に二次胞子を着けることがあり,大 きさ13.4-19.7×4.6-5.5(-5.9)/mで ある。

現在までのところ, ヨーロッパのみから知られている種類である。やはリクリのいが上

に生じるチャワンタケに,Ciboria americana Durandが あるが,こ れは,タト皮層が薄

膜の球形細胞よりなり,子 嚢胞子はより小形(White,1941によれば,7.5-11× 3.5-4.5

/m)で 隔膜を欠く点で異なり, ヨーロッパおよび北米に分布するが, 日本では末記録の

菌である。

なお,Dennis(1978)は ,R.echi10Philaに つぃて,Phialea属 に所属せ じめるの

が妥当であると付記 している。日本では初めて記録された種類ではあるが,松 井英幸氏の

私信によれば,横 浜市鶴見区の三ッ池公園で採集されたといい,ま た,富 士尭氏も,東 京

都日野市にて採集した由である。筆者も,自 然保護センターをはじめとして,埼 玉県飯能

市 ・狭山湖畔 ・秩父郡上瀞町,あ るいは茨城県土浦市 ・つくば市より,多 数の標本を得て

おり,む しろ普通に産するもののようである。

Hya10scyphaceae ヒ ァロスキ ファ科 (ヒナ ノチ ャワンタケ科 )

30,ArachnOpeziza aurelia(Pers.)Fuckelク モ ノスアゲチ ャワンタケ

(大谷吉雄氏 :ク モ ノスベニチ ャワンタケ,井 口仮称)

腐植上に発生する,鮮 やかなオレンジ黄色のチャワンタケである。径0.2-0.7Hlm程度の

小形種で,基 物上に白い綿状の菌糸をはびこらせ,そ の上に群生する。外面は微毛におお

われ,椀 の縁は内側に強く巻き込む。子豪の大きさは75.6-92.2X8.8-9,9/m,子 襲胞

子は長精円形で, 1-3枚 の隔膜 を有し,大 きさ15,1-19.7×2.9-4.6/mで ある。大谷

(1979)および Breitenbach and Kranzlin(1981)の記載と比較すると,子 嚢胞子が

やや小形ではあるが,組 織構造や表面に生じる毛の形態などの特徴から,表 記のように同

定した。

31. Calycellina punctifOrmis(Grlv.)v. H6hnel ?

キイロサ カズキ タケ (井日仮称)

広葉樹の枯れ葉上に群生する。レモン色 。画鋲形のチャワンタケである。径0.3-1.獅

程度で,椀 の縁はほとんど巻かず,外 面はほぼ平滑である。子豪の大きさは44.2-50。4×

4,6-5.4/m,子 養胞子は長い紡錘形,大 きさ9.2-16.0×1.2-2.1/m,時 に数個の油

球を含む。外皮層の表面には,長 さ16,7-25.2/mの細い毛状菌糸を生じる。
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文献によれば,C.punctiformisの 子表および子養胞子は,も っと大形であるとされて

いるが,そ の大きさには相当な変異があると考えられるので,表 記の学名を当てることに

した。日本新産の種類であるが,筆 者はこれを,丹 沢三ノ塔でも採集 している。

32.Lachnellula sp.モ エ ギアラゲ ビ ョウ タケ (井日仮称)

広葉樹の枯れ木上に群生する,帯 緑黄色のチャワンタケである。径0.4-1.3nlm,椀の内

面は淡 レモン黄色,外 面は粗毛におおわれてざらつく。きのこの質ははなはだもろく,こ

われやすい。子義の大きさは46.2-58.5×3.8-4.6″m,先 端はヨー ド液で青変しない。

子襲胞子は精円形で,大 きさ2.6-3.4×1.3-2.1(-2,7)μ mで , 隔膜を欠く。側糸は

糸状で,基 部近くで二又分岐する。

神奈川県からは,今 回初めて見出されたが,日 本ではきわめて普通に産する種類と考え

られ, 一年中見られるようである。

Lachnellula属の日本産種としては,11種 が知られており(Oguchi,1979,1980,お よ

び1981),そのうちで,本 種のような帯緑色のきのこを形成するものとしては,L.aeru―

ginosa Oguchi があるが,こ の種類は,子 差胞子は大 きさ2-4(-4.8)× 1.5-3/m

でモエギアラゲビョウタケのそれよりわずかに幅広 く,側 糸は分岐を欠くとされ, さらに

アオトドマツに生じる,と いう点で,本 種と同一種であるかどうか,多 少疑間がある。ま

た,カ ラマツ樹上に見出された L.arida(PhilipS)Dennis も ,き のこがより大形 (径

3-7 mm)で 暗緑色を呈し,子 養胞子もずっと大形 (6.5-8.5X3.5-4.5μ m)な 点で,

容易に区別される。

Lachnellula属の解釈は,研 究者によって多少異なり, その範囲に合まれる個々の種に

ついても,か なり混乱がある。本種については,多 くの標本が筆者の手元に得られている

ので,そ の学名に関しては,追 って論じたいと考える。

33. Lachnum echinOphilum(Cash)Iguchi cOmb. nov.

クリノマユ ダマ タケ (井口仮称)

地上に落ちたクリのいがのとげ上に発生する,自 色のチャワンタケである。最初は俵状,

のち先端部で開日して,深 い壷形となり,大 きさ0。2-0.3× 0。1-判.2Hlln,短い柄を有する。

内面 ,外面とも汚白色で,外 面は微毛におおわれる。子発の大きさは 26,9-33.6×2.5-

3.4/m,先 端はヨー ド液中で青変する。子養胞子は一端の細まった長椿円形で属膜を欠き,

大きさ5.0-6.7(-7.1)× 0.4-1.3/m側 糸は槍状で,太 さ2.1-2.5/mで ある。外皮層は

厚さ 250/m程 度,最 外層の細胞からは,長 さ71.4-105.4μ mの 毛 を生 じ,時 にその先

端部に径8.8-126/mの 球状の結晶物を着ける。

Cash(1958)に より,北 米カリホルニアから報告された種類であるが,そ の後の記録

はないようである。 原記載によれば, 子発の先端はヨー ド液で青変しないというが, 筆

者の得た多数の標本による観察では,ほ ぼ例外なく, ヨー ド液に反応が認められた。

本種の寄主特異性の有無も,ま たはっきりしないが,筆 者の観察 した標本は,す べてク

リのいが上に発生していたものであった。
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日本新産種であるが,筆 者は,こ れを埼玉県新座市でも採集している。

34.Lachnum virgineum(Batsch.:Fr.)Karst.シ ロヒナノチャワンタケ

枯れた植物体上に, きわめて普通に見出される,白 色 ・有柄のチャワンタケである。外

面は,自 色の毛におおわれ,径 0.5-1.5m程 度の小形種である。神奈川県では,横 浜 ・厚

木 ・秦野 ・相模原 ・大機 ・平塚 ・逗子 ・津久井町 ・高足柄 などから知られている (井回,

未発表)。類似 した種類がすこぶる多く,正 確 な同定には,顕 微鏡的観察が不可欠である。

北半球に広 く分布する。

35.Lachnum sp.コ ゲチ ャヒナ ノチ ャワンタケ (井口仮称 一

サ ビイロ ヒナ ノチ ャワンタケ,井 口仮称)

朽ち木上に発生する, さび褐色～暗褐色 ・右柄のチャワンタケである。径0.4-1.2師程

度,外 面は焦茶色の岡J毛におおわれてざらつき,内 面は淡黄褐色を呈する。子襲の大きさ

は63-75.3×7.1-8.0/m, 子 嚢胞子は精円形,大 きさ12.6-18.5×4.6-6.3/mで ,隔

膜を欠く。

Lachnum cerinum(Pers.)Nannf.は ,本 種に酷似 しているが, きのこの色調がより

明るく,子 嚢胞子がはるかに小形で,側 糸が太い剣状 を呈する点で,容 易に区別される。

今のところ,種 名は未定である。

なお,本 種の和名として,筆 者が仮に与えた
“
サビイロヒナノチャワンタケ

"の
名は,

既に大谷 (1967)により,Lachnum pseudocerinum(Otani)nom.prov.(Dasyscyphus

pseudocerinus Otani: 子襲 ・子嚢胞子とも小形で,毛 はより明色)に 対して灯1いられ

ているため,本 種に対しては,表 記のように,新 たに仮称を与えることにした。

Dermateaceac ハ イイロチ ャワンタケ科 (クズチ ャワンタケ科 )

36.Dermea sp.? ク リノヨクロワ ンタケ (井口仮称)

クリのいがの裏面に見出された,黒 色の小形種で,深 い椀状 を呈し,短 い柄を備える。

子棄の大きさは101.6-126.4×8.8-122″m,子 豪胞子については未詳で,側 糸は,先端

部において僅かに分岐する。外皮層の細胞は,多 少平行に配列 し,厚 膜でゼラチン化しな

↓`。

外度層の構造を重視すれば,む しろLcOtiaceaeズキンタケ科のGOdrOnia属におくの

が妥当かもしれない。

37.Mollisia cinerea(Batsch.:Mlrat)Karst.ハイイロクズチャワンタケ

広葉樹の腐朽材に生じる,ほ とんど無柄 ・灰色のチャワンタケである。裏面はやや暗色,

子嚢の大きさ50.4-75.6×4.6-8.0/m,先 端はヨー ド液中で青変する。子養胞子は橋円
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形,大 きさ7.1-8.8×2.1-2.9μ m,隔 膜を欠き, 2個 の油球を含む。外皮層は無色～淡

黄褐色の球形細胞からなり,髄 層は無色の菌糸から構成されている。

世界に広く分布し,日 本でも普通に見られる種類である。

38.Mollisia revincta(Karst.)Rehm?ス イショウサラタケ (井口仮称)

前種に似るが,や や小形で黄色みを帯び,い くぶん半透明な菌である。子発の大きさは

48.3-63.0×4.6-5,5/m, 子 襲胞子は長精円形ないしやや紡錘形,大 きさ8.4-9.2X

2.1-2.9/mで ある。

きのこの色調 (特に縁部)が ,淡 黄色を帯びるのが特徴であるが,Mollisia revincta

の記載 (Rehm,1896お よび Breitenbach and Kranzlin, 1981)と比較すると,子嚢

および子嚢胞子がやや大きい点で,多 少疑間がある。

39.Mollisia sp.?ハ イイロビ ョウ タケ (石川喜二郎氏仮称 一 ナ シゲ

チ ャワンタケ,井 口仮称)

M.cinereaに 似るが, さらに大形 (径1-3.5rllll)で,短い柄を有するチャワンタケで

ある。子桑の大きさは105`2-134.2×8.5-12.6/m,子 養胞子は紡錘形,大 きさ27.3-

33.4×6.3-8.4(-9.2)μ mで ,隔 膜を欠き,両 端に1個ずつの小油球を合む。

日本に広く分布する種類で,筆 者は,こ れを東京都 ・千葉県および茨城県で既に採集し

ている。本属の菌としては,非 常に大形な子発胞子が特徴で,そ の分類学的位置について

は, さらに検討を要する。ここでは, き のこの組織構造に基づき, 暫 定的に Mollisia

属においたが,む しろLeotiaceae ズキンタケ科のChlorOcibOriaロクショウグサレキ

ン属におくべきかもしれない。

40, P e z i c u l a  l i v i d a ( B e r k . e t  B r a ) R e h mユ ズノ ミチ ャワンタケ

(井口仮称)

スギの腐朽切り株上に群生する。オレンジ黄色のチャワンタケである。臼形を呈し,大

きさ0.5-3× 0.2-2 mm程度,堅 い肉質,椀 の内面は平ら,ま たはわずかに盛 り上がり,

外面はほとんど平滑である。子嚢は88.2-104.6×12.6-16.4/m, 先端はヨー ド液中で

青変する。子嚢胞子は精円形で,大 きさ21.8-32.4×6.7-8:4/m, 3-4枚 の隔膜 を

備える。

ヨーロッパにややまれに産する種類で,モ ミ・トウヒなどに発生するという。

日本新産の種類である。

Orbiliaceae ォ ルビリア科 (ヘソタケ科)

41.Orbilia curvatispora Boudier ト キイロヘ ソタケ (井日仮称)
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湿った倒木上に群生する。淡桃色の小形チャワンタケである。径0。5-1.醍 度で無柄,

やや半透明で,椀 の上面はほぼ平ら。外面は平滑である。子豪は大きさ33.6-42.0×2.9
-3.8/m,先 端はヨー ド液で青変しない, 子 義胞子は長い棒状で, 隔 膜 を欠き, 大 き

さ9.2-13.0×0。4-0.8/mで ある。側糸の先端は,時 に球状 に膨れる。

ヨーロッパにややまれに産し,北 米では未記録の種類である。日本新産種。

42,Orbilia xanthOstigma(Fr.)Fr.ダ イ ダイヘ ソ タケ (井日仮称)

樹皮のはがれた,古 い倒木上に群生する,オ レンジ黄色 ・半透明の皿状のチャワンタケ

である。径0.5-l Hlm程度で柄を欠き,や やロウ質を帯び,乾 いても色あせることはほと

んどない。子発は29,0-33.6(-37,8)×2.5-3.4/m,子 養胞子は棒状で,往 々強 く湾

出し,大 きさ2.5-3.8μ mである。

日本の文献には取 り上げられていない種類のようであるが,そ の発生は決してまれでは

なく,筆 者は,こ れを茨城県土浦市および東京都下高尾山で,ス ギ樹上に見出している。

おそらく,神 奈川県内でも,ご く普通に産するものと思われる。

本種に類似するものとして,0.ccccinea(Somm.)Karst.ss.Mos.お よび0.sarra―

ziniana Boudierがあるが,前 者は, 子発胞子がもっとも幅広い情円形を呈 し,後 者は,

子発胞子は棒状であるが,や はりもっと大形で,決 して湾出しない点で異なる。また,両

者ともに,典 型的には,0.xanthOstigmaよ りもきのこの赤みが強い点で, 肉眼的 にも

やや異なるものである。

43,Orbilia sp.ヒ メヘ ソ タケ (井口仮称)

湿った広葉樹の枯れ枝に発生する,径 0.2-0.3nllD程度の小形チャワンタケである,柄

を欠き,帯 オリーブ淡黄色を呈 し,乾 けば淡灰褐色となる。子豪の大きさは25.2-33.6×

2.5-3.0/m,子 発胞子は針状で,大 きさ4.2-5,0×0.4-1,3μ mである。

きのこの組織が,ほ とんど全体に渡って多角形の細胞から構成され,側 糸の先端部が球

状に膨れることから,Orbiliaヘ ソタケ属に所属するものであることは明らかであるが,

その種名については, さらに検討を要する。

Nectiaceaeネ クトリア科

44.Nectria cinnabarina(Tode:Fr。)Fr. ?ヒ メイチゴタケ

(井日仮称 一 トキイロタマツブタケ,井 口仮称)

広葉樹の細枝に生じる,イ ボ状の菌である。径 4-7■ lm,最初,桃 色 ・平滑な子座 を生

じ,の ち子座上に径0.6-0.8 nlmの子発殻を形成する。子発の大きさは71.4-92,8×5.4-

7.6″,先端は厚膜で, ヨー ド液で染まるリングを欠く。筆者の得た標本は,いずれも未熟

または過熟品で,子 発胞子を検討することはできなかったが,き のこの形態および子豪の
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大きさから,と りあえず表記の学名をあてておく。

X y l a r i a c e a e  クロサ イワイ タケ科

45. Hypoxylon hン Omiltum MOnt, vare microsporum Y. Abe

ヒメ タバ ココブ タケ (=カ サ ブ タコブ タケ,井 日仮称)

クヌギの枯れ幹上に発生する,暗 褐色 ・かさぶた状のきのこで,内 部は淡褐色 を呈し,

堅い炭質で砕けやすい。子発は61.6-101.2×3.3-5.Ⅲ m,子 養胞子は種子形で暗褐色,

大きさ5。3-7.5× 2.5-3。3μ mである。

宮崎県および長野県から記録された種類で(Abe,1986),神 奈川県からは初記録である

が,お そらく関東各地に広 く分布するものと考えられる。

46.Hypoxylon rubiginOsum(Pers.:Fr。)Fr.サ ビイタコブタケ

(=ア カヒライボコブタケ,井 口仮称)

前種に似るが,全体に赤褐色を帯び,子嚢も子発胞子も,は るヽかに大形な点で区別され

る。

神奈川県初記録の種類と思われるが,各 地に普通に産するものである。古くなったもの

では, しばしば暗色となり,他 の種類と混同されることが多いので,そ の同定には,顕 微

鏡的観察が重要である。

47.Hypoxylon truncatum(Schw.:Fr.)Miller ク ロコブタケ

広葉樹の朽ち木上に, きわめて普通に発生する,半 球形 ・黒色の菌である。径0.5-1.2

cm程度で,表 面は最初平滑,の ちいぼ状突起 (子発殻)を 密布する。内部は炭質でほぼ白

色である。子養は63.8-88.2(-95.0)×4.6-8.8μ m,子 発胞子は精円形範 褐色,大 き

さは変異に富むが,自 然保護センターで得られた標本では,8.8-10.8×3.5-5.9μ mであ

った。

本種は,肉 眼的 ・顕微鏡的形態が,す こぶる変異に富み,そ の種としての概念は再検討

を要する,と いう (古川 ,野淵,1986)。今回得られた標本では,一 般にみられるものより

も,子 養がはるかに短い点がやや相違していた。

48.Xylaria apiculata Cooke フ デ タケ

広葉樹の枯れ木に生じる。こん棒状で炭質のきのこである。高さ1.5-3.5銅程度で内部

は白く充実する。子義は 88.2-106.2×13.0-18.9(-21.8)μm,子 養胞子は種子状で黒

褐色,大 きさ14.3-17.6×6.3-7.6μ mである。

熱帯系の菌といわれ,小 笠原 ・?中縄 ・ニューギニアなどにも分布するものである。神奈

川県内でも,温 暖な地域では,今 後さらに発見されるものであろう。
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49.Xylaria sp.タ マ ノ リヤ リノホ タテ (井口仮称)

地中に埋もれた本の実 (樹種不明)に 生じる,先 端の尖った,槍 状の菌である。地上部

の高さ2.5-4.5 cDn,太さは 2-3 Hlm程度で,堅 い肉質ないし革質,生 時は強靭であるが,

乾 くと固くやや折れやすくなる。表面は帯褐淡灰色で,頭 部は時に多少紫色を帯びる。

本種は Xylaria carpOphila(Pers.)Fr.ホ ソックシタケなどに, きわめて近縁な種

類と考えられるが,子 養殻を形成したものが得られておらず,そ の種名を特定することが

できていない,小 林 (1982)が, “Xylaria sp。(Sterile形)"と して図示 している, ク
スノキ果実上に生じる菌も,お そらく本種と同じものと考えられる。また,筆 者は,こ の

菌を,東 京都文京区内で多数採集したことがあるが,や はり子嚢殻を確認するに到ってい

ない。

神奈川県初記録の種であり,そ の完全型の発見が待たれる菌である。

HypOcreaceae ヒ ポクレア科 (ニクザキン科)

50.HypOcrea flavo― virens Berk.ミ ドリボタンタケ (井口仮称 一

キボタンタケ,井 日仮称)

広葉樹の朽ち木上,時 に枯れたタケ類の茎上に群生する,径 1-2111mのイボ状の菌であ

る。最初淡黄色,の ちオリーブ色を帯び,堅 い肉質,上 面には暗色の小点(子養殻の上部)

が多数認められる。子嚢は先端が載頭状で,88.2-101.6×4.6-5,9μ m, 子嚢胞子は成

熟時には二個に分割され,二 次胞子はほぼ球形,大 きさ4.2-5.5μ m,表 面は微細なイボ

を有する。

最初, インドから記載された種類で,最 近,長 崎 ・鳥取 ・京都 。東京 ・千葉などから報

告され,神 奈川県内では,丹 沢 (札雑卜)か ら見出されている。(DOi,1972鴻

なお,筆 者が仮称として用いた
“
キボタンタケルの名は,Hypocrea citri,a(Pers.:

Fr.)Fr,に 対 して,既 に用いられているため,表 記のように新たに仮称を与えた。

D O t h i d e a c e a  ドチデ ア科

51. MycOsphaerella punCtiformis(Pers.:Fr.)Starback

クロケ シツブ タケ (井日仮称)

クヌギ ・コナラの落ち葉上に見出された, きわめて小形 (径0。1-0.2 Hlm)の球状の菌で

ある。全体黒色で,下 部は業の組織中に埋没し,上 部は,わ ずかに突き出した孔回がある6

子発は二重の壁を有し,大 きさ28.4-50.8×4.2-6.3μ mである。子発胞子は格円形で無

色,1枚 の隔膜を有し,外壁は隔膜部でややくびれ,大 きさ5.5-7.4×2.1-2.5μ mである。

MycOsphaerella属の邦産種としては,現 在のところ十数種が知られているが,い ずれ

も径0.1-0.3nlmの暗褐色の菌で,野 外ではきわめて見出しにくい。日本産の種頗は,大 部

分が農作物の病原菌として報告されたものであり,野 生植物上には,さ らに多くの種類が
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発見される可能性がある。

日本産の新種であるが,お そらく,か なり普通に見出されるものであろう。

PleOsporaceae プ レオスポラ科

52.Leptosphaeria sp。 (?) ゴマツブタケ (井口仮称)

タケ類の枯れ茎上に群生する。小形 ・黒色の菌である。径0.2-0.5mmfI度,最 初は寄主

の組織中にほとんど埋まるが,の ち露出する。 つ ぶれた球形で, 孔 日はわずかに突出す

る。子嚢は75.6-105.8× 16.0-19.3/mで ,二 重の壁を有する。子発胞子については,

きのこが過熟状態であったため,所 見が得られていない。

Leptosphaeria属 は, 長紡錘形 ・淡黄褐色で, 多くの隔膜 を有する子養胞子を特徴と

するが,本 種については,そ の子発胞子が検討されていないため,暫 定的に,本 属に所属

させて扱ったものであり,今 後,所 属が変更される可能性が充分にある。LeptosPhaeria

属の菌として, 日本には少なくとも29種 1変種 (ただし,そ のうち1種 は,カ ビ時代のみ)

が知られている (宇田川ら,1980)。そのうち, タケ類に生じるものとしてはL.lele bac―

Hinc et Katsumoto(ホ ウライチク上),L.mincensis Hara(マ ダケ上),お よび L.―

tigrisoides Hara(マ ダケ上)の 3種 が知られている。

本種の学名については, さらに詳細な検討が必要である。

不完全菌工門

53.Hisutella sp。マチバリコメッキムシタケ (井口仮称)

地中に埋 もれたコメッキムシ (?)の 幼虫に寄生する,冬 虫夏草の一種である。全体の

高さ4.5-6 cm程 度,主 茎は帯褐黒色,先 端の尖った針状 を呈 し,そ の上部に, 自ヽ色 ・ピ

ン状の分生子果をつける。きのこは強靭 な肉質で,乾 くとややもろく,折 れやす くなる。

オサムシの幼虫に寄生する
“
rilachlidiOpsis nigra Yakushiji et Kanzawa"'オサム

シタケ (この菌は,重 複寄生菌の疑いが強い)に よく似 るが,寄 主を異にし,主 茎が大 く

て分岐 しない点で異なる。本種 も,お そらく重複寄生菌の一種 と考えられるが,そ の寄主

である冬虫夏草菌の種名については不明である。



Basidiomycetes担 子菌亜門

HcterObasidiOmycetes異担子菌

Tremellales シロキクラゲロ

Tremellaceae シ ロキクラゲ科

54.Tremella f01iacea Pers.:Fr.ハ ナビラニカワタケ

広葉樹の枯 れ木に発生す る,帯 褐淡肉色の ゼラチ ン質の菌である。胞子は広椿円形で大

きさ6.7-8.8× 5.8-8,0/mで ある。 本 種 と T,frondOsa Fr,お よび T.fimbriata

Pers.:Fr.ク ロハナ ビラニカワタケとの区別は,き わめて混乱 しているとい う (青木,

1988)。

55.Tremella mesenterica Petz:Fr. コガネニカワタケ

脳状 ・不定形で,鮮 黄色～オレンジ黄色 を呈することから,一 見Dacrymyces ア カキ

クラゲ属の菌を思わせるきのこである。胞子は広惰円形, 大 きさ 9.2-12.8×6.7-9,7

μmで ある。筆者はこれを逗子市神武寺でも採集 している。

Auriculariales キ クラゲロ

Auriculariaceac キ クラゲ科

56.Auricularia auricula(Hooker)Underwood キ クラゲ

広葉樹 (?ヨ ナラ)の 枯れ木に見出されたものである。胞子は腎臓形,大 きさ10.5-

16.8×4.2-8.0/mで ある。日本においては,一 般に高山帯に多いとされる種類であるが

神奈川県の平野部においても,決 してまれな菌ではない。

57.Auricularia pOlyticha(Mont.)s ecc.ア ラゲキ クラゲ

薬草見本国および竹類見本国付近の,ニ ワトコの樹上に発生しているのが確認された。

胞子は腎臓形,大 きさ8.4-18.9×5.9-9.2μ mである。裏面に著しい粗毛を生 じる点で,

前種と区別されるが,時 に両者の中間の形質を有するものもあり,正 確な同定には,顕 微

鏡的観察が必要である。熱帯～温帯に広 く分布し,神 奈川県内でもきわめて普通の種類で

ある。



Exidiaceac ヒメキクラゲ科

58.Exidia uvapassa Lloyd タマキクラゲ

ヨナラの枯れ枝上に,普通に発生する菌である。水分の多いゼリー質で,一 般に不正形,

鈴色～淡黄褐色 を呈する。胞子は腎臓形～やや長精円形,大 きさ6.7-18.9×2.5-9.2

/ mで ある。

ほとんど一年中見られる, きわめて普通のきのこである。 し ばしば E . g l a n d u l o s a―

F r ,ヒ メキクラゲと混同されるが,胞 子がより大形な点で区別される。

Dacrymycetales アカキクラゲロ

Dacrymycetaceac ア カキクラゲ科

59.Ca10cela cOrnea Batsch:Fr. ツ ノフノリタケ

野′島の森付近の棒杭上に,多 数見出された,角 状 ・淡黄オレンジ色の小形種である。

胞子は精円形～卵形,時 に1枚 の隔膜 を有し,大 きさ8.0-9.2× 4.2-5,5/mで あるも き

わめて普通に見出されるきのこで,ほ とんど全世界に分布する。

60.Dacryomitra stipitata(Pk.)Burt.ェツキキクラゲ (?)

広葉樹の腐朽材に生じる,高 さ6-12mmの ゼラチン質のきのこである。全体クリーム色

を呈し,頭 部 (径1.5-2.5Hlm)と茎部とに区別される。頭部はほとんど平滑,わ ずかに組

大なシワを有する。茎は上下同大,円 筒状である。菌糸はクランプを欠き,担 子柄は,下

担子柄 (ヒポバシデイウム)を 含め,そ の長さ21.8-34.9/である。

自然保護センターで得られた標本は未熟品であったため,胞 子については検討すること

ができなかった。D.stiPitataは, 日本においては,奈 良県および鹿児島県 (屋久島)か

ら報告されている (小林,1954)が ,今 回の標本と比較すると, きのこも担子柄も,さ ら

に大形なもののようで,同 定には多少疑間がある。

61. Dacrymyces aurantius(Schw,)Farlow ァ ヵキ クラゲ

針葉樹の朽ち木に群生する,鮮 オレンジ黄色 ・軟骨質のきのこである。形は不定形で樹

皮面に偏平に着生し,表 面は脳状のしわひだを帯びる。胞子は長袴円形で, 7枚の隔膜を

有し,大 きさ16.4-25。2×5.9-7.6/mで ある。

本種に酷似するが,胞 子がより小さいものにD.palmatus(Schw.)Burt.ハ ナビラダ

クリオキンがあり, しばしば混同される。平地においては,後 者の方が普通に見られるよ

うである。



6 2 . D  a c r y m y c e s  a p p l a n a t u s  Y . K o b a y . ? (和 名 な し)

広葉樹の枯れ枝に発生する。小形 ・偏平で,淡 オレンジ黄色 を呈するきのこである。

上面はわずかにくばみ,多 少チャワンタケ類 を思わせる。径 2-5 mm程 度,柔 らかいゼラ

チン質で,肉 の菌糸はクランプを有し,太 さ2.5-4.6μ mで ある。標本が未熟であったた

め,担 子柄および胞子の所見は不明である。

D.applanatusの 原記載 (小林,1939)は はなはだ簡単なもので,そ の実体は必ずし

も明確なものではない。D.applanatusに 類似 したものとして,D.stillatus(一 D.

deliquescens〔Bull.: St. Amans〕Duby), ヒメアカキクラゲ, Do capitata Schw.

(ヨーロッパ産),D.varitsporus Mc Nabb(ヨ ーロッパ ・北米およびアジア産),D。

aquaticus BandOni et Hughes(南米産)な どが知られているが,本 種の学名につい

ては,な お多くの標本に基づき,詳 しく調査する必要がある。

63.Guepinia spathularia(Schw,)Fr.ッ ノマ タタケ

薬草見本国および湿生植物園の,土 止めに用いられた棒杭 (針葉樹 ?)の 本国に発生し

ていたきのこである。高さ2-15mmの ヘラ形で, オレンジ黄色 を呈 しすゼラチン質で多少

粘性 を有し,乾 くと片面が自っぽくなる。胞子は格円形で, しばしば湾曲し,発 芽時に 1

枚の隔膜 を形成 し,大 きさ8`0-9,7×3.2-4.6/mで ある。

世界に広 く分布 し,神 奈川県内でもきわめて普通の種類である。

Aphyllophorales ヒ ダナ シタケロ

Cantharellaceac ア ンズ タケ科

64.Cantherellus minOr Peck ヒ ナア ンズ タケ

全体帯オレンジ黄色で,か さの径0,7-2 cm,高 さ3-5 cmの きのこである。 かさの裏

面は,互 いに連絡した低いしわひだとなる。肉も表面とほぼ同色,ア ンズの香りはほとん

どない。胞子は広精円形で,大 きさ6.7-8.4×4.2-5.4/mで ある。

少なくとも平地では,C.cibarius Fr.ア ンズタケよりも普通に発生するもののよう

である。Corner(1966)は ,本 種はC.cibariusの小形品種ではないか, としているが

彼の記載によれば,肉 に弱い辛味を有するという。

北米 ・中国 ・日本に分布し,ア カマツ ・クロマツ・ヨナラ・クヌギ ・スダジイ ・マテバ

シイなど,広 範囲の樹木に,菌 根を形成する菌である。

65.C,infundibrifOrmis(Scop.)Fr. ミ キイロウス タケ

広棄樹下に発生する,か さの径 2-6 cm,高 さ4.5-7 cmの漏斗形のきのこである。

かさの表面は平滑で淡黄褐色～卵黄色,中 央部は茎の根元まで深 くくばむ。裏面は灰黄自
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色でわずかにシワをこうむり,茎 はほぼ黄色 を呈する。胞子は広精円形, 大 きさ 9.2-

10.5×7.1-8.8/mで ある。

本種の学名として,C.tubaefOrmis Fr.を 用いる研究者があり (Breitenbach and

Kranzlin,1986;Weber and Smith,1987),一 方,C.infundibriformisとCe tubae

fOrmisと を同種 としながらも,C.infundibriformisの名の方に,優 先権 を認めてこの

名を用いる意見もある(PhillipS,1981た筆者の見解としては,Ce tubaeformisでは,

かさの裏面のシワは,よ く発達して多少ひだ状となり,か さの表面はもっと赤みが強い種

類であり,C.infundibriformisとは別種として扱うべきものであると考える。Corner

(1966),LincOff)1984)およびB igelow(1978)も,こ の両者を,別 種として扱って

いる。Cornerに よれば,Smithの 既念によるC.infunbibrifomisでは,胞 子紋が淡黄

土色 を呈 するといい,Comerの 指すC.infunbibrifOrmis(日本に産するものと同様,

胞子紋は純白色)と は異なる別種である,と 述べている。またBigelowは ,Smithの 指

す種類は,Friesの 原記載とほぼ一致するが,茎 の色調においてわずかに異なることか

ら,C.infundibrifOrmisの一変種とするのが妥当である,と いう。 なお,広 江 (1932)

が
“
アシギウスタケ(C.infundibrifbrmis)"とした種類は,原 色写真を見た限りでは,

むしろCe tubaeformisを思わせる菌であり, “Ct infundibriformis" の和名の根拠と

なった標本について,改 めて検討する必要があると考えられる。 ｀

66.Craterellus cornuc6pioides(L,;Fr.)Pers. ク ロラッパ タケ

広葉樹林内に比較的普通に発生する,帯 褐灰色 ・漏斗形のきのこである。裏面はかすか

にシワを有し,胞 子は広精円形,大 きさ10。1-12.6×6.3-8.4/mで ある。

山地に産するものの中には, きのこも胞子ももっと大形なものがあり,筆 者は,こ の型

のものを,山 梨県小淵沢市および静岡県御殿場市で採集したことがあるが,Breitenbach

and Kran21in(1986)に よれば,本 種の胞子は大きさ12-17× 9-11/mで ある,と い

うから,か なり変異に富むようである。

本種に似たものにC,cinereus Pers.:Fr.ア クイロウスタケがあり, 時 に区別 しに

くいほどよく似ていることもあるが,後 者は小形で,胞 子もやや小さく,か さの表面は褐

色を帯び,か つ多少とも鱗片状 を呈するものである。また,外 観は本種に酷似するが胞子

紋が淡いサケ肉色を呈し,担 子柄が2個の胞子を生じる(C.cornucopioidesでは胞子紋

は純白色,担 子柄は2個の胞子を着ける)も のに,C.fallax Smithが ある, この菌で

は,胞 子は12-16.5×7-10/mで ある(Smith and weber,1980)で あるといい,C,

cornucopioidesのそれに比較して,い くぶん幅広いようである。日本ではC.fallax に

相 当する菌は,ま だ見出されていないようであるが,お そらく将来は発見されるもの と

思われる。

Clavulinaceac カレエダタケ科

67.Clavurina cristata(Fr.)Schroet. カレエダタケ
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地上生のホウキタケ型のきのこで,高 さ・幅とも4-5。5cln程度,全 体汚白色～帯紫灰

色の種類である。胞子は類球形,無 色で平滑,大 きさ6.7-11.8X5。9-10。lμ mで ある,

コナラ・クヌギ,あ るいはヒマラヤスギなどに菌根を形成し,温 帯に広 く分布するきの

こである,な お,本 種に類似するものに,C.cinerea(Fr.)SchrOet.ハ ィイロカレエダ

タケがあるが,筆 者は,確 実に C.cinereaで あると思われるものを,ま だ採集したこと

がない,文 献 (Phillips,1981)によれば, きのこがより暗色を呈 し, 枝 先の分岐はより

粗雑で鶏冠状 とならないもののようであるが,C.cristataと の,種 としての境界には,

多少疑わしいものがある,

68, Clavulina rugosa(Fr。)SchrOet,カ レエ ダタケモ ドキ

前種に似るが,分 岐がより少なく,主 茎が長い傾向があることで区別される。顕微鏡的

には,前 種と比較して,胞 子がいくぶん大形 (8。4-16.6×7.6-15.5μ m)で あるが,こ

の形質にはかなりの変異があるようである。

温帯に広 く分布する種類で,神 奈川県内でも,ご く普通に見られるきのこである。

Cla v a r i a c e a e  シロソウメ ンタケ科

69, Clavaria vermicularis Swartz:Fr. シロソウメ ンタケ

分岐しない棒状のホウキタケで,全 体純白色であるが,老 成すればいくぶん淡黄褐色を

帯びてくる。内部は充実するが,ま たは中空,肉 ははなはだもろく,こ われやすい。

胞子は精円形ないし種子形,無 色で平滑,大 きさ4.6-7.6×2.5-4.Ⅲ mで ある。

本種は Clavariaシロソウメンタケ属の基準種で,世 界に広く分布し,日 本でもきわめ

て普通に産するきのこである。

70,  RaHlariopsis helvola(Pers.:Fr.)Petersen キ ソウメ ンタケ

腐植の多い地上に群生する,黄 色～オレンジ黄色の棒状のきのこである,高 さ1-2.5

clll,先端は丸みを帯び,老 成すればわずかに褐色を呈する。胞子はほぼ球形ないし広橋円

形で,尖 ったイボを帯び,大 きさ3.4-7.6×2.9-6.7/mで ある。

本種の学名として,従 来,広 く用いられてきた C.inaequalis Fr.の名は,胞 子が惰円

形で平滑な別種の菌に当てられるものであり,本 種を指す名ではない。

外観上,本 種に類似 したきのこは多いが,単 一 ・棒状のきのこを作り,か つ胞子にトゲ

状の突起を生じるものとしては,】し米産の R4mariopsis americana(Petersen)がある。

この菌は, きのこの上部がやや膨大して頭状 となり, また胞子はもっと幅広く,大 きさ6

-6.8× 5。1丁5.7μ mで あることで区別される。

本種が分類されてきた Clavulinopsis ナギナタタケ属の取 り扱いについて,Petersen

(1978)は, これを,修 正された Clavaria シロソウメンタケ属 (す なわち, きのこの

分岐の有無やクランプの有無に関わらず,常 に胞子が平滑で,そ の担子突起 〔アピキュル
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ム Apiculum;胞子と担子柄の小柄とを連結する突起〕の発達が悪い一群)の 一王属とし

て分類することを提言している。彼によれば, きのこの分岐の有無や,菌 糸上のクランプ

の有無は,属 を分割する上での決定的な形質ではない, という。さらに, Petersenは ,

修正された Clavaria(すなわちClavulinopsisを包含する)と Ramariopsisシ ロヒメホ

ウキタケ属 (通常, きのこが分岐し,胞 子は無色で,細 かい トゲを有する)と を解体 ・再

編成し,新 しい概念の下に,こ の二属を規定する試みを行ったが,そ の論議の中で, “平

滑な胞子とトゲ状突起を有する胞子との間には,連 続的な形態変異が認められる
"と

し,

本種については,そ の連続性の中では異質な種としながらも, トゲ状の胞子を有する点を

重視して,Ramariopsisに 分類 している。筆者は, 胞 子が明瞭なトゲ 状突起を有する本

種および R,americana(バ シオニム=Clavaria americana Petersen)とを,Ramari―

opsisに移す主張については,多 少とも合理性があると考えるが,ClavariaとClavulino_

psisと の合併,あ るいは,そ れらとRamariopsisとの再編成に当たっては,Petersenの

論拠はやや薄弱にすぎるのではないか,と の見解を持っている。

ここでは,旧 来の Ramariopsisの概念に基づいて, 本 種に対し, 表記の学名を用いた

がその分類学的位置に関しては, さらに検討の余地がある。

なお,Ramariopsisの 位置づけについては,Clavaria属 と Ramariaホ ウキタケ属と

の中間に置 く意見が強 く, ここでは前者に近接 して,Clavariaceaeに 置くこととした。

世界の温帯に広 く分布する種類である。

Multiclavulaceac ア リノタイマ ツ科

71.Multiclavula mucida(Fr.)Petersen シ ラウオタケ

朽ち木上に生えたコケ類の中に群生する,多 数見出された小形のきのこで,繊 細な棒状

ないし細針状,全 体純白色 (先端は時に淡褐色を帯びる)の 種類である。ほとんど分岐を

欠き,質 は柔軟な肉質で,曲 げても折れることはない。胞子!よ類球形～精円形ぇ無色で平

滑,大 きさ5,0-7.6× 2,6-3.柳 mで ある。

記載と比べ,胞 子がより大形で幅広い点で,同 定には多少疑間がある。Corner(1950)

は,本 種に似るが,担 子柄が6個 の胞子を生じるものとして,Lentaria coronilla(Mar一

tin)Comerを 挙げているが,後 にその名をLentaria ttucida(Fr.)COrnerの異名として

扱っている (Corner,1970), Petersen (1967)は , Lentariaシラウオタケ属 (シラウ

オタケを基準種とする)の 中から,緑 藻類と共生して一種の地衣体を形成するものを分割

してMulticlavula属とし,Li mucidaお ょび L.cOrOnillaを,各 々別種として,こ の属

に移している。筆者は,今 回得られた標本について,担 子柄上の胞子の数を確認 していな

いが,そ の点に違いが認められたとしても,そ の性質と胞子の形状 ・大きさの相違とをも

って,L.mucidaと L,ccronillaとを区別するのは妥当ではないと考え,優 先構を有する
“
mucida"の種小名を採用し,Petersenの 与えた表記の学名を当てることとした。

Comer(1970)は ,本 種を合めた Lentaria属の分類学的位置として,Kavinia Pil―

at属 (日本未産,む しろ Mycoaciaコゲチャハリタケ属に近縁なものと考えられる),

Delentaria Comer属 (日本未産;Typhulaガマノホタケ属の Subg.Pistillariaガマノ
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ホタケモ ドキ亜属の異名と考えられる)お よび Ramariaホ ゥキタケ属と併せて,新 科

Ramariaceacホ ウキタケ科 (従来の Clavariaceae“ホウキタケ科
"と

は,概 念を異にす

る)を 設立している。筆者は,Multiclavula属は,直 接 Ramaria属 につながるものでは

なく,そ の間にClavariadelphusスリコギタケ属 (地衣化する種類があるといわれる)

や Macrotyphulaホソヤリタケ属などが位置するものと考え,こ れらをまとめて一科とす

るJulich(1981)の 見解を採用したい,」ulichは,こ の科の名称を Lentariaceaeとし

ているが,新 しい概念による Lentaria属 (すなわち,Multiclavulaに属する種類を,

除外 した一群)は ,む しろ Clavariaceacシロソウメンタケ科に分類すべきであると考え

られるので,本 科の名としては,基 準属である Multiclavulaの名を取つてMulticlavu一

laceacとするべきである。また,そ の和名としては,Multiclavulaの基準種であるM.

clara(Berk.et Curt,)Petersenの利名から,表 記の通り
“
アリノタイマツ科

"と
するの

が適当であると考える。

上述のような改定によって,Cornerの 提唱した Ramariaceaeは,基 準属である

Ramariaホ ウキタケ属のみを含むこととなるが,Ramariaに ついては,胞 子の所見や,

化学薬品に対するきのこの呈色反応の特徴から,Gomphaceacラ ッパタケ科に入れるのが

適当であると考えられる。すなわち,Ramariaceaeの 名は,GOmphaceaeに 併合され,そ

の異名として扱われることとなる。

Pterulaceae フ サ タケ科

72.Pterula sp.ニ セ フサ タケ (井口仮称)

広葉樹林内の腐植上に発生する,淡 赤褐色～粘土褐色のホウキタケである。全体の高さ

3.5-6cln,幅2.5-3.5cm程度で,繰 り返 し分岐し,樹 枝状となる。主茎の長さは1.5-2.5

cll,太さは3-5 Rlm,上部の枝はもっと細 く,先 端は尖らない。肉は強靭な肉質～革質,

汚白色で傷つけても変色せず,無 味無臭である。胞子は精円形～種子形,無 色で平滑,大

きさ5.5--8.0×2.9--4.2μ mで ある。シスチジアはない。

Pterulaフサタケ属は, きのこが硬い肉質～革質であるのが特徴で,熱 帯～王熱帯にか

けて多くの種類が知られているが, 日本産のものとしては,P.fusispora Yasudaカ ンザ

シタケ,P.multifida Fr.フサタケおよび Po subulata Fr.カンザシタケモ ドキの3 種

が報告されているに過 ぎない。本種は P.subulataに多少類似しているが, きのこがより

明色で,枝 先が尖らない点で異なる。また,外 形は,P.penicillata L10ydにも似ている

が,こ の種類についでは顕微鏡的記載が与えられていない (Corner,1950)ために,本 種

がこれに当たるものかどうかは不明である。

Pteru14属の所属としては,胞 子が無色で,そ の表面が滑らかなことから,Clavaria一

ceaeシ ロソウメンタケ科に置く研究者が多い (Corner。1970,今関,1988;Hawksworth

ら,1983な ど)が ,肉 の組織が二菌糸型で,高 等植物と菌根を形成せず, しばしばシスチ

ジアや発達 した菌糸束を有するなど,Clavariaシ ロソウメンタケ属や Ramariopsis シ

ロヒメホウキタケ属とは,か なり異質な形質を持つており,Clavariaceae との直接的な

類縁関係はないものと考えられる。Donk(1964)は ,革 質を帯びるホウキタケ類(Pteru―
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la属 ,Deflexulaハ ナビタケ属など)を Clavariaceacから分離して,新 科 Pterula_

ceaeを 設立し,次 いで,Corner(1970)は ,Pterulaceaeを 認め, さらに,Aphelaria

ビロー ドホウキタケ属 (きのこの組織は一菌糸型;腐生性)を 追加 している。Cornerの

概念による Pterulaceacフサタケ科は,Julich(1981)お よび菊原 (1987)の策同を得

ており,筆 者も, この意味の Pterulaceaeを認めて,Pterula属 をその中に置くこととし

た。

また,筆 者は,二 菌糸型の組織構造と,よ く発達 した菌糸束を形成し, さらに多くの種

類が樹上生であることから,本 属の種類は,Ramariaホ ウキタケ属の Subg.Lentorama…

ria Sect.Dimiticaeチャホウキタケ節の種類 (菌糸束を形成 し,組 織は二菌糸型;樹 上

生)に 類縁関係を有するのではないか,と 考えている。

GOmphaceae ラ ッパ タケ科

73.Gomphus pallidus(Yasuda:Lloyd)COrner non Kikuhara

シロア ンズ タケ

地上生の白色のきのこで,深 い漏斗形を呈し,か さの径 2-5.5cln,高さ3.5-7.5clnに

達する。かさの表面は平滑で,粘 性を欠き,裏 面はしわひだを有する。肉は薄 く,表 面と

同色,無 味無臭である。きのこは,硫 酸鉄で弱 く緑変するが,グ アヤクチンキにはほとん

ど反応 しない。胞子は精円形～種子形,表 面にかすかにイボを帯び,大 きき18。4-12.6×

3.4-4.6/mで ある。

今のところ, 日本特産の種類のようである。北米およびカナダに分布するG.canaden―

sis(KliBerk.)Corner も,ほ ぼ白色 ・漏斗形のきのこであるが,Corner(1966)に

よれば,胞 子がはるかに大形 (12.5-18×5.5-7.5μ m)で あるという。また,イヒ米のみ

に産する Cantharellus suba〕bidus Smith&Morseも ,外観上はよく似るが,傷 つくとオ

レンジ色に変色 し,胞 子が平滑 (大きさ7-9× 5-5.5/m)な 点で,容易に区別される

(Soothill and Fairhurst,1978による)。

本種は, しばしばスギ林内に発生するもので,清 水ら (1979)および菊原 (1987)によ

ると,ス ギと菌根 (?内 生菌根)関 係を有するのではないか, とされている。また,筆 者

は,こ れを竹林内で採集 したことがある。Comphusラ ッパタケ属の多くは, モ ミ・トウ

ヒ・ツガ ・マツなどの針葉樹に対して,非 常に依存性の強い,寄 生的な外生菌根を形成す

る, といわれ,本 種を Gomphus属 に分類するのは,生 態学的見地から,多 少疑間がある

が,筆 者は, これを長野県内のカラマツ林で見出したこともあり,本 種がどのような生態

を持つかという点には, さらに検討する必要があり, さらにその点を踏まえて,分 類学的

位置づけを行 うべきである,と 思われる。

Typhulaceae ガマノホタケ科

74, Typhula uncialis(Greville)Berthier コシロガマノホタケ
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広葉樹の枯れ枝に群生する,自 色 。こん棒形の, きわめて小形のきのこである。全体ゼ

ラチン質を帯び,い くぶん半透明,上 部は膨大して精円形～長精円形の頭部となる。

胞子は椿円形ないし広精円形,ヨ ー ド液中で青変し,大 きさ5.5-7.6X2.9-3.4/mで あ

る。菌核はこれを欠く。

ヨシロガマノホタケに対しては,従 来は Pistillaria alba(Lnai)S.Ito(伊藤, 1959

)の 学名が当てられてきたが,Pistillariaは Typhula ガ マノホタケ属の,菌 核を欠 く
一王属と考えるのが妥当であり,本 種も,Typhula属 に収めて扱 うべきである。

Corn9r(1950)に よれば,Pistillariaは, きのこの先端部に,子 実層を欠く無性部が

あることと,菌 核 を欠くことの二点から,Typhulaと 区別される, というが,筆 者はこ

の二点のみをもって,こ の両属を分割することには,賛 同できない。Berthier(1976),

Breitenbach and Kranzlin(1986),Khurana(1980),」 tlich(1981)な ども,同 様

の見解を示している。
一方,T.albaは ,海 外はもちろん日本国内においても,三 度めの報告はなく,そ の原

記載もはなはだ簡単なもので,分 類上の位置づけ (Tvphula属 内での)に 問題がある。

筆者も,T.albaの 基準標本を検討 していないので,断 定はできないが,記 載を見るか ぎ

り, ヨーロッパに産する T.uncisと 同一か,少 なくともきわめて近縁の種類のようであ

る (Berthier,1976による),こ の学名のバシオニムは Pistillaria uncialis Gre ville

(1824;Corner,1950による)で あるから,T.albaと T.uncialisとが同一種であること

が確認された場合は,種 小名として
“
uncialis"の名が生きることとなる。ここでは, 以

上の見解から,表 記の学名を当てることとした。

本種は神奈川県新産の菌と考えられ,特 に低温期 (10～11月)に ,よ く発生するものの

ようである。

75.  Typhula sp. アカヒメガマノホタケ

オオバヨ属植物の生葉を腐らせ,そ の上に群生する, きわめて小形の菌である。 高 さ

0.4-0。縦 度,大 さは最も幅広い部分で0.1-0。18m程 度にすぎない。円錐形 ・淡紅色

～淡ブドウ酒色の頭部と,自 色の茎部とに区別され,茎 の長さは全長%ほ どである。やや

丈夫な肉質,乾 燥すれば軟骨質となる。胞子は広精円形,ヨ ー ド液で青変せず,大 きさ

6。3-8.8(-9.8)× 4.6-6.7μ mで ある。菌糸はクランプを欠き, シスチジアおよび茎シス

チジアはない。

ヨーロッパ ・】ヒ米 ・カナダに産するT.micans(Fr.)Berthierに 近縁な種ではないか と

思われるが,こ の菌では,胞 子はもっと大形 (8-13× 5-7μ  m)で , ヨー ド液に対し

て青変するとされ,ま た,菌 糸はクランプを備えるという。本種も Typhula属 のPisti―

llaria 王属に分類されるべき菌であるのは間違いないが,そ の学名については, さらに

多数の標本に基づき,検 討する必要がある。

なお,野 外での観察によれば,T.uncialisは 完全な腐生菌と考えられるのに対して,

本種は,オ オバコ属植物に病原性を示すもののように思われるのは興味深 く,ま た,そ の

発生は,や や気温の下がった10月中旬に確認され,本 種も Typhu14属 の他の種類と同様

に,や や低温を好むことを示唆するものと考えられる。
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Typhula属の分類学上の位置として, 従 来は Clavariaceaeシロソウメンタケ科に置

かれてきた (た とえば Breitenbach and Krttzlin,1986;今関,1988)が , Typhul―

aceaeガ マ (ノ)ホ タケ科を独立させる意見 (Julich,1981; 菊原,1987)も 提言されて

いる。菊原は,Typhulaceaeに Clavariadelphusスリコギタケ属や Macrotyphula ホ

ソヤリタケ属, あ るいは Physalacria タマバリタケ属をも含めているが, 前 2属 は,

生態的に単純な体制を有する (植物の遺体上に菌糸塊を作るか,ま たは単純な塊状の菌根

コロニーを形成する)も ので,Typhula属 の菌のような高度に進化した生活型 (寄生0

を欠き,形 態的にもはるかに原始的な菌群である。また,Physalacriaは,Singer(19

86)に よれば,む しろ Agaricalesハラタケ類の中の, きわめて原始的なものとして扱う

のが,妥 当であるという。

筆者は,Typhula属 を中核として Typhulaceacを独立させることには賛同するが,Ty―

phulaceaeの,科 としての範囲に関しては, さらに充分な検討を要すると考える。

Hyd n a c e a e  カ ノシタ科

76, Hydnum repandum Fr. カ ノシタ

広葉樹林の地上に発生する,径 3-7 cln,高さ 2.5-6 cmの有柄のきのこである。全体

肌色～淡黄色を呈 し,か さの裏面は,長 さ2-4 HID8の針状突起でおおわれる。肉ははなは

だもろく,こ われやすい。胞子は類球形,無 色で平滑,大 きさ6.7-8.8X4.6-7,lμ mで

ある。おそらく菌根菌と思われるが,確 証はない。世界的に広く分布するきのこである。

77. Hydnum repandum var.album Quel. シ ロカノシタ

基本種であるカノシタと同形 ・同大であるが,全 体ほとんど白色を呈するものである。

胞子の形状 。大きさについても,基 本種にほば準じる,関 東地方においては,カ ノシタよ

りも普通に産するもののようである。

Hyanaceaeは,従 来は,胞 子が平滑で無色, きのこは革質～肉質で, 子 実層托は針状

突起となる菌群を総括する, きわめて大きな科であったが,最 近では多くの異分子が除か

れて,Hydnumカ ノシタ属のみを含む小さな科になってしまっている。研究者によっては

本属に Dentinumの名を採用しており,こ れに従えば科の名称も Dentinaceae とすべき

であるが,こ の説は一般に受け入れられていない。

Thelephoraceac イボタケ科

78.Hydnellum sp.オ オサビハリタケモ ドキ (井口仮称)

現地において,H.concrescens(PersISChw.)Bankerチ ャハ リタケおよび Phe1lo_

don confluens(Pers.)POuz.フクリンハ リタケと同定 した菌であるが,相 査の結果,い

ずれとも異 なる別種であることが判った。
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きのこはかさと室 とに区別され,高 さ4-6 clnほどになる。かさは径 3-8 cIIl(しばし

ば互いに融合する),表 面は暗赤褐色～帯紫褐色,明 瞭な環紋 を備 え,毛 被を欠 くが,ビ

ロー ド様の手触 りがある。肉は木質～かたいコルク質,厚 さ3-7m与 環紋 を欠 く,か さ

の裏面に生 じる針状突起は長 さ2-4 mm9か さの周辺部 にはこれを欠 き,最初は帯褐灰色 ,

のち暗褐色 となる。 茎 も毛被層を欠き, 歪 んだ円柱形, 太 さは8-13m程 度である。胞

子は淡褐色,類 球形で表面はイボにおおわれ,大 きさ4.5-5.7× 3.8-4.物 mで ある。

H.concrescensと は,胞 子が小形で,広 葉樹林内に発生する点で異なり,ま たP.Con―

fluensとは,胞 子が褐色 を呈 し,か さや茎の表面に毛被 を欠 くことで区別される。

類似する種類 としては, ヨーロッパ ・イし米およびアジアに産する H.aurantile(Bri_

tz)Maas G.オ オサビハ リタケがあるが,こ れは針葉樹林,ま たは針 ・広葉樹の混 じった

林に生 じるという (Breitenbach and Kranzlin,1986;菊原,1987),ま た,H.com_

pactum(Pers.:Fr.)(日 本未産)は , しばしばブナ ・ナラ ・クリなどの樹下に発生すると

いうが,か さの表面に環紋 を欠き, きのこがやや暗色 を呈するという点で,別 種 と考えら

れる。

筆者は,こ れを,丹 沢 (大室山)や 箱根付近の広葉樹林でも見出 しており,少 なくとも

神奈川県西部では,ま れではない種類 と思われる。

Corticiaceae コ ウヤ クタケ科

79. CylindrObasidium evolvens(Fr.:Fr.)」uliChエ ビヨウヤ クタケ

広葉樹の枯れ木に発生する,薄 い膜質のきのこである。表面はほとんど平滑,帯 黄白色

～淡黄土色,乾 いてもほぼ生時の色を保つ。肉はきわめて薄 く,い くぶんロウ質を帯びた

肉質～革質である。胞子は一端に細まった精円形,無 色で平滑,大 きさ6.7-11.4×4.6-

6 . 7 / mで ある。

しばしば棚状のかさを形成するというが,自 然保護センター産の標本には,か さを備え

たものは見出されなかった。世界に広 く分布するが,神 奈川県内での確実な報告は, これ

が最初と思われる。

80。 Henningsomyces candidus(Pers.:Schleich.)0.Kuntze

パ イプ タケ

著 しく腐朽した材上に群生する,純 白色の小形菌である。きのこは径0.2-0.揃 の細い

棒状で,先 端で開日し,そ の縁は丸みを帯びる。長さは0.8-1.碇 度,外 面は白色の微

毛 (先端が分岐する)で おおわれる。胞子はほぼ球形,無 色で平滑,大 きさ4.2-6.7×3.

8-6。3/mで ある。

ヨーロッパ ・北米 ・ニュージーランドに分布する種類である。神奈川県内では初記録の

菌と思われるが,筆 者はこれを,相 模原市田名でも採集している。おそらく,県 内各地に

まれなものではないと考えられる。

なお,今 関 (1988)が図示 した種類は,写 真で見るかぎりでは本種ではなく,Rectipi
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lus fasciculatus(Pers。)Age「erで はないかと思われる。この菌は,や や大きい胞子 (大

きさ5-6.5× 3.5-4μ  m)を 有し,外 面の毛は分岐を欠くもので,奈 良市内から報告さ

れている, という (菊原,1987)。

また,菊 原は,本 種のような管状のきのこを作るもののうち,軟 質のものは Fistuli―

naceaeカ ンゾウタケ科の菌と,ま た硬質のものについては Schizophyllaceaeスエヒロタ

ケ科の菌との,各 々類縁関係が推定される, と述べているが,そ の系統分類学上の位置に

ついては,ま だ明らかではない。

81. Mycoacia copelandii(Pat.)Aoshima et Furukawaサ ガ リハ リ

サ ガ リハ リタケ

コナラの立ち枯れ木の樹皮上に見出されたもので,膜 状に広がり,表 面 (縁の生長部を

除く)に ,長 さ4-物 mの 針状突起を多数生じる種類である。全体淡黄褐色～帯赤褐色

で柔らかい革質,乾 燥すれば軟骨質となる。顕微鏡的には, シスチジアを欠き,胞 子は

球形で無色,表 面は平滑,大 きさ (4.6-)5.0-6。3/mで ある。

日本とフィリピンに分布する種類で,欧 米には産 しないものである。日本ではきわめ

て普通で, しばしばシイタケほだ木の雑菌として見出される。 、

久しぃ問,Hydnaceae(ss.lat。)広 義のハリタケ科に置かれ,そ の学名も種々変連 した

が,青 島 ・古川 (1966)によって,表 記の名が与えられたものである。現在は,暫 定的

に Corticiaceaeヨウヤクタケ科に置かれてはいるが,その分類学的な位置づけには,さ

らに検討 を要する。

82. Stereum gausapatum Fr.:Fr. チ ゥロコタケ

広葉樹の材上に群生する, きわめて普通のきのこである。その特徴については,成 書に

詳 しく解説されているので,こ こでは割愛する。

北半球温帯から亜熱帯 (ヨーロッパ ・北米 ・アジア)お よびオース トラリアに広く分布

するが,か なりの地理的変異が認められるもののようである。Chamuris(1985)は ,偽

シスチジアおよび実質の菌糸の,膜 の厚みに注目し,本 種は S.hirstumキウロコタケを

中心とする―群とは異質なものである。としている。

83.Stereum hirstum(Willd.:Fr.)S.F.Gray キ ウロコタケ

これもきわめて普通に採集される,半 背着生のきのこである。類似 した種類が多く,乳

管菌糸の形態や,胞 子の形状 ,大 きさ・アミロイド性の有無,生 育基質の違いなどによっ

て区別されるが,本 種も相当広範囲な個体変異を示し,そ の同定は必ずしも容易ではない。
一方,本 種を誤認して,新 種として発表されたものも相当数あり,今 後の整理が必要であ

る (Raichenberg and Wright,1987).

stereumキウロコタケ属は,本 種を基準種とし,さ らにこれを基準属として Stereace

一ae(キ )ウ ロコタケ科を採用する研究者もある。すなわち, Stereaceaeは, きのこが
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二層以上のやや複雑な組織構成を示し,菌 糸は全部または一部がやや厚膜化し,真 正のシ

スチジアを欠く点で規定される,と して,他 のコウヤクタケ類とは分割して扱 う考え方で

ある。これに反対する意見として,菊 原 (1987)は,Stereum属 の各種を Corticiace―

ae(ss.lat.)広義のコウヤクタケ科に暫定的に分類している。Stereum属 自体がいくつか

の異分子を含んでいると考えられるため,属 の定義そのものに,多 少疑間があるが,こ こ

では, とりあえず菊原の見解を採用した。ただし菌糸の厚膜化 (組織の二菌糸化)や 乳管

菌糸の形質から見て,本 種を中核とする一群の菌 (S.gausapatumチウロコタケ, S.

rugosum[PerS.:Fr.]Fr. シミダシカタウロコタケ,S.ostrea[Bl.et Nees]Fr.チ ャウ

ロコタケ,So spectabile Klotz. モミジウロコタケ,S,sanguinolentum[Alb.et Schw.]

Fr.チ ウロコタケモ ドキなどを含む)は ,い わゆる
“コウヤクタケ

"の
中でも,異 なった

方向に進化しているものと推定される。

84.  Stereum roseo― carneum (Schw。 )Fr. ス ミレウロコタケ

全背着生の膜状 ・肉質のコウヤクタケで,子 実層面は淡紫色～帯褐灰紫色を帯び,乾 い

てもあまり色あせない。子実層には, 開枝状に分岐した細い菌糸 (樹 枝状偽シスチジア

Pseudodendrphyses)が存在し,こ の点で,外 観上よく似た S.umbF・inum B.et C.カ ミ

ウロコタケと区別できる。

Lenlz(1955)は ,本 種および S.umbrinumを Laxitextum属 (基準種 :L.bicolor

[PerS.]Lentzウラジロウロコタケ)に おいたが,こ の2種 は基準種と異なり, 非 アミロ

イド性の胞子を有し, グレオシスチジアを欠くことから,再 び,Stereum 属 に復帰させ

ている。今関および木郷 (1965および1981)も,こ の両者を Stereumに 分類している。
一方,菊 原 (1987)は,本 種および S,umbrinumを, ともに所属未定種として扱い, そ

れぞれ Phlebiaシュカワタケ属および PeniophOraカワタケ属に近縁なものではないか,

とコメントしている。筆者は,こ れらの種は,[AleurOdiscusアカヨウヤクタケ属→

Favolasciaラッシタケ属→ハラタケロキシメジ科 Resupinataeシジミタケ連〕の系統進

化の道筋から,比 較的早い時期に分離 した,原 始的性質を残 した
“
遣存群

"で
あると考え

ている。いずれにしても,Stereumに 置 くのは妥当ではないと思われるが, こ こでは暫

定的に,従 来の学名を用いた。

85。 Stereum sp。 (?) キウロコタケ属の一種 (?)

広葉樹材上に見出された膜質の菌で,全 体茶褐色～鈴色を呈する。シスチブアや乳管菌

糸,あ るいは樹枝状偽シスチジアを欠き,胞 子は類球形,無 色で平滑,大 きさ4Ⅲ6-6,7×

4.2-5.悌 m, ヨ ー ド液中で青変せず,非 アミロイド性である。

シスチジアをまったく欠く点を除けば,PhanerOchaete filamentosa(Berk.et Curt.)

Burasallキ ヒモカワタケに酷似する種類であるが,そ の学名については,今 のところ未

定である。とりあえず,広 義の Stereumキ ゥロコタケ属に収めて扱 うこととした。
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Schizophyllaceae ス ェ ヒロタケ科

86. Schizophyllum commune Fr.:Fr. ス エ ヒロタケ

本種の肉眼的 ・顕微鏡的特徴については,多 くの成書に詳 しく解説されているので|こ

こでは省略する。 Schizophyllumスエヒロタケ属の中に,数 種を区別する研究者もある

が,そ れらの間には,品 種または系統を異にする程度の差異が認められるにすぎない。

Schizophyllaceaeは,一 属一種の小さな科で,い まのところ,他 の科との類縁関係は

明確でない。RectipilusやHenningsomycesなど, きのこの表面に微毛を有し, きのこ

が自色で,胞 子が平滑 ・無色かつ非アミロイド性である菌群を,こ の科に含める意見もあ

る (Hawksworthら ,1983)が ,こ れらの形質の類似は,真 の系統分類に際して,重 視

するべきものではないと考えられる。

Polyporaceac タヨウキン科

87.Bjerkandera adusta(Willd.:Fr.)Karst.ヤケイロタケ

帯灰黄褐色のかさと,暗 灰色の管孔面とを有する,半 背着生のサルノコシカケである。

かさの幅は2.5-7 cm程度で,表 面はわずかに微毛をこうむる。断面で見ると,肉 と管孔

層との間に,暗 色の薄い境界層が認められるのが特徴である。胞子は精円形,大 きさ3.9
-5.5× 2.1-3.4/m, シ スチジアを欠き,菌 糸はクランプを有する。

広葉樹の枯れ木に生じ,材 の白色腐朽を起こす。ヨーロッパ ・北米 ・アジアに広く分布

し,日 本でも普通に見出される種類である。

88.Cerrena unicolor(Bull.:Fr.)Murr.ミ ダレア ミタケ

いくぶん背着生の小形のサルノコシカケで,か さの幅 2-7 cRl程度,表 面は現紋と粗毛

を有し帯黄灰色,管 孔部は薄歯状で, しばしば形が崩れて迷路状 となり,灰 色ないし汚黄

灰色を呈する。胞子は長精円形,大 きさ4.6-6。7×2.5-3.助 mで ある。肉は三菌糸型 (

トリミティック Trimitic)で,菌 糸はクランプを有する。

広葉樹の自色腐朽菌で,デL半球温帯以北に広く分布し,ア フリカおよびオース トラリア

にも産するという。神奈川県内でも,普 通に見られる種類である。

89. Coltricia cinnamomea(Jacq.;Fr。 )Murr.ニ ッケイタケ

野鳥の森付近で見出された,小 形の硬質菌である。かさと茎とに区別され,か さの径

1.5-4cln,高 さ1-5cln程度のやや小形のきのこで,か さの表面は強い光沢と環紋とを有し,

裏面は暗褐色の管孔となる。胞子は椿円形,表 面は平滑で大きさ6。3-7.6× 4.6-5.5μ m,

ヨー ド液中で変色 しない。

本種に類似するが,胞 子がヨTド 液中で濃い赤褐色～黄褐色を呈し (デキストリノイド
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Dextrinoid),また胞子の表面に細かいイボを帯びるものに,C.subpicta(Lloyd)lma_

zeki et Ysk.Kobay.ヒメニッケイタケがあるが,神 奈川県からは未報告のようである。

また,常 緑広葉樹 (スダジイ)林 の地上には,本 種に似てもっと大形 (かさの径5.5-

7.5cm)で ,か さ表面の毛被がもっと著 しいものがあり,筆 者は,こ れを東京都世田谷お

よび文京区内で採集 している。この菌では,胞 子は平滑で,大 きさ6.7-8,8X5.0-5.5μ

mで あり,C.cinnamOmeaに 比べ,や や大きい。あるいは C.montagnei(Fr.)Murrill

アミウズタケとされるべきものかもしれないが,そ の同定についてはなお疑間が残る。

広 く世界中に分布 し, 日本でも,道 端の裸地などに普通に発生するものである。

90。 Coltricia perennis(L.:Fr.)Murr. ォッネンタケ

前種 に酷似するが,か さは光沢に乏 しく,胞 子がヨー ド液で黄褐色 となる点で異なる。

一般 に,焼 け跡や砂地に多いとされるが, しばしば林内地上にも見出される。その発生は

前種ほど普通ではないが,世 界の温帯に広 く分布するきのこである。

欧米では,C.cinnamomeaニ ッケイタケを本種 と区別せず,両 者 を C.perennisの 名

の下に取 り扱 う研究者が多いが,Ryvarden(1976)に よれば,C.perennisの 方が, 胞

子がより細長いという。 しかし,胞 子の大 きさも,そ のアミロイド性の有無も, きのこの

生育環境や,胞 子の熟度によって変異 を生 じるものであるから,こ の両種の関係について

は改めて検討する必要があると思われる。また Coltricia オツネンタケ属の分類学的位

置についても,POlyporaceae タ コウキン科に分類する意見 (今関 ・本郷,1965お よび

1981;今 関,1988;Lincoff,1984な ど)と ,HymenOchaetaceae タバヨウロコタケ科 に

置 く意見 (Breitenbach and Kranzlin,1986,菊原,1987な ど)とがあり,あ るいはCOl―

triciaceaeオンネンタケ科 を設ける研究者もある (」uliCh,1981)。本属あるいは Phae―

olusカ メインタケ属は,サ ルノコシカケ類の中でも,特 異な性質を有するものであり,

その分類上の位置については,明 らかではない。筆者の見解では,む しろ Hymenochae―

taceaeに置 くのが妥当であると考えるが,こ こでは今関 (1988)に従い, タコウキン科

に置 くこととした。

91.CoriOlus bifOrmis(Klotz.)Pat. ミ ノタケ

広葉樹の枯れ木に生じ,材 の白ぐされを起こす菌の一つである。茎を欠き,か さの大き

さは 1-3.5cm程度, 表 面は淡黄白色,粗 雑な毛をこうむる。管孔は崩れやすく, しばし

ば薄歯状 となる。胞子は長精円形,大 きさ6.7-8.4×2.1-2.5μ mで ある。

今関 ・本郷 (1965および1981)の コメントによれば,本 種に C.biformisの学名を当て

るのは,若 干疑間があり, “biformis"の種小名は, ヨーロッパでは C.pergamens(

=Trichaptum pergameus)ハヵワラタケの異名とされる, という。菊原 (1987)は,本

種の学名の決定を保留 して
“
C.sp."と して扱い,ハ カワラタケに対して

“
biformis"

の種小名を当てた T.biforme(Klotz.:Fr.)Ryv.の名を採用している。

筆者は, この両種について,詳 細に検討 していないので, ここでは暫定的に,今 関らに
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従い,表 記の学名を用いることとした。

92. COriolus brevis(Berk。 )Aoshimaニ クウスバ タケ

半背着生のきのこで,上 下のきのこ同士がくっつき合い,幅 狭いかさを生じる。かさの

長径は3 nlmまで,縁 は乾時強く下側に曲る。全体クリーム色～淡赤褐色,管 孔は不完全で,

多くの場合は鋸歯状にくずれる。胞子は精円形で,大 きさ4.2-6,7X2.1-3.2/mで ある。

日本全土にごく普通に見出される白色腐朽菌で,中 国 ・韓国 ・オース トラリアなどにも

分布するという。

93,  C o r i o l u s  h i r s t u s ( W o l f . : F r . ) Q u e l .  アラゲカワラタケ

これも,広 葉樹の枯れ木上にごく普通に発生するきのこである。かさに環紋と粗毛とを

有し,裏 面の管孔は大形で, し ばしばくずれて逃路状 となる。 胞子は長精円形, 大 きさ

6.3-7.5×2.5-2.9/m, シ スチジアを欠き,肉 は三菌糸型,菌 糸にはクランプを有する。

欧米では,Coriolusカ ヮラタケ属を Trametesシロアミタケ属に合併 して取 り扱 う研

究者が多く, これに従えば,本 種の学名としては T.hirsta(Wolfi Fr。)Pilatを用いる

べきであるが, ここでは従来の名を使用した。

94,COriolus versicolor(Fr,)Quel. カワラタケ

きわめてありふれた菌の一つで,公 園や庭などの路傍でも, しばしば見られるきのこで

ある。胞子はソーセージ形で,大 きさ4.2丁7.6×2.1-2,9μ mで ある。

新しい概念によれば,Coriolus属 の多くの種は,腐 朽型が自ぐされで, きのこの組織

が肉眼的に分化せず,か つ組織は三菌糸型であることに基づき,上 述のように Trattetes

属に合併されることとなる。Trametesに 含めて扱う場合は,T.versicolor(Fr.)Pilat

の名が使われるが, 日本においては,こ の扱いはなじみが薄いので,旧 来より親 しまれて

きた表記の学名を用いた。

全世界に広く分布するきのこである。

95. Daedalea dickinsii(Berk.i Cooke)Yasuda ホ ウロクタケ

Coriolus hirstusアラゲカワラタケに多少類似するが, よ り厚みのある姉形で, 腐朽

型が褐色ぐされであることから,容 易に区別される。胞子は精円形ないし類球形,大 きさ

2.9-4.2X2.5-3.働″mで ある。

極東 (日本 ・中国 ・韓国 ・台湾)お よびインドに分布 し,欧 米からは報告されていない

種類である。Daedaleaホウロクタケ属は,(1)組織は肉眼的に分化せず,一 菌糸型;(2)シ

スチジアを欠き,毛 被もこれを欠く;(3)菌糸はクランプを有する,(4)胞子は通常円筒形で,

平滑 ・無色,非 アミロイド性;(5)腐朽型は褐色 ぐされ,(6)培養下で,セ ルラーゼ活性を示

さない,な どの点で規定される (青島,1967)が ,Breitenbach and Krttzlin (1986)
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によれば,基 準種である D.quercina L.:Fr。(日本未産)の 組織は,三 菌糸型であると

いう。

96.  Daedaleopsis conchiformis lmaz. シ ジ ミア ミタケ

前種に多少似るが,か さの表面に薄い皮層が発達する点で異なる。半背着生で,淡 褐色

～淡黄褐色,管 孔は小形,通 常丸いが, しばしば形が崩れ,帯 褐灰色である。胞子は長精

円形ないしソーセージ形,大 きさ5.4-6.7×2.5-3.8/mで ある。シスチジアはない。

広葉樹の自色 ぐされをおこす。日本以外では,韓 国 ・南洋諸島およびオーストラリアに

分布するという。

97. Favolus arcularius(BatsCh.:Fr.)Ames.ア ミスギ タケ

きわめて普通に見出されるもので,広 葉樹の白色腐朽菌である。自然保護センター内では,

薬草見本国で多数採集された。胞子は長精円形,大 きさ6.7-8.8×2.1-3.4/m, シ スチ

ジアはなく,組 織は一菌糸型である。

全世界的に分布する。

98.Favolus alveolarius(DC.:Fr.)Boud.et Sing. ハ チ ノスタケ

前種に似るが,管 孔がより大形で,茎 が短く,胞 子もやや大きい (7.1-10.9×3.4-

4.2/m)こ とで区別される。

最近では Polyporusタマチョレイタケ属に分類されることが多いが, タマチョレイタ

ケ属の定義自体に問題が多いと考えられることから,こ こでは旧来の学名を用いた。欧米

では,P.mori Pollini:Fr.の学名を用いる研究者が多い。

99.Fomitopsis vinosa(Berk.)Imaz.ブ ドウタケ

針葉樹の枯れ木に生じ,材 の褐色 ぐされを起こす。胞子はややソーセージ形,大 きさ

4.2--5.0×1.3--2.lμ m百命ある。

菊原 (1987)は,本 種について,Melanoporiaク ロサルノコシカケ属の種類ではない

かとのコメントを与えているが, ここでは従来の学名を用いた。日本 。中国 ・インド・東

南アジア (フィリピン・マレーシア)。 南洋諸島 ・中米 ・アフリカなど,温 帯～熱帯に広

く分布する。

100. Gloeophyllum abietinum(Bull.:Fr.)Karst.

コゲイロカイガラタケ

針葉樹の枯れ木に発生して,材 の褐色ぐされを起こす菌である。かさは狭い半円形～棚

形で,長 径1-2.5all程度,表 面は黄褐色,の ち暗褐色となり,裏 面はひだ状で,最 初帯褐



灰色,の ちにくすんだ灰褐色となる。胞子は長精円形～円筒形,大 きさ9.3-12.6×3.0-

4.2/mで ある。きのこの組織は三菌糸型で,子 実層には無色～淡黄褐色の,薄 膜のシス

チジアを有する。

】ヒ半球の温帯以北に分布 し,ア フリカ】し部にも産するという。

101.Gloeophyllum sepiarium(Wulf,:Fr,)Karst.キカイガラタケ

これも針葉樹の褐色腐朽菌である。前種に酷似するが,胞 子がやや短小 (8.0-11.3×

2.8-3.4/m)で ,肉 の黄色みが強く,前 種のように暗色にならない点で区別され,ま た

ひだ (子実層托)は ,本 種の方が密に生じる。組織構造やシスチジアの特徴については

G.abietinumと ほぼ同様である。

分布も前種とほぼ同じで, 日本でもきわめて普通の菌である。

本属の分類学上の位置として,肉 が黄褐色系の色調を呈することから,Coltriciaオ ッ

ネンタケ属との類縁を想定したり,Hymenochaetaceacタ バコウロコタケ科との類縁関係

が推定されることもあるが,こ れらの位置づけは,想 像の域を出ないものである。ただし,

シスチジアの存在や,二 菌糸型もしくは三菌糸型の組織構造,あ るいはほとんどすべての

種類において,寄 主が針葉樹に限られることなど,比 較的よくまとまった分類群であると

考えられる。おそらく,温 帯地方北部から五寒帯にかけて,針 葉樹とともに進化してきた

仲間ではないか,と 考えられる。

102.Glocophyllum trabeum(Pers?:Fr。 )Murr. キ チ リメ ンタケ

針葉樹の褐色腐朽を起こす菌であるが,外 国書によれば,広 葉樹にも生じるという。

かさ裏のひだは多少とも管孔状 となることが多い。肉はニッケイ褐色で薄い。胞子は長精

円形,大 きさ6.7-8.4× 2.9-4.2/mで ある。シスチジアはなく,薄 膜 ・無色で紡錘形の

偽シスチジアを有する。肉の組織は二菌糸型である。

本種を Gloeophyllum属 に位置づけるのは,多 少疑間があるが,従 来の慣例に従い,

表記の学名を用いた。

103.Heterobasidion insularis(Murr.)Ryv. レ ンガ タケ

針葉樹 (主にマツ属)の 枯れ木に発生する白色腐朽菌で,か さは赤褐色～紫褐色,表 面

に薄い殻度を生じ,肉 は材色でかたいコルク質ないし木質である。裏面の管孔はやや小形

ほぼ白色または黄白色である。胞子は類球形,微 細 なトゲを有し,大 きさ4,6-6。7×3.4
-4:物 mで ある。

日本ではやや普通に産し,極 東に広く分布するという。フィリピンにも産するといわれ

る。従来は Fomitopsisツ ガサルノヨシカケ属に分類されてきたが,腐 朽材が自色である

ことと,胞 子に微細な突起を有することなどから,HeterObasidion マツノネクチタケ属

に移された。



104. Lactiporus versisporu(Lloyd)lmaz.  ヒ ラフスベ

広葉樹 (ヨナラ)の 立ち枯れ木に発生していたものである。自然保護センター産の標本

では,管 孔の形成されたものがなく,担 子胞子も確認されなかった。厚膜胞子は卵形ない

し歪んだ球形で黄褐色,大 きさ4,6-9.7×7.6-9.2/mで ある。

日本持産の菌で,特 にシイ ・コナラ ・クリなどの樹上に見られる。日本ではむしろ普通

に見出される種類で,筆 者は,こ れを逗子市神武寺,相 模原市田名,横 浜市野毛山などで

採集している。

105。 Lenzites beturina(L.:Fr。)Fr. カ イラがラタケ

きわめて普通に発生する,広 葉樹の自色腐朽菌である。かさは帯褐灰色～淡クリーム色,

のち色あせて灰色ないしほとんど白色となり,明 瞭な環紋を有し,か つ粗い毛を密生する。

裏面はひだ状で,ほ ぼ白色,茎 はない。胞子はソーセージ形,大 きさ4.2-5.4×2.1-2.1

μmで ある。シスチジアはなく,組 織は三菌糸型である。

Lenzitesカイガラタケ属は,従 来は, 裏面の子実層托がひだ状 となる硬質菌を総称し

たが,そ のうち褐色 ぐされを生じるものは Glaeophyllumキカイガラタケ属に移され,か

さの毛被が未発達のものは Daedaleopsisチャミダレアミタケ属その他に移されている。

全世界に分布し, シイタケ栽培上の雑菌としてもよく知られた菌である。

106.Microporus subaffinis(Lloyd)Imaz. ッヤ ウチ ヮタケモ ドキ

シイの枯れ木に生じる,有 柄の硬質菌で,関 東地方ではごく普通の種類である。胞子は

長精円形,大 きさ4.2-5.5×2.5-3.4/mで ある。

同じくシイの枯れ木に発生する M.flabelliformis(Klotz.:Fr.)Kuntzeウチワタケに

似るが,か さの表面に毛を生じない点で区別される。

107.Microporus vernicipes(Berk.)Imaz.ツ ヤ ウチ ワタケ

前種に酷似するが,か さはより薄 く,茎 も細いことや,管 孔がやや小形で,そ の縁が鋸

歯状とならない点で区別される。

シイ ・クリなどの枯れ木に普通で,材 の白色腐朽を起こす。本種に対して,M.affi一

nis(Blume et Nees)Kuntzeの学名が当てられてきたが,タ イプ標本の検討の結呆,・Ve_

micipes"の種小名を当てるのが正 しいとされている。 青 島 (1974)は,本 種を Cori_

oluSカ ワラタケ属に入れているが, 明 らかな殻皮が存在し, 胞子がソーセージ形となら

ないことから,今 関 (1934および1988)に従い,Microporus属 に分類するべきである。

本属の邦産種としては,現 在までのところ7種 が知られているが,本 種はその中でも比

較的寒い地方にまで分布するもので,他 の多くはニューギエア ・オース トラリア ・東南ア

ジア ・アフリカなど,熱 帯～亜熱帯を中心に見出される菌である。
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108.01igoporus caesius(Schrad.:Fr.)Gilbn. ァ ォゾメ タケ

主に広葉樹に発生し,褐 色 ぐされを起こす一年生のサルノコンカケである。かさの表面

は汚黄白色で微毛をこうむり,裏 面の管孔は最初は純白色,の ち育みを帯びてくる。

肉は生時多湿な肉質,乾 けばもろい肉質～スボンジ質となる。胞子はソーセージ形,大 き

さ4.6-5。5Xl.7-2.5μ  mで ある。

胞子紋が青色を帯びるのが特徴で,神 奈川県内でもかなり普通に産するものである。

従来は TyrOmycesオ オオシロイタケ属に入れられてきたが, この属の菌はいずれも白

色腐朽を起こすものである。 ま た, 欧米では Postiaなる属名を用い, Postia caesia

(Schrad.:Fr。)Murr.の 学名の下に扱われることが多いが,Postiaと Oligoporusとの間

の差異は,か なりあいまいなもののようである。優先権からすれば前者 (1874)を O―

ligopOrus(1888)に優先 して用いるべきであるが, ここでは今関 (1988)に従い,表 記

の学名を当てることとした。

109,Oligoporus tephroleucus(Fr.)Gilbn.et Ryv.オ シロイタケ

前種によく似るが,か さの表面は無毛,ま た胞子紋が青みを帯びない点で容易に区別さ

れる。胞子はソーセージ形,大 きさ3.9-5.5×1.7-2.lμ mで ある。

本種も,腐 朽型が褐色 ぐされであることから TyrOmycesよ り分離されたものであるが,

その種小名についても問題が多い菌である。 Philllps(1981)お よび横山 (1980)は,

Tyromyces albellus(Pk.)Bond.et Sing.の学名を当てているが,そ の記載によれば広

葉樹の白色腐朽を起こすとされており,本 種とは別物のようである。ここでは,今 関 (19

88)に 従って,表 記の学名を当てた。

110.Polypr11lus varius(Pers.:Fr.)Karst.キ アシグロタケ

広葉樹の枯れ枝に発生する,有 柄の硬質菌である。かさの表面は淡卵黄色で無毛,管 孔

はほとんど白色であるё茎は堅く,表 面はほば黒色,肉 は薄 く,強 靭な革質である。

胞子は長精円形,大 きさ6.9-8.8×2.5-3.砕 mで ある。

P,badius(Pers,:S.F.Gray)lmaz.ァシグロタケに似るが, か さの色で容易に区別さ

れる。後者よりも低地に多い種類のようで,筆 者は,こ れを東京都奥多摩町や千葉県君

津市で採集 している。おそらく,神 奈川県でも普通に見られるものであろう。

111.Pycnoporus coccineus(Fr.)Bond.et Sing. ヒ イロ タケ

本種の肉眼的 ・顕微鏡的特徴については,す でに詳 しく解説されているので,こ こでは

省略する。シスチブアはなく,組 織は二菌糸型,培 養すればカロチノイド系の色素を生じ

るとともに,厚 膜胞子と分生子を形成するという。

熱帯系の菌で,ニ ューギニアやフィリピンにも分布 し,本 州中部までの低地に, きわめ

て普通に発生するきのこである。
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112. Trametes gibbOsa (Pers,)Fr. ォ ォ巧トリメ ンタケ

かさの表面は淡灰黄色,環 紋と微毛とを被り,裏 面の管孔は放射状に長く, しばしば迷

路状に崩れる。胞子は長精円形,大 きさ4.2-6.4×2.1-3.3/m,シ スチジアはない。

本種に似た T,palisoti(Fr.)lmaz.チリメンタケは,か さに毛を欠き,日 本では紀伊半

島以南に分布する菌である。本種はブナ林に普通な種類で,神 奈川県でも,西 部の山岳地

帯には, きわめて普通に産するものと思われる。

113.Trametes orientalis(Yasuda)Imaz. ク ジラタケ

Trametesシ ロアミタケ属中,も っとも普通に見出される菌で,広 葉樹の白色腐朽を起

こす。胞7は 6.7--8.4×2.5--3.3/m, シ スチジアはない。

Daedalea dickinsti(Berki Cooke)Yasudaホウロクタケに似るが,後 者では肉が淡黄       ハ

色を帯び,ま た腐朽材が褐色 ぐされである点で異なる。

日本ではきわめて普通の種類であるが,欧 米にはない。韓国 ・中国 ・インドにも産する

という。

114. Trichaptum bifOrme(Klotz.:Fr。 )Ryv. ハ カワラタケ

広葉構の白色腐朽菌である。硬い革質で,裏 面は多少とも薄歯状 となる。幅1-5.5cm,

表面は汚れた灰黄色～粘土褐色,細 かい毛と環紋とを被る。

表記の学名は今関 (1988)によるものであるが,Coriolus“biformis"ミノタケの学名に

関しては,氏 の見解は明らかにされていない。

後者は,明 らかに別属のものと考えられるが,そ の学名については, さらに検討を要す

る (ミノタケの項参照)

115,TruncOspora ochroleuca(Berk.)Pilat. ゥ ズ ラタケ

広葉樹の枯れ木に生える,半 円形～姉形の小形のきのこである。白色腐朽を起こし,多

年生である。胞子は片側が切れた精円形ないし類球形,大 きさ3.9-4,8×2.5-3,柳 mで

ある。シスチジアはない。

サルスベリの樹上にしばしば見られ,ウ メ ・スモモなどにも発生するという (菊原,19

87)。

116. Tyromyces fissilis(Berk.et Curt。 )DOnk シ ミタケ

広葉樹の自色腐朽菌で,か さの表面は美しいピンク色を呈する。肉はかさの表面より淡

色で,水 分の多い肉質,管 孔はかさ面より濃色である。胞子は精円形で,大 きさ4.2-5,8

×2,9-3,9/mで ある。

筆者は,最 初これを T.incamaus lmaz.アケボノオシロイタケと同定したが, 後者は
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胞子がやや小形で,針 葉樹に生えることで区別される。ただし,Breitenbach and Kra―

RZlin(1986)によれば,T.fissilis(彼 らは Postia flagilis[Fr.]Jul,の名を用いた)

は,マ ツ ・トウヒ・モミなどの針業村に生じる,と いい,本 種の正体には多大な疑間があ

る。今後, さらに検討を要するが, ここでは,今 関 (1988)に従い,表 記の学名を用いる

こととした。

117.TyrOmyces sambuceus(Lloyd)Imaz. シ ロカィメ ンタケ

ヨナラの枯れ木上に見出された,幅 10arl以上になる,大 形のきのこである。自然保護セ

ンター産の標本は,い ずれも老成して,自 っぼく色あせたものであった。胞子は精円形,

大きさ4.2-5.OX2.1-2.5/mで ある。

表記の学名は,今 関 (1988)によったものであるが, 菊原 (1987)によれば, 本 種は

POstia(Spongioporus)に分類されるべきであるという。 し かし,本 種は自色腐朽を起

こすものであるから,少 なくとも,TyrOmyces オ オオシロイタケ属に所属するものであ

ることは確実である。

若い個体は, しばしば Laetiporus sulphureus(Fi.)Murr.var.miniatus(Jungh.)ImaZ.

マスタケと混同されるが,後 者は針葉樹に発生し,腐 朽型は褐色 ぐされである点で簡単に

区別できる。

GanOdermataceae マンネンタケ科

118.Elfvingia applanata(Pers,)Karst. コフキサルノコシカケ

広棄樹の根際や倒木上に, きわめて普通に発生する,多 年生のサルノコシカケである。

肉は濃いチョコレー ト褐色,管 孔はほとんど白色であるが,こ すると褐色に変わる。胞子

は淡黄褐色,二 重膜を有し,内 膜の突起が外膜にはまりこむ,いわゆるマンネンタケ型で,

大きさ8,0 - 9 . 7×4. 6 - 5 .柳mで ある。            モ       !

欧米では Ganoderma マ ンネンタケ属に入れる研究者が多いが,殻 度の構造 (厚膜の

こん棒状菌糸よりなり,ニ ス状分泌物を欠く)を 重視して, Elfvingiaコフキサルノコシ

カケ属を独立させるのが妥当である。

ほとんど全世界に分布し,神 奈川県内でもごく普通に採集される菌である。

119.GanOdertta neo― japonicun lmaz. マ ゴジャクシ

エオイヒバ (立ち木)お よびクロマツ (切り株)に寄生したものが採集されている。

神奈川県内では,比 較的普通に見られるもののようである。

針葉樹に寄生し,全 体に黒みが強く,か つ柄が長大となる傾向がある点で G。lucidum

(LeySs.:Fr.)Karst.マンネンタケと区別される。             i

ここでは,今 関 (1988)に従い,表 記の学名を用いたが,Canode「ha属 の日本産菌に

ついては, さらに生理 ・生態 ・遺伝学的な見地から,再 検討を要すると考えられる。
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H y m e n o c h t t e t a c e a e  タバ ヨウロコタケ科

120. Inonotus xeranticus(Berk.)Imaz.et Aoshima ダ イダイタケ

広葉樹の枯れ木に, きわめて普通に発生する一年生の菌で,半 背着生,か さの長径3-

8 cln,厚さ1.5-4 Hlmの小形種である。もろいコルク質で,乾 けば折れやすくなる。

胞子は精円形,大 きさ3.8-5.OX2.1-3.3/mで ある。

長らく日本回有種と考えられ,Cryptoderma citrinum lmaz.の学名が当てられてきた

が,Berkeleyに より, ヒマラヤ山中から既に報告されていた菌と同一種であることが判

明し,表 記の学名に改められた。今のところ, ヒマラヤと日本以外からの記録はないよう

であるが, 日本国内では, シイタケ栽培上に雑菌として, きわめて普通に見出される菌の
一つである。神奈川県内でも,随 所に発生し,広 く分布している種類である。

Agaricales ハ ラタケ ロ

Pleurotaceae ヒ ラタケ科

121.Lentinus lepideus Fr.,Fr,)Fr, マ ツオオジ

湿生植物園および竹類見本園付近で見出された大形のきのこである。肉は強靭で,乾 く

と堅くなり,ひ だの縁は鋸歯状に裂ける点が特徴である。肉はヨー ド液で赤褐色に変わる。

胞子は長橋円形ないし円筒形,大 きさ9.2-10,9×4.2-5.0/mで ある。

Lentinusマ ツオオブ属の定義については,種 々の説がある (長沢,1988を参照)が ,

ここでは従来の学名を用いた。

神奈川県内でも各地に発生し, しばしば巨大型となることがある。

122.Phy110tOpsis nidulans(Pers:Fr.)Sing キ ヒラタケ

広葉樹の枯れ枝上に見出された。やや小形 ・くすんだ硫黄色のきのこで,粗 毛におおわ

れた無柄のかさと, ピンク色の胞子とが特徴である。肉はかなり強靭で,多 少とも不快臭

があるので,一 般に食用にはしない。

材の白色腐朽を起こし腐朽力は強い。時に,早 春から発生しているのが見掛けられるな

主に初夏から晩秋に多発する菌である。

筆者は,こ れを横浜市内や,川 崎 ・津久井 ・鎌倉 ・大和などで採集している。

123.PleurOtus pulmonarius(Fr.)Qu11. ウスヒラタケ

クリの枯れ枝に発生 したもので,P.Ostreatus(Jacq.:Fr.)Kummerヒ ラタケに比較

して,小 形で肉が薄 く,か さは一般により淡色である。ただし,両 者を区別せず,同
一種

と見る研究者もある。
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神奈川県内では,今 回初めて報告されたもののようだが,多 分,各 地に広 く産するもの

と思われる。

HygrOPhOraceae ヌ メ リガサ科

124.Camarophyllus sp.ォ ォ ミノコオ トメノカサ (井日仮称)

ヨナラの樹下に多数群生する,純 白色の小形のきのこである。かさの径 2-4 cm,表 面

は著しく粘り,肉 は自く無味無臭である。ひだはやや疎,茎 に対して垂生する。茎は35-

60×3-5 Blm,根元に向かって細まり,強 い粘性がある。胞子は長精円形,大 きさ9.7-

12.6×4.6-5.5μ mである。

C.niveus(Scop.)Fr.コ ォトメノカサは,本 種に酷似する種類であるが,胞子力判 形ヽ

(7-9× 4-5.5/m)な 点で異なる。また,C.virgineus(Wulf.:Fr.)Kummerォ

トメノカサは,胞 子の大きさはよく似ているが,か さの表面に粘性を欠く種類である。

125.HygrOcyba conica(Scop.)Kummer ア カヤマ タケ

竹類見本国の地上で採集されたもので,オ レンジ黄色 ・円鉾形のかさと,黄 色の茎 ・ひ

だを有し,傷 つくと黒変するのが特徴である。胞子は広精円形,大 きさ 8.8-12.6×4.6

7.1/mで ある。

本種と同様に黒変性を持つ種類として,HygrOphOrus(Hygrocybe)nigrescens(Qu61.)

Kthnerが あるが,こ の菌は,Phillips(1981),Socthill and Fairhurst(1978)の

記載によれば,茎 の根元が自色を呈する以外の点では,H.conicaと 大同小異のもののよ

うに思われる。なおPhillipsによれば,H.nigrescensの 担子柄 には, 2胞 子型と4胞

子型の二者があり,両 者の間では胞子の大きさも異なる, という。

126.HygrOcybe croceolutea(HOngo)Hong。 オ レンジガサ ?

全体鮮やかなオレンジ色 を呈する,や や小形のきのこである。H.crOce01utea の原記

載 (Hongo,1987)と比較すると,胞 子がやや小形 (8,0-12.2×5。4-7.6μ m)な 点で,

多少疑間がある。

127.HygrOcybe psittacina(Schaeff.:Fr.)Wdnsche ヮ カ クサ タヶ

かさ・茎とも,新 鮮な時には,鮮 緑色の粘液をかぶるが,乾 けば色あせて,黄 色～帯オ

レンジ色の地肌をあらわす。胞子は精円形で,大 きさ6,7-9.2× 4.2-5。4/mで ある。

よく似たH.olivaceOviridis(Hongo)Hongoトガリワカクサタケは,Sect.HygrOcy―

be ア カヤマタケ節に属するもので,か さ。茎ともに粘液を持たず,か さの中央部が突出

する点で,容 易に区別される。

神奈川県内からの,正 式な報告はまだないようであるが,筆 者は,こ れを通子市神武寺
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のスダジイ林内で見出したことがある。

128.Hygrocybe sp.モ リノコベニ ガサ (井口仮称)

広葉樹下に群生する,帯 黄オレンジ色の小菌で,か さの径2.5-3 mln,高さ3-5 EID程

度に過ぎない。ひだは疎で,茎 に対して直生し,や や淡色,か さの表面は平滑である。胞

子は精円形で,大 きさ5。9-7.6X2.9-3.4/mで ある。

かさ・茎ともに粘性を欠き,か さは円錐形とならず,か つその表面は排片におおわれな

いことから,本 種はSect.cOccieaベ ニャマタケ節のSubsect.Coccineaёベニヤマタ

ケ亜節に属するものと考えられるが,こ の亜節の日本産種の中には,本 種のように微小で

かつ胞子がこの大きさを示す菌はない。きのこの大小は環境により変異を受けたものとし

ても,本 種の学名は, さらに多くの標本に基づき,詳 しく調査する必要がある。

129.HygrOphlrus sp.コ クリノカサモ ドキ (井口仮称)

H.arbustivus Fr.コ クリノカサに酷似するが,か きは乾 きやすく,肉 はやや苦みを

有する。胞子は大きさ6.7-9。2×3.8-5.0/mで ,H.arbustivuSの それ (本郷 〔1988〕

によれば,大 きさ8-10x4-6/m)よ り小形である。

コナラの樹下に点々と発生するもので,お そらく関東各地に比較的普通に発生するもの

と考えられるが,そ の学名については,い まのところ未定である。

Tri c h 0 1 0 m a t c e a eキ シメ ジ科

130.Armillariella mellea(Vahl.:Fr.)Karst.ナ ラタケ

広葉 ・針葉を問わず,種 々の樹木の朽ち本 ・切り株,あ るいは立ち木の根元に,群 がっ

て発生するきのこで,食 用きのことして有名であると   |    モ
‐

全世界に広 く分布し,神 奈川県でも随所に発生する。ごく普通のきのこである。多種に

渡る樹木に寄生してこれを枯れ死させる一方,オ ニノヤガラやツチアケビなどの無葉緑素

ランの類と内生菌根 を形成し,顕 著な菌糸束を作り, その若いものは発光性を有するなど

興味深い生態を示す点でも有名な菌である。

131, Callistos,Orium litecolivaceum(Berk, et Curt.)Sing,

ヒメキ シメ ジ

主に針葉樹,時 に広葉樹の朽ち木や落ち枝に発生する, くすんだ硫黄色のきのこで,時

にいくぶんオリーブ色を帯びることもある。 胞子は精円形で, 大 きさ 4.2-6.7×2.9-

3.8μmで ある

多少色調の似たNaematoloma fasticulare(Hudson:Fr.)Karst.ニ ガクリタケとは

苦みがなく,胞 子紋が自色である点で容易に区別できる。また,長 く保存 した乾燥標本で
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は,ひ だが赤味 を帯びるのが著 しい特徴である。

CallistOspOriumヒメキシメジ属の邦産種 として,確 実に報告されているのは,現 在ま

でのところ,本 種一種のみであるが,筆 者は,か さの径 3 cln・高さ6～ 7 clnに達する大形

のものや,胞 子がもっと大形か,あ るいはより丸みのあるものなどを採集 しており,将 来

は, 3-4種 が追加されるものと予想される。

おそらく,神 奈川県全域 に分布するものであろう。

132.Calocyabe ionides(Bull.:Fr。 )DOnk ヒ メム ラサキ シメジ

昆虫の森付近で採集された,ひ だを除いて青紫色 (ナスの実色)を 呈する,美 しいきの

こである。胞子は椿円形ないしやや種子形で,大 きさ5,5-8.4× 2.5-2.9/mで ある。

神奈川県下からは,初 めての記録である。筆者は,1987年10月,東 京都文京区内で,本

種の500イ団体におよぶ大発生を見たことがある。おそらく,雑 木林内の地上に, まれな種

類ではないと思われる。

133.ChactOcalathus sp.シ ロキ クザ タケ (石川喜二郎 ・青木実氏仮

称 :日 本 きの こ図版 NQ 282)

背着生 ・無柄のきのこで,か さの表側の中央部で枯れ枝 (ヨナラ)に 着 く。かさの表面

は白っぽい粗毛をこうむり,ひ だは密で自色～クリーム色である。胞子は種子形で大きさ

8.8-12.6×6.3-8.4/m,側 ・縁の両シスチジアは鋭 く尖り,先 端は樹脂状の分泌物 に

おおわれ,大 きさ315-76.4× 5,5-8.0/m, ヨ ー ド液中で赤褐色に呈色する (偽アミロ

イド)。かさの表面をおおう毛は,長 さ1500/mに および,無 色で多くの隔膜を有し,強 い

偽アミロイ ド反応を示す。菌糸は多数のクランプを有する。

ChaetOcalathus Sing.キクザタケ属は15種を含み,Tribe Marasmieaeホ ウライ タケ

連に属 し,そ の中ではCrinipellisニセホウライタケ属の近くに置かれている (Singer

1986兆シスチジアおよびかさ表面の毛の性質に基づいて, 3節 に分けられる,本種の学名

は未定であるが,Sect,HO10cystis(仮 称シロキクザタケ節)に 分類されるべきものと

考えられる。その形態は,む しろヒダナシタケロの菌を思わせる点があり,キ シメジ科の

きのことしては,多 少,異 色な属といえよう。

神奈川県新産の種 ・属である。

134.Clitocybe fragrans(With.:Fr。 )Knmmer コ カブイヌシメジ

自然保護センター産の標本は,桜 餅様の香気を欠き,胞 子は文献の記載 (本郷 〔1988〕

によれば6.5-7.5×3.5/m)ょ りもやや大きく,6.3-8.OX2,9-4.6μ mで あった。ま

た,茎 のねもとに,自 色 。ひも状の菌糸束を着ける点でも,若 干差異がある (ただし,こ

の性質が安定したものであるか否かについては,お おいに疑間があるた

135。ClitOcybe gibba(Pers.: Fr,)Kummer カ ヤタケ
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漏斗形 ・淡褐色～なめし皮色のかさを有する,中 形のきのこである。胞子は精円形ない

し種子形,大 きさ6.3-8.4×4.2-5/mで ある。時に C.geotrOpa(Bull.)Qu61.オ

オイヌシメジと混同されることもあるが,後 者では,か さの中央部は常に丸く盛り上がり,

表面は細鱗片を欠き,肉 もより厚い点で区別される。

186.clitocybe sp.ヒ メカヤ タケモ ドキ

前種に例るが,は るか小形 (かさの径1.5-3 cm,高さ0.8-2.3cln程度)で,か さは赤み

が強く,ひ だは多少クリーム色を帯び,胞 子は細長く,大 きさ 7.1-8.8×4.2-5.O μm

である点で異なる。

胞子紋力*屯白色で,か さに吸水性がない点は,C.gibbaと 同様で,両 者ともにSect.

ClitOcybeカヤタケ節に属するものである。日本産のClitocybeカヤタケ属菌の中では,

C.inOrnata(Scwerb.:Fr.)Gilletナガミノカヤタケに多少類似するが,後 者では胞子

紋はクリーム色を呈するという点で疑間がある。また外観上ではC.sinOpiOides Pk.

(ヨーロッパ産)に もよく似ているが,こ の菌では,胞 子はより幅狭く,大 きさ6-8×

3-4/mで あるという。

137.Cllybia acervata(Fr.)Kummer カ ブベニチ ャ

針葉樹林内の落ち葉の多い地上に群生する,や や小形～中形のきのこである。かさの径

1-4.5cm,高 さ2.5-7 cm胞子は精円形,大 きさ5.5-6.7(-7.6)×2.9-3.4/m,縁 シ

シスチジアは襲状ないしこん棒状,薄 膜,大 きさ25.2-43.7×8.4-12.6μmで ある茎の

シスチジアはこん棒形～いくぶん紡錘形,大 きさ74,3-92.4×8.8-13.7/mで ある。

本種とC.erythrOpusカレバタケとの区別は混乱しており,単に広葉樹林に発生するもの

をC.erythropusとし,針 葉樹下に生じるものをC.acervataと 呼んでいる向きがあるよ

うである。筆者の概念としては,前 者の方が,茎 が自っぽく,胞 子がやや小形でより球形

に近く,縁 シスチジアはより幅広いものが多いが,各 々の種の概念は,欧 米においても研

究者によって多少異なるもののようである。

138.Collybia butyracea(Bull.:Fr,)Qu61.エセオリミキ

前種に比べやや大形で,か さは光沢がより強く,か さ・茎ともにより暗色である点で区

別される菌である。胞子は精円形で,大 きさ4.6-7.1×2.5-4,2/mで ある。

林内の地上にごく普通に見られる種類であるが, しばしばC.dryophilaモ リノカレバ

タケと混同されているようである。本種のかさは吸水性で,乾 いても,少 なくとも中央部

は赤褐色～暗褐色の色調を留める点や,茎 が本属の菌としては太く,赤 褐色で中空である

点で区別されるが, 日本未産の種の中には,本 種と区別しにくいものが多く,同 定には顕

徴鏡的観察が重要である。

139。Collybia cOnfuens(Pers.:Fr.)Kummer ア マ タケ



101

広葉樹の落ち葉にきわめて普通に発生する,小 形のきのこである。胞子は5.0-7.5×

2.9-3.4/m,縁 シスチジアはこん棒状ないし豪状,大 きさ16。4-56.7×6.3-14.3/m

である。また,茎 の表面にもシスチジア様の糸状菌糸 (75.6-126.8×5.8-10.5/m)を

多数生じる。

きわめて普通のきのこで,イヒ半球温帯以北に広く分布する。特に,ブ ナ ・ヨナラ・クヌ

ギなどの落葉広葉樹の腐植を分解する上で,大 きな役割を持つ菌である。

140.C01lybia dryophila(Bull,:Fr.)Sing. モ リノカ レバ タケ

前種に似るがやや大形,全 体に黄色みが強く,茎 の糸状菌糸はもっと太短く,上 部がや

や膨れることが多いようである。胞子は大きさ4.6-6.7× 2.5-3.3/mで ある。

前種に比べて,む しろ人里近くに多発する種類のようである。本種に似るものにC.

distOrta(Fr.)Qu61があるが,か さはより暗色で,胞子が球形 (PhillipS〔1981〕に

よれば,径 3-4.5/m)を 呈する点で容易に区別 し得る。

広葉樹林内の落 ち葉の多い地上に, きわめて普通に発生する。

141.C01lybia perOnata(Bolt.:Fr.)Kummer ワ サ ビカ レバ タケ

アカマツおよびクロマツの落ち葉などの上に,ご く普通に生えるきのこで,茎 の根元に

白い粗毛を生じ,肉 に強い辛味 を持つのが特徴である。胞子は精円形～種子形,大 きさ

6.7-9.5× 3.5-4.2/mで ある。小川 (1978)によれば,本 種はむしろ分解初期のマツ

葉を好む, という。 しばしばMarasmius maximusオ オホウライタケと混同 されている

ようであるが,後 者は肉に辛味がなく,茎 の根元にも自毛 を欠き,落 ち葉層に形成される

菌糸塊は,白 色でやや湿った程度の綿毛状～フェル ト状(C.peronataで は,淡 黄色～ ク

リーム色で,粘 液質を有する)。

北半球の温帯に分布 し,欧 米でもきわめて普通に産するきのこである。

142.Collybia sp. I アカエノカレハタケ (井口仮称)

C。1lybia confluensアマタケとほぼ同形同大のきのこであるが,茎 は赤みが強く, か

つシステジア状の菌糸 を欠き,か さの表度はサンゴ状 に分岐 した,直 立した菌糸群から構

成される点で,ま ったく異なる種類である。また,か さの表面は, しばしばちりめん状の

シワを有する。胞子は精円形～種子形,大 きさ5.5-7.1×2.9-3,4/mで ある。

C,erythropus(Pers,:Fr.)Kummerカ レバタケに酷似するが,胞 子がやや小形な

点で別種 と考えられる。縁 シスチジアやかさ表面の菌糸も,や はりいくぶん小さく,あ る

いは C.erythrOpusの 一品種 として扱 うのが妥当であるか もしれない。

143.Collybia sp.Ⅱ.ォ チバツエタケ (青木実氏仮称 :日本きのこ図

版 NO。767た
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これも広葉樹の落 ち葉上にきわめて普通に見出される,小 形の きの こである。かさは

円鉾形から平 らに開き,径 0。3-3 cm,灰 褐色ないし淡黄褐色,表 面は放射状の著 しいシ

ワを被 る。茎は細長 く,表 面は暗灰褐色,頭 著な毛を帯びる。胞子は紡錘状椿円形,大 き

さ5.5-8.4× 2.9-4.6/m,縁 シスチジアは不規則な樹枝状～多少豪状で,大 きさ16.8-

50。8×4.6-8.4/mで ある。茎表面の毛状菌糸は67.2-184.8× 2.9-4.2μ m, か さ表面

の菌糸は分岐 し,多 くのクランプを有する。

本種は広葉樹の枯れ葉上にきわめて普通な菌で,筆 者も,こ れを東京都世田谷区や,横

浜市港北区で見出している。

本種の所属については,最 初,青 木実氏によりCollybia sp.と して位置づけられ,富

士 (1980)も これに従っている。筆者は,か さがむしろ紙質であることと,縁 シスチジア

が不定形の樹枝状 となること,ま た胞子が,一端が尖った紡錘状惰円形を呈することから,

本種はむしろMayasmiellusシ ロホウライタケ属に入れるべきではないかと考えているが,

ここでは暫定的にCollybiaモ リノカレバタケ属に分類することとした。

144.Crinipelis stipitaria(Fr.)Pat.ニセホウライタケ

枯れたイネ科植物の体上に発生する小形のきのこで,時 に芝地に発生することもある。

胞子は広精円形 (卵形)な いしいくぶん種子形,非 アミロイド,大 きさ7.6-9.6×4.2-

5,0/mで ある。縁シスチジアはほぼこん棒形,大 きさ25.2-41.4×4.6-6.3/m, 側 シ

スチジアは広紡錘形,22.5-29.4/mで ある。

むしろ普通な種類に属するが,神 奈川県内で採集された記録はあまりないようである。

本郷 (1988)によれば,中 国 ・ヨーロッパ ・】ヒ米 ・アフリカなどに産するという。

なお,青 木氏が本種として図説した菌 (日本きのこ図版 No 659)は,胞 子がより′J 形ヽ

(氏自身は,計 測の誤りかもしれない,と 述べている)で ,そ の図で見るかぎりでは,か

さの中央部がほとんど突出していないことから,む しろ北米に分布するC.zonata(Pk.)

Pat.と 同種か,少 なくともごく近縁な種類ではないかと考えられるが,確 証はない。

145。CyptOtrama asprata(Berk.)Redhead&Ginns ダ イダイガサ

オレンジ色で,硬 い鱗片を被るかさと,疎 生した白っぽいひだ,そ れに硬い軟骨質 ・淡

黄色の茎を有する点で特徴づけられる,小 形のきのこである。胞子は大きさ6.7-8.4×

4.2-6。3/mで ある。

従来は稀菌に属するものと考えられてきたが,神 奈川県内では,逗 子市神武寺でしばし

ば採集されており,必 ずしもまれなものではないようである。ただし,そ の分布は,黒 潮

の影響を受ける大平洋岸 (関東以南)を 中心とすると考えられる。筆者は,千 葉県君津市

でも,本 種を採集したことがある。

なお,神 武寺からは,か さの縁部,ま たは中央部を除 くほとんど全面が糸屯白色を示す標

本が多数得られており, しかも普通の型と混生することが確認されていない。胞子その他

の顕微鏡的な所見については,特 に差異は認められていないが,あ るいは一品種として扱

うのが妥当かもしれない。
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146.Favolaschia nipponica Y.Kobay. ニ カ ワアナ タケ ?

ササ類の枯れ茎に群生する,小 形 ・ヒラタケ形のきのこである。ほとんど茎を欠き,か

さの径2.5-5111111,ほぼ白色～汚クリーム白色,裏 面はやや粗大な管孔状を呈する。胞子

は広精円形,大 きさ4.6-6.3× 2.9-3.8″ m,ア ミロイド性, グレオシスチジアは子舞

に埋もれ,径 2.9-4.2(-6.7)/mで ある。まれに偽樹枝状体を有し,子 実層からわずか

に突出する。

上記の所見は,小 林 (1952)によるF.nipponicaの 原記載とほぼ一致するが,胞 子 が

いくぶん小形 (原記載によれば6-7× 3.4-4.2/m)で ある。筆者の標本が,多 少未熟

なものであったとも考えられるが,こ こでは慎重を期して,疑 問行を付して扱 うこととし

た。Fav。lasc hia ラッシタケ属の邦産種として F.nippnica ・ F.phyllostachydis―

I maz.et Y.KObay.シ ャモジラッシタケ (グレオシスチジア径 2-3μ m,胞 子は大

きさ4.5-5× 3.7-4/m)・ F.fnjisanensis Y.KObay.コ ッブラッシタケ (かさに微

毛を被 り, グレオシスチジアの太さは11-15μmに 達する,胞子は大きさ6-7× 5/m)

およびF.peZiZaefOrmis(Berk.er Curt.)Sing.エ ナシラッシタケ (発光性を持つ)

の4種 が知られており, ↓ヽ ずれもタケ ・ササ類の枯れ茎上に発生する。外観上は,Di―

ctyopanusスズメタケ属に似るが,後 者では胞子が長形で,子実層にはグレオシスチジア

おろび偽樹枝状体を欠く点で区別される。

Fav。laschia属は,外 見がヒラタケ形で,アミロイド性の胞子を有するところから,従

来はキシメジ科の Panelleae(=Lentineae s,.HongO)フ サビタケ連に置かれてきた

が,今 日では,そ の組織構造やきのこの発達形式 ・あるいは偽樹枝状体の存在などから,

Ale urodiscus アカコウヤクタケ属に近縁な菌群として, ヒダナシタケロに分類する意

見が有力である(Singer,1974・1975・1986,本郷,1988た筆者も,こ の説に賛同するが。

ここでは外見の類似から,ハ ラタケロにおいた。i   t

神奈川県新産の種類 と思われるが,サ サ類の多いところでは,か なり普通に発生するも

のであろう。

147.Flammulina vertipes(Curt.:Fr.)Siug. エ ノキタケ  !

コナラの枯れ木上に見出された種類である。胞子は椿円形,大きさ4.6-6.7×2.9-4.2

μm,縁 および側シスチジアは紡錘状こん棒形,大きさ37.8-58.8卜8.?T12.6ィmである。

しばしば菌糸が分断されて,一 核性の分生子を形成することや, きのこの発生が冬季に

多いことなどから,他 の木材腐朽菌との競争力は弱いものと思われる。ほぼ全世界に分布

し,神 奈川県内でも普通に採集されるきのこである。

148.HOhehbuchelia geogenia(DC.:Fr.)Sing. ツチヒラタケ (?)

薬草見本国において,芝 生上に発生していたきのこである。かさはイチョウの葉形～貝

殻形,縁 は薄く, しばしば裂片状に裂け,表 面は帯黄灰色ないし帯褐暗灰色,多 少粉状を

呈する。肉は薄 く,や や丈夫な肉質,い くぶん粉臭がある。ひだは密で幅狭く,縁は全縁,
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小ひだはほとんどない。茎は不明瞭,表 面はかさと同色かまたはやや淡色,棒 状ないしヘ

ら状, しばしばひだから連絡する,縦 シワを有する。胞子は長精円形ないしソーセージ形,

大きさ6.7-7.6×2.5-3.4″m, シ スチジアはひだの縁にも側面にも多数認められ,紡錘

形で先端が鋭 く尖り,樹 脂状の分泌物におおわれ,厚 膜 ・無色,大 きさは44.3-53.3(―

71.8)×6.3-7.6(-8.8)/m, ク レジールブルーまたはコットンブルーで,全体に強く青

色に染まる。肉の菌糸は太さ4.2-5.9/m,少 なくとも老成時にはゼラチン化し, クラン

プを有する。

ヨーロッパ ・北米に産し, 日本でもやや普通に採集されるが,か なり変異が大きい種の

ようである。なお,多 くの場合は広葉樹の朽ち木に発生するが, しばしば腐植 (小枝など)

の多い地上にも生じるきのこである。なお,自 然保護センター産の標本では,胞 子がいく

ぶん小形な傾向があり,あ るいは別種 H.petaroides(Bull.:Fr,)Schiz.apud Schultz

&Knappに 相当するものかもしれないが,こ こでは暫定的に表記の学名をあてた。

149.Hohenbuehelia reniformis(G.Meyer:Fr.)Sing. ヒ メムキ タケ

広葉樹の朽ち木に見出された,ほ とんど無柄 ・扇状の小形種である。胞子は円筒状長椿

円形,大 きさ7,1-8.8×4.2-4.6(-5,0)/m,側 ・縁シスチジアは,厚 膜で紡鍾形,先

端は尖り,樹 脂状物におおわれ,大 きさ29.4-44.1×6.6-8.0/mで ある。

ユーラシア (中国 ロヨーロッパ)お よび日本に産し,北 米からの報告はない。神奈川県

からは,お そらく初記録の種類と考えられるが,調 査が進めば,他 所からも見出される菌

であろう。

HOhenbueheliaヒメムキタケ属は本種を基準とし,世 界に約30種が知られており,日 本

産種としては,上 記二種のほか,北 海道からH.mastrucata(Fr.:Fr.)Sing.ニ カワシ

ジミタケが報告されている(Murata.1978た

150。Laccaria amethystea(Bull.)Murr.ゥ ラムラサ キ

特に針葉樹 (アカマツ ・クロマツ)林 内の地上に, きわめて普通に発生する,や や小形

のきのこである。ほとんど世界中に分布し,神 奈川県内でもごくありふれた菌の一つであ

る。

しばしばL.laccataキ ツネタケの一品種として扱われるが,こ こでは本郷 (1988a・b)

に従い,独 立種とした。

151.Laccaria laccata(Scop.:Fr.)Berk.&Br. キツネタケ

前種に似で,紫 色 をほとんど帯びず,全 体肉色～帯褐肌色のきのこである。また,顕 微

鏡的に,い くぶん胞子が長い (類球形 を呈する)点 でもやや異なる。

横山 (1986)によれば,本 種は,そ の基準標本が失われているため,研 究者によって,

種の解釈が異なり,概 念が混乱 しているという。
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152.Laccaria vinaceoavellanea Hongo カレバキツネタケ

前二者に比較 して大形 (かさの径 3-6 cm,高 さ4-8 cmに およぶ)で ,か さの中央部

はしばしば深 くくぼみ,か つかさの縁に粗大なしわをあらわすことが多い。胞子はほぼ球

形,表 面にとげを有し,大 きさ7。1-8,4X6.7-8.2μ mで ある。

常緑広葉樹 (スダジイ ・カシ類 と菌根 を形成するもののようである。日本のほか,韓 国

およびニューギニアに分布 し,お そらく,東 南アジア (マレーシア ・フィリピン)に も産

するのではないかと思われる。筆者は,本 種 と思われる菌を, シンガポールで採集 したこ

とがある。

153.Leucopaxillus giganteus(Sow.:Fr.)Sing。オオイチョウタケ ?

林内地上に見出された,自 色 ・大形の種類である。自然保護センター産の標本によれば,

胞子がやや小形 (大きさ4.6-6.7× 2.9-3.4/m)で あったため,こ こでは疑間行 を付し

て扱 うこととした。神奈川県内での分布は不明であるが,決 してまれなものではないと考

えられる。LeucOpaxillusォォィチョウタケ属は約20種を含み,胞子が平滑なSect.Aspr_

opaxilliオオイチ ョウタケ節と,胞 子に突起 を有する Sect,LeucPaxilll(日 本未産)

とに分けられる。日本には,Sect.Aspropaxllllに 属する別の一種 L,septentiOnalis

Sing.&A.H.Smithム レオオイチ ョウタケが知られており,後 者は, 神奈ナ11県内では

Lt giganteusよりも普通に産するもののようである。

154.Lepista nuda(Bull.:Fr.)COoke ム ラサ キ シメ ジ

刈 り取 られたシバ地に発生 したもので,径 5.5-8 cln,高 さ4-6 clnの美 しい紫色のき

のこである。胞子は精円形,表 面に細かいイボを生 じ,大 きさ5.0-7.6× 2.9-4.2μ m

である。
一般に腐生菌とされているが,林 内地上においては, しばしば広葉樹の根に菌糸がまと

いつくのが観察 され,菌 根菌への進化の中途にあるのではないかと推定される。Lepi―

staム ラサキシメジ属の位置づけに関しては,キ シメジ科の Tribe ClitOcybeaeカ ヤタ

ケ連に置 くのが一般的であるが,そ の生態学的特徴や培養所見からすれば,む しろTtibe

Tric010matacキ シメジ連に入れる方が妥当ではないかと考えられる。

155.Lyophyllun decastes(Frti Fr.)Sing. ハタケシメジ?

筆者の観察では,自 然保護センター内の発生地では菌糸束が認められず,ま た地中の栄

養源も確認できなかった。あるいは L.shimeii(Kawam.)Hongoホ ンシメジとみなす
べきであるかもしれないが,筆 者は,こ の両者は同一種の変異と考えており,こ こでは命

名規約上で優先する,表 記の学名を用いることとした。

L.decastesと される菌も,培 養下での菌糸の生長が著しく遅 く,子 実体も形成されに

くいことから,あ るいは任意的に外生菌根を作る菌ではないかと推定される (筆者の観察
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および松井英幸氏の私信によるたこの点については,ま だ推側の域を出ないが,あ るいは

Lepistaムラサキシメジ属と併せて (ただしL.nudaム ラサキシメジ以外の種の取 り扱

いに問題がある),生 態学的見地から,新 しい連を独立させるべきかもしれない。

156。Mar a s m e l l u s  c a n d i d u s ( B o l t i  F r . ) s i n  n g  シロホウライタケ

広葉樹の枯れ葉に群生する,小 形 ・白色のきのこである。ひだは疎で白色,互 いに脈で

連絡 し,茎 は細 く,ほ ぼ自色のものから全体に黒みをおびるものまで,変 異が著 しい。胞

子は長い種子形ないしやや円筒形,表 面は平滑,大 きさ11.3-16.4× 4.2-4.6/m,縁 シ

スチブアはいくぶん便腹状～紡錘形,29.4-47.6× 7.6-13.4/mで ある。

Lincoff(1981)に よれば,北 米ではクロマメノキ類やキイチゴ類の枯れ枝に1発生する

という。彼はまた,M candidusは ,互 いにきわめて近縁な,い くつかの分類群からなる

複合種(Complex)で あろう, と述べている。

157,Maramiellus nigripes(Schw)Sing. ア シグロホウライタケ十

広葉樹の枯れ枝に発生し,前 種に類似するが,茎 が青黒色を帯び,胞 子がテトラポッド

形 (四面体)を呈する点で,容易に区別される。また,縁 シネチブアも樹枝状となる点で,

前種 と著 しく異なる。

北および南アメリカ ・アジア ・アフリカに広 く分布 し, ヨ‐ロツパにはない種類で,熱

帯～亜熱帯要素ということができる。神奈川県内では,神 武寺や弘法山などできわめて普

通に見出され,お そらく,ご く普通な種類であろう。

,158.Marasmiellus sp.I.シ ロホ ゥライタケ属 のす種

Mo candidusシロホウライタケに酪似するが,胞 子がはるかに小形 (大きさ6.8-8,0×

3.4-4.6/m)な 点で,容 易に区別される。あるいは Lincoff(1981)の 指摘 した複合

的な種を構成するものかもしれない。筆者は,こ の菌と思われるものを,千 葉県君津市や

埼玉県志木市などでも採集 しているが,そ の学名については, さらに検討を要する。

159.Marasmiellus sp.1 シロホウライタケ属の一種

これも M.candidusに似る力ヽ かさの表度の構成要素として,樹 枝状細胞に混じって,

発状～こん棒状の菌糸を生じる点や,胞 子がいくぶん短い点で区別される。外観的にはか

さの表面およびひだが,ぃ くぶんクリーム●を帯びることが多いが,ま ったく白色の個体

も時に見出される。

かさ表度の構造を重視すれば,Marasmiusホ ウライタケ属に分類されるべきものであ

るかもしれないが,こ こでは暫定的に Marasmiellus属においた。



107

160。 Marasmius cohaelens(Alb.&Schw.)Cooke&Quel.

ミヤマオチバ タケ

広葉樹の落ち業上にきわめて普通に発生する,本 属の菌としてはやや大形をきのこであ

る。かさはややビロード状で,よ く水をはじく。ひだはやや密生し,ニ ッケイ褐色を呈し,

茎は上部はクリーム色,下 部に向かって赤褐色を帯び,基 部ではほとんど黒色ないし黒褐

色である。胞子は長精円形ないしいくぶん種子形,大 きさ7.1-8.8(-9.7)×4.2-5.0/m,

緑 ・側シスチジアは先端が鋭 く尖った紡錘形,厚 膜で淡褐色を帯び,大 きさは29.4-81,9

(105.8)×4.2-10.4/mで ある。かさシスチジアはほうき状に分岐し,無 色で薄膜,大

きさ12.6-26.2×4.6-9.7μ mで ある。本郷 (1988a)によれば,か さの表面にも,縁 ・

側シスチジアと同様の,先 端の尖ったシスチジアをまじえるというが,自 然保護センター

産の標本では,そ のような特徴は確認されなかった。

日本 ・北米 ・ヨーロッパ (北半球温帯以北)に 広 く分布する種類である。かさシスチジ

アがほうき状 を呈し,茎 の基部に黄褐色の菌糸叢を有することから,Secte Sicci ミヤマ

オチバタケ節に分類される種類である。

161.Marasmius leveilleanus(Berk.)Pat.シ ヮホ ウライタケ ?

本郷 (1988)の記載と比較すると,胞 子がやや小形 (大きさ6.3-8.8×2.9-4.2/m)

で,縁 シスチジアも,多 くの場合,先 端に突起を欠く点で,一 致しないところがあるが,

ここでは一応上記の学名を当てることとした。

広葉樹の落ち葉上に普通に発生するが,そ の分解力は比較的弱いもののようである。

神奈川県内のみならず,少 なくとも関東各地にむしろ普通に見出されるものであろう。

162.Marasmius maximus Hongo ォ ォホ ウライタケ

本種の特徴については,多 くの成書に詳 しく述べられているので,こ こでは省略する。

広葉 ・針葉樹だけでなく, タケ類や草本植物の遺体をも分解する,強 い分解能力を有する

菌である。

今のところ, 日本特産種と考えられているが, シンガポール ・フィリピン・マレーシア

・台湾など,東 南アジアの各地に,本 種と同一種か,あ るいはごく近縁な種類が分布して

いる (井日,未 発表)。

163.Marasmius oreades(Bolt:Fr.)Fr.シ バ フタケ

薬草見本国の草地に発生していたものである。一般に,前 種としばしば混同されている

ようであるが,本 種はより小形で,か さの縁部の放射状のしわが不明瞭であり,胞 子も小

形である。さらに,生 態的には,前 種のような著 しい菌糸叢を作らず,ま た,林 内よりも,

草地や芝生に好んで発生する点で,区 別することができる。

神奈川県では, きわめて普通な種類と思われる。
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164. Marasmius pulcherripes PK. ハ ナオチバ タケ

現地において M.siccus(SchW.)Fr.ハ リガネオチバタケと仮同定した標本も,精 査

の結果,す べて本種であることが確認された。胞子 ・側シスチジア ・縁シスチジアのいず

れも,M.Siccusの 方が大形で,か さシスチジアの分岐は, M.pulcherripesの 方が著 し

い。少なくとも関東地方においては,M.pulcherripeesの 方が普通に産するようである。

日本および北米東部に分布する。本種に似るものに,M.puniceus Thiersが あるが,

この種類はかさの径 1-3.輸 mの 小形種で,ひ だもピンク色を帯びるものである。さらに,

かさの表度は養状の細胞から構成される点で,明 らかに区別される (Thiers,1958)。

また,北 米産の M.fulvoferrugineus Gilliamも,本 種に酷似する菌であるが,胞 子は本

種と M.siCcusと の中間の大きさ (Weber and Smith〔 1985〕によれば, 15-18× 3

-4.5/m)を 持つという。

165.Marasmius sp.I.ホ ゥライタケ属の一種

ヨナラ樹下の腐植の多い地上に群生する,小 形のきのこである。かさの径0,7-2cm程度,

かさは条線を欠き,淡 黄褐色で縁部に向かって淡色となり,表 面は無毛で,粘 性を欠く。

ひだは密で幅狭 く,ほ ぼ直生し,自 色ないし微クリーム色を呈する。茎は径 2-3m程 度,

ほぼ上下同大,上 部はほとんど白色,基 部に向かって淡褐色～帯オレンジ淡黄褐色を呈し,

表面は粉状,下 部は荒い毛をこうむり,中 空である。胞子はいくぶん種子形,大 きさ3.4

-6.3× 2.1-2.9μ m,縁 および似jシスチジアは円筒状, しばしば先端が球状にくびれ,

大きさ25.8-44.9×4.6-8.字 mで ある。かさの表皮は義状ないしこん棒状の直立した細

胞 (大きさ7,8-12.6×4.0-7.1/m)か らなり,か さシスチジアを欠く。

外観上は M.uliginOsus Cilliam(カナダ産)に よく似ているが,月包子もシスチジアも

より小形で,か さ表面にシスチジアを欠く点で異なる。また,後 者は,コ ケ上に発生する,

とぃう (Gilliam,1975)。 筆者は, この菌の基準標本を検討 していないが, 自 然保護セ

ンター産の標本は,M.ubiginosusの 一変種として扱 うのが安当かもしれない。

166.Marasmius sp.I.ホ ウライタケ属の一種

多少 Collybiaモリノカレバタケ属の菌を思わせる,や や小形～中形のきのこで,全 体

ほぼ白色または帯褐灰色 (室の下部はいくぶん赤褐色を帯びる),胞 子は種子形,大 きさ

4.6-6.7×2.9-3.4/mで ある。ヨーロッパや北米に普通に産する M.wynnei Berk.et

Br.に 似るが,ひ だがはるかに疎である点で,明 らかに区別される。関東各地にかなり普

通に産するもののようで,筆 者は,こ れを東京都文京区 ・埼玉県所沢市 ・飯能市などでも

採集 している (井日,未 発表)。

167。 Marasmius sp. lll ホウライタケ属の一種

ササ類の枯れ茎上に群生する,小 形 ・白色のきのこである。かさの径0。8-1.7cln程度で,
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表面は平滑,茎 も白色を呈するか,ま たはわずかに褐色を帯び,表 面はいくぶん粉状を呈

する。胞子は種子形,大 きさ7.1-8.8×2.9-3.悌 m,縁 および側シスチジアは紡錘形で,

無色 ・薄膜,大 きさ31.5-72.2X6,7-12.6/mで ある。

北米やヨーロッパにきわめて普通に産する M.remealis(Bull.:Fr。)Fr.に 酷似するが,

胞子がはるかに小形で,シ スチジアも短小である。少なくとも,関 東地方には普通に発生

するものではないかと考えられ,筆 者は, こ れを東京都下奥多摩町 ・神奈川県川崎市な

どで採集している。

168。 Marasmius sp.IV.ホ ウライタケ属 の一種

広葉樹の枯れ葉上に群生する,か さの径0.5-1,2cmの小形種で,か さの表面は類白色を

呈し,細 かいちりめん状のシワをこうむる。ひだはやや密で白色,茎 は細 くカバ色を呈す

る。胞子は精円型,大 きさ6.7-8.8×2.9-4.匁 mで ある。日本の常緑広葉樹林にごく普

通に発生する M.calopusに 多少似ているが,縁 シスチジアは樹枝状 とならず,ほ とんど

こん棒形ないし狭紡錘形を呈する点で区別される。

169。 Marasmius sp. V ホウライタケ属の一種

白色で放射状のしわを帯びるかさと,淡 褐色の細い茎を有する,小 形のきのこである。

M.epiphyllus(Pers.:Fr.)Fr.に酷似するが, か さ表面の菌糸は義状とならず, 分 岐 し

た細い菌糸状 を呈するものである。これも関東地方にはごく普通に産するもので,筆者は,

これを,東 京都世田谷区 ・文京区 ・新宿区 ・】ヒ区や,千 葉県君津市 ・安房天津市 ・松戸市

・埼玉県朝霞市および飯能市などで見出している。

170。 Mycena alcalina(Scop.:Fr.)Kummer ア クニオイタケ

針葉樹 (マツ?)の 枯れ木上に見出された種類で,円 錐形 ,帯褐灰色のかさを有し,甘

い臭いを放つ点が特徴である。胞子は広精円形,ア ミロイド性で,大 きさ8.0-12.2×4.6
-6.3/mで ある。 線Jシスチジアは紡錘形～こん棒形,先 端に指状の突起を備え,大 きさ

29.4-38.6×6.7-12.6/m,縁 シスチジアは紡錘形,突 起を欠き,大 きさ 25.6-33.6×

7.1-10.5μ mで ある。本種に外観上類似するものに,M.leucocephala(Pers.:Fr。)Gillet

(胞子はより短く,大 きさ5-10× 4-7/m一 Phillips〔1981〕による一),M.uracea

Pearson(縁 シスチジアは便腹状),M.sepia J.Lange(かさは少なくとも中央部におい

て褐色を帯び, シスチジアの突起はより短 く,ほ とんどイボ状 を呈する)な どがあるが,

いずれも日本からの確実な報告はない。

171.Mycena galericulata(Scop.:Fr.)S.F.Gray ク ヌギ タケ

広葉樹の朽ち木に群がって発生するもので,本 属の菌としては大形の種類である。胞子

は精円形でアミロイド性,大 きさ8.8-12.6×5.9-8.4/mで ある。
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従来,日 本において表記の学名の下に扱われてきた菌には,本 種とともに,少 なくとも
一種以上の別の菌が包含されてきたものと考えられ,再 検討の必要がある (後述)。

ほとんど全世界に分布し,神 奈川県内でもふつうに見られる種類である。

172. Mycena haematopoda(Pers.:Fr.)Quel. チ シオタケ

これも広葉樹の腐朽材上に, きわめて普通な菌である。本種に多少類似する日本未産種

として,M.atkinsOniana A.H.Smithが あるが,こ の種類では,ひ だが黄色 を帯び,か

つその縁は明るい褐色に縁 どられるという。

173.Mycena laevigata(Laseh)Quel.セ ンボンクヌギタケ

広葉樹の朽ち木に発生する,白 色～微黄白色の小形のきのこである。水酸化カリ溶液に

よって, きのこ全体が鮮やかなレモン色に変わる点で,類 似する他の種類と,容 易に区別

できる。  .

自然保護センター産の標本では,胞 子の大きさは5.4-6.7× 2.9-3.7/mで あった。

筆者は,こ れを丹沢 (三ノ塔)・ 弘法山 ・神武寺などで採集しており,東 京都文京区で

も確認 している。おそらく,関 東地方に普通に分布する菌であろう。

174, Mycena osmundicola」 .Lange シ ロコナ カブ リ

針葉樹 (特にスギ ・ヒノキなど)の 枯れ枝 ・落ち葉や球果に発生する, きわめて級細な

種類で,か さの径 3-10mmfI度 である。全体白色で半透明,か さの表面は,ル ーペの下で

粉状 を呈する。全面にシスチジアを生じ,そ の表面に多数の突起を生じる点が,特 徴的で

ある。胞子は桔円形,ア ミロイド性で,大 きさ6,3-8.4× 2.9-4,6/mで ある。

神奈川県内でも,ス ギ ・ヒノキなどの植林地に, きわめて普通の種類である。

175。 Mycena pula(Pers.:Fr.)Kummer サ クラタケ

林内の地上にきわめて普通に発生する,中 形の種類である。肉はカブ様の臭気を有する。

胞子は長惰円形,ア ミロイド性で,大 きさ6.3-8.0× 2.9-4.2/mで ぁる。

本種に似て,ひ だのかわりに管孔を有するものを
“
アミサクラタケ

"と
呼ぶことがある

が,筆 者は, これを単なる個体変異と考えている。また, 日本未産の M.pearsoniana

Dennis:Sing.は ,外 観上,本 種に酷似するが, きのこがやや小形で,胞 子が非アミロイ

ド性である点で,容 易に区別できる。

176.Mycena rOrida(ScOp.:Fr。 )Quel. ヌ ナワタケ

針葉樹 (マツ)の 枯れ葉 ・枯れ枝に生じる,小 形のきのこである。胞子はアミロイド性で,

大きさ8.4-10.5X4.2-5.Oμ mで ある。時に,担 子柄に二個の胞子を着けるものがあり,



この型では,胞 子はいくぶん小形 (7.9-6.7×4.0-4.6/m)で ある。

北半珠温帯以北に広 く分布 し,マ ツ林に於ける有機物の分解に大きな役割 を果たしてい

る。

177. Mycena roseocandida(Pk.)SacC. ヒ メ」ナクラタケ

竹類見本国において見出された,か さの径 1-1.5cmの 可憐なきのこである。胞子は精

円形,非 アミロイド性で,大 きさ6.3-8.4× 3.8-4.6μ mで ある。本種に多少類似するが,

かさがいちように淡黄色を呈し,紅 色を帯びないものに, ヨーロッパに産する M.flavo一

alba(Fr.)Quel.が あり,胞 子 (非アミロイド性)の 大きさもだいたい同様であるが,こ

の種類は草地に発生するという。

178.Mycena subaquosa A.H.Smith シ ロサ クラタケ

腐植の多い地上に発生する,類 白色～クリーム白色の中形種で,胞 子は精円形ないしや

や円筒形,ア ミロイド性で,大 きさ4.2-6.7× 2.5-3.4/mで ある。今関 ・本郷 (1957)

および1981)に よれば,マ ツ林内に発生するとされているが,自 然保護センターにおいて

は, コナラ ・クヌギ林や,ス ギの樹下で見出された。M.pulaサ クラタケも,時 に白色に

近い色調を呈することがあるが,本 種と比較すると,胞 子がやや短小で,か さの中央部は,

多少とも紫赤色を帯びることが多い。ただし,時 には区別しがたいほど似ているものもあ

り,筆 者の見解としては,こ の両者を,各 々独立種として扱 うことには,多 少疑間がある。

179.Mycena sp.I.ク ヌギ タケ属 の一種

現地において Hemomycena delicatella(Pk.)Sing.シラウメタケモ ドキと仮同定され

た。白色の小形種であるが,胞 子 (精円形で,大 きさ6,7-8,8×2.5-3.4/m)が ァミロ

イド性である点や,縁 シスチジアが,む しろこん棒形をなす (大きさ20。6-25。4×4.6-

6.7μm)点 で異なる。Sect,Mycenaクヌギタケ節に属する不明種と考えられるが,学

名を決定することはできなかった。

180.Mycena sp.Ⅱ クヌギタケ属の一種

円鉾形のかさと,細 長い茎 (40-120×3-4.硫 nと を有するもので,昆 虫の森のコナ

ラ落ち葉上に見出された。ひだは白色で,縁 は鋸歯状 をなす。かさは帯オリープ灰褐色を

呈し,茎 はより淡色で,根 元は毛を帯びない。 胞 子は精円形で非アミロイド性, 大 きさ

4.6-6.7×2.5-2.9/mで ある。シスチジアはこん棒ないしやや養状,大 きさ20.6-31,5

×4.6-5。9μmで ある。

M.polygramma(Bull.:Fr.)S.F.Grayア シナガタケに類似するが,茎 の表面には条線

を欠く。また,M.amicta(Fr.)Quel.ア オミノアシナガタケとは,全 体に育みを欠き,茎

の根元に粗毛を生じない点で区別され,胞 子が非アミロイド性である点でも異なるもので
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ある。

1 8 1 . M y c e n a  s p .皿 . ク ヌギ タケ属の一種

アカマツ ・クロマツの樹下に発生する小形種で,M. v u l g a r i s ( P e r s i  F r . ) Q u e l .ハイイ

ロナメアシタケに似るが,胞 子は4.6 - - 6 . 7×3. 4 -4ヽ . 2 / mで ,M . v u l g a r i sのそれよりも

小形である。

182,Mycena sp.IV. ク ヌギタケ属の一種

M.galericulataクヌギタケに酷似するが,か さが多少とも赤褐色 を帯びる点で異なる

ものである。ひだや茎 も,古 くなると赤褐色 を帯びてくる。M.maculata Karst.(日 本

未産)に も似るが,胞 子がいくぶん小形であるため,こ こでは未知種として扱った。

従来, 日本において M.galericulataクヌギタケとして扱われてきた菌には,本 種が混

同 されていた疑いが強い。

1 8 3 .  O m p h a l i n a  e p i c h y s i u m ( P e r s . : F r . ) M O s e r  i n  G i n n s

ヒダサカズキタヶ ?

自然保護センター産の標本は未熟品であったため,胞 子やシスチジアの所見が検討され

ておらず,そ の同定には,多 少疑間がある。なお,従 来,日 本において 0.epichysiumと

同定されてきた標本についても,後 述の “Trogia mellea Corner"を始め, 多くの ,」の

種類が混同されていた疑いが強く,詳 細な検討が望まれる。

184.  Oudemansiella brunneomarginata L.ヽ アassilieva

フチ ドリツエ タケ

現地において “Mycena sp.クヌギタケ属の一種
"と

仮同定された種類である。 腐 朽

材 (樹種不明)に 見出された,淡 い帯褐灰色のかさを有する中形種で,か さの表面は強い

粘性 を有し,ひ だは疎で暗褐色に縁どられ,茎 の表面にも暗褐色の細鱗片をこうむるのが

特徴である。胞子は類球形,大 きさ10.5-16.8×9.3-13.4/m, 縁 システジアは紡錘形

で,時 に頸部が長く伸び,多 くは黒掲色～褐色,薄 膜で大きさ (47.8-)79.8-138.6×12

.3-31.5/mで ある。側シスチジアは散在し,薄 膜で無色,脚 の長い豪状 を呈し,大 きさ

55,4-144.8×21,0-28.8″mで ぁる。

遠藤 。本郷 (1976)および青木 (日本きのこ図版N6528)の 記載と比較すると,胞 子が

より球形に近い点で,若 干異なるが,こ こでは, これを個体変異として扱い,表 記のよう

に同定した。

最初,シ ベリア沿海州から報告された種類で, 日本国内では,北 海道から九州まで,広

く分布するものと考えられる。神奈川県からは,今 回が初めての記録であるが,お そらく,

むしろ普通なきのこであると思われる。



185, Oudemansiella plathyphylla(Pers.:Fra)Moser in Ginns

ヒロヒダタケ

従来,Tricholo口Opsis piathyphylla(Pers.:Fr.)Sing.の学名で扱われてきた菌である。

胞子は広惰円形,非 アミロイド性で,大 きき7.1-10.5X5.5-7.5(-8,0)″m, 縁 シスチ

ジアはフラスコ形～洋ナシ形,薄 膜で無色,大 きさ (21,0-)25.2-62.6×12,6-16.&″m

である。

最近,北 米東部において,本 種によると思われるきのこ中毒の例が報告されており,警

戒が必要である。神奈川県内では,ご く普通に採集される種類である。

186。 Oudemansiella radicata(Relhan:Fr.)Sing.  ソ _Lタ ケ

林内の地中に埋もれた,木 材片に発生するきのこで,時 には地上に横たわる腐朽材に生

えることもある。茎の基部は深 く地中に入り,偽 根状を呈するのが特徴である。胞子は広

惰円形,非 アミロイド性で,大 きさ (12.6)13.9-20.6×8.8-13.Oμmで ある。

通常,か さの径4.5-12cmになるが,自 然保護センター産の標本は,い ずれも,か さの

径 2-4 cmの 小形のものであった。

本種には, 2-3の 近縁種があり,筆 者は,横 浜市鶴見区において,か さに粘性を欠き,

胞子 ・縁 シスチジアともずっと小形のものを採集 している。

】ヒ半球の温帯に広く分布し,ニ ューギニアやアフリカ東部からも記録されている。神奈

川県内では, きわめて普通に見られるものである。

187. PseudOclitocybe cyathiformis(Bull.:Fr.)Sing.

クロサ カズキ シメジ

自然保護センター産の標本は,著 しく老成したものであったが, きのこ全体が,ア ニリ

ンによって鮮黄色となる点で,本 種と同定された。神奈川県内での分布はまだ明瞭でない

が,お そらく各地にごく普通な菌であろう。

188 , R e s p i n a t u s  a p p l i c a t u s ( B a t s c h : F r . ) S . F . G r a y  シジ ミタケ

広葉樹の枯れ木 (樹皮)上 に群生する,無 柄 ・ヒラタケ形の小形種で,全 体暗灰黒色を

呈し,か さの表面には,灰 色～微褐灰色の毛をこうむる。胞子はほぼ球形で,径 4.6-5,9

/mで ある。かさ表面の毛は,少 数の隔膜を有し,顕 微鏡下ではほとんど無色,そ の壁は

時にゼラチン化 し,径 6,7-14.3μmで ある。

神奈川県内においては,か さ表面の毛が黒色～黒褐色を呈する R.trichotis(Pers.)

Sing.クロゲ シジミタケの方が,ふ つうに産するようである。

日本 ・北米 ・ヨーロッパに広く分布する。
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189. Strobilirus oshimac(HOngO&Matsuda)HOngo ス ギエ ダタケ

スギの枯れ枝上に普通に発生するきのこで,時 にヒノキ ・アスナロなどに生じることも

ある。胞子は精円形,非 アミロイド性で,大 きさ4.2-7.1× 2.1-3.4/m,縁 および側シ

スチジアは段形～卵形で,細 い脚部を有し,大 きさ31.0-54.6× 13.4-27.3(-34.7)″ m

で,時 に先端に樹脂様の分泌物を着ける。かさのシスチジアは薄膜,細 い棒状～いくぶん

紡錘状で,先 端は球状 ないし頭状にくびれ,大 きさ84.8-212.7× 9.2-25.2/mで ある。

北米に産する S.conigenOides(Ellis)Sing。は,縁 ・側シスチジアの形態および胞子の

大きさについて,本 種にもっとも近い種類と考えられるものであるが,か さはしばしば帯

オレンジ淡黄褐色 (タン皮色)を 帯び,ま たモクレン属の呆実上に発生するという。

(Wells and Kempton, 1971).

190. Tricholomopsis rutilans(Schacff.:Fra)S ing. サ マ ツモ ドキ

野″島の森付近において,路 傍の棒杭に発生していたのが採集されたものである。胞子は

広精円形,大 きさ5.5-7.1(-7,6)× 4.2-5.5/m,縁 シスチジアはこん棒形ないしやや紡

錘形,は なはだ多生し,大 きさ39.8-75.5× 8.8-20.lμ mで ある。 63年 8月 の調査によ

り採集され,現 地において “T.decora(Fr.)Sing.キ サマツモ ドキ
" と

仮同定された標

本も,そ の縁シスチジアの大きさからみて,T.rutilansに ほかならないものである。

本種は Tricholomopsis属 の準種であり,日 本各地に普通に見出されるものである。

本種にきわめて近縁な種類として,北 米西部 (テキサス)に 産する T.squamosa Thiers

(1958)が あるが,こ の種類はもっと小形で,ひ だが鮮黄色を呈することはなく,ま た胞

子がやや大形な点で,明 らかに区別されるものである。

191.Trogia sp.? ヒ ダサ カズキ タケモ ドキ (井口仮称)

広葉構の枯れ枝に,普 通に見出される小形のきのこである。かさは淡黄色～わら色を呈

し,径 7-崎 m程 度,い くぶん漏斗形で,わ ずかに放射状のしわを有する。肉はきわめて

薄 く,淡 黄褐色ないしクリーム色,味 ・においとも温和,変 色性はない。ひだは垂生状に

直生し,や や疎で帯褐クリーム色,縁 は全縁か,あ るいはわずかに鋸歯状をなす。

茎はやや軟骨質,太 さ1-1.軌 m程 度,か さより淡色で基部は膨れ,表 面は粉状,基 部に

自色の細い菌糸束を着ける。胞子は類球形ないし広精円形, 非 アミロイド性で, 大 きさ

5,4-8.0× 4,6-7.2/m,縁 シスチジアは豪状ないし紡錘形で,時 に頸部が長く伸び,薄

膜で無色,大 きさ18.9-41.2× 6.7-10.1″ m, 側 シスチジアはない。かさや茎の表面に

も,ひ だ縁部のそれとほぼ同様のシスチジアが散在する。肉の組織には,薄 膜で幅広 く隔

膜の少ない異形菌糸を含む。

Trogiaヒ ダサカズキタケモ ドキ属 (井由仮称)の 解釈は, 研 究者によって著 しく異な

っており,Singer(1986)に よれば,Corner(1966)が 本属においた種の大部分は,Hc―

mimycena シ ラウメタケモ ドキ属, Cerronemaヒ ナノヒガサ属,HydrOpusニ セアシナ

ガタケ属などに,分 散して所属させるべきものである, という。ここでは Cornerの 見解
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に暫定的に従い,TrOgia属 を広義に解釈することとした。本種をとりあえず Trogiaに

置くにしても,そ の種の同定については,な お疑間が残る。茎の基部に自色の菌糸束を有

する点や, シスチジアの形態からみて,T.mellea Corner(1966:こ の種類は,Singer

〔1986〕の解釈による TrOgia属 には含まれない)に 近縁なものではないか, と考えられ

るが, その原記載と比較すると,胞 子がより大形な点や,か さ表面に暗色 ・放射状の条線

を欠く点などで異なっている。自然保護センター産の標本のみならず,筆 者が,埼 玉県秩

父郡 ・東京都世田谷区 ・文京区 ・町田市などで採集 した標本と比較 しても,な お一致しな

い点が多く,そ の学名については,お おいに疑間が残っている。

本種は,外 観上は Omphalinaヒ ダサカズキタケ属の菌に酷似 し, しばしば混同されて

いるようであるが, きのこの顕微鏡的所見はまったく異なり,か さおよび茎の表面にシス

チジアを散在するとともに,そ の組織中に異形菌糸をまじえる点で,容 易に区別し得るも

のである。

おそらく,関 東以西の各地に,か なり普通に産するものと思われる。

192. Xeromphalina campanella(BatSeh i Fr.)Maire

ヒメカバイロタケ

針葉樹 (?マ ツ)の 倒木上に群生していたもので,か さの径 1-2(-2.5)cmの 小形のき

のこである。かさの表面はオレンジ褐色,茎 は軟骨質で,か さより濃色,ひ だはわずかに

黄色を帯びる。胞子は長精円形,大 きさ6.3-7.6×2.9-3.4μm,縁 シスチジアは紡錘形

ないしこん棒形,大 きさ29.4-41.2×9.2-12.6(13.9)μmで ある。神奈川県内の分布に

ついては明らかでないが,た ぶん普通に産するものと考えられる。Xeromphalina ヒメ

カバイロタケ属は,本 種を基準種とし,約 10種が知られている。日本には本種を含めて,

4種 が産することが確認されているが,根 田仁氏 (私信)に よれば,モ ミ林に発生する二,

三の未知種があるという。筆者も,千 葉県君津市のモ ミ林や,山 梨県小淵沢付近のツガ林

などにおいて,本 属に分類すべき未知の種を得ている。

Amanitaceac テ ングタケ科

193. Amanita citrina(Schaeff.)Pers。 (var.citrina)

コタマ ゴテ ングタケ

広葉樹に菌根を形成する,本 属としては小形の種類で,か さの径2.5-5 cm, 全 体の高

さ4-7(12)cm程 度になる。胞子はほぼ球形,ア ミロイド性,径 7.6-10.lμmで ぁる。

文献によれば,本 種の肉にはジャガイモ様の臭気を有するというが,自 然保護センター

産の標本では,そ のような特徴的なにおいは認められなかった。

従来, 日本においても欧米においても, “食用
"と

も
“
有毒

"と
もいわれてきた菌の一

つである。Perez_Silva and Alfonso(1975)によれば,本 種は無毒ではあるが, A.

phalloides(Fr.)Linkタマゴテングタケと混同されやすい点から, 食 用菌としては推奨

できないとし, きのこのメタノールエキスを試料として,薄 層クロマ トグラフィーによ
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る定性分析 を試みた結果,本 種はブフォテエンを含有すると結論 している。また,彼 らの

研究によれば,ヨ
ーロッパ産の A.citrinaは,ブ フォテニンのほかに,α

―アマニチンと

思われる物質をも含む, と推定されている。本種は,外 観上の変異がかなり大きいもので,

いくつかの変種が設けられているが,あ るいは化学的な観点から区別されるべき,い くつ

かの系統をも含むものかもしれない。いずれにしても,本 種を食用に供するのは,避 ける

べきであるといえる。

イL半球の温帯以北に広 く分布し,オ ース トラリアおよびメキシヨにも産するという。

神奈川県内では, きわめて普通の種類である。

194.Amanita gemmata(Fr。)Berillon ゥスキテングタケ?

前種に似るが, もっと大形で,つ ばは黄色に縁取 られない。胞子は広精円形,ア ミロイ

ド性で,大 きさ8.4-12.6×6.7-9.2μmで ある。

A.gemmataは ,北 米およびヨーロッパに広く分布する種類であるが,日本では,Naga―

sawa and Hongo(1985)に より, 鳥 取県下で見出されたのが最初で, 他 には京都およ

び熊本で採集されたのみである (本郷,1888a)。この種類では,胞 子はもっと短形 (大き

さ8-11〔 -12〕× 〔6-〕7-8.5μm一 Nagasawa and Hongo〔198弱および本郷 〔1988〕

;8.5-9× 7-7.5″m― PhilliPs〔1981〕,7.5-11×6-9/m― Soothill and Fair_

hurst〔1978〕)で,つばは,しばしば早失性であるといい,記 載上で比較するかぎり,自

然保護センター産の標本とは,若 干異なる。同定に多少疑問はあるが,こ こでは,暫 定的

に,表 記の学名を当てることとした。

195.Amanita longistriata lmai タ マ ゴテ ングタケモ ドキ

帯褐灰色のかさを有するやや大形のテングタケ類で,ひ だがピンク色を呈するのが特徴

である。胞子は類球形,非 アミロイド性,大 きさ8。4-10。6×6.7-8.8″mで ぁる。

かさの縁に条線を有し,つ ばは完全な袋状であり,か つ胞子がアミロイド性であるなど

の特徴から,本 種は Subg.Amanitaテ ングタケ亜属の Sect.Vaginataeッルタケ節に分

類されるものである (本郷,1988句 Singer,1986)。現在までのところ, 日本以外からの

報告はないが,神 奈川県内ではごく普通に見られるきのこである。

本種に酪似 し,ひ だがピンク色を帯びないものに A.spreta(Pk.)SacC.ツルタケダマ

シ (日本 ・ソ連浴海州 ・中国 ・北米 ・ヨーロッパ)が あり,顕 微鏡的にもよく似たもの■

今関 ・本郷 (1957および1981)や本郷 (1988a)は, こ の両者を区別することに,疑 間を

表明している。筆者も同様の見解を持っているが, もしこの両者を同種として扱 うならば,

学名には A,spretaを使用するべきである。

196.Amanita pantherina(DC.:Fr)KrOmbh. テ ングタケ

マツ林内の地上に見出されたものである。自然保護センター産の標本では,胞 子の大き

さは8.4-11.0×6.7-8.8″mで ,本 郷 (1988a)の記載に比べて,や や小形である。
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富士 (私信)に よれば,関 東地方には真の A.pantherinaは産しないという。筆者も横

浜市において,肉 が水酸化カリ溶液で黄変しないものを採集したことがある。また,Si―

nger(1986)に よ打叫ゴ, A.pantherina(DC.:Fr。)Kummer と  A.pantherina Secr. とは,

異物同名であるとされており,本 種の概念は,日 本においても欧米においても,多 少混乱

しているようである。本種に似るが,胞 子がさらに小形で,か さ表面のつばの破片が尖っ

た円錐状 をなすものを A.sychnopyramis Corner&Bas f.subannulata HOngoテングタ

ケダマシといい,筆 者は, これを茨城県土浦市で採集 したことがある。

197.Amanita rufoferruginea Hongo カバイロヨナテングタケ

広葉樹林に発生する,や や大形 ・帯褐オレンジ色のテングタケ類で,か さの径5-10。5

cm,全 体の高さ7.5-12clnになる。かさの表面は,地 色と同色の粉状物を密布する。

ひだは白く,茎 の表面はかさと同様で,基 部はやや球根状に膨れる。つばは白色,膜 質で

永存性である。胞子はほぼ球形,非 アミロイド性,径 7.5-8,0(-8,4)″mで ぁる。

最初,京 都府から見出された (Hongo,1966)もので,そ の後,関 東以西の各地で採集

されているが,や や珍 しい菌のようである。国外では,中 国から記録されている。

神奈川県内でも,比 較的まれに発生するもののようで,筆 者は,こ れを逗子市神武寺で

採集 したことがある。おそらく,ブ ナ属 (?お よびマツ属)の 樹木に,菌 根を形成するも

のと考えられる。

Sect.Amanitaテ ングタケ節に所属する菌のうち,色 調が本種に似るものとして,A.

frostiana(Pk.)SaCC。(】L米 ・ヨーロッパ産)が あるが,こ の菌はかさ表面の粉状物を欠

き,つ ばが黄色を呈する点で区別されるものである (」enkins,1977).

198. Amanita vaginata(Bull,:Fr.)Vitt。(vare vaginata)ツル タケ

本種の特徴については,多 くの成書に記述されているので,こ こでは省略する。北半球

のツンドラ地域から,ニ ューギニアの高地にまで,ほ とんど全世界に広 く分布する。

神奈川県内でも,マ ツ ・コナラ・クヌギ ・プナ ・スダブイなどの林内に,ご く普通に見

出されるきのこである。

199. Amanita virgineoides Bas シ ロォニ タケ

昆虫の森で見出された,大 形 ・白色のきのこで,か さの表面には,先 端が尖った角状の

イボを有し,茎 は根元に向かって著 しく膨らみ,徳 利状 を呈 し,表 面は粉状～綿 くず状の

柔らかい細鱗片におおわれる。かさのイボも茎表面の排片も, ともにきわめて月比落 しやす

い。自然保護センター産の標本は過熟品であったため,そ の顕微鏡的所見は得られていな

いが,上 記の肉眼的特徴に基づき, とりあえず A.virgineoidesと同定 した。

神奈川県内では,コ ナラ ・クヌギ ・アラカシ・スダジイなどの林内に普通に発生し,こ

れらのブナ科の樹種と,西 根を形成しているものと思われる。



118

200.Amanita volvata(Pk:)Martin フ クロッル タケ

広葉樹に菌根を形成する,中 形～やや大形のきのこで,か さは帯褐淡紅色を帯びた類白

色,ひ だおよび茎はほぼ白色～汚れた灰色である。かさと茎の表面には,綿 くず状の携片

をこうむり,菫 の根元には,厚 い膜質 ・袋状のつばを有する。傷つけたり,あ るいは擦っ

たりすると, きのこ全体が帯褐肉色に変色するのが特徴である。胞子は精円形ないし長精

円形,ア ミロイド性で,大 きさ7.1-12.2×5.0-6.7(-7.5)/mで ある。

最近,本 種による中毒例が報告されており,神 奈川県でもきわめて普通に発生するもの

であるだけに,警 戒を要する種類である。

従来, 日本においては A.aggulutinata(Bres.&Curt.)Lioydの学名の下に扱われてき

たが, この学名に相当する菌は,本 種のように変色することなく,胞 子は非アミロイド性

(大きさ5.5-8×9-12.5″m;Jenkins,1977による)で ある点で,本 種と区別され,

Sect.Amanitaテ ングタケ節に分類される。

日本 ・北米 ・ソ連沿海州および中国に分布するもので, 日本各地に普通に見出されるき

のこである。自然保護センター内では,筆 者単独の調査 (63年8～ 9月 )の 際,野 鳥の森

付近で,個 体数98本におよぶ大群生が確認されている。

201.Amanita sp.I.ア ケボ ノ ドクツルタケ (青木実氏仮称)

これも,夏 から秋の雑木林に,ご く普通に発生するテングタケ類の一つである。筆者ら

の得た標本では,か さの中央部がほとんど紅色を帯びず,か さ全体がほぼ白色を呈する個

体が,若 千数見られた。茎は自色で,い くぶんササクレをこうむるか,ま たは時にほとん

どこれを欠く。かさの表皮は10%水酸化カリ溶液で,直 ちに鮮黄色に変色する。

胞子はほぼ球形,ア ミロイド性で,大 きさ6.3-10.1×5.9-9。6/m (こ のサイズは,青

木氏 〔日本きのこ図版路1098〕の記載と比較して,か なり変動が大きい)で ある。

本種は,少 なくとも南関東の平野部では,ご く普通に発生するもののようであるが,そ

の学名については,現 在までのところはっきりしていない。富士尭氏 (私信)に よれば関

東地方には,真 の A.virOsaド クツルタケは産せず,従 来 A,virosa と同定されてきた

標本の大部分は,本 種アケボノドクツルタケか,あ るいは A.sp.ニ ォイドクッルタケ (

後述)の どちらかであるという。前記の青木氏の記載に付された, 日本産 ドクツルタケ群

の検索表によれば,ア ケボノドクッルタケと A.virosaと は, か さの中央部に淡紅色の

色調を帯びるか否かと,茎 のささくれの発達の度合い (およびきのこ全体の大きさ)と に

よって,区 別がなされているようである。しかし, きのこの大きさや,菫 表面のササクレ

の発達の程度は,発 生場所の環境によって,か なり変化の著 しいものと思われることから,

この両者を各々独立させて扱 うことについては,な お検討の余地がある。さらにかさ表面

の色調についても,前 述のように, しばしば中央部の赤みを欠き,か さ全体がほとんど純

白色を呈する (この場合は,水 酸化カリ溶液による呈色の有無によって,ニ オイドクツル

タケと区別される)個 体がある点も,両 者を分割する意見に, 多少疑間を投tデかけるもの

であると考える。ここでは,一 応,青 木 ・富士両氏の意見に従い,両 者を区別して
“
アケ

ボノドクツルタケ
"の

仮称を当てておくが,本 種の学名については, さらに検討 しなけれ
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ばならない。

202, Amanita sp. I. ニオイドクツルタケ (青木実氏仮称)

前種に酷似するが,か さの中央部は淡紅色を帯びることはなく,水 酸化カリ溶液によっ

て,か さの表皮が変色 しない点や, きのこ全体が,ア ニリンによって濃オレンジ黄褐色と

なる点,あ るいは胞子が橋円形 (大きさ8.8-10.9〔-12.2〕×5.9-8.8〔-9.2〕μm,ァ ミ

ロイ ド性)を 呈する点などで異なる。また,A.verna(BulliFr。)Roquesシ ロタマゴテン

グタケとは,茎 のササクレがよく発達 し,よ りやせ形で,肉 に一種の刺激臭 を有する点で

区別される。筆者の見解として,つばの縁部がしばしば黄色を帯び (青木実氏の記載 〔日

本きのこ図版No1075〕によれば, “クリーム白色…しおれて縁部よリクリーム色ないし淡

黄土色となる
"と

いう),つ ぼが往々にしてきや状とならず,え り状に茎の基部を包むに

とどまる点から, A.citrina コタマゴテングタケとの類縁関係を推定したこともあるが

本種は水酸化カリによって呈色 しない (A.citrinaでは,肉はオレンジ黄色となる)点から,

この両者は, さほど近縁な種類ではないと考えられる。

本種の学名についても, さらに検討する余地があると考えられ,ま た前種アケボノドク

ツルタケとともに,お そらく猛毒菌と思われ,そ の概念についての,早 急な整理が望 まれ

る。

203.Amanita sp. 田 オリーブドクツルタケ (井口仮称)

かさの径3.5-7cln,高 さ7-10cln程度の,比 較的小形のテングタケ類で,コ ナラ樹下に

見出されたきのこである。かさは暗オリーブ緑色を呈し,縁 部に条線を欠き,表 面は滑ら

かで,い くぶん粘性 を有する。肉は白色で無味無臭,水 酸化カリ・アニリンのどちらにも

反応 しない。ひだは白色で密,茎 に対して離生し,濃 硫酸によって淡紅色とならない (A.

pha1loides[Fr.]Linkタマゴテングタケとの区別)。 室は白色,大 きさ50-80× 5-9 1nm,

上部は粉状を呈し,サ サクレを欠く。つばは薄い膜質で白色,つ ぼも白色で,よ く発達し

た袋状を呈する。顕徴鏡所見として,胞 子は広精円形,ア ミロイド性で,大 きさ7.6-9.

2×6.3-8.4/m,っ ぼは径4,2-5,Oμ mの 細い菌糸から構成され,径 46。2″m以 下の球

形細胞が,多 数混在する。

筆者は,最 初,本 種を
“
オオツルタケダマシ (A,spⅢ青木実氏, 日本きのこ図版N6367)

と仮同定し,現 地での採集品リス トに加えたが,福 島隆一氏 (私信)に よれば,オ オッル

タケダマシのかさは,オ リーブ色を帯びることはないという。また,本 種の胞子は広精円

形を呈するのに対して,前 記の青木氏の記載によれば,オ オツルタケダマシの胞子は球形

(径8-13/m)で あるとされ,や はり両者は別物のようである。

外観は,A.pha1loidesタマゴテングタケに類似するが,ひ だが濃硫酸で呈色せず,か さ

はより暗色で,胞 子がいくぶん大形な点で異なる (筆者の,西 独産 A.phalloidesの観察

および Tanghe and SimOns,1973に基づく).筆 者は,A.ocreata Pk.の 学名を当てた

こともある (井日,未 発表)が ,A.ocreataで は,か さの表面の色調において,む しろ肉

色ないし帯紅淡黄褐色を呈し,肉 は水酸化カリで黄変し,胞 子ははるかに大形 (大きさ9
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- 1 4× 7 - 1 0 / m )で ある点で,ま った く別種 である(M c k e n n y  a n d  S t u n t z , 1 9 7 1 ,お

よびAmmirati.Thiers and Horgen,1977によるたカナダから報告されたA.solaniO―

lens Stewart and Crund(1974)は, かさの表面が, しばしば暗緑縄色を呈し,その

径3.9-4.5clnの小形種である点で,多 少本菌に似 るものであるが,か さの周辺部はむしろ

淡黄色～淡黄褐色を呈することや,胞子が球形ないし類球形 (径〔6.6-〕7.2-9.0/m)

であることなどの特徴 により,明 らかに異なる種類である。

上記のように,本 種の学名はまだ未決定であり,そ の食毒の別も不明であるが,そ の分

類学的位置(Sect,Phalloideaeタマゴテングタケ節)か ら推定して,お そらく猛毒菌で

はないか,と 考えられ,警 戒を有する。おそらく, 神奈川県新産の種類と考えられるが,

筆者は本種と同一と思われる菌を,埼 玉県奥秩父の山中で採集したことがあり,関 東には

比較的普通なものかもしれない。

204.Amanita sp.IV.ド クツルタケモ ドキ (井日仮称)

前記
“ニオイ ドクツルタケ

"に
酷似するが,胞 子がより大形 (大きさ 8.8-12.6×6.3

-9.2μ m)で ,担 子柄に二個の胞子を生 じ,肉 には刺激臭 を欠 くなどの点で,ま ったく異

なるものである。

担子柄に二個の胞子 を生 じるものとしては,北 米およびヨーロッパに産するA.bispO_

rigera Atk が あり, 外 観 もよく似ているが,後 者は胞子がより球形に近い (大きさ 9

-11× 7.5-9 μ m;Weber andr Smith,1985に よる)点 で異なる。

205.Amanita sP, V ニセヘビキノコ (井日仮称)

かさの径 5.5-9.5 cm,全 体の高さ7-14clnに なる,や や大形のきのこで,か さの表面

は暗灰褐色,多 少粉状,や や濃色の うろこ状の鱗片をこうむる。鱗片はささくれず,か さ

の表面に密着 し,や や粒状の小鉢片の集合 したものである。かさの縁は条線を欠く。ひだ

は自色で密生 し,茎 は黄褐色 を帯びた灰色 (上部は淡灰褐色)を 呈 し,同 色 ・膜質のつば

をそなえ, つ ばより下部は, か さと同様の鱗片を生 じて, 多 少だんだら模様となる。茎

の基部はわずかに膨れるか,ま たはほとんど上下同大で,暗 灰据向 のつぼの破片を着ける。

胞子は卵形ないし精円形,ア ミロイ ド性で,大 きさ9.2-113× 7.1-8.4/mで ある。

外観上はA.spissatea lmaiに 酷似するが,か さの地色はより暗色で,表 面が粉状 を

呈 し,胞 子はいくぶん大形で,む しろ球形に近い点で,多 少異なる。また,つ ばの縁は黒

褐色 を帯びず,一 様に淡灰褐色 を呈する点も,Ao spissaceaと 若干相違する。こここで

は,一 応 A.spissaceaと 区別 し,表 記の仮称の下に扱ったが,あ るいは A.spissacea

またはA.excelsa(Fr.)Bertil10nキ リンタケの個体変異 とするべ きかも知れない。

206.Limacella glioderma(Fr.)Maire チ ャヌメリカラカサタケ

昭和63年9月 5日の,筆 者の単独調査の際に見出された,か さの径 4-6 cmの中形菌で

ある。胞子はほぼ球形,非 アミロイド性で,大 きさ (2.9-)3.4-4.6×3.1-4.4/mで あ
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る。

雑木林内の地上に発生する菌で,お そらく神奈川県新産の種類 と思われるが,県 内の他

の地域でも見出されるものであろう。

Pluteaceac ウ ラベニガサ科

207,Pluteus atricapillus(Batsch)Fayod ウ ラベニガサ

広葉樹の朽ち木上に発生するもので,神 奈川県内でも,随 所に見出される種類である。

自然保護センター産の標本では,胞 子の大きさは6.7-10.5×5,0-7.5μmで , 文献 (本

郷,1988)の記載に比べ,や や大形であった。

本種に酷似するP.umbrOsus(Pers.:Fr.)Kummerは , 】ヒ米およびヨーロッパに分

布するもので,胞 子は類球形～広精円形で大きさ6-7X4-5/m,シ スチジアが黒渦

色の色素を含み,菌 糸にクランプを欠く点で区別される(Phillip s,1981によるた

208.Pluteus aurantiorugosus(Trog。)Sacc.ヒ イロベニヒダタケ

鮮オレンジ黄色のかさと,黄 色の茎 とを持つ小形種である。従来,む しろまれな菌のよ

うに考えられてきたが,関 東地方においては,む しろ普通な種類のようである。自然保護

センター産の標本では,胞 子は類球形,大 きさ5,0-6.3X46-5,4/mで ,文 献 (本郷,

1988)の 記載とよく一致 していた。

209,Pluteus leoninus(Schaeff,:Fr。 )Kummer ベ ニヒダタケ

前種に似るが,か さは明るい黄色 を呈 し,か さの表皮が,狭 紡錘形の細胞 (自然保護セ

ンター産の標本によれば,大 きさ42.8-92.4×6.7-10,9/m)ょ りなる点で区別される。

胞子はほぼ球形で,大 きさ5.5-6.3×4.65.9μmで ある。ヨーロッパに分布するP.lute―

ovirens Reaも ,本 種に類似するものであるが,か さの表皮は豪状の細胞よりなる点 で

区別される。筆者 (未発表)は ,こ の菌と思われるものを,千 葉県君津市で採集しており,

従来
“
P.leOninus"と 同定されてきた菌については,再 検討の余地がある。

210。 Pluteus nanus(Pers.:Fr,)Kummer ヒ メベニ ヒダタケ

P,atricapillusウラベニガサに似て,暗 褐色のかさを有する小形種であるが,縁 シス

チジアの先端に,か ぎ状突起を欠く点で容易に区別される。胞子は類球形～広精円形,大

きさ6.3-7.6× 5.5--5,9/mで あるヨーロッパ産のP.podOspileus Sacc.&Cub.は ,

外観上,本種にきわめて類似するが,胞子がより小形(Phillips〔1981〕によれば, 4-
7× 3.5-5/m)で ある点で区別される。

Pluteusウ ラベニガサ属 には,現 在までのところ, 150種14変種3品 種 2王 種が含まれ

る (Singer。 1986)が ,日 本には16種 (うち3種 については,属 内で の位置 が不明で
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ある,本 郷,1988)が 分布している。神奈川県には,本 種を合めて8種 (うち4種 につい

では未公認 :く さびら第10号,p.69,1988)が 確認されているが,将 来はもっと追加さ

れるものと考えられる。

なお, 自然保護センター内には,本 属の種類として, さらに二つの未知種が確認されて

いるが,筆 者は,そ れらについて,顕 微鏡的所見を調査しておらず,そ の学名については

未詳である。

Agaricaceae ハ ラ タケ科

211.Agaricus placomyces Pk. ハ ラタケモ ドキ ?

腐植の多い地上に発生する,か さの径5.5-12cm,全 体の高さ8-14cmの ,や や大形の

きのこである。かさの表面は帯黄灰色～淡黄褐色で,暗 褐色の細携片におおわれ,中 央部

はほとんど黒相色である。胞子は精円形でチョコレー ト褐色,大 きさ5。9-7.1×2,9-4.2

/m, シ スチジアはない。

シスチジアを欠くことから,こ こでは暫定的に本郷 (1988a)に 従い,表 記のように同

定したが,Phillips(1981)に よれば,A.placomycesは ,薄 膜 ・無色で球形ないし西

洋ナシ形の縁シスチジアを有するとされ,A.plac Omycesそ のものの概念には,多少疑間

がある。

212.Agaricus praeclaresquaHxpsus FreeHlan ナ カ グロモ リノカサ

前種に類似するが,縁 シスチジア (径9.2-16.8/m)を 有する点で区別される。胞子

は指円形ないしやや卵形,大 きさ5.0-6.7×3.3-4.2″ mで ある。

本郷 (1988)によれば, 日本国内では,滋 賀および鳥取の両県に分布するとのことであ

るが,最 近,五 十嵐 (1988)は,本 種を北海道から報告し,筆 者も,こ れを埼玉 ・東京 ・

新潟 ・山梨などで採集している。神奈川県からは初めての記録であるが,お そらくごく普

通に発生するものと思われる。

213.Agaricus subrutilescens(Kauffm.)Hotson&stuntz

ザ ラエ ノハ ラタケ

広葉樹林内の,腐 植の多い地上に発生するものである。自然保護センター産の標本では,

つばより下方の茎の表面をおおうササクレが, 典型的なものに比べて著しくなく,ま たか

さの表面も相庖 が強い色調を呈するものであったが,こ れらは,老 成したことによる個体

変異の範囲と考えられる。本郷 (1988b)に よれば,本 種のかさの表面は,水 酸化カリ溶

液で縁変するというが,筆 者は,こ の特徴を確認 していない。

日本と北米西部に分布し,神 奈川県内でもまれではないと思われる。

214, Agaricus sp.  I アシギモリノカサ (青木実氏仮称)



123

前種に似るが,つ ばより下の茎表面がまったく平滑で,つ ばの下面には,綿 くず状の被

膜の破片を欠き,茎 の基部の肉は,傷 つけると速やかに黄変する点で異なる。また,顕 微

鏡的には,緑 シスチジアが著 しく膨れ,球 状を呈する(A.subrutilescensでは, 縁 シス

チジアはこん棒形～やや豪状で,本 種のそれほど顕著に膨大しないた胞子についてはA.

subrutilescensとほぼ同形同大 (大きさ5。0-5。9×2.9-3.4/m)で ある。青木氏(日本き

のこ図版Nd 374)により,東 京都下高尾山で採集 ・報告された種類で,神 奈川県内ではお

そらく初記録かと思われるが,む しろ普通な種類に属するものであろう。

215. Agaricus sp. 工 ニセムラサキモリノカサ (井口仮称)

外観上, ヨーロッパおよび北米に産する A.augustus Fr.に 類似するが, や や小形

(かさの径 6-1 5cm,全 体の高さ10-14cm)で ,胞 子もはるかに小さい (大きさ5.5-6:7

×3.4-4.6μm)点 で異なる。縁 シスチジアもA.augustusの それと異なり,鎖 状 とな

ることはなく,嚢 状～こん棒状 をなす。つばの性 質 (綿くず状の被膜片を欠 く)や か さ

表面の色調,あ るいは肉が55い赤変性 を有 することから, Subg,Agaricus ツ クリタケ

亜属 Sect.Agaricusツ クリタケ節に属する種類 と考えられるが,筆 者の手元の資科 で

は,学 名を決定することができなかった。 】ヒ米産の A.lilacとus Zellerも , 多少類似

する菌であるが,Kelligan(1985)の 記載および図版によれば, もっと茎が太 く, か さ

の鱗片は不明瞭であり,胞 子がやや幅広い点で,明 らかに別種であると思われる。

Agaricusハ ラタケ属のきのこは,一 般に顕著な特徴が少なく,同 定 。分類は非常に困

難である。分類上の形質としては,化 学薬品による呈色反応 ・胞子やシスチジアの形態お

よび大きさ 。かさ表皮の構造 ・つばの形質 ・かさ表面の鱗片の構造などが重要視 されるが,

日本産の各種については,こ れらに関する所見が報告されていないものが多く,邦 産種の

再検討 を要すると考えられる。自然保護センター内では,Agaricus属 の菌として, さら

に 1種 の未同定種が確認 されており,将 来は,さ らに多くの種類が追加されるものと思わ

れる。

216.CystOderma japonicum恥oen&HOngo ォ ォシヮヵラカサタケ

刈り取つたシバ上に見出された,中 形～やや大形の,帯 オレンジ黄色ないし明黄土色の

きのこである。胞子は精円形,非 アミロイド性,大 きさ3.8-5.0×2.1-3.4/mで , 原

記載(Thoen and Hongo,1985)によく一致していた。

最初,滋 賀県下から報告されたもので,関 東からの正式な記録は,今 回が初めてである

と考えられる。タイプ標本はモミ殻上に発生したものであるが,本 郷 (1988a)によれ成

タケ類の落ち業上にも生えることがあるという。枯れたシバ上にも発生することから,公

園 ,ゴルフ場などにおいて,む しろ普通に見出されるものかも知れない。

現場での仮同定に際しては,C.neoamianthium HOngoシ ワカラカサモ ドキとして採

集品リストに加えたが,顕 微鏡的観察の結果,胞 子がより長形で,精 円形～卵形をなし,

非アミロイド性である(Ca necamianthiumにおいては,胞 子は弱アミロイド性で,類球形

をなす)点 から,そ の同定を上記のように訂正した。
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217.Lepiota acutesquamosa(Weihm.:Fr.)Gill.ss。  lat.オ ニタケ

特徴については,本 郷 (1988a)ほ か,多 くの成書に詳しく解説されているので,こ こ

では省略する。筆者は,外 観上はほぼ同じであるが,強 いマツ葉臭を有するものや,つ ば

が褐色にふちどられず,胞 子がより短形 (大きさ4.6-6。3×2.5-2.9/m)な ものを,東

京都世田谷区 ・新宿区および文京区で見出しており,こ れらがすべて L.acutesquamo―

Saの種としての範時に包含されるものかどうかについて,多 少疑間を持っている。

神奈川県では, きわめて普通のきのこである。

218.Lepiota cristata(Bolt.:Fr。)Kummer キ ツネノカラカサ

自然保護センター産の標本では,胞 子は大 きさ5.4-7.5× 3.4-4.2μ mで ,一 端 が鋭 く

尖ったものが多かった。また, 縁 シスチジアの大 きさについても, 17.6-37.8× 6.3-

10.5/mで ,む しろこん棒形のものが多く,果 たして真の L.cristataで あるか否か,多

少疑わしい。

筆者は, これを横浜市鶴見区 ・港Jと区 ・西区 ・南足柄市 ・山北町など確 しており,神

奈川県内ではきわめて普通の菌と考えられる。          ・

219,Lepiota cygnea」 .Lange?シ ロヒメカラカサ タケ

自然保護センター産のものは,か さの表度が,全 体に球状～嚢状の細胞から構成される

もので,真 のL.eygneaで あるかどうか,さ らに検討を要する。ここでは, 胞子および

シスチジアの所見に基づき,暫 定的に表記の学名を当てることにした。本種に酷似するが

かさの表皮が鱗片状に裂け,肉 が塩化鉄で緑変するものがあり,筆 者は,こ の型の菌を,

埼玉県秩父郡において, ヒマラヤスギの樹下に見出している。おそらく,本 種に似て白色

・小形のLepiota属 菌として, さ らに多くの未知種が, 日本に産すると考えられ,一 層

の詳しい研究が待たれる。

220.Lepiota fuscipes HOngo ク ロヒメカ ラカサ タケ

落ち葉の多い地上に発生する,小 形のきのこで,か さは,ほ とんど全面が煤色の細鱗片

におおわれ,の ち表皮がところどころで裂けて,自 っぽい地肌をあらわす。ひだ 。茎およ

びつばは自色で,茎 のねもといくぶん膨大し,つ ばは暗灰褐色にふちどられる。胞子はほ

ぼ惰円形で,大 きさ4.6-6.7×2.9-3.8μmで ある。縁シスチジアは幅広いこん棒形な

いし紡錘形で,大 きさ16.8-33.5×6.7-11,4/mで ある。

神奈川県新産の種類であるが,筆 者は,こ れを東京都 (府中市 ・八王子市)で 採集した

ことがあり,お そらく本州に広 く分布するものであろう。

221.Lepiota atrosquamulosa Hongo ナカグロキツネノカラカサ



現地での仮同定に際 して
“
Lepiota sp.1."と された菌である。ス抑 の腐植上に

見出された,か さの径1.2-3.2cln,全体の高さ0.8-2.5cln程度の小形種で,一 見前種 L.

fuscipesク ロヒメカラカサ タケに似 るが,つ ばが灰褐色にふちどられず,老 成した個体

では,茎 の表面がしばしピンク色 を帯びる点で区別される。胞子も L.fuscipesの それ

より大きく (大きさ5。9-8.O x3.8-5.5μ m),縁 シスチジアは,前 種のものほど顕著に

膨れない。

これも神奈川県では初記録の種類であるが,ヒ ノキ ・スギなどの植林地 にはまれではな

いものと考えられる。

222. Lepiota sp. Ⅱ キツネノカラカサ属の一種

前 2種 と同 じく,Sect.Ovisporae ナ カグロキツネノカラカサ節に属する小形種であ

るが。かさ表面の排片はより粗大で赤褐色 を帯び,む しろL.cristataキ ツネノカラカサ

に類似したところがある。かさの排片は,隔 膜の少ない毛状細胞の集合体から構成される,

ひだは自色で密,茎 は最初やや白っぽいが,の ち赤褐色 を帯び,や や白粉状 を呈 し,基 部

は著 しく膨れる。 つ ばは発達悪 く, し ばしば これを欠く。胞子は卵形～精円形,偽 アミ

ロイ ド性,大 きさ5.0-6.7× 2.5-3.8″ mで ある。      ‐

北半球の温帯に広 く分布するL.subincarnata Lange(Sect,OvispOraeの 基準種)

によく似た種類であるが,Phillips(1981)に よれば,後 者は一種不快臭を有し,胞 子

はやや大形 (大きさ5-7× 3-4μ m)で あり,ま た茎の基部は膨大 しないとされるこ

とから別種ではないかと思われる。また,L.besseyi H.Vo Smith weder(北 米西部

産)は,憐片がもっと細かく,肉 は赤変性 を有し,胞 子はずっと大形 (9-11× 7-8/m

;Weberand Smith,1985に よる)な もので,むしろLeucOcoprinus bresadolac(Sch一

ulz.)S.Wasser(=Lepicta bresadolae Schulz,)ッ ブカラカサ タケに近縁 な種類

であり,明 らかに区別される。

223.Lepiota sp。 田.キ ツネノカラカサの一種

ササやぶ内の,落 ち葉の多い地上に発生する。白っぽい小形のきのこで,か さ (粉状物

をこうむる)の 中央部と茎の下方は,帯 褐桃色 (肉色)を 帯びる。かさの径は 0.8-1.4

cm,全 体の高さ1.5-2.8cm,か さの表面は,水 酸化カリ溶液でピンク色に変わる。胞子は

広精円形で,大 きさ2.9-3.4× 2.1-2.5μ mで ある。

かさの表皮 (粉質物)は 球状細胞からなり,明 らかに Sect.Micaceacコ ナカラカサ

タケ節に所属するきのこである。その中でもL.sistrata(Fr,)Qu61.コ ナカラカサタケ

に酷似するが,胞 子が幅広 く,や や球状を呈する(L,sistrataにおいては,胞 子は精円形,

形,大 きさ3-4× 2-2.5/m一 Phillips〔1981〕によるi 3.5-4× 1.5-2 μm‐本

郷 〔1988a〕による)点 や,か さの表面が,水酸化カリ溶液でピンク色に変わる点で区別

される。

おそらく,神 奈川県内ではまれな菌ではないと思われるが,そ の学名については,さ ら

に検討を要する。
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224.LPiOta sp,VI Bキ ツネノカ ラカサの一種

これもかさの径 1-2.2crn,全体の高さ2-3.5cm程度の小形種で,広 葉樹林内の地上に

普通に見出されるきのこである。かさの表面は赤褐色～オレンブ褐色 (さび色)で ,や や

ささくれ立ち,墓 も同色でいくぶん粒状 を呈し,ほ ぼ上下同大で,基 部は膨大しない。ひ

だはクリーム白色で密, 茎 に対してほとんど離生する。 肉 は類白色ないしクリーム白色

(表皮の直下は赤褐色 を帯びる),変色性はなく,無 味無臭で,水 酸化カリ溶鞍に対して反

応 しない。顕徹鏡的には,か さの表皮は棚状被から構成され,胞 子は椿円形ないし卵形,

大きさ4.6-6.3×2.5-3.8/m,縁 シスチジアは豪状～こん棒形,大 きさ12.6-25.2

×5,9-12,2μmで ある。
一見,L.castanea Qu●1.ク リイロカラカサ タケに酪似するが,胞 子の形態がまった

く異なり,明 らかに区別される。学名については,ま だ結論が出ていないが,筆 者は,こ

の菌と同種と思われる標本を,丹 沢山 (三ノ塔)で も採集しており,少 なくとも神奈川県

西部では,や や普通に発生するものではないかと考えられる。

225.LeucOagaricus rubrotinctus(Pk.)Sing.アカキツネガサ

広葉樹林内の落ち葉の多い地上に, ごく普通に発生するきのこである。自然保護センタ

ー産の標本では,胞 子の大きさは6.3-7.6×4.2-4.6/mで , 典型的なものより,や や

小形であった。

日本および北米に分布する種類で, 神奈川県内でも各地に普通に見出される。 本 種は

Sect.Rubotinctriの基準種である。 Leucoagaricusシロカラカサタケ属には, S in―

ger(1986)に よれば約30種が知られている。日本では,本 種のほかL.naucinus(Fr.)

Sing.シ ロカラカサタケが報告されているのみであるが,お そらく,将 来は若干種が追加

されることと思われる。

226. LeucOcoprinus bredissonii (GodP apud Gill.)Locq.

ナカ グロヒガサ タケ

広葉樹林内の腐植の多い地上に発生する,か さの径 2-3,5crnのきのこで, 全体ほとん

ど白色,か さの表面は黒褐色～暗紫褐色の細かい鱗片におおわれる。かさの表皮は,薄 膜

の球形細胞 (径25.2-35,7/m)ょ りなる。胞子は広椿円形～卵形,大 きさ 8.4-12.6×

5.5-7.1/mで ある。

神奈川県からは初記録であるが, きわめて普通の菌と考えられる。筆者は,こ れを横浜

市三渓園で採集したことがある。

227。Macrolepiota procera(Scop.:Fr。 )Sing. カ ラカサ タケ

野鳥の森付近で採集された大形のきのこである。自然保護センター産の標本では,胞 子

の大きさは12.6-15,1×9.2-10,5/mで 文献の記載に比べ,や や小形のものが多かつた,
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本種に近縁な未知種であるM.sp.マ ントカラカサタケについては,神 奈川県からの正式

な報告はないようであるが,M.proceraは かなり普通に産するものと思われる,

228. Melanophyllum echinatum (Roth;Fr,)Sing.

アカヒダカラカサ タヶ

腐植の多い地上に発生する小形のきのこで,ひだな 最初暗赤色～赤ブドウ酒色を呈する

のが,著 しい特徴である。かさと茎は暗相色～暗ニッケイ褐色で,灰 褐色の小粒をかぶる。

胞子紋はオリーブ色のち褐色を呈する。胞子は精円形で,細 かいイボを生じ,大 きさ4.2
-5.9× 2.1-2.9/mで ある。

北半球に広く分布し,ニ ューギエアにも産する菌である。神奈川県からは,初 めて記録

されたものであるが,各 地にさほどまれなものではないと思われる。筆者は,こ れを東京

都 (世田谷区)内 でも採集しているが,そ の標本を検討した結果では,本 種の胞子の大き

さは,か なり変異に富むもののようである。

COprinaceae ヒ トヨタケ科

229.COprinus atramentarius(Bull.:Fr.)Fr. ヒ トヨタケ

林内地上に発生しているのが確認されたもので,神 奈川県内ではきわめて普通に見出さ

れるきのこである。その形態 。生態的な特徴 については,他 の成書を参照されたい。通常,

地中に埋もれた腐朽材から発生するといわれるが,自 然保護センターにおいてはこの点に

ついては確認できなかった。

230。 Coprinus disseminatus(Pers.:Fr.)S.F.Gray

イヌセンボンタケ

腐朽材およびその付近の地上に,お びただしく群生する,白 色～帯褐灰色の小形種 であ

る。胞子は精円形で,一 端に大きな発芽孔を有し,大 きさ8.4-10。 1×4.2-5.0/mで ある。

シスチジアはひだの縁 と,茎 およびかさの表面に生 じ,頸 部の長いフラスコ形を呈 し,著

しく大形で,か さの表面に,す リガラス様の外観 を与える。また,幼 時には,か さの表面

には,少 数の球状細胞 (被膜の断片)を 有する。

かさに液化性がないことで,簡 単に同定できる。なお,本 種は,発 生基質上に時に黄褐

色の菌糸塊 (オブニウム OzOnium)を 形成することがあるというが,筆 者はこれを確認し

ていない。

231.Coprinus friessii Qu11. ヒメヒトヨタケ

立木に巻かれたワラ縄上に発生した,小 形 ・白色のヒトヨタケ類で,か さは平開せず,

ほとんど釣り鐘状 を呈し,液 化性は弱い。胞子は卵形ないし類球形,一 端に明瞭な発芽孔
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を有し,大 きさ6.3-8.0× 5。9-7.1(-7.6)″ mで ある。

かさの表面の被膜が,サ ンゴ状～樹枝状の細胞からなる点で,Sect.Coprinusサ サク

レヒトヨタケ師の Subsect.Alachuani ヒ メヒトョタヶ亜節に分類されている。本種に

似るが,焼 け跡の地上に発生し,胞 子紋が黒色を呈するものにC.宮6nophyllus Qu11.ヤ

ケノヒメヒトヨタケがあるが,神 奈川県下からは,現 在までのところ未報告のようである。

232,Coprinus laiocephalus P.D.Orton ヨ ッブヒメヒガサヒ トヨ

林内の地上に単生しているのが見出された,可憐なヒトヨタケである。現地での仮同定

に際しては “ヒメヒガサヒトヨ(C.plicatilis〔Curt.:Fr.〕Fr.)"とされたものである

が,胞 子が小形 (大きさ7.5-9.2×6.3-7.1×4.2-5.5″mで ある点で,本 種であるこ

とが確認された。ここでは本郷 (1988a)に従い,表 記の学名を当てたが,む しろC.pl…

i c a t i l i s の一
種 ( f . m i c r o s p o r u s 〔 K t h n . 〕 H O n g o & A o k i ) と す る の が 妥 当 か も し れ

ない。

233.Coprinus micaceus(Bull.:Fr,)Fr. キ ララタケ

腐朽材上にきわめて普通に発生するきのこで,か さの表面は明黄褐色を呈する。前種な

どよりは,か さの液化性が強い。胞子は小判状,大 きさ6.7-10.5×4.2-5.5×4.66.3

/mで ある。

本種に多少似るが,か さの地色がより淡色～帯褐自色を呈し,全 体にやせ形の ものに

C.niveus(Pers.:Fr.)Fr.コ ナヒトヨタケがあり,時 に混同されているよ うである力ヽ

かさ表面の被膜の構成細胞および胞子の形態により,簡 単に区別される。後者は,基 質上

に群生することは少なく,多 くの場合,た だ一本のみで見出されることが多いようである。

234 . C o p r i n u s  p h l y c t i d i O s p o r u s  R o m a g n e s i  ザラ ミノヒ トヨタケ

地上に発生する,か さの径1.2-3.5cmのヒトヨタケ類で,幼 時,か さの表面は綿状の被膜

をこうむる。胞子は卵形,表 面は荒いイボにおおわれ,大 きさ8-9.2× 6.3-7.6/mで

ある。

本種は,い わゆるアンモニア菌群の一つと考えられているが, 自然保護センターでは,

その基質は確認されていない。

235.Coprinus radiatus(Bolt.:Fr.)Pers, ネ ナ ガノヒ トヨタケ

通常は牛糞 (まれに,馬糞)や 堆肥上に見出される種類であるが,自 然保護センター内に

おいては,刈 り取られて積み重ねられた, シバ上で採集された。胞子は惰円形,大 形で大

きさ10.9-14.7(-16.4)/mに およぶ。筆者の得た標本は,か さの表面に生じる毛状の被

膜を構成する菌糸に, きわめて多くのクランプを備える点で,典 型的なものとは言えない

が,そ の他の性質では,文 献の記載によく一致しているので, とりあえず表記のように同
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定した。

従来はC.macrOrhizus(Fra)Reaの 学名が用いられてきたが,現 在では,優 先権の

ある表記の学名の下に扱われている。

おそらく,神 奈川県の各地に,ご く普通に発生するものと思われる。

236。 Panaeolina foenisecct(Pers.:Fr。 )Maire ヒ メシバ フタケ

初夏 (6～ 7月 )に ,芝 生上に発生する小形のきのこで,全 体帯紫暗褐色を呈する。

かさは径0.8-1.5cm程 度,乾 時淡色となるが,周 辺部では,比 較的生時の色調を残す。ひ

だはやや疎,茎 に対して直生し,最 初淡褐色 ,の ち暗褐色 となり,縁 部は白つぽいo茎 は

かさより淡色で,40-60 Xl,5-2.5HIDn,表 面は粉状を呈し,つ ばを欠く。胞子はレモン形,

暗紫褐色,表 面は微細なイボにおおわれ,大 きさ 11,3-14,3× 6.7-8.4/mで ある。縁

シスチジアは群生し,円 柱形～こん棒形,ま たはやや紡錘形で,大 きさ25,6-46.2X5.0
-6.7/mで ある。

本種に酷似するが,乾 時,か さが一様に淡色となるものに,北 米産の Panae。lus acu―

minatus(Schaeff.)Qu11.(ニ セヒメシバフタケ :井口仮称)が あり,胞 子が鶏 な点

で容易に区別される。これも,初 夏の芝生に発生する小形のきのこで, 日本では未報告の

種類であるが,筆 者は,こ れを東京都世田谷区および文京区で採集している。市簡地では,

後者の方がむしろ普通に発生するようである。

神奈川県新産種であり,ほ とんど全世界に分布する。

237. Panaeolus subbalteatus(Berk. &Br.)Sacc.

センボンサイギョウガサ

刈り取って積み重ねたシバ上に見出された中形のきのこで,全 体の色調は前種に類似す

るが,ひ だは黒色の斑点状に成熟し,胞 子が平滑 (大きさ10,1-12.6×6。3-7.1/m)で

ある点で異なる。

糞上や畑地,あ るいは堆肥上に発生する種類であり,神 奈川県内では,や やまれなもの

のようである。日本 ・インド・ヨーロッパ ・】ヒ米 ・アフリカに分布する (本郷, 1988a)

とされるが,Phillips(1981)によれば,日本産のものに比べて,や や胞子が大形 (大きさ

12-14×7.5-8.5/m)で ぁるとされ,本 種の概念には,や や混乱があるようである。

なお,自 然保護センター産の標本では, しばしばひだに虫こぶ様の奇形が認められたが

その原因は不明である。筆者が,東 京都世田谷区 (馬糞)や ,千 葉県富津市 (キ糞)で 得

た標本では,こ のような奇形は認められていない。

238.Psathyrella cand01leana(Fr.:Fr.)Maire ィ タチ タケ

広葉樹の朽ち木に,お びただしく群生するきのこで,奉 から秋にかけ,ご く普通に見出

される菌である。神奈川県内でも, きわめて普通に見出される。特徴については,成 書を

参照されたい。
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239.Psathyrella graclis(Fr.)Qu11. ナ ヨタケ

広葉樹の腐植上に発生する,や や小形の繊細なきのこである。

筆は長さ10clnにおよび, きわめて細長い。胞子は精円形,大 きさ

/mで ,本 郷 (1988a)の 記載によく一致 していた。

】ヒ半球温帯以北およびアフリカに分布する。神奈川県内では,

そらくごく普通なきのこであろう。

かさの径0.8-1.醍 度,

10.5--14.7〉く6.3-7,5

今回が初記録であるがお

240.Psathyrella subatrata(Batsch)Glll.ォ オナ ヨタケ

多少前種に似るが,か さが大形 (径2-4.5cln)で,乾時には淡い肌色を呈し,胞 子もよ

より大形 (大きさ14.7-17.2×8.4-9.0/m)な 点で区別される。

本種にきわめて類似するものにP.conopilea(Fr。)PearsOn&Dennisが あり,本 種

とはあるいは同一種であるかもしれない。

神奈川県では初めて記録されたきのこであるが,お そらく, さらに広く分布するものと

考えられる。

241.Psathyrella velutina(Pers。 )Sing。  ム ジナ タケ

腐植の多い地上に発生する,本 属の菌としては大形のきのこで,か さの表面は汚黄褐色

で繊維状を皇し,や や毛状の外観を持つ。茎はかさより淡色 (上部は汚白色)で ,痕 跡的

なつばを有する。胞子はレモン形で表面にイボ状の突起を備え, 大 きさ8.8-11.8× 6.3
-7.5/mで ある。

本種に酷似 し,胞 子が平滑なものにP.silvestris(Gili.)KOnr,&Maub.コ ムブナ

タケがあるバ 現在までのところ,神 奈川県内からの報告はないようである。

】し半球に広く分布し,神 奈川県内でも,か なり普通に見られるきのこである。

242,Psathyrella sp.ナ ヨタケ属 の一
種

竹類見本国で採集されたもので,か さの径4.2-5.5clll,全体の高さ5-7.5 cmにおよぶ,

やや大形のきのこである。かさの表面は帯紅暗褐色,放 射状のしわを有し,い くぶん粉状

を呈する。かさの縁部は内側に巻き込むことなく, フリンジ (被膜の破片)を 欠く。ひだ

は直生し,や や疎で,最 初は帯紅褐色,の ち黒褐色となり,縁 部は白っぽい。茎は白く上

下同大,中 空で径 3-5 nlm,つばを欠く。胞子は精円形,大 きさ 11.3-13.9×5.0-6.3

/m,縁 シスチジアは紡錘形ないしやや便腹状,31.5-50.4×12.6-16.8/mで ある。側

シスチジアも縁部のそれとほぼ同形同大である。

P.bipellis(Qu11.)A.H.Smithウ スベニイタチタケにきわめて類似するものである

が,後 者では,胞 子の大きさは12-15× 6-7/m(本 郷,1988aに よる)で あるといい,

今回得られた標本のそれと比較して,や や大形な点で,若 干疑わしい。また,か さ表面の

被膜は,P.billisで は,自 色,・綿 くず状となるとされるが,自 然保護センター産の標 本
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では,む しろ繊維状 (糸状)で あり, この点においても,若 千異なるため,こ こでは学名

の決定を保留しておく。

なお,自 然保護センター内には,Psathyrellaナ ヨタケ属の種類として,も う1種味

同定品があるが,そ の標本については,顕 徹鏡的特徴の詳 しい検討を行っていないので,
ここでは言及しないこととする。
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Bolbitiacea オキナタケ科

243. Agrocybe erebia(Fr。 )Ktihner ッ チナメコ

2 4 4 . A g r o c y b e  s p .  コッチナメコ

2 4 5 . B O l b i t i u s  s p。オキナ タケ属の一種

2 4 6 . C O n o c y b e  l a c t e a ( J . L a n g e ) M e t r O d  キヨガサ タケ

247. cOnocybe subovalis(Kthner)Kthner&Watling ヒ ロハ コノデサ タケ

248.cOnocybe tenera(Schaeff.:Fr.)Fayod コ ガサ タケ

249.Descolea flavoannulata(L.Vassil.)Horak キ ショウゲ ンジ

S t r o p h a r i a c e a e  モエギタケ科

250. Kuehneromyces mutabilis(Schaeff.:Fr.)Kummer センボンイチメガサ

251. Naematoloma fasciculare(Hudson:Fr.)Karstt ニ ガク1ブタケ

25 2 . N a e m a t o l o m a  g r a c i l e  H o n g o  ニガクリタケモ ドキ?

2 5 3 . P h o l i o t a  h i g h l a n d e n s i s ( P k . ) A . H . S m i t h  a n d  H e s l e r  ャヶア トツムタケ

254. Pholiota squarrosa(Fr.)Kummer ス ギタケ          _

255.PholiOta tuberculosa(Schaeff.:Fr.)Kummer ナメシスギタケ(井口仮称 :日本新産)

256.PholiOta sp.ク リイロツムタケ (青木実氏仮称)

C o r t i n a r i a c e a e  フウセ ンタケ科

257 . c O r t i n a r i u s  a u r a n t i o f u l v u s  H o n g o  コガネフウセンタケ

258 . c O r t i n a r i u s  b o v i n u s  F r .  サザナミツバフウセンタケ

259 . c O r t i n a r i u s  e l a t i o r  F r ,  アブラシメジ?

26 0 . c O r t i n a r i u s  g a l e r o i d e s  H o n g o  トガリニセフウセンタケ?

26 1 . c O r t i n a r i u s  l a r g u s  F r .  フジイロタケ

262 . c O r t i n a r i u s  p u r p u r a s c e n s ( F r。)F r .  カワムラフウセンタケ?

26 3 . c O r t i n a r i u s  v a r i e c o l c r ( P e r s . : F r。)F r .  フジイロタケモ ドキ

264 . G a l e r i n a  h e l v o l i c e p s ( B e r k . & C u r t . ) S i n g .  ヒメアプロガサモ ドキ

265 . G a l e r i n a  n a n a ( P e t r i ) K n h n e r  ヒナコガサ ?

266. Gymhopilus aeruginosus(Pk.)Sing. ミ ドリスJばタケ

267. Hebeloma sacchariolens Quel. ヒメワカフサタケ

268 . I n o c y b e  a s t e r O s p o r a  Q u e l .  カブラアセタケ

269 . I n c c y b e  c a l o s p o r a  Q u e l .  アシボソトマヤタケ

270。In o c y b e  c a l o s p o r a  f . m i n o r  Y . K o d a y .  ハリアセタケ

271 . I n o c y b e  c i n c i n n a t a ( F r . : F r . ) Q u e l .  クロトマヤタケモ ドキ?

27 2 . I n o c y b e  c o o k e i  B r e s。キヌハダトマヤタケ?

27 3 . I n o c y b e  F a s t i g i a t a ( S c h a e f f . ) Q u e l ,  ォオキヌハダトマヤタケ

274. Inocybe geophylla(Sow.:Fr.)Quel。 シ ロトマヤタケ
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2 7 5 , I n o c y b e  h i s t r i x ( F r . ) K a r s t .ササクレアセタヶ ?
2 7 6 . I n o c y b e  k O b a y a s h i i  H O n g o  コバャシァセタヶ

27 7 . I n o c y b e  m a c u l a t a  B O u d .  シラゲアセタケ

278.Inocybe nOdu10spOra Y.KObay. コプァセタヶ ?
279.Inocybe paludinella(Pk.)Sacc.キヌハダニセ トマヤタケ ?
280,Inocybe umbratica Quel.シ ロェセ トャャタヶ

281,Inccybe sp.I.ハ ンノキアセタヶ (富士仮称 :ハ ンノキ樹下)
282.Inocybe sP.コ ,ト ガリアセタヶ (青木実氏仮称)?
283.Inocybe sp.皿 .ア セタヶ属の一種

284. Inocybe sp.  Iv.

CrepidOtaceae チ ャ ヒラ タケ科

285.CrepidOtus badiof10ccOsus lmai クリゲノチャヒラタケ (神奈川県新産)
286. CrepidOtus m。llis(Schaeff.:Fr.)Kummer チャヒラタケ
28 7 . P l e u r O t e l l u s  h y p n O p h i l u s ( B e r k。

) S a c c ,  コナカプリモ ドキ ?
2 8 8。s i m o c y b e  s p . I .ビ ロー ドムクェタヶの一種     ・
289. simocybe sp.  Ⅱ .

Ento10mataceae(RhodOphyllaceac)イッポンシメジ科

290.ClitOpilus sP.ヒヵゲゥラベニタヶ属の一種 ?
291.Ent010ma crassipes lmaz.&TOki ゥラベニホテイシメジ
292. Ent010ma nid010sum(Fr.)Quci. コ クサゥラベニタケ ?
293. Ent010ma rhOdOpollius(Fr.)Kummer クサゥラベニタヶ
294.Leptonia serrusata Quel.ススタヶ (神奈川県新産 ?)
295.Leptonia coelestina(Fr.)Gill.var.violacea KauFfm. ヒメコンイロイッポンシメジ?
296.(RhOdOphyllus[Leptonia]pulchellus HOngo)シバフウラベニタケ
297. Leptonia sp. ェ.

298.Leptonia sp. コ .

299.Leptonia sq. 皿 .

3 0 0。N o l a n e a  s t a u r O s p o u m ( B r e s。) H o r a k  ミイノモ ミウラモ ドキ
30 1 . R h o d O p h y l l u s  c h a m a l c y p a r i s  H o n g o  ヒメシロゥラベニタケ

Paxlllaceac ヒ ダハ タヶ科

302.Paxillus curtsii Berk.in Berk.&curt. サ
ケバ タケ

30 3 . P a x i l l u s  p a n u c i d e a ( F r . : F r。
) F r .  ィチョウタヶ
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G o m p h i d i a c e a e  クギタケ科

304.chroogomphus rutilus(Schaeff.:Fr.)0.K.Miller クJドタケ

B o l e t a c e a e  イ グチ科

30 5 . B o l e t u s  a o k i i  H o n g o  ヒメヨウジタケ

30 6 . B o l e t u s  a u r i p e s  P k .コガネヤマ ドリ?

3 0 7 . B o l e t u s  f r a t e r n u s  P k .  ヨウジタケ

308. Boletus pulverulentus Opat. イロガワリ

30 9 . B o l e c u s  r e t i c u l a t u s  S c h a e f f ,  ヤマドリタケモ ドキ

31 0 , P h y l l o p o r u s  b e l l u s ( M a s s e e ) C o r n e r  キヒダタケ

31 1 . P u l v e r o b o l e t u s  r e v e n e l i i ( B e r k . e t  C u r t . ) M u r r .キイロイグチ

31 2 . S u i l l u s  g r a n u l a t u s ( L = F r . ) 0 . K u n t z e  チチアワタケ

31 3 , T y l o p i l u s  a l u t a c e。一um b r i n u s  H o n g o  フモ トニガイグチ ?

314. Tylopilus chromapes(Frost)A.H.Smith&Thiers ア ケボノアワタケ

315.Tylopilus sp.ニガイグチ属の一種           ヽ

316.Xerocomus chrysenteron(Bull.)Qull.. キッコウアワタケ

317, Xerocomus nigromaculatus Hongo ク ロアすデアワタケ

318. Xerocomus subtomentOsus(L.:Fr.)Quel. ア ワタケ

Russulaceac ベニタケ科

319, Lactarius akahatsu Tanaka アカハツ

320.Lactarius circellatus Fr.f.densifolia Hongo ヒロハシデチチタケ (神奈川県新産)

321. Lactarius gerardii Pk, クロチチダマシ

322, Lactarlus hatsudake Tanaka  ハ ッタケ ?

323.Lactarius subzonarius Hongo ニオイワチチタケ

324.Lactarius sp.I. ア イバカラハツモ ドキ (青木実氏仮称)

325.Lactarius sp.1.ア シボツチチタケモ ドキ (井口仮称)

326.Lactarius sp.田 . モ チゲチチタケ (青木実氏仮称)

327.Lactarius sp.IV.チ チタケ属の一種

328. Lactartus sp.  V.

329. Lactarius sP.  Ⅵ.

3 3 0。R u s s u l a  a l b o a r e o l a t a  H o n g o  ヒビヮレシロハツ

331. Russula cyanoxantha(Schaeff.)Fr. カワリハツ

33 2 . R u s s u l a  d e n s i f o l i a ( S e c r . ) G i l l .  クロハツモ ドキ

333.Russula flavida FrOst et Pk.an pud Pk. ウコンハツ

334.Russula Kansaiensis Hongo ヒナベニタケ (神奈川県新産)

335.Russula leucocerasi Melzer ク切し ツヽモ ドキ



3 3 6。Ru s s u l a  m a r i a e  P k .  ニォィコベニタケ

337 . R u s s u l a  O l i v a c e a ( S e c r . ) F r .  クサイロアカネタケ

338 . R u s s u l a  s O r O r i a  s o r o r i a ( F r . ) R o m e l l  キチャハッ

339. Russula vesca Fr. チギレハッ

340.Russula sp.I.ベ ニタケ属の一種
341. Russula sp.  Ⅱ,

GastrOmycetes 腹 菌目

MelanOgasteraceae メラノガステル科

342.MelanOgaster intermedius(Berk.)Zeller&Dodge ァヵダマタケ (関東新産)

Octavianiaceac ジャガイモタケ科

3 4 3 . O c t a v i a n i a  c O l u m e l l i f e r a  Y . K o b a y .  ジャガィモタケ

S c l e r O d e r m a t a c e a e  エセ シ ョウロ科

344. SclerOderma aurantium(L.:Fr.)Pers. ニ セショウロ

Ast r a e a c e a e  ッチ グ リ科

345, Astraeus hygrOmetricus(Pers。)Morgan ッ チグリ

Lycoperdaceac ホ コ リタケ科

346.Calvatia boninensis S.ItO et lmai ォォノウタケ (神奈川県新産 ?)
347.Calvatia craniiformis(Schw。 )Fr. ノ ウタケ

348,Calvatia cyathifOrmis(BOsc,)Morgan ムラサキホコリタケ (神奈川県新産 ?)
349,LycoperdOn bispinosum Yasuda フタトゲホヨリタケ (神奈川県新産)
350. LycoperdOn hyemale Bull.:Pers.emend Vitt. ヒ メホコリタち′?
351.LycoperdOn peraltum Pers.:Fr. キッネノチャブクロ

35 2 . L y c o p e r d O n  s p a d i c e u m  P e r s .  キホコリタケ ?
353. LycoperdOn umbrinum Pers.:Pers. ッ ブホコリタケ ?

Geastraceaeヒナツチガキ科

3 5 4 . G e a s t r u m  l a g e n i f O r l n e ( v i t t . ) I m a i  トガリフクロッチガキ
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林床や山道の落葉の多いところに発生を見る。普通,径 2.5cln,高さ3c18ぐらい。この

属のなかでは大 きい方で,つ ばみの時に項部が長 く突出しているのが大 きな特徴である。

外度は平滑で淡褐色。内皮は平滑で円座は明らか,子し縁盤は放射織維状である。外皮は成

熟 して反転する。

355.Geastrum mirabile(MOnt.)Fisch. ヒ ナツチガキ

林道や山道の落葉の多いところに発生する。普通,径 l cm以下で小 さい。つばみは球形

か痛球形または卵球形で項部は全 く突出しない。外皮は粗いケバ立ちを持つ繊維質で褐色

か淡褐色。内皮は平滑,円 座は明らかで孔縁盤は放射繊維状。外度は成熟 しても斜開する

だけで反転せず基部には菌糸膜が緊密に付着 している。

356.Geastrum saccatum(Fr.)Fisch.フ クロッチガキ

林床や山道の落葉の多いところに発生する。この属のなかで最も分布数が多い。径1.5

cm～ 2 cm,つばみは頂部が短 く突出している。外皮は級密な繊維質で黄土色。内皮はほぼ

平滑,円 座は明らかで孔縁盤は放射繊維状。外皮は成熟すると反転する。

357.Geastrum tripex(Jungh.)Fisch.エ リマキツチガキ     .

林道や山道の落葉の多いところに発生する。普通,径 3 cmぐらいでこの属のなかでは大

形である。つぼみは項部が突出している。内皮は平滑で,円 座は明らか,孔 縁盤は放射繊

維状である。皮外は成熟 して反転 し,外 皮の内層 (肉質層)が 輪状 に裂けて基部の方では

中層から離れえりまき状 に内皮 を囲む。

Ph a l l a c e a c  ス ッポ ンタケ科

358.Mutinus bambusinus(Zoll.)Fischer キ ッネノ■フデ

35 9 . P h a l l u s  r u g u l o s u s ( F i s c h e r ) 0 . K u n t z e  キツネノタイマツ

36 0 . P h a l l u s  i m p u d i c u s  P e r s .  スッポンタケ

Cl a t h r a c e a e  ア カカゴ タケ科

36 1 . L i n d e r i a  b i c o l u m n a t a ( L 1 0 y d ) C u n n i n g h u m  ヵニノツメ

362. Lysurus mokusin(Pers.)Fr. ッマ ミタケ

363. Pseudocolus shellenbergiac(Smust.)JohnsOn サンコタケ
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お わ  り  に

キノコは気象その他の後妙な条件の違いに敏感である。そのために人間にとってキノコ

は大変気まぐれであるように見える。従って同じ地域でも年によって発生するキノコの種

類や量は著 しく変化する。だから、今回の自然保護センターの調査によってその施設内に

発生するキノコを完全に把握できたとするわけにいかないことについて,十分理解をしてお

く必要がある。植物調査などと同じ概念でこの調査結果をとらえるわけにはいかないので

ある。その認識に立ってもなお神奈川県立自然保護センター野外施設が日本でも最もキノ

コの調査の進んだ地点となったことは確かであろう。

神奈川キノコの会顧問 (元日本菌学会会長)今 関六也先生には 1日親 しく現場で調査の

ご指導を賜わり、一部の資料標本については同定して頂く機会にも恵まれた。なお、東京

農業大学図書館および国立科学博物館図書部の皆さんには文献の間覧に際して、親切など

助力を項いた。福島隆一氏にも文献の入手に関する協力と共に多くの貴重な助言を頂いた。

各位に深く感謝申し上げる次第である。この報告はヒメッチグリ属を城川四郎が担当した

以外の研究調査部分は,す べて井口潔が記述 した。時間に追われた原稿作成で神奈川キノ

コの会内部での,組 織的検討の時間的余裕を持ち得なかったので,記 述内容の責任はすべ

て城川と井口にあるが,調 査は神奈川キノコの会会員延182名の取組みである。
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図 1 .フ クロシ トネタケ D i s c i n a

perlata Fr.

図 3 .マ ゴジャクシ G a n O d e r m a

neo一japonicum lmaz.

図 2.オ オゴムタヶ Caliella

celebica(P.Henn.)Nannf.

図 4 .ス ッポ ンタケ P h a l l u s

impudicus L`

図 5 .エ リマキツチガキ G e a s t r u m

triplex(Jungh.)Fish.

図 6 .フ クロツチガキ C e a s t r u m

saccatum(Fr.)Fish.
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図 7 .ヒ メムラサキシメジ C a l o c y b c

ionides(Bull.:Fr.)Donk

図 9 .コ ガネヤマ ドリ B O l e t u s

auripes Peck

図 8 .ワ サ ビカレパタケ C o l l y b i a

peronata(Boit.:Fr.)Kummer

図10 .ツエタケ Ou a e m a n s i e l l a

radicata(RelhaniFr.)Sing.

図1 1 .サマツモ ドキ T r i c h o l o m O P s i s

rutil■ns(Schaeff.:Fr.)Sing.
図12.オ オホウライタケ MarasmSus

maximus Hongo
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図13 .シロオニタケ幼菌 Ama n i t a

virgineoides Bas

図15.ニ オイドクツルタケ(青木仮称)

Amanita sP.

図17.イ チョウタケ PaxiHus

Pannoides(Fr.:Fr.)Fr,

図14. テ ングタケ 幼菌 ABIlanila

Pantherina(DC.:Fr.)Krombh.

図16.ア ケボノドクツルタケ (青木仮称)

AInanita sp.

図18.ク サウラベニタケ

RhOdOPhyllus rhodopolius(Fr。)Quel.
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図19.ク リイロツムタケ (青木仮称)

Phohota sp.

図20.セ ンボンイチメガサ Kuchneromyces

mutabilis(Schac付卓Fr.)Sing.

図22.ア イバカラハツモ ドキ (青木仮称)

Lactarius sp.

図2 4 .ニオイワチチタケ L a c t a r i u s

subzonarius Honp

図2 1 .ヒメワカフサタケ H e b e l o m a

sacchariOlens Oucl.

図23.ニ オイコベニタケ

Russula nariac Pcck
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神奈川県立自然保護センター報告6(1989)

神奈川県におけるカワセミ類, フクロウ類,

およびキツッキ類の6種 の

生′急状況について(2)

古 内 昭五良B※・国 見 忠 ぽ ・沼 田 美 幸
承

Shogoro HuRUUCHI, Tadahisa KuNIMI

and Miyuki NuMATA

は じ め に

県立自然保護センターでは,1983年 に第 1回 の生息調査を行なった (塩沢 ,野口 ・岡田

1984)カ ワセミとヤマセミ,ア オバズクとフクロウ,ア オゲラとアカゲラの3科 6種 の鳥

類について, 5年 後の経過状況を把握するため,第 2回 目の調査を行なったので,そ の結

果をここに報告する。

調 査 方 法

この調査は,1988年 9月 から11月にかけてアンケー ト方式により行った。調査の対象は,

神奈川県在住の鳥獣保護員,自 然環境保全指導員,自 然公園指導員,自 然観察指導員, 日

本野″鳥の会神奈川県支部会員,神 奈川県愛″島モデル校等で,こ れらの中から1市町村 (横

浜市,川 崎市は区)当 り5名 ないし20名以内を抽出し,460名 にアンケー ト調査票 (表1)

を送付 して,過 去 5ヶ年間の6種 の生息状況を回答してもらった。

回答は,該 当する記号を○で囲む選択式と記述式を併用した。

表1,ア ンケート調査票

(1 自ヽ分が住んでる市可,す.区 で過去5年位の88に,カワセミのいることをい視しましたか,秩 当するを号にOを つけて下さい。
をお,地 区舛での確認については,余 白に記入日います。

ア あ ちこちでIL選できた イ  ー 部で市辺できた ウ  全 く市観できない 工  わ からない
(2)確認できた場合は,そ の増所(地名)と,様 殖の有無1に ついて次の表にお答え下さい。ただし,地 名については字名まで書いて下

さいまた.栄 殖については, 営巣していたか,ヒ ナがいたかをⅢ辺の曇準とします。

(回答例)

地    名 歓

以下(1)H6)こついても同様の

方法で回答 して下 さい。

地 名 歓
拝   殖

地 故
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※神奈川県立自然保護センター Kanagawa Prerectural Nature Conservation Centnr
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回収 した調査票は鳥の種類及び市町村(区)別に集計し, さらにメッシュ単位で生息分図

を作成した。

メッシュ図は神奈川県の10万分の 1の地形図を,東 西約1.451m,南北約1,151mに区分し

たもので,メ ッシュの数は,神 奈川県全体で,1,660個となった。

なお,神 奈川県全体のメッシュの数を総メッシュ数,生 息 していたメッシュを生息メッ

シュ,繁 殖 していたメッシュを繁殖メッシュ,確 認された総個体数は単に個体数,1983年

の第 1回の調査を前回,第 2回 の調査を今回と呼ぶことにする。

津久井地区

様倉"′

相 模  湾

湘南地区

図1 神奈川県の市町村 (区)丹幅己置

調 査 結 果

調査の標本数は460f園(人)で, 回 収数は293個(人),回 収率は63.7%で あった。

1.種 類ごとの生息状況

(1)カワセ ミ Alcedo atthis

カワセ ミの生息 ・繁殖メッシュの分布 を図 2に 示す。

昇

昇
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声
南足柄
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■ 生息のみ 生息と紫殖

図2.カ ワセミの生息・業殖メッシュの分布

生息メッシュ数は前回は208メッシュで,総 メッシュ数の12.5%で あったのに対 して,

今回は282メッシュで総メッシュ数の17%と 大幅に分布が拡大 した。 そ の分布状況は前回

同様に,横 浜市および川崎市の市街化が進んだ地域 を除いて,県 下全域に分布 しているが,

特に相模川以西の高麗山】し側の平塚市北西部 と,厚 木市七沢地区に多く記録 されていた。

繁殖メッシュ数は,前 回は29メッシュで,生 息メッシュ数の13.9%で あったのに対して,

今回は52メッシュで,生 息メッシュの18.1%と 大幅に分布が拡大 した。繁殖地の分布状況

は前回と異なり県下全域に拡大し,特 に川崎市東高根森林公園,横 浜市寺家ふるさとのれ

自然観察の森といった自然環境の保全対策が積極的に講じられている地域において,繁 殖

が多く記録されていた。

生息メッシュの平均個体数は1,6羽,繁 殖メッシュの平均個体数は2.1羽と,前 回の調査

よりわずかに増えている。

(2)ヤマセミ Ceryle lugubris

ヤマセミの生息 ・繁殖メッシュの分布を図 3に示す。
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||:生 息のみ  墨 蕊田
生息と繁殖

図3`ヤ マセミの生息 ・策殖メッシュの分布

生息メッシュ数は前回は71メッシュで,総 メッシュ数の4.3%で あったのに対して,今

回は109メッシュで,総 メッシュの6。6%と 僅かながら分布が増えた。その分布状況は前回

同様に,相 模川以西に多く,特 に丹沢湖,津 久井湖,相 模湖周辺に分布が拡大した。相模

川以東では,横 浜 ドリームランド周辺と横浜市自然観察の森で4メ ッシュが記録 されるに

過 ぎなかった。なお前回確認された旭区北部が今回は,確 認されなかった。

繁殖メッシュ数は,前 回は14メッシュで,生 息メッシュの19,7%で あったのに対して,

今回は21メッシュで,生 息メッシュの19.3%と低かながら増えている。

生息メッシュの平均個体数は1.4羽で,前 回調査と同じであったが,禁 殖メッシュの平

均個体数は2.0羽で前回の調査より下回った。

(3)アオバズク NinOx scutulata

アオバズクの生息 ・禁殖メッシュの分布を図 4に 示す。
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|11生 息のみ 尽 巡]生 息と業殖

図4`ア オバズクの生息・無殖メッシュの分布

生息メッシュ数は前回161メッシュで,総 メッシュ数の9.7%で あったのに対して,今 回

は180メッシュで,総 メッシュ数の10.8%と低かに分布が増えた。その分布状況は前回同

様に,県 下全域に分布しているが,特 に川崎市の】し部,横 浜市港南区,戸 塚区,栄 区,鎌

倉市大船,鶴 ヶ岡八幡宮,逗 子市池子,楽 山町三浦大山周辺に多く記録された。

なお,前 回確認された三浦市三崎町が今回は,確 認されなかった。

繁殖メッシュ数は,前 回は18メッシュで,生 息メッシュ数の11.0%で あったのに対して,

今回は40メッシュで,生 息メッシュ数の22.2%と 倍増 した。禁殖地の分布状況は前回と異

なり県下全域に拡大し,特 に川崎市北部に2メ ッシュ,横 浜市南部に8メ ッシュと,都 市

部にも分布が拡大した。

生息メッシュの平均個体数は1.3羽,繁 殖メッシュの平均個体数は1.8羽と,前 回の調査

より下回った。

(4)フクロウ Strix uralensis

フクロウの生息 ・業殖メッシュの分布を図 5に示す。
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|ll生 息のみ ぶ 巡S生 息と繁殖

図5 フ クロウの生息・業殖メッシュの分布

生息メッシュ数は,前 回は97メッシュで,総 メッシュ数の5.8%で あったのに対して,

今回は150メッシュで,総 メッシュ数の9`0%と 大幅に分布が拡大した。その分布状況は前

回同様に,横 浜市,お よび川崎市の市街化が進んだ地域を除いて,県 下全域に分布してい

るが,特 に相模川以西の丘陵地帯や鎮守の森と,相 模川以束の鎌倉市大船や鶴ヶ岡八幡宮,

逗子市池子,葉 山町大山,横 須賀市大楠山にかけての三浦半島一円に,大 幅に分布が拡大

している。前回確認された横浜市中区が今回の調査では,確 認されなかった。

繁殖メッシュ数は,前 回は8メ ッシュで,生 息メッシュ数の8.2%で あったのに対して,

今回は25メッシュで,生 息メッシュの16.7%と大幅に分布が拡大した6特 に逗子市池子,

葉山町三浦大山にかけての地域において,繁 殖が多く記録されていた。

生息メッシュの平均個体数は1.3羽,繁 殖メッシュの平均個体数は1.7羽と,前 回の調査

とほぼ同数であった。

(5)アオゲラ Picus awokera

アオゲラの生息 ・禁殖メッシュの分布を図 6に示す。
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図6 ア オゲラの生息・繁殖メッシュの分布

生息メッシュ数は,前 回は101メッシュで,総 メッシュ数の6.1%で あったのに対して,

今回は178メッシュで,総 メッシュ数の10.7%と大幅に分布が拡大した。 そ の分布状況は

前回同様に,相模川以西に片寄っている。相模川以東では,前 回同様に鎌倉市大船す鶴ヶ岡

八幡宮,逗 子市池子,葉 山町三浦大山,横 須賀市大楠山にかけての地域 と,横 浜市寺家ふ

るさとの森,自 然観察の森の一部にも記録されていた。

繁殖メッシュ数は,前 回は10メッシュで,生 息メッシュ数の9.9%で あったのに対 して,

今回は37メッシュで,生 息メッシュの20.8%と分布が倍増した。繁殖地の分布状況は,藤

野町 と津久井町に 4ヶ 所, 山北町大又沢に4ヶ所,小 田原市小田原城と大職町高麗山に

それぞれlヶ所に限られていたが,今 回の調査では,相 模川以西の全域にわたって生息地

と繁殖地が共存しているのが,大 きな特徴であった。

また,特 に二浦半島の逗子市池子から桜山にかけて,集 中的に禁殖 しているのが目立っ

た。横浜市寺家ふるさとの森では, 3羽 の採殖が確認されている。

生息メッシュの平均個体数は1.6羽,兼 殖メッシュの平均個体数は2.2羽と,前 回の調査

とほぼ同数であった。
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(6)アヵゲラ Dendrocopos

アカゲラの生息 ・葉殖メッ

ma〕or

シュの分布 を図 7に 示す。

|ll生息のみ ぶ巡]生息と葉殖

図7,ア カゲラの生息・繁殖メッシュの分布

生息メッシュ数は,前 回は71メッシュで,総 メッシュ数の4.3%で あったのに対して,

今回は105メッシュで,総 メッシュ数の6。3%と 大幅に分布が拡大した。その分布状況は前

回同様に,相 模川以西に多く分布 している。相模川以東では,前 回は横浜市南部に3メ ッ

シュ分布 していたのが,前 回確認された横浜市戸塚区と保土ヶ谷区が減 り,今 回は横浜市

寺家ふるさとの森と川崎市麻生区万福寺,逗 子市池子,三 浦市小網代のごく限られた地域

でしか,確 認されなかった。

無殖メッシュ数は,前 回は7メ ッシュで,生 息メッシュ数の10。0%で あったのに対して,

今回は19メッシュで,生 息メッシュの18.1%と大幅に分布が拡大した。繁殖地の分布状況

は,前 回は相模湖周辺に3メ ッシュ,伊 勢原市日向薬師,山 北町,商 足柄市,箱 根町にそ

れぞれ1メ ッシュずっ分布していたが,今 回の調査では,相 模川以西の全域にわたって繁

殖が認められており,特 に真鶴半島において,紫 殖が多く記録されていた。

生息メッシュの平均個体数は1.5羽,繁 殖メッシュの平均個体数は2.3羽と, 前 回の調査

とほぼ同数であった。
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2.市 町村別の生忠状況

調査 した6種 の″島類について,そ の生息状況を市町村 (区)別 にとりまとめ,表 2.お

よび図 8に 示す。

表 2.市 町村 (区)房」鳥類生息一覧

地

　

区

市町村(区)

カ

ワ

セ

ミ

ヤ

マ
セ

ミ

ア

オ

バ

ズ

ク

フ

ク

ロ

ウ

ア
オ
ゲ

ラ

ア
カ
ゲ
ラ

前

回

調
査
数

今
回
調
査
数

増

滅

横

浜

地

区

横 浜 市 ● ● ● ● ● ● 6 6 0

(鶴 見  区 ) ● ● 2 2 0

( 神奈 川 区) 0 0

(西 区) ● ] ] 0

(中 区 ● ● ○ 3 2 1

(商 区 ● 1 ] 0

(港 南  区 ● ● ● ① 3 +1

(保土 ヶ谷区 ● ○ 2 1
-1

(旭 区 ● 〇 ● 3 2
-1

(磯 子  区 ● ○ 2 ]
-1

(金 沢  区 ) ● ● ● ① 3 4 +1

(港 Jし 区 ) ● ● 2 2 0

(緑 区 ● ● ● ● 〇 4 5 +1

(戸 塚  区 ● ● ● ● ○ O 6 4
-2

(瀬 谷  区 ● ] 1 0

( 栄 区 ● ● ● ● ● ● 6 +6

( 泉 区 ● ● 2 +2

川

崎

地

区

ナ| 1崎 市 ● ● ● ● ⑬ 4 5 +1

崎 区 ○ ] 0
-1

(幸 区 〇 0 1 +1

(中 原  区 ● ] 1 0

(高 津  区 ○ ● 2 1
-1

(宮 前  区 〇 ● 1 2 +1

(多 摩  区 ● 1 1 0

(麻 生  区 ● ● ● ● ① 4 5 +1

横
須
質
三
浦
地
区

横須賀市 ● ● ● ● 4 4 0

鎌 倉 市 ● ● ● ● 4 4 0

逗 子 市 ● ● ● ● ⑬ 4 5 +1

三 浦 市 ● ● 〇 〇 2 4 +2

葉 山 町 ● ● ● ● 4 4 0

備 考 ● 前回と今回確認されたもの

〇 今回新たに確認されたもの

○ 前回確認され今回不確認のもの

栄区 泉区は今回戸塚区から分区(注)

地
　
区

市 町  村

カ

ワ

セ

ミ

ヤ

マ
セ

ミ

ア

オ

パ

ズ

ク

フ

ク

ロ

ウ

ア
オ

ゲ

ラ

ア
カ

ゲ

ラ

前
回
司
査
数

今

回

調
査
数

電

減

県

央

地

区

相 模 原 市 ● ① ● 〇 ● 〇 5 + 1

厚 木  市 ● ● ● ● ● ● 6

大 和  市 〇 ● 1 2 + 1

海 老 名 市 ● ● ① ○ 2
- 2

座 問  市 ● ● ⑬ ● 4 十 ]

綾 瀬  市 ⑬ ⑬ ● 1 3 +2

愛 川  町 ● 〇 ● ● 3 4 十 ]

清 川  村 ● ● ● ● ● ● 6

湘

南

地

区

平 塚  市 ● ● ● ● ● ● 6

藤 沢  市 ● ● ● ● 〇 ⑬ 6 +2

茅 ヶ崎 市 ● ● ● 3

秦 野  市 ● ● ● ● ● ● 6

伊 勢 原 市 ● ● ● ● ● ● 6

寒 川  町 ○ ● 〇 1
-2

大 磯  町 ● ● ● ● ● 5 0

二 宮  町 ① ● 1 2 +1

足
柄
上
地
区

高 足 柄 市 ● ● ● ● ● ● 6

中 井  町 ● ● ● ● ① 〇 5 5

大 井  町 ① ● ● 〇 ● 5 +2

松 田  町 ● ● 〇 ● ● ● 5 +1

山 北  町 ● ● ● ● ● ● 0

開 成  町 ● O ● 3
-1

西
湘
地
区

小 田 原 市 ● ● ● ● ● 〇 5 +1

箱 根  町 ● ● ● ● ● ● 0

真 鶴  町 ● ⑬ ● ● ● +1

湯 ヶ原 町 ● ⑬ ① ● ● ● 4 +2

津
久
井
地
区

城 山  町 ● ● ● ● ● ● 6 0

津 久 井 町 ● ● ● ● ● ● 6 0

相 模 湖 町 ● ● ○ ● ● ● 6 -1

藤 野  町 ● ● ● ● ● ● 6 0

前

　

　

回

37市町村中

56市町村区中

今
回

37市可村中 3 0

58市町村区中
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C.ア オバズク

麿霞田 前回と今回確認された市町村 (区)

図 8 市 町村 (区)房J生息状況

今回新たに確認された市町村 (区)

前回確認され今回不確認の市町村 (区)一
勉
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(1)カワセミの生息分布は,前 回は,33市 町村に生息していたのに対し,今 回は,新 たに

大和市,綾 瀬市,二 宮町,大 井町の4市 町と川崎市宮前区の地域に生息分布が拡大された。

なお,前回確認された寒川町と川崎市川崎区,高 津区の2区 がす今回は,確 認されなかった。

(2)ヤマセミの生息分布は,前 回は,18市 町村に生息 じていたのに対 し,今 回は,新 たに

模原市,愛 川町,湯 河原町の3市町の地域に生息分布が拡大された。をお前回確認された

開成町と横浜市旭区が,今 回は,確 認されなかった。

(3)アオバズクの生息分布は,前 回は,33市 町村に生息 していたのに対し,今 回は,新 た

に綾瀬市,松 田町,湯 河原町,真 鶴町の4市町と川崎市幸区の地域に生息分布が拡大され

た。 なお,前 回確認された相模湖町が今回は,確 認されなかった。

(4)フクロウの生息分布は,前 回は,32市 町村に生息していたのに対し,今 回は,新 たに

三浦市,座 間市の2市 の地域に生息分布が拡大された。なお,前回確認された相模原市,海

老名市,寒 川町の3市 町と横浜市中区が,1今回は,確 認されなかった。

(5)アオゲラの生息分布は,前 回は,26市 町村に生息していたのに対し,今 回は,新 たに

藤沢市,中 井町,大 井町の 3市町と横浜市港南区,金 沢区 2区 の地域に生息分布が拡大き

れた。なお,前 回確認された海老名市と横浜市戸塚区が,今 回は確認されなかった。

(6)アカゲラの生息分布は,前 回は,19市 町村に生息していたのに対し,今 回は,新 たに

逗子市,三 浦市,相 模原市,藤 沢市,小 田原市の5市 と横浜市緑区と川崎市麻生区の2区

の地域に生息分布が拡大された。なお前回確認された中井町と横浜市保土ヶ谷区,磯 子区,

戸塚区の 3区 が,今 回は,確 認されなかった。

鳥相別分布としては,調 査対象の全種が生息 していた地域は,前 回は,37市 町村のうち

13市町村であったのに対し,今 回は,藤 沢市,小 田原市,松 田町,湯 河原町の 4市 町が加

わり,17市 町村に生息分布が拡大された。なお,前回全種が確認された相模湖町で,ァオバ

ズクが確認されなかった。

5種 生息地は,前 回は, 4市 町村だけであったのに対し,今 回は,川 崎市,逗 子市,相

模原市,大 井町,真 鶴町の5市町の8市 町村に分布が拡大された。

3.市 町村別の繁殖状況

調査 した6種 の″島類について,そ の繁殖状況を市町村 (区)丹Uにとりまとめ,表 3お よ

び図 9に 示す。
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表3.市 町村 (区),け鳥類葉殖一覧

地

　

区

市町村 (区)

カ

ワ

セ

ミ

ヤ

マ

セ

ミ

ア
オ
バ
ズ
ク

フ

ク

ロ

ウ

ア

オ

ゲ

ラ

ア

カ

ゲ

ラ

前
回
調
査
数

今
回
調
査
数

増

減

横

浜

地

区

横 浜 市 ● ● ● ⑬ 4 十 ]

(鶴 見  区 0 0

(神奈 川 区 0 0

(西 区 0 0

(中 区 ○ 1 0 - 1

南 区 ⑬ 0 1 + 1

港 南  区 ● ⑬ 1 + 1

保土ヶ谷区 0 0

旭 区 〇 1 + 1

職 子  区 0 0

金 沢  区 0 0

港 北  区 0 0

(緑 区 ⑬ 〇 ⑬ 1 2 + 1

戸 塚  区 ● ● 0

瀬 谷  区 0 0

栄 区 〇 1 + 1

泉 区 〇 〇 2 + 2

ナ11

崎

地

区

崎 市 ● ⑬ 1 2 + 1

川 崎  区 0

幸 区 0 0 0

中 原  区 0 0

高 津  区 0 0

宮 前  区 ⑬ 〇 0 2 + 2

多 摩  区 ● 1 1

(麻 生  区 〇 〇 0 2 + 2

横
須
賀
三
浦
地
区

横 須賀市 ⑬ 白 0 2 + 2

鎌 倉 市 ● ● 白 2 3 + 1

逗 子 市 ● 0 ● ⑬ 4 + 2

三 浦 市 ● 1 1

葉 山 町 ● ① 〇 1 3 +2

備考 ● 前回と今回確認されたもの

①今回新たに確認されたもの

O前 回確認され今回不確認のもの

(注)栄 区,泉区は今回戸塚区から分区

地

　

区

lf  田丁  オ寸

カ

ワ

セ

ミ

ヤ

マ

セ

ア
オ
バ
ズ
ク

フ

ク

ロ

ウ

ア

オ

ゲ

ラ

ア

カ

ゲ

ラ

前
回
調
査
数

今
回
調
査
数

増

減

県

英

地

区

相模原 市 ● ● ⑬ 十 ユ

厚 木 市 ● ● ● ● ① ● 3 + 1

大 和 市 0 0 0

海老名市

座 間 市 ○ 〇 1 1 0

綾 瀬 市

愛 川 町 0 0

清 〇 ● ● 〇 ⑮ ⑬ 2 +4

湘

南

地

区

平 塚 市 酌 ⑬ ① + 3

藤 沢 市 ● ● ● 3 0

茅 ヶ崎 市 〇 1 +1

秦 野 市 ① ⑬ ● ⑬ ① 1 + 4

伊 勢 原 市 ● ● Э ● ① O 5 + 1

町寒 0

大 磯 町 白 ● 1 + 1

二 宮 町 0

足

柄

上

地

区

高 足 柄 市 ● ● ● 〇 ● + 1

中 井 町 ○ 白 1 1 0

大 井 町 〇 0 1 + 1

松 田 町 〇 ⑬ O ⑬ 1 + 2

山  メヒ  ロ丁 〇 ⑬ ○ ○ ● 0

開 成  町 O 1 0 - 1

西
湘
地
区

小 田 原 市 ● □ ⑬ ● + 2

箱 根 町 ● ⑬ ① ● 4 + 2

真 鶴 町 ⑬ ⑬ +2

湯 ヶ原 町 ⑬ 〇 白 ⑬ 4 +4

津
久
井
地
区

城 山 町 O ● ● ⑬ ⑬ ● 5 + 1

津 久 井 町 ● ● ⑬ O ● ● 5 0

相 模 湖 町 ⑬ 〇 + 2

藤 野 町 ① ① ⑬ ○ ] + 2

前

回
37市町村中 6 6

56市町村区中 6

今
回

37市町村中 20 18 9

58市町村区中 9



B.ヤ マセ ミ

E. ァ ォゲ ラ

図 9.市 町村 (区)別 繁殖状況

今回新たに確認された市町村 (区)

前回確認され今回不確認の市町村 (区)

麿臣田 前回と今回確認された市町村 (区)

一
物
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6種 のうちで今回は,カ ワセミ,ア オバズクが20市町村で繁殖 し最も多く,カ ワセミは,

前回の1.2倍, アオバズクは; 前 回の1.8倍となっている。 次 にアオゲラが18市町村と,

前回の3.6倍,フ クロウが15市町村と2.5倍,ヤ マセミが12市町村と2倍 ,ア カゲラが9市

町オすと1.5倍を示 している。

また,前 回は, 6種 の禁殖地は管無であり, 5種 が津久井町のみであったのに対 し,今

回は, 6種 の禁殖地が清川村, 5種 の繁殖地が秦野市,伊 勢原市,南 足柄市,城 山町,津

久井町の 5市町に拡大された。また, 4種 の無殖地が横浜市,厚 本市,小 日原市,箱 根町,

湯河原町の6市 町に拡大された。
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は じ  め  に

ツバメは,人 家の軒下等に営巣し子育てや雛の成長を間近に観察することが出来る。また,

春を告げる使者として人々に親 しまれ,人 間生活に大変身近な野鳥である。

松日高校の所在する松田町は,神 奈川県の南西,足 柄平野の】ヒ端に位置し,標 高506m

の松田山と酒匂川に囲まれた町である。

市街地にはツバメ科のツバメ,コ シアカツバメ,イ ワツバメ,ア マツバメ科のヒメアマ

ツバメの4種 のツバメ類が,同 一地域で営巣している。全国的にも貴重な地域であり,ツ
バメ類の調査,観 察地として,絶 好の地域である。

松田高校生物部では,1975年 より松田町に渡来するツバメ,コ シアカツバメ,イ ワツバ

メの巣の分布調査を実施 してきた。調査を始めたきっかけは,当 時営業が分かっていたツ

バメ, コシアカツバメの巣の分布を知ろうという単純な動機からであったが,1988年 で14

年目を迎え,巣 の分布や集中地域,巣 数の変化について若干の調査結果が得られた。

調査方法等で改善しなければならない点が多くあるが,得 られた調査結果をまとめ,こ

こに報告する。

調査結果をまとめるにあたり貴重な御助言を頂き,ま た,資 料,情 報を提供 していただ

いた箱根強羅公園園長田代道輔氏,平 塚市博物館浜口哲一氏,貴 重な情報を提供 していた

だいた,小 澤徹男氏を始め松田町の方々に感謝いたします。

調査地域と田査方法

調査地域は,JR御 殿場線松田駅を中心とした半径 1血 の地域である。中心地はJR松

田駅,小 田急線新松田駅を中心とした商店街 (図1)で ,そ の周囲は住宅地になっている。

調査範囲の】し側には国道246号線が東西に走り松田山がそびえ, 西 側には酒匂川,南 側
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図1.小田急線新松田駅付近の商店街

に川音川が流れている。

調査は生物部の部員がそれぞれの地域を分担 し,発 見した巣の位置と種類を縮尺2500分

の 1の 地図上に記入した。 形 の完全な巣は,全 て記録 したが, 実 際に業殖に使われたか

どうかは,未 確認であるため古巣も合まれている。

この調査は,先 輩から後輩に引き継がれ,継 続 して行ってきたものであるが,長 年の調

査の過程で不備な点が見受けられるので以下に記す。調査結果には,こ れらの点を含んで

いることを考慮して項 きたい。

● 部 員が調査に不慣れの為に,年 によっては,JR松 田駅構内や大きな建物等が未調査

となっていることが考えられる。また,巣 の見落 しもあると思われる。

● 調 査範囲の外縁部は,調 査を実施 した年と実施 しなかった年がある。

● 調 査を6月 に実施 した年と9月 に実施 した年があるが,1983年 以後は毎年6月 に実施

した。

したがって,調 査結果,考 察の項では,確 実であることだけを取り上げて,ま とめること

とした。

調 査 結 果

13年間の巣数を表 1に示す。

イワツバメは,私 たちが調査を開始する以前より営巣 していたことが分かっているため,

表 1の1981年以前の巣数は,実 際の巣数と異なる (表2参照)。 1982年は,分 布地図を紛

失し巣数のみが記録 されていたが,前 後の年と比べると数値に信頼性がないため,調 査結

果,考 察の項では除外 して考えた。



表 1.松 田町で確認された,ツバメ・コシアカツバメ・イワツパメ・ヒメアマツバメの年別の巣の数

注1.1982年 は,除 外して考える
注2.1982年 は,含 まれない。

1.巣 の分布と集中地域

ッバメ,コ シアカツバメ,イ ワツバメ, ヒメアマツバメの14年間の分布の うち,1975年 ,
'77年

, '83年 , '88年 の分布状況 を抽出 し,図 2か ら図 5に 示す。なお,1975年 は調査

開始の年,1977年 は十文字橋でイワツバメの巣 を初めて記録 した年,1983年 は14年間のほ

ぼ中間の年,1988年 は14年間の最後の年である。

年
力 頓 1孤 lm 18'「7 1配 lm :80 1鶴1 醜 lB3 lM 1邸 im l W 田 ¥

ツパメ 48 138 100 157 7 8 〔") 141 las 7 1 150 l□ 1観

ヨンアカツパメ 3 8 5 7 鶴 4 7 5 0 (148 a 2 7 “ 3 芝 西 m

イワツパメ 0 7 5 1匁 (34) 轟 佃 1田 詢 観 題

ヒメアマツタくメ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 3

辞 如 加 187 l範 218 加 250 (248 301 W 価 240 a 2 配 4 m

図 2.1975年 の調査で確認されたツパメ類,

凡例 (●ツパメ ▲ コシアカツパメ

アマツパメ類の巣の分布(松田町)

★イワツパメ ○ ヒメアマツパメ)
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図 3.1977年 の調査で確認されたツバメ類

凡例 (●ツバメ ▲ ヨシアカツバメ

アマツバメ類の巣の分布(松田町)

★イワツバメ ○ ヒメアマツパメ)

′コ!を,!!
″

′

・

ぐ

図4.1983年 の調査で確認されたツバメ類,

凡例 (●ツバメ ▲ コシアカツバメ

アマツパメ類の巣の分布(松田町)

★イワツバメ ○ ヒメアマツバメ)
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図5.1988年の調査で確認されたツバメ類, アマツバメ類の巣の分布(松田町)

凡例 (●ツバメ ▲ ヨシアカソバメ ★ イワッバメ ○ ヒメアマツバメ)

(1).ツ タ  ヾメ  (HirundO rustica)

図 2か ら図 5の 4衝年のツバメの巣の分布を集計し,図 6に示す。

ツバメが集中的に営巣する地域は,JR松 田駅構内,駅 周辺の商店街通り,旧 国道246号

線沿いで,周 辺の住宅地や細い路地には見あたらない。なお,商 店街でも通りに面した店

の正面に巣があり,通 りから脇に入った路地には見あたらない。したがって駅周辺,旧 24

6号線沿いでは,通 りに沿って巣が連続 している。 ま た,」 R松 田駅には, 2本 のプラッ

トホームに設けられた木造家屋の軒下と天丼の木製の梁に,1988年59巣が確認された。こ

れは,商 店街の道路沿いとは異なり, 1つの箇所に巣が集中している事例である。

これらの集中地域に共通する環境は,い ずれも常時人と車の往来がある見通しの良い開

けた空間となっている。

集中地域内での営巣場所は,大 部分が1階 にあり, 2階 にあるのはまれで,通 りに面し

た商店の入口や玄関のすぐ上,板 で作った巣台の上,横 長の蛍光灯の傘の上などに多い。

また,昔 からの本造家屋では,軒 下の巣台の板の上や梁に営巣 しているが,建 て替えられ

た建物でも,モ ルタルやタイルの壁に巣をつけている。

特異な事例としては,店 先の日よけの下に垂れている電灯コー ドに宙づりの状態で巣を

作っている例もあった。

次に分布の経年変化をみると,図 2か ら図 5に示すとおり集中地域は,ほ とんど変化を
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図6。1975年・1977年・1983年・1988年の調査で確認されたツパメの巣の分布

していない。

(2). コシアカッバメ (Hirundo daurica)

ツバメと同じ4箇 年の巣の分布を1枚 の地図にまとめ図 7に示す。

分布は,ツバメと同様に駅周辺や246号線の人と車の往来のある,見通しの良い通りに集

中している。ツバメにくらべると巣数が少なく,分 布が点在している。コシアカツバメ性

比較的大きなコンクリー トやモルタル建築のひさしの下に巣を造る。これまでの調査では,

4階 のひさしに営巣したものが一番高い位置であった。

ツバメの巣は1階 に多いが,コ シアカッバメの場合は,商 店街では1階の入り日のモル

タルのひさしの下等にも営巣している。 2階建以上の建物の場合は, 1階 より上の階に多

く営巣しているようである。また, 1つ の建物に数個の巣が造られることが多い。

巣の分布の大きな変化として,1985年 頃から,コ シアカツバメが減少し,そ れまであっ

た巣の入り日の細長い部分が壊れていたり,巣 が完全に壊れひさしにとっくり型の泥の跡

だけが残っている巣の跡を見ることが多くなった。

次に,コ シアカツバメの減少の一因と考えられる観察事例を示す。

● ス ズメによる巣の占領

小田急線新松田駅から約150mの 位置にある,小 澤材木店の2階 のひさしの下に, ス ズ

メが呑U用しているコシアカツバメの古巣がある。この巣をコシアカツバメが初めて営巣し

たのは,1970年 代初めであるが,1985年 頃からスズメが利用し,コ シアカッバメが利用 し

なくなった (小澤徹男氏談)。
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図7.1975年・1977年。1983年・1988年の調査で確認されたコシアカツバメの巣の分布

● イ ワツバメとの競合

」R松 田駅表日前の松田合同自動車ピロティには,ツ バメ,コ シアカツバメが営巣して

いたが,1982年頃からイワツバメが追出し,1985年頃からイワツバメの巣のみとなった。

● ヒ メアマツバメによる巣の占領

1987年,松 田高校南校舎 4階 ,霧 よけの下にコシアカツバメの巣があり,そ の入口にヒ

メアマツバメがビニールにからまって死んでいた。

観察記録では,イ ワツバメとの競合, ヒメアマツバメによる巣の占領の事例は,前 記の

lヶ所のみであり,あ まり多くないと思われる。一方スズメによる巣の占領は,入 り回だ

けが壊 れている巣 をスズメが利用している可能性があり,今 後の調査により明らかにし

ていきたい。

(3) イ ワツバメ  (Dehchon urbica)

1988年の分布を図8に示す。分布は,松 田小学校ピロティに412巣, 松 田郵便局ピロテ

ィに12巣,松 田合同自動車ピロティに11巣,足 柄上病院に2巣 であった。

これまでの調査で初めてイワツバメの巣を確認 したのは,1977年の十文字橋である。

その後,1980年松田小学校ピロティ,1983年松田郵便局ピロティで確認 した (表2)。

なお,松 田町に渡来するイワツバメについては,浜 日 (1978),大内ほか (1985)の報告

があるが, これを参考にして表 1を作成した。これによると十文字橋での巣の発見は,私

たちと同じ1977年であるが,松 田小学校での営巣開始は1976年頃,松 田郵便局での営巣開

始は,1972年となっているので,私 たちの調査のかなり前から営巣していたことになる。

十文字橋については,私 たちの調査では,1977年に4巣 ,1979年に14巣を記録 している
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図 8,1988年 の調査で確認されたイワツバメの巣の分布

が, それ以外の年には記録がなく,現 在は調査をしていないため, その後の動向は不1明で

ある。

松田郵便局ピロティは,建 物が建築された1972年から営巣を始め (大内ほか1985),そ

の後大規模なコロニーを形成し,私 たちの調査で1983年には103巣を数えた。 し かし,集

配用の車両に糞がかかるため1985年に巣が取 り壊され, ピロティの半分は大井ビユールを

貼って巣が造れないようにしている。なお,1988年残り半分のピロティに12某を確認した,

松田小学校ピロティは1974年建築で,1976年頃より営巣を開始 した (大内はか1985)。

ここも大規模なコロニーが形成され,学 校で大切に保護 している (図9)。

松田郵便局,松 回小学校に共通する環境は,大 きなコンクリー ト建築のピロティである

こと,酒 匂川から近いということである。

松田合同自動車ピロティは,」 R松 田駅前にある約65ポの小さい敷地で,ツ バメ,コ シ

アカツバメが営巣 していたところへ, 7年 前頃 (1982年頃)よ り,イ ワッバメが進出し,

5年前頃 (1985年頃)か らイワツバメのみとなった。1987年秋に全ての巣を取 り壊した力ヽ

1988年にイワツバメが新たに11巣を営巣 した。ッバメ,コ シアカツバメの営巣 していた場

所が全てイワツバメの巣となった場所である。

足柄上病院の 1階の小 さなひさしの下には,1986年からイワツバメの巣を記録 している。

松田郵便局及び松田小学校の大コロニー 以外のイワツバメの分布については, 大 内ほか
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表2 松 田町の十文字橋、松田郵便局,松田小学校のイワツパメの果の変化

韓 十文字煎 酒切 ,D 価 船 柳 報

建 策 年 1928 1972 1974

宮期 締 利 1972 京 1976頃 X

1972 ↓ 建築・宮集開始X

1973 ↓ ↓

1974 ↓ ↓ 醸

1975 ↓ ↓ ↓

1976 ↓ ↓ 倒Mtt X

1977 ↓ 4(31串 ) (50や ) ↓

1978 ↓ ↓ ↓

1979 1 4 ↓ ↓

1980 ↓ ↓ 7 5

1981 ↓ ↓ 129

1982 ↓ ↓ ↓

1983 ↓ 3103 ↓

1984 ↓ 8 6 279

1985 ↓ 0注 1 460

1986 ↓ 0 130

1987 ↓ 0 281

1988 ↓ 12 412

X 大 内貯彦 他 (1985) ホ  浜 口哲一 (1978)
↓印=未 調査  1印 =生 物部調査開始
注1、松田郵便局で集を除去する。
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`       図 9.松 田小学校ピロテイのイワツパメのコロニー

1985の報告によると,1983,'84年の調査で町内の料理店に使用の巣が 1,松 田中学校に跡

が 3あ ったことが報告 されている。

私たちの調査では,目 立った分布の拡大は記録 されていないが,松 田合同自動車と足柄

上病院への営巣は,分 布が次第に広がってきていることをうかがわせる。

(4).ヒメアマツバメ (Apus affinis)

ヒメアマツバメが小田原市内で営巣 していることは,以 前から知 られていた。調査範囲

に初めて巣 を確認 したのは,1987年 で,松 田高校南校舎 4階 の霧よけの下のコシアカツバ

メと思われる巣の入 り口で, ビニールに足をからませて死んでいるのを発見 した。

1988年には足柄上病院のイワツバメと思われる巣に,ヒ メアマツバメらしい巣 を発見 し

たが,巣 への出入 りを確認 していないため確実ではない。

近年,冬 に酒匂川,川 音川の上空 を飛んでいるのをよく見かけるようになった。

2.巣 数の変化

1975年からのツバメ,コ シアカツバメ,ヒ メアマツバメの巣数の変化を図10に示す。

調査方法等の不備な点が多く調査の正確性 に欠けるため,お おまかな変化についてまとめ

た。

● ッ バメ

調査開始の1975年以後の減少の後は,ほ ぼ一定し安定した数となっている。
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7 5 7 8 7 ■ 7 9 的 8 1 協 韓 8 4 8 6 鶴 8 7 鶴 年

図10,1975年-1988年に松田町で確認されたツパメ, コシアカツパメ,ヒ メアマツパメの巣数の変化

凡例 (●ツパメ   ○ ヨシアカツバメ  ロ ヒメアマツパメ)

コシアカッバメ

減少傾向 にある。

イワッバメ

増加 している。

ヒメアマツバ メ

1987年に巣 を初めて確認 したが,今 後 ヒメアマ ツバ メ,イ ワツバ メの巣 を利用 して

増加 してい くことが予想 される。

考  寮

1.巣 の分布と集中地域

( 1 )ッ バ メ

ツバメは,松 田町内では人と車の往来がある見通しのよい通り沿いや,JR松 田駅のよ

うに人の往来のある周囲の開けた場所を集中地域としており,人 間生活と大変よく結びつ

いている。このように人間活動の盛んな場所が集中地域となっていることは,他 の地域で

も同様である。

野鳥の中でツバメほど禁殖活動をするための営巣場所が,人 間生活と深い関わり合いを

持っている種類はない。本来は自然の中で営巣していたはずなのでこのことは大変興味深

い。

JR松 田駅の2本 のプラットホームの天丼には,59巣 (1988年)が あるが,こ れは限ら

れた範囲に巣が集中して造られている。同様な事例として,平 塚市でも牛舎に50巣を超え

るコロニーが報告されている (浜日,端 山1984)。 ツバメも環境条件が整えば,一 つの場

所に集団的に営巣することが分かる。

集中地域は1975年から1988年までの13年間に,ほ とんど変化をしていない。その原因と

しては,13年 間には集中地域の建物に多少の変化はあったであろうが,ツ パメはいろいろ
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な建物に営巣することができるため,建 物の変化に順応 して営巣してきたと考えられる。

ツバメの営巣場所の決定は,ま ず人間活動が盛んであるかどうかという要因が優先し,物

の大きな変化がなければ,多 少の変化には順応 して営巣活動をしていると考えられる。今

後,建 物の変化,人 間活動の変化について詳 しく記録 し,集 中地域との関連を明らかにし

ていきたい。

(2).コシアカツバメ

コシアカッバメの営巣する建物は,比 較的大きな2階建て以上のコンクリー ト,モ ルタ

ル建築に多く,ツ バメに比べると建物の種類が限られている。

コシアカツバメの営巣場所を決定する要因は,人 間活動より建物との関係による要因が

強いと思われる。

そのため,分 布はツバメとほぼ重なっているが,ツ バメのように連続せず,点 在する結

果となっている。

松田町のコシアカツバメは営巣条件の整った大きな建物の増加とともに増えてきたと考

えられるが,近 年の市街地 からの著 しい減少は,営 巣していた建物の建て替え等が原因

ではなく他種との関係,ま たは, コシアカツバメ自体の要因によって移動したと考えられ

る。

他種との関連については,イ ワツバメとの競合, ヒメアマツバメやスズメによる巣の占

領が考えられるが,こ のうちスズメによる巣の占領の可能性が大きいと判断される。

今後,現 在ある巣と他種との関係に注目し, コシアカツバメの減少の要因を明らかにし

ていきたい。

(3).イワツバメ

イワッバメは,コ ロニーを形成する習性がある。松田郵便局ピロティは,現 在では巣を

取 り壊 し12巣のみであるが,以 前は,大 規模なコロニーを形成 していた。松田小学校ピロ

ティは,現 在も大規模なコロニーを形成している。

郵便局と小学校は,約 100mし か離れていないが, こ の 2ヶ所に共通する特徴は,大 き

なコンクリー ト建築のピロティであることと, 酒 匂川に近いという点である。 大 内ほか

(1985)は,イ ワツバメの営巣場所の特徴は奥まったやや暗い空間の上面であるとしている

が,郵 便局と小学校のピロティもこれと同様な環境であり,特 に夏は涼しい場所である。

松田郵便局は,酒 匂川から直線で約90m,松 田小学校は直線で約160mと , サ|十のすぐ近

くに位置 している。川から近いということは,巣 材の確保と餌の確保が容易であり,大 き

なコロニーを形成するのに大変有利な環境条件をそなえていると考えることができる。

なお,松 田合同自動車ピロティは,酒 匂川から直線で約500m, 足 柄上病院は川音川から

直線で約220mの 距離にある。イワツバメの分布が拡大傾向にある中で,今 後どのような

場所に営巣 していくか,建 物の種類や地理的条件との関係を明らかにしていきたい。

イワツバメがコシアカッバメの減少と京寸照的に増加 していることから,イ ワツバメとコ

シアカッバメの競合ということが一応考えられる。しかし,か ってコシアカッバメの営巣

場所となっていたところが,イ ワツバメの営巣場所となっているのは,松 田合同自動車ピ

ロティの lヶ所のみで,コ シアカツバメが姿を消したあとは,壊 れた巣だけが廃虚のよう
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に残されている場所が多い。従ってコシアカツバメの営巣地をイワツパメが占領 して,分

布を拡大しているとは考えられない。イワツバメもコシアカツバメも比較的大きな建物を

営巣場所とすることが多いが,イ ワツバメは前述のように奥まったやや暗い空間をより好

むため,営 巣場所の全てが競合する場所とはならないと考えられる。しかし,松 田合同自

動車ピロティのように,か ってツバメ,コ シアカッバメの営巣場所であったところでも,

イワツバメの営巣場所として条件の整っている場所には,イ ワツバメが進出し,コ シアカ

ツバメより優位にたっていると考えることができる。

今後,イ ワツバメの分布が拡大していくことが予想されるが,他 種のツバメ類との関係

についても注目し明らかにしていきたい。

2.単 数の変化

1975年から1988年までの巣の数の大まかな変化をまとめてみると,ツ バメは,ほ ぼ一定

しており,コ シアカツバメは,減 少,イ ワツバメは増力口している。また, ヒメアマツバメ

が,コ シアカッバメやイワッバメの巣を利用し進出している。

神奈川県全体のツバメ類の動向については,浜 日 ・端山 (1984)の報告があり,そ れと

比較すると,松 田町内の巣の変化は,神 奈川県内の変化と同様な傾向となっている。

お わ  り  に

松田町内の調査範囲内には,ツ バメ,コ シアカツバメ,イ ワッバメ,ヒ メアマツバメの

4種 が営巣 ・繁殖 している。

今後調査方法で不備な点を改善し,継 続 して調査を続けることにより,分 布の動向を知

り,そ れぞれの種の繁栄,表 退の要因が,建 物の変化によるものか,他 種との競合関係に

よるものなのか,ま た,そ れらとは関係のない種自体の原因によるものなのかを明らかに

してゆきたいと考えている。

今日まで人間生活と最も親 しい関係を保ってきたツバメ類と,私 たち人間との将来に向

けての好ましい共存関係を探っていくための,情 報を提供することになればさいわぃであ

る。

文  献

浜口哲一 1978 神奈川県内におけるイワツバメの分布,平 塚市博物館年報

2号

1984 神奈川県内におけるツパメの繁殖分布,神 奈川自然誌資料

5号

・北川淑子 ・神戸 邑 ・関野守男 ・関野祥子 ・多田信三 ・沼里和幸

1985 神奈川県下のイワツバメのコロニーについて,平 塚市博物

館研究報告 自然と文化

浜口哲一 ・端山 昇

大内勝彦 ・唐沢良子

浜口哲一



172



資 料 編



神奈川県立自然保護センター報告6(1989)

自然保護センター野外施設の

植 物 目 録

) l l  村 優 子
車

List of Plants

in the Kanagawa Prefectural Nature Conservation Center

Yuko Kawamura

自然保護センターの野外施設は,た たら沢と呼ばれる小さな沢と,こ の沢ぞいに広がる

湿地や池,谷 戸を囲む斜面の雑木林,台 地上の樹木見本国などで構成されている。

ここに報告する植物目録は,こ の野外施設の様々な環境に生育する (植栽種も含む)高

等植物目録である。

凡  例

1.本 目録は,実 地調査 (調査期間 :1986年～1988年)に より確認 したものである。標本

の作成及び写真撮影を行なったものについては,和 名の前に次の記号を付けて表わした。

また,今 回の調査では確認できなかったが,1986年 以前の調査資料 (標本,写 真,野 帳

記録など)に 記録されている種についても,あ わせて記載 した。

|:1骨 魯;督皆1を督ををなかったが,以前の調査資料に記録されているもの。

2.配 列は, シダ植物,裸 子植物,単 子葉植物,双 子葉植物の順とし,科 の配列は基本的

にエングラーの分類に従つた。

3.各 記載は,和 名,学 名,生 育地,生 育形,及 び生活形の順に示 した。植栽種の場合は,

和名の後に K`、 と記し,原 産地の判明したもの (自生地からの移植のものについての

み)は ,こ の後に略号で表わした。
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4 .

次

5.

6.

7.

8.

9.

和名及 び学名は,神 奈川県植物誌 (神奈川県植物誌調査会編1988)に よったが,適 宜

の文献 も引用 した。

保育社)

首)

書店)

書店)

生育地 は,図 1に 示 した区域 である。

生育形 は,次 の略号で表 わ した。

1暑18:寄生

生活形は,ラ ウンキエの生活形を次の記号で表わした。

科名の前の番号は,セ ンター所蔵標本整理のための科番号である。

本目録に記載された種の総数は,139科 771種である。

1蟹図1恥1鑓
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シダ植物 ・……………………………………………・・8科35種

裸子植物 ・……………………………………………・・8科17種

刺 遜 酬

「

・

坐 ぷ =鑑 搭

田
筆
凶
辞
程
対

童やエ
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野外施設植物目録

シダ植物  PTERIDOPHYTA
3  4ヮ ヒノヽ手斗  SELASIttELLACEAE

イワヒパ K宮

5 ト クサ科 EQUISETACEAE
トクサ  K

Sefaginella tattariscina

(BCauV.)Spring

EquisetuB hyettale L.

LygOdiun japonicu日 (Thunb.)
S w .

E.arvense L.
6°ハチぢじ;ピ科  80TRYCHIACEAE
O  ナ ツノハナワラビ K宮  8 o t r y p u s  v i r g i n i a n u s ( L . )

Holub.
ternatuBフユノハナワラピ Ktt SceptridiuB

(Thunb。)とyOn

Osttunda japonica Thunb.
カニクサ (フサシダ)科  SCMIZAEACEA[

ケヤキ林

薬―見
湿生

野鳥 1

野鳥 1

たたら沢

共用林 1

常多  Ch

常多  G
2'      G

ヨ多      G

夕,      G

６

　

　

６

多

　

多

８

　

　

９

多

多

昆虫   常 多
昆虫   多

ゼンマイ科 OSHUHDACEAE
ゼンマイ

* カ ニクサ

12 ヮ ラピ科 PTERIDACEAE
クジャクシダ K宮
ワラピ

〇 オ オバノイノモトツウ
〇 イ ヌシダ

16 ォシダ科 ASPIDIACEAE
O イ ヌガンツク

ヨウヤワラピ

イノデ

〇 ア イアスカイノデ

〇 ヒ メシダ

〇 ヒ メワラピ

ミドリヒメワラビ
〇 オ クマワラピ

〇 ク マワラピ
オシダ K
ミサキカグマ
オオイタチシダ

〇 ヤ マイタチシダ

Adiantum pedatunと ,    ヶ ャキ林
Pteridiun aquilinu日 (と.)Xuhnセ ョ丘

va r,latiusculun(Desv.)Und.
ex ‖eller
Pteris cretica に.
Dennstaedtia htrsuta (sW.)

Mett.et Hiq.

Matteuccia orientalis

(H00k.)TreV.
Onoclea sensibilis L.var.
interrupta ltaxl,.
PolystichuB polyblepharuB

(Roe日.eX Кunze)Pr.
P.longifrons Kurata

Thetypteris patustris

(SatiSb.)SChOtt.
Th.torresiana (Gaud.)

Aiston var. Calvata (3ak.)
К.Iwatsukt
Th. viridifPons Tagawa
D「yOpteriS unifor口is

{Makino)Makino
D.lacera(Thunb.)0,【untze
D.crassirhizo日 a ttakal
D.chinensis (Bak.)に oldZ.
D.varia(L.)0.К untze var.

hikonensis (H.Ito)kurata
D.varia(1.)0.К untze var.

setosa tThunb.)ohwi

たたら沢

共―見

昆虫、ケ
ヤキ林
昆虫西斜
面
湿生あぜ

野鳥、昆
虫、ケヤ
キ林
クリ林
共用林
ケヤキ林
ケヤキ林
見
昆虫
ケヤキ林

ケヤキ林

多チ      Ch

場多      G

常多  Ch

常多  Ch

夕多        H

芝多       ‖

均多       H

常多  C h

常多  C h
夕多     C h

多     C h
常多  ‖

常多  ‖



〇 ペ ニシダ        D,eryth「 osora tEaF.)   共 用林 2 常 多  ‖
o.Кuntze

O オ オペニシダ      D.hOndoensis К o,dz.    野 鳥 1  常 多  出
〇 マ ルバペニシダ     D,fuscipes C,chr      共 用林 2 常 多  出
〇 シ ケシダ        LunathyriuB japontcu口    ヶ ャキ林 多    H

(Thunb.)Кurata
O ホ ソパシケシダ     L.Conttit(Franch.et savat.)野鳥 1  多    ‖

Кurata
O イ ヌワラピ       Athv「 tutt niponicuB(‖ett.)昆 虫   多    G

Hance
ゲジゲジシダ      Phe9opteris decursive―pinnata昆虫  多    Ch

(Van Hall)Fee
O ミ ゾシダ        LeptOgra口 la pozol subsp. 昆虫   多    ‖

,ollisstBa tRunze)常akatke
O ホ シダ         Cyclosorus acuBinatus   野 鳥 2  常 多  ‖

(HOutt.)常akat ex H.Ito
O ヤ プツチツ       Cyrtotttutt fortunei」 .sB. 昆 虫   常 多  Ch

22 デ ンジツウ科 ‖ARSILEACEAE
O デ ンジソウ Ktt    Harsilea quadrifoliaと . 湿 生   多    H‖

裸子植物門 GYMNOSPERMAE
31 イ チョウ科 GIHКGOACEAE

イチョウ K     Cinkoo biloba L.
32 イモカイイ斗 TAXACEAE

カヤ To「reya nucifera sieb.et
Zucc.

33 イ ヌマキ科 P000CARPAC[AE
イヌマキ K      PodOcarpus ttacrophyttus LaB.見     常 針高 HH

34 イ ヌガttt CEP‖ALOTAXACEAE
イヌガヤ        Cephalotaxus harringtonta ヶ ャキ林 常 針高 H‖

に,Кoch
35 マ ツ科 PIttACEAE

クロマツ K      PinuS thunbergti Pari.  見     常 針高 HH
アカマツ K      P.densiflora Sieb.et zucc,見     常 針高 冊
ツガ K        Tsuga sieboldti carr.  見     常 針高 H門
モミ K厚 七      Abies firBa sieb.et zucc. 野 鳥 2  常 針高 H‖

36  ラ(宮F呑斗  TAX001ACEAE
スギ K        Crypto日 eria ja,onica D.Don ケヤキ林 常 針高 出H
メタセコイア K    Hetasequola glyptostroboldesセ ヨ丘  夏 針高 ‖H

Hu et cheng
センペルセコイア K  Sequota seBpervirens Endl.本 館   常 針高 出H

37 ヒ ノキ科 CUPRESSACEAE
ヒノキ K       Chanaecyparis obtusa Steb.etヶ ャキ林 常 針高 ‖H

Zucc.
サワラ K       Ch.pisifera steb.et zucc. ヶ ャキ林 常 針高 H問
ハイビャクシン K   」 uniperus chinensis L.var.見    常 針高一低H―出

procuBbens Endi.
アスナロ K      Thujopsis dolabrata sieb.et昆 虫   常 針高 H田

Zucc.
コノテガシワ K    Blota orien〔 atis Endi.  見     常 針高 H

見    夏 高  H‖

見虫   常 針高 出H
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38 マ オウ科 EPHEDRACEAE
フタマタマオウ K  Ephedra distachva L.    薬 一

見  夏 針低 Ch

被子植物円 ANGIOSPERMAE
単子葉綱  MONOCOTYLEDONEAE

51 ガ マ科 TYPRACEAE
ネ ガ マ K        Typha latifolia L,    湿 生   多    ‖ 出
来 ヨ ガマ K       T,Orientaris Presi     湿 生   多    ‖ H
球 ヒ メガマ K      T.angustata 8o,v et Chauberdホ タル  多    出 ‖

52 ミ クリ科 SPARGANIACEAE
率 ミ クリ K       SpargantuB stoloniferu口   湿 生   多    HH

Hatti tt.
58 ォ モダカ科 ALIS‖ATACEA[

キ オ モダカ K      Sa9ittaria trifolia L.  湿 生   多    出 ‖
キ ク フイ K       S,trifolia L.var,sinensis 湿 生   多    H‖

Hakino
O ウ リカワ K      S.py。 口aea‖tq.      湿 生   多    ‖ H

Bouche
59 ト チカガミ科 ‖VDROC‖ARITACEAE             `

辛 ミ ズオオバヨ      Otteria japonica Hiq.  湿 生、水 l   Th
島

キ オ オカナダモ K狩 川  Egeria densa Planch.   水 島   多    HH
ネ ヨ カナダモ K狩 川   Elodea ttttallil(P'anch)水 島   多    ‖ H

St.John
60  "″りr拝斗  BAMBuSACEAE

モウソウチク K    Phyllosrachys pubescens  見     常 高  HH
Mazel et ‖ouz. de Leh.

クロチク K      P.nigra(Lodd。 )Hun「o   見     常 高  H
メダケ         Ple10blastus sittonil(carr.)た たら沢 常 低  H

田akat             野 鳥 2
アズマネザザ      P,Chino(Franch,et Savat.)野 馬 1、 常 低  H

Hakin0                  2

オカメザサ K     Shibataea kuttasaca(zoll.)見     常 低  N
Nakal

61 イ ネ科 GRAMIHEAE
O カ モジグサ       Agropyron tsukusiense   湿 生あぜ 多    ‖

(HOnda)Ohwi Var.transiens
(HOCk)OhWi

O ハ イコヌカグサ     AgrOstis stolonifera L. ふ れあい 多    ‖
〇 ヌ カポ         A.ciavata Trint vart nukabo 湿 生あぜ 多    ‖

(OhWi)
〇 ス ズメノチッポウ    A10pecurus aequalis sobol.湿 生あぜ 1,2  Th
O ヨ プナグサ       Arthraxon hispidus(Thunb.)湿 生あぜ l   Th

Haki no
o ト ダシパ        A「 undinetta hirta(Thunb.)湿生あぜ 多    H

C.Tanaka

カラスムギ       Avena fatua L.      畑 の縁  1,2  Th
O カ ズノヨグサ      BeCkttannta sy2igaChne   湿 生   1,2  Th

(Steud。)Fernald
O ヒ メヨバンソウ     BriZa口 inor L.      竹 見土手 l   Th



179

〇

〇

　

〇

〇

＊
＊
　

〇
〇

ヤマカモジ

イヌムギ
スズメノチャヒキ
キツネガヤ

ノガリヤス

ヤマアワ
ジュズダマ K
ハトムギ K
ギョウギシパ

カモガヤ
メヒシパ

アキメヒシパ
ヨメヒシパ

アプラススキ

ヒメイヌビエ

イヌピエ
オヒシパ

カゼクサ

ヒロハウシノケグサ

オニウシノケグサ

トボシガラ
ドジョウツナギ
ムツオレグサ
ウシノシッペイ

チガヤ

チゴザサ

サヤヌカグサ
ネズミムギ
ホソムギ
ヒメアシポソ

ササガヤ
ススキ

オギ

Brachvpodiua syivaticuB  共 用林、
(HudS)Beauv,        見 虫
Bronus catharticus Vahl. 道 路
8.japOnicus Thunb.    畑 の経
B.pauci florus(Thunb.)Hack.温生ハン

ノキ林
catanag,ostis arundinacea ヶャキ林
(L.)Rcth.Var.brachytrica  共 用林2
(steud.)HaCk.
ca.epigelos tL.)ROthぃ  た たら沢
Cotx tacry口a―jobiに,   知 の最
c.Haryuen RoBan.     素 一見
cynodon dactylon tL.)PerS.道路
Dactytis 91oBerata L.   湿 生あぜ
Digitaria citiaris(Ret2)湿 生あぜ
К9oet
D,violascens Link,    湿 生あぜ
D.tinorensisはunth)8alansa竹一見
fil.
Ecco'lopus cotulifertThunb.)野鳥2

A,CaBus

EChinochloa crus―galli
Beauv.var.praticola ohwi
t,crus―gatli Bcauv.
[leusine indica (L.)Saertn.
Eragrostis ferruoinea

(Thunb.)Beauv.
FestuCa etatior L.

F.elatio「 と.ssp.arundinacea

湿生

湿生
道路
道路

たたら沢
土手
混生あぜ

Hack.
F.parv的lUBa steud.   湿 生あぜ
Glyceria ischyroneura steud.遇巳」L
S,aquatifiora To「r.   混 生
He口arthria sibirica    湿 生
(Gandog。)Ohwi
IBperata cytiM「iCa tL.) 湿 生

Bcauv.
Isachne giobosa(Thunb.) 湿 生

o,Кtrntze
Lcersia savanuka Ohwi   湿 生
Loltutt Buitifloru口Lan. 道 路
L.perenne L.       畑 の最
Hicroste91un viBineun   湿 生

A.CanuS
‖。JapOnicu口にoidz.    共 用林
問iscanthus sinensis Anderss.野鳥2、

たたら沢
Hosaccharifio「us Bentha口  水 島   多
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Ｈ
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多

　

１

１
多

多

　

多

多

１
，

１
，

１
，多

１

１

１

１
，
　

１

１
　

多

多

〇

　

〇

〇

〇

辛

　

〇

〇

〇

〇

〇

〇

　

〇

　

〇

〇

チジミザサ

ヌカキビ
オオクサキピ
スズメノヒエ
チカラシパ

クサヨシ
ヨシ
スズメノカタピラ
ヤマミゾイチゴツナギ
ミゾイチゴツナギ
イチゴツナギ
オオイチゴツチギ
ヒエガエリ
キンエノコロ
コツプキンエノヨロ

アキノエノヨロ
エノコロ

オオアプラススキ
カニツリグサ

Optisttenus undutatifo!,us
Rce口.et schutt.
Panicutt bisuicatutt Thunb.
P.dichotoBifloruB Hichx.
Paspal口 thunber91t Кunth.
Pennisetutt alopecuroides

S,reng.
Phalaris arundinacea L.
PhragBites cc日日uniS Steud,
Poa annua と.
P.hisauchti ‖onda
P.acroleuca steud.
P.sphondylodes Trine
P,nip,onica 【o,dz.
Poly,ooon fugax Steud.
Setaria gtauca Bcauv.
S.pallide‐fusca Stapf.et

‖ubb.
S.faberi nerrBann.
S.v,Pidis Beauv.

SpodiopOgon sibiricus Trin.
Trisetu口 bifiduB (Thunb.)

Ohtti
Zizanta larifOlia Turcz.
Zoys!a japOnica Steud.

Carex lenta D.DOn

C.idzuroei FranCh.et savat.

C,」apOnica Thunb.

C.duvatiana Franch.et
C.brevicutBis R,Br.

共用林、
ケヤキ林
野島 2
湿生あぜ
湿生あぜ
湿生あぜ

水鳥
湿生
湿生あぜ
水鳥
湿生
湿生あぜ
湿生あぜ
湿生
道路
湿生あぜ

野鳥 2
野鳥 2、
湿生あぜ
野馬 2
湿生

H

Th
Th
‖
‖

H
‖‖
Th
Th
Th
H
T h
T h
T h
T h

T h
T h

H
H

H‖
‖

H

H‖

求 マ ヨモ K
O シ パ K

62 カ ヤッリグサ科
〇 ナ キリスゲ

〇 ウ マスゲ

〇 ヒ ゴクサ

〇 ケ スゲ
〇 ア オスゲ
〇 イ トアオスゲ

CYPERACEA[

湿生   多
見    多

昆虫、湿 多
生下池土手
湿生ハン 多
ノキ林
野鳥 1、 多
ケヤキ林

SaVat.野鳥 1
湿生あぜ
野鳥 1
)

湿生あぜ
湿生
湿生
湿生ハン
ノキ林

)湿生

湿生大池、1
下池
湿生あぜ 1-多
湿生   多

多
多
多
　
　
多
多
多
多
　
多

〇

〇

〇

〇

　

〇

〇

　

〇

〇

アゼスゲ
アゼナルコスゲ
ゴウソ
カワラスゲ

ヒメクグ

カワラスガナ

アゼガヤツリ
ミズガヤツリ

C.brevicutBis R.Br.va r.
filicul日iS (FranCh.et savat.
Кukenth.
C.thunbergii steud.
C,di80rphOtepis Steud.
C.口axi口owiczti Hiq.
C.inctsa Boott

Cyperus brevifolius (Rotib.
Hassk,var.lelolepts (Franch.
et savat,)T.xoyatta
Cosanguinolentus vahl.

C.giobosus All.
C.serotinus Rcttb.
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クグガヤツリ
タマガヤツリ
ウシクグ

ハマスゲ
ヨゴメガヤツリ
カヤツリグサ
チャガヤツリ
マツパイ

〇 ヒ メヒラテンツキ
(ヒメテンンツキ)

〇 ヒ デリコ
〇 テ ンツキ
〇 ヒ ンジガヤツリ

〇 ア プラガヤ
サンカクイ K

O カ ンガレイ K
フトイ K

O ホ タルイ
63  urS/春斗  PALttAE

シュロ K
トウジュロ K

64 サ トイモ科 ARACEAE
* シ ョウプ K

ネ セ キショウ K
ムサシアプミ K

O ム ラサキマムシグサ
〇 カ ントウマムシグサ

65 ウ キクサ科 LEHHACEAE
* ウ キクサ

率 ア オウキクサ
66 ホ シクサ科 [R10CAULACEAE

O ヒ ロハイヌノヒゲ

〇 ホ シクサ

67 ッ ュクサ科 COMMELIttACEAE
O ツ ユクサ
〇 ツ ポクサ

率 ヤ プミョウガ

C.CO日preSSus L.             週記」L
C.diffor口is L.      湿 生
c.orthosモachyus Franch.et   遇巨』L

savat.

:|;‖料
nlls L.           琶

玉
見

C.Bicrolria steud.    湿 生
c.aBurics MaxtB.     湿 生
Eleccharis acicularis(L。)湿 生下池

Roen.et schuit.var.longiseta
svenson
FiBbristytis aututtnalis

RooB,et schutt.
F,日iliaCea (1.)vahi
F.dichotoBa tL.)Vaht

LipOcarpha ■ icrocephala

(R.Br.)Xunth
Scirpus wichurae 80eckt「 .
Sttriqueter L.
s.triangulatus Roxb.
S.lacusiris Losspocreber

T.Кoyana
S.JunC01des Roxb.

湿生

Trachycarpus fortunet ‖endi.す己
T.wagnerianus Becc.   見

Acorus catattus L,va r.
angustatus Bess.
A.graBineus Soland.
Ari saetta ringens(Thunb.)

Schott
Ao Serratu口(Thunb.)schOtt ケヤキ林

f!li:「:8:l:ntT‖甘‖11)SCh°tt   りrfgF寿ド

Sptrodela poly「hiza(L.) 湿 生
Schleid.
LeBna paucicostata ltagetB.  ぉ臣」L
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Ｔ
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Ｔ
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逃
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高
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Ｈ
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６

６

Eriocaulon robusttus

{HaX'日.)Makino
E.steboldianutt steb.et

Zucc.コex steud.

水鳥

たたら沢
薬―見

湿生下池

浸生下池

Hl‖i!:‖ilを,t:i:甘‖:i‖:ssk.)  S巳室
Pollia Japonica Tmnb.  ヶャキ林

Ｔ

Ｔ

　

　

Ｇ

ｌ
ｌ
　
多
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ミズアオイ科
ヨナギ

PO出TEDERIAC[AE

69 イ グサ科 JUHCACEAE
O イ

〇 ク サイ
〇 タ チヨウガイゼキショウ
〇 ア オヨウガイゼキショウ

〇 ヨ ウガイゼキショウ
〇 ヌ カポシソウ

〇 ス ズメノヤリ
71 ュ リ科 HLIACEAE

ノピル
キダチロカイ K
アマナ K宮
ハナスゲ K

m ウ バユリ
スズラン K
ホウチャクソウ

* カ タクリ K城

〇 ヤ プカンゾウ

m オ オパギポウシ
イヮギポウシ K宮

キ ヤ マユリ

* ヤ プラン

* オ オバジャノヒゲ

* ジ ャノヒゲ

アマドヨロ K宮

ナルコユリ K宮
* オ モト K宮

Honochoria vaginalis

(Bur日.fil.)Presi.Var.

plantaginea(Roxb.)SOtBS― Laub.

」uncus effusus と.var.
daciptens Buchen.
」.tenuis ttilld.
J.kratteri Franch.et savat.
」.papi1losus FPanch.et

savat.

湿生

湿生

湿生あぜ
逗生下池
湿生

J.leschenau iti,Gay    湿 生
Luzuta p↓unosa E.Hever var.漫 生下池

田aCrOCarpa(Buchen.)OhWi
L.capitata(‖ iq口)Hiq。  道 路

Alliu口 Bac,ostemn Bunge  水 鳥池縁
Aloe arborescens Hill.  菜 ―見
ABana edulis‖ onda     ヶ ャキ林
Anemrrhena asphodeloides 薬 二・

見
Bunge
cardiocrinun cordatu口 出akin咲 用林 1
convaHaria Reisket Hakino 薬 一

見
DispO「un sessile Don    昆 虫
E「ythrontun JaponiCuB Decne.クリ林

野島 1
He口erocalits fuivaと,var.湿 生あぜ
kwanso Reget
Hosta Bontana F.ltaekawa     f己」R
H.longipes HatsuB.    ヶ ャキ林
Liliutt auratuB Lindl.   野 鳥 2、

たたら沢
Liriope platyphyHa Wang  昆 虫、共

eモ Tang                       炉円お本
Ophiopo9on ptaniscapus Hakai見虫、共

用林
0.JapOntcus xer.―Cawi.  見 虫、共

用林
Poly9onatu8 0dOratutt Druce  野球寺1

var.plurifioru口 Ohwi
P.fatcatutt A.Grav     野 鳥 1
Rodhea japonica Roth.et  昆虫、見

Runth
Scilla sci1lo,deS Druce  湿 生あぜ
s口Ⅲlax riparia A.DC.var. 林 機

ussu riensis ‖ara et T.【oyatta
S.china L.
Tricyrtis hir〔a Hook.

T.口acropOda Hiq.

ヨ多      ‖‖

ヨ'      H
夕'      HH
芝レ       H

ヨみ      H H

ぢ多      H

常多  ‖

ヨ多      G
常緑低 H
ヨ多      G
夏多  H

夕,      G
夕多      H
夕多      6
宮,      G

常多

常多

常多
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ヤマホトトギス

藤夏
多
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沢
共

林
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用
た
虫
林

共
た
昆
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多
　
多
冬

１
林
１
１

品
用
鳥
鳥

野
共
野
野

＊

＊

ヒガンバナ科
ヒガンパナ

A‖ARVLLIDACEAE

キツネノカミソリ
ヤマノイモ科 'ISCOREACEAE
ヤマノイモ
オニドヨロ
キクノヽドヨロ
ヒメドヨロ

イチハツ K
ニワゼキショウ

エピネ
キンラン

ササパギンラン

サギソウ K
ウチョウラン K宮

ネジパナ

LycOris radiata‖erb.  湿 生あぜ
Lo sangu inea‖axi■.    ヶ ャキ林

Dloscorea Ja,onica Thunb.林最
D.toko「o Hakino      林 巌
De septe口toba Thunb.   野 島
D.tenutpes Franchoet savat.林最

多
多路

見
通

アヤメ科 lRIDACEA[
ヒオウギ K      Beta口 canda chinensis(L.)DC.薬一見
シャガ K       I「 is japonica Tttnb口   ヶ ャキ林
ハナショウプ K    I.ensata Thunb.var.hortenst珠 島

Hakino
l.tecto「uB MaxtB.
Sisyrinchtutt atianticun

B i c k n e t i
ショウガ科 ZIttG18[RACEAE

ミョウガ K      Zingiber Blo9a(Thunb.) た たら沢
Roscoe

ラン科 O R C H I D A C E A E
シラン K       B l e t i l l a  s t r i a t a ( t h u n b . )  見

Retchb.fit.
ムギラン Ktt    ButbOphytluB incospicu口  見

HaXI日.
Catanthe discotor Lindi. 野 鳥 1
Cephatanthera fatcata       f己」R
(Thunb.)Bl.
C,longibracteata BI.

ギンラン K厚 七    C.erecta(Thunb.)81 utte
サイハイラン Ktt   Crettastra appendiculata

(D.Oon)Makino
シュンラン       CyttbidiuB 9oeringit    昆 虫、野

(Reichb.fil.)Retchb.fil. 鳥
クマガイソウ K厚 古  Cypripediu口3aponicuB Thunb.首畑
ツチアケピ       Gateota septentrionatis  ヶ ャキ林

Reichb.fil.
Habenaria radiata spreng.見 、湿生
Ponerorchis graBinifolia    、首究田

Retchb,fit.
Spiranthes sinensis(Pers.)竹一見上

Attes var,a日Oena (H.Bteberson)月「
Hara

多

多

常多

6

E

多
　
多
膚

常
　
常
多
　
多
多
　
多

双子葉綱  DICOTYLEDONEAE
古生花被亜綱 ARCHICHLAMYDEAE

91 ド クダミ科 SAURURACEAE
承 ハ ンゲショウ Ktt   Saururus chinensis(Lour.)湿 生

Batil.

多

　

多* ド クダミ ‖outtuynta cordata Thunb.   週己」L】ら茉ど
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センリョウ科
キ フ タリシズカ

* ヒ トリシズカ

CHLORAttT‖ACEAE

ヤナギ科 SALICACEAE
イヌヨリヤナギ
クロヤナギ K

〇 ヨ ゴメヤナギ
95 ヤ マモモ科 HVRICAC[AE

ヤマモモ K
96 ク ル ミ科 JUGLAHDAC[AE

O オ ニグルミ

97 カ パノキ科 BETULACEAに
アカシデ

ネ イ ヌシデ
本 ク マシデ
孝 ハ ンノキ K

ヤシャプシ K
ヒメヤシャプシ K
ケヤマハンノキ K

98  ラ〆ウト呑斗  FAGACEAE
クヌギ

ヨナラ
カシワ K
ウバメガシ K

O ク リ K

スダジイ K

chloranthus serrarus Roe口.etチく月日考11  2レ
Schu lt.
Ch.Japontcus Steb.    昆 虫   多

Satix integra Thunb.   野 島2  夏 低
S.gracttisty,a Hiq.var. 水 鳥   夏 低

netanostachys(Hakino)c.К.
Schnelder
S.serissaefolia間口ura   た たら沢

Hy「ica rubra Steb.et zucc.  ザ己

Jugtans Bandshurica Haxt口,た たら沢
subsp,sieboldiana (Hax,日.)
にitaBura

Carpinus iaxiflora(Sieb.et野 鳥 1
zucc.)BtuBe
C.tschonoskii ttax,日.   昆 虫

・

C.JapOnica B!uDe たたら沢
Alnus japonica tThu市,)Steud湿生
A.firna Sieb.ei zucc,   ヶャキ林

夏高

常高

夏高

Ｇ

　

　

Ｇ

　

　

出

出

Ｈ

　

＝

　

＝

　

　

　

　

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

Ｈ

　

＝

　

Ｈ

一
　

一

Ｈ

　

出

開

　

Ｈ

　

日

　

　

　

　

常

　

＝

Ｈ

Ｈ

＝

Ｈ

＝

　

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

Ｈ

＝

　

Ｈ

一向
　
高
高
高
高
高
高

夏
　
夏
夏
夏
夏
夏
夏

A,pendu la ttatsu日.
A.hirsuta Turcz.

Ouercus acutiss:口a
Carruthers
Ooserrata Thunb.
O.dentata Thunb.
Q.phitlyraeo,des A,Gray
castanea crenata sieb.et

zucc.
casranopsis sieboldii   見 ,ク リ 常 高
(Hakino)‖atSustBa var.  林
sieboldit ttakat
Cyclobalanopsis acuta       テ己
(Thunb.)OerSt.
Cva gtauca(Thunb.)QerSt. 昆 虫、野

鳥 1、 2
Cy.口yrsinaefolia(BLa)OerSt.野鳥
Pasanta edulis(Makino) 見

Hakino

Zelkova serrata(Thunb.) 野島 1、 夏 高
MakinO            昆 虫
Cettis sinensis Person   野鳥 1、 夏 高

2、共用林
Aphananthe aspera (Thunb.) テ己        ヨ電喜寺
Planchon

見
野鳥 1

野馬 1  夏 高

野鳥 1  夏 高
見    夏 高
見    常 高
クリ林  夏 高

アカガシ K

アラカシ

シラカシ
マテノヽシイ K

99 ニレ科 ULHACEAE
ケヤキ

エノキ

ムクノキ K

常

　

　

田

　

　

＝

Ｈ

Ｍ

　

　

Ｈ

　

　

Ｈ

＝

高
　
高
　
一向
高

常
　
常
　
常
常

Ｈ

　

　

Ｈ

　

　

＝

＝

　

　

＝

　

　

Ｍ
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アキエレ K
ハタレニレ K

100ア サ科 CANRABlDACEAE
O カ ナムグラ

カラハナソウ K
(ホップ)

101ク ワ科 HORACEAE
O ヒ メヨウゾ
〇 ヤ マグワ

イチジク K
イヌピワ K

O タ ワクサ

102イ ラクサ科 URTICAC[AE
率 ア オミズ
〇 ヨ アカソ

〇 ナ ンバンカラムシ
(カラムシ)

〇 ア オカラムシ
(クサマオ)

〇 ヤ プマオ

ネ ラ ンヨウアオイ

* カ ンアオイ K宮

107 タデ科  POとY60日ACEA[
〇 ミ ゾソバ

〇 ア キノウナギツカミ
キ ヤ ノネグサ

イシミカワ
オオミゾソノヽ

ハナタデ
イヌタデ

オオイヌタデ
シロバナサクラタデ
ポントクタデ
ママコノシリヌグイ

ヤナギタデ

UIRus parvifolia Jaquin
Ul.davidtana P,anchon var.

JapOniCa (Rehder}出akat

‖uButus japonicus sieb.et たたら沢
Zucc,
H.lupulus L.vara cordifolius見

(Hiq.)Maxi口.

Broussonetia kazinoki sieb。たたら沢
‖o「us austratis Poiret   た たら沢
Ficus carica L.     見
F.ereCta Thunb.              歩己
Fatoua vi‖ osa tThunb。)出akatたたら沢

共用林 2

Pilea ttongolica‖edd.   湿 生
BcehBeria spicata(Thunb.)た たら沢

Thunb.
B.nivea(L.)Gaud.va r.   た たら沢

tenacissi口a(Saud.)Hiq,
B.nivea{L.)Gaud.var。   た たら沢

concolor Hakino
8.japOnica tL.fil.)‖iq.Var。たたら沢
lo町ifotia tSteud.)Vanara

Persicaria thunbergit(sieb.湿生
et zucc。)‖.Gross
P.steboldit(HetSn.)ohki  浸生
Penipponensis tttakinO)  湿生

H.G「oss
P.perfotiata(L.)‖.G「oss  湿 生
P.thunbergit(Sieb.et Zucc.)湿生

H.G,oss hastatotriloba Miyabe
Pt yokusaiana{Hakino)出akaⅢケャキ林
P.longiseta(Du Bruyn)  湿 生あぜ

Ritagawa
P.lapathifolia(L.)S.F.Gray湿 生
P,Ja,Onicu日(降iSn.)‖.6「oss違 生
P.pubescens(BluBe)‖ara  ホ タル
P.senticosa(Franch.et   混 生

Savatt)‖.Gross
P . h y d , o p i p e r { L . ) S p a c h    ホタル

Ｈ

Ｈ

　

　

　

ｈ

Ｈ

Ｈ

　

　

　

　

Ｔ

　

　

Ｈ

夏高

１

　

多

見

見 夏高

105ウマノスズクサ科 ARISTOLOCHIACEAE
* オ オパウマノスズクサ  Aristolochia kaeBpferi

‖il l d
‖eterot,o,a blunei

(Duchart.)F.Haekawa
‖.nipponica (F,Hackawa)
F.常aekawa

＝

Ｈ

＝

Ｈ

出

Ｔ

低
高
高
低

夏
夏
夏
夏
１

Ｔ

Ｃ

　

　

Ｈ

　

　

＝

　

　

Ｈ

低
ｌ
夏

多

多

多

Ｈ

　

　

Ｇ

　

　

Ｇ

藤
　
多
　
多

夏
　
常
　
常

沢
　
野
２

ら

　

　

ヽ

ヽ

柱
構
融
触
融

ｈ

　

ｈ

ｈ

　

ｈ

ｈ

　

ｈ

ｈ

　

ｈ

　

ｈ

ｈ

　

ｈ

Ｔ

　

Ｔ

Ｔ

　

Ｔ

Ｔ

　

Ｔ

Ｔ

　

Ｔ

Ｇ

Ｔ

Ｔ

　

Ｔ

ｌ

　

ｌ

ｌ

　

ｌ

ｌ

　

ｌ

ｌ

　

ｌ

多

１

１

　

１

ｍ

Ｏ

　

Ｏ

Ｏ

　

＊

〇

〇

ｍ

　

Ｏ
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球 イ タドリ
ツルドクダミ K

スイノヽ
アレチギシギシ
ミズヒキ

〇 イ プキトラノオ K

ミチヤナギ
108ア カザ科 CHE問OP001ACEAE

率 ケ アリタソウ

* シ ロザ
アカザ

ReyROutria ja,ontca‖outt.湿 生あぜ
Pleuropterus側,tiflorus 薬 一見
tThunb.)TurCZa
Ruttex acetosa L. ホタル
R.congloneratus Hurr.   水 鳥
Antenoron fitifor碑(Thunb口)ヶャキ林
Roberty et Wautier
Bisttrta m30,S,F,Grav var,薬一見

3aponlca Hara
Poly9onuB avicutare L.  畑の最

Chenopodiutt aBbrosioides L,湿生
var,pubescens Makino
Ch.atbuB L.       浸 生あぜ
Choalbutt L.var.centrorubru日湿生あぜ

Hakino
Ch,serotinuB L口      畑 の最

湿生あぜ

野鳥 2

ｈ

　

　

ｈ

Ｇ

Ｇ

　

＝

＝

Ｇ

　

Ｈ

　

Ｔ

　

Ｔ

多
多
　
多
多
多
　
多

　

１
　

１

〇

〇

率

Ｔ

Ｔ

　

　

Ｔ

　

　

Ｔ

　

　

Ｈ

　

　

Ｈ

　

　

Ｇ

　

　

Ｔ

ｌ
ｌ
　
ｌ
　
ｌ
　
多

　
多

　
多

　
１

０
９

本

０

多

２
１
，

　
１
，

２
多
多

ネ
ー

率
３

４

０
０

０

０

０
０
０

ヨアカザ
ヒユ科 AHARAttT‖ACEAE
ホソアオゲイトウ    ABaranthus hybridus L.var.湿 生あぜ

patutus tBert01.)Thell.
〇 イ ノヨズチ Achyranthes japonica(Hiq,)たたら沢

Nakat
O ヒ ナタイノコズチ    A.fauriet Lev.et van.

110ヤ マゴポウ科 PHYTOLACCACEAE
ヤマゴポウ Phvtotacca escutenta ‖ outte

ツルナ科 AlZOACEAE
ザクロツウ       Ho!tu9o pentaphvlla L.  ク リ林

スペ リヒユ科 PORTULACACEAE
スペ リヒユ      POrtulaca ol● racea L.  ク リ林

ナデシヨ科 CARYOPHVLLACEAE
ツメタサ        Sagina 3aponica ohwi    道 路
ノミノツズリ      Arenaria serpytlifolia L.湿 生

var.tenuio「 Hertens et Кoch
ミミナグサ       CerastiuB holosieo,des Friぃ 湿生
オランダミミナグサ   C.glo日 eratutt Thuittier   湿生
ノミノフスマ      Stetiaria atstne Cri口 ,va r.湿生あぜ

undu lata(Thunb.)ohwi
ヨハヨベ (ハコヘ )  S。 日ed ia{L.)Vill.    ク リ林
ミドリハヨペ      S。 日edia tL。)Vill,Var.proceraクリ林
ウシハヨペ       S.aquatica(L.)Scop.   ク リ林
カワラナデシヨ     Otanthus superbus L.var. 水 鳥

longicatycinus(HaxtB.)
い11!ta口s

サポンソウ K     Sa,Onaria officinalis L. 薬 一見
スイレン科 HYHPHAEACEAE

ヨウホネ K      ttuphar japontcuB DC.   湿 生大池
スイレン K      Nuphar sp.         水 島

マツttt  CERATOP‖VLLACEAE
マツモ         Ceratophyttutt dettersuB L.湿 生大池

l      Th

l      Th
l,2     Th

多

　

多

多

　

多

５

辛

キ

６



187

９

章

　

０

十

118フサザクラ科 EUPTELEACEAE
フサザクラ K    [uptetea polyandra sieb.et

Zucc.
CERCIDIPHVLLACEAE
K         Cercidi phyltu口japonicu口

steb.et zucc.
キンポウゲ科 RANUNCULACEAE
ヤマトリカプト Aconitun 」apOnicutt Thunb.

var.口ontanutt Hakai
* ニ リンツウ Ktt    Ane日 One flaccida Fr.Sch口.
* キ クザキイチゲ Ktt  A.pseudo―attatca Hara
* ミ スミツウ K宮 、新  A,hepatica L,var,3aponica

(Hakai)Ohwi f,Variegata
(Makino)‖a ra

イチリンソウ K厚 古  A,ntkoensts HaxiB.
アズマイチゲ Ktt   A.raddeana Reget

* イ ヌショウマ      Citticifuga 3aponica(Thunb.
Spreng.

〇 サ ラシナショウマ    C.S ittpt ex博orBsk.

ThalictruB ttinus var,
hypoteucun (steb.et zucc.)
M i q .

Coptis JapOniCa (Thunb.)
Makino
Putsatilla cernua (Thunb.)

Spreng.
Ranunculus silerifolius
Lev.

〇 ケ キッネノボタン    R.Cantoniensis DC.
* タ ガラシ       R.SCeleratus L.

ヨボタンズル      CleRatiS aptifolia DC.var.
biternata Makino

ハンショウズル     C.JapOnica Thunb.
ネ ク サポタン       C.Stans Sieb.et Zucc。
米 セ ンニンソウ      C,terniflora DC.

シャクヤク K     Paeonia albifiora Pall.ft
hortensis Makinc

ボタン K       P,suffruticosa Andr.
m ト ウゴクサパノオ    IsOpyrutt trachysperttuB Max,

121ア ケピ科 LARDIZABALACEAE
アケピ        Akebia quinata(Thunb.)

Decaisne
*  ミ ツパアケビ      A .〔 ri  f o l i a t a ( T h u n b . )

lto ldzu口1
122メ ギ科 8[RBERIDACEAE

*  ナ ンテン                Nandina doBestica Thunb.
* ヒ イラギナンテン K  HahOnia 3a,onica DC.

カツラ科
カツラ

〇 ア キカラマツ

オウレン K

オキナグサ K宮

* キ ツネノポタン

ケヤキ林 夏 高

湿生   夏 高

ホタル

ケヤキ林
ケヤキ林
昆虫、ケ
ヤキ林

野鳥 1
ケヤキ林
)ケヤキ林

ホタル、 多
ケヤキ林は)
ケヤキ林 多

薬一見  常 多

見    多

湿生   多

湿生
湿生
林縁

林縁
ケヤキ林
林縁
薬―

見

薬一見  夏 低
ケヤキ林 多

林縁   夏 藤

林縁   夏 藤

共用林2 常 低
見    常 低

多

多

多

Ｇ

　

Ｇ

Ｇ

Ｈ

多

　

多

多

多

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

　

Ｈ

　

＝

＝

Ｔ

Ｎ

　

Ｎ

Ｎ

Ｇ

Ｇ

２
藤
　
藤
低

多
１
，夏

　
夏
夏
多
多

門

Ｈ

　

　

Ｍ

　

　

Ｍ
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率 イ カリツウ K厚 及   EpiBediu口 9randifioruB   ヶ ャキ林 多    G
Horren var.thunbergianuB

(Miq。)Nakai
123ッ ズラフジ科 HEN ISPERHACEAE

アオツズラフジ    00CCutus trilobus DC.   林 縁   夏 藤  N
オオツズラフジ K  Si no日 entun acutuB Rehd.et  薬 一見  夏 藤  N

Wils.
124モ クレン科 出AGHOLIACEAE

ピナンカズラ      К adsura japonica(Thunb.)野 鳥 2  常 藤  問
Dunal

ユ リノキ K      Liriodendron tutipifera L.見     夏 高  ‖ H       V
求 ホ オノキ        Hagnolia obovata Thunb. 野 鳥 1  夏 高  H‖
* ヨ プシ         H.kObus DC.        野 島 1  夏 高  H常
率 タ イサンポク K    ‖ .grandiflora L.     見     常 高  MH       内

シキミ         IlliCiun anisatuB L.   ケ ヤキ林 常 高  H
野島 1は )

125ク スノキ科 LAURACEAE
* ク ロモジ        Lindera uBbellata Thunb. 昆 虫   夏 低  H― H
米 ダ ンヨウバイ      L.obtustloba Blutte     野 鳥 1  夏 低一高‖
* ヤ マヨウバシ      L.giauca(Sieb.lt Zucc.) 野 馬 1  夏 低  問

B t utte
O ア プラチャン      L.praecox(Sieb.et Zucc.)野 鳥 1  夏 低一高N―M

Bl utte

ゲッケイジュ K    Laurus nobilis L.     見     常 高  ‖ H

タプノキ K      Machilus thunbergtt Sieb.etヶ ャキ林 常 高  H‖
Zucc.

クスノキ K      Cinna日 0日utt Cattphora(L.) 見    常 高  ‖ ‖
Prest

シロダモ        Neolitsea sericea(BI.)  野 鳥 1  常 高  M‖
Xoldz.

126 ウ′Sン呑斗  PAPAVERACEAE
率 タ ケニグサ       Macteaga cordata(Wi Hd.)湿 生あぜ 多    H

R . B r .
率 ヤ マプキソウ Ktt   ChelidOntutt japonicun Thunb.ヶ ャキ林 多    G
求 ム ラサキケマン     COrydalis incisa(Thunb.)ケ ヤキ林 2   Th      “

Pers.
m  ミ ヤマキケマン     C a  p a l l i d a ( T h u n b . ) P e r S , V a r .ヶャキ林  2   T h

tenuis Vatabe

ヤマエンゴサク Ktt  C.lineariloba Sieb.et Zucc.ヶ ャキ林 多    G       い
ジロポウエンゴサク KttCedeCuttbens(Thunb。)PerS. ケ ヤキ林 多    G

123ア プラナ科 CRUCIFERAE
O イ ヌガラシ       Rorippa indica(L.)Hochr.湿 生あぜ  l   Th
O ナ ズナ         Capsella bursapastoris   湿 生あぜ 1,2  Th

Hedicus
率 オ オナズナ       C.bursapastoris‖ edicus  水 鳥   1,2  Th

var.pinnata Makino
O ヤ マハタザオ      Arabis hirsuta{L.)Scop. ケ ヤキ林 多    H

ssp.nt pponica(Franch.)
Кi tattura

O オ オパタネツケバナ   Cardattine scutata Thunb. ヶャキ林 多    ‖
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湿生あぜC.flexuosa with.〇 タ ネツケバナ
Cttanakae Franch.et savat.ヶャキ林辛 マ ルバヨンロンソウ
wasabia renuis(Hiq.)HatSu日,ケヤキ林ネ ユ リワサピ

131ペ ンケイソウ科 CRASSULACEAE
Sedutt butbiferuB Hakino     】宣浮告〇 コ モチマンネン

PITTOSPORAC[AE132ト ベラ科
         PittOspO「 utt tobira tThunb。)見Kトベラ

Ｔ

Ｈ

Ｈ

　

Ｔ

　

Ｈ

２
　
　
　
　
　
高

１
，多

多
　
２
　
常

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

＝

＝

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

常

　

　

肘

Ｈ

低
　
低
高

夏
　
夏
常

見
　
見
見
　
見

４

０
　
０

率
　

率
５

＊

３

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

３

３

０
　

０

＊
率

ユキノシタ科
アカショウマ

シナマンサク K
ノヽ:テ斉斗  ROSACEAE

コゴメウツギ

シモツケ
ヨデマリ K
ユキヤナギ K

A i t .
SAXIFRASAC[A[

辞汗
H tt thunb研ぃ:ぃにh)たたら沢多

〇

　

〇

〇

　

＊

率

〇

〇

　

〇

マンサク科 出AHAMELIDACEA[
K      Corylopsis pauciflora sieb.ヒュウガミズキ

et Zucc.
Cospicata Sieb.et zucc,トサ ミズキ K
DistyliuB race80SuB Sieb.etイスノキ K

zucc.
HattaBet is 口ollis 01iv.

i景をi::!|‖;ltl°‖lif11・Var・    ケfq予考ゃ

‖t‖!litiltitilキ常llil;|llkin。 を1:!:子:
z‖:はiZia crenata sieb.et     梁|:'iriR
Doscabra Thunb。      た たら沢

lili「litl:景uSi:li:i口;usiとb。, ,3ヤ
L】bい

ex Lindl.et Paxton

s」||138gea sCandens(L.fil.)ヶャキ林
H.involucrata steb.    た たら沢

01と,i〔:0‖l常||: Ser,nge var.  テ己
Ho Serrata(Thunb.)seringe 見

fli景:|:8i3ilTせ‖]1占li:ringe   歩己

zli:|!anandra incisa (Thunb.),こ
,こどう」R

Spiraea japonica L.fil. たたら沢

Si:R‖キ‖813‖liSitil:i zucc.  f:

チダケサシ
タコノアシ
ユキノシタ K
ハルユキノシタ K宮
ダイモンジソウ K宮

ネコノメソウ

ヤマネコノメソウ
イワポタン

ウツギ

マルバウッギ
ヒメウツギ K宮
バイカウツギ K

ガクウツギ K宮

タマアジサイ
アジサイ K

ヤマアジサイ K
アマチャ K

A.日iCrOphytla Кnoll 湿生あぜ
Pentho「uB chinense Purssh   迅巨」L
Saxifraga sto10ntFera Curti環一見
Senipponica Hakino ケヤキ林

低
　
低
低
低
　
低
　
低
低
　
低
低

多
多
多
多
多
　
多
　
多
多
　
夏
　
夏
夏
夏
　
夏
　
夏
夏
　
夏
夏

夏低―高‖

夏低  出

低
低
低

夏
夏
夏
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タチバナモドキ K

ナナカマド K
カナメモチ K

レッドロピン K

ウシヨロシ
シャリンノヽイ K

ポケ K

クサポケ

カリン K

ヤマプキ

シロヤマプキ K
クサイチゴ
モミジイチゴ

ニガイチゴ
ナワシロイチゴ
キジムシロ

ミツパツチグリ
オヘピイチゴ

ヘピイチゴ

ヤプヘピイチゴ
キンミズヒキ
ワレモコウ
ノイノヽラ
アズマイバラ
ウメ K
ヤマザクラ
オオシマザクラ K

マメザクラ
チョウジザクラ K宮

イヌザクラ
ウワミズザクラ

Pyracantha angustifolia
Schnetd.
So「bts coBtttXta ‖edlund
Photinta giabra (Thunb.)

HaxtB台
Photinia spt

Pourthiaea vi1losa Decne.
RaphiOlepis uBbellata

(Thunb.)Hakino var.日ertensti
Sieb.et Zucc.
ChaenoBeles iagenaria

(Loi sel)KoidZ.
Ch.japonica Lindl.

Pseudocydonia s`nensi s
Schneld.
lterria japonica (Thunb,)DC.

Rhodotypos scandens Makino
Rubus hirsutus Thunb.
R.palnatus Thunb.var.

cOptOphyltus A,Gray
R.lBicrophyllus L.fil.
R.parvifolius L.
Potentilla fragaricides L.

var.najo「 MaxtB.
P`freyniana 8orn門.
P.sundaica (Bl.)0.Xuntze

va r.robusta (Franch.et sav.)
Кitagawa
Duchesnea chrysantha (Zoll

et Ho「r)Miq.

見    常 低

見    常 高

昆虫   夏 低
見    夏 低

見    夏 低

クリ林の 夏 低
土手
見    夏 高

昆虫、た 夏 低
た,ら沢
見 ｀  夏 低
昆虫   夏 低
昆虫   夏 低

野烏 2
野鳥 2
野鳥 2

クリ林
湿生あぜ

共用林 1 夏 高
ふれあい 夏 高

昆虫   夏 高
ケヤキ林 夏 高
野鳥 1

高
高

夏
常

見

見

Ｈ

Ｈ

　

Ｈ

＝

　

Ｈ

　

Ｈ

田

Ｍ

Ｍ

　

　

　

Ｍ

Ｈ

　

＝

Ｈ

Ｈ

　

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｎ

Ｎ

Ｍ

Ｍ

Ｍ

　

　

　

Ｍ

Ｍ

　

Ｍ

Ｍ

＊
＊
　

ネ
率
率
　

率
〇

〇

　

率

率

＊

率

低
低

夏
夏
多
　
多
多

湿生あぜ 多

D,indica(Andr.)Fccke   湿 生あぜ
AgriBonia pilosa Ledeb.  ヶャキ林
Sanguisorba officinalisと,湿 生
Rosa multiflora Thunb.  林 縁
R.luciae Franchtet Rochebr.たたら沢
Prunus mume Sieb.et zucc`   ザ己
P.3amazakura Sieb.    野 鳥 1
P.lannesiana(carriera)  ヶ ャキ林

Wilson var.speciposa(Koidz,)
ltak i nc
P.incisa Thunb.
P,apetala (Steb.et zucc.)

Franch,et Savat.
P,buergeriana Hiq.

P.gravana Maxl日.

低
低
低
高
高

多
多
多
夏
夏
夏
夏
夏

ネ

〇

　

＊
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136マ メ科 LEStHI常OSAE
O ネ ムノキ
率 エ ビスグサ K

ジャケツイバラ K宮

O ク ララ

エンジュ K
イヌエンジュ K

Albizzia julibrissin Durazz.昆虫
Cassia obtusif。,ta L.  薬 一見
Caesalpinia decapetata   野鳥 1
(Roth)Aist.var.japonica Ohash
Sophora ftavescens Ai〔on
var.an9ustifolla tSteb.et
Zucc.)Ritaoawa
S.JapOn3Ca L.
Haackta anurens,s Rupr.et

MaXl日.Va r.buergeri (Haxl日.)
Schnetd.
TrifoliuB repens L.
Lotus cornicutatus L.var.

japonicus Re3et
lndi9ofera pseudo―tincloria

野鳥 2

常

Ｈ

ｈ

Ｈ

Ｔ

Ｈ

低
高
夏
藤

夏
十
夏

Ｈ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

高
高

夏
夏

見

見

シロツメクサ
ミヤヨグサ

コマツチギ

フジ

ゲンゲ (レンゲ)
ハリエンジュ K
ヌスピトハギ
ヤマハギ
マルバハギ
キハギ
ネヨハギ

メドハギ

ヤハズソウ

スズメノエンドウ
カスマグサ
ヤハズエンドウ

オオパクサフジ

ツルフジパカマ

ツルマメ
ホド
トキリマメ

ノササゲ

ヤプマメ

クズ

v i c t a  h i r s u t a ( L . ) S , F . G r a y
V.tetraspertta (L.)Schreb
V.angustifolta L.var.

segetaris (Thuitt.)КoCh.
V.pseudo―o「obus Fisch.et

出ey.
V.aBoena Fisch,var.tanata
Franch.et Savai.
Gtyc,ne so3a Steb.et zucc.
Ap10s fortunei Haxl■.
Rhynchosia acuttinatifotta

Hakino
Duttasta truncata sieb.et

Zucc.
Attphicarpaca edgeworthti
Benth.var.japOnica otiv.

湿生あぜ
道路

湿生あぜ

湿生あぜ
見
ケヤキ林
共用林 1
たたら沢
たたら沢
竹一見

クリ林
湿生あぜ
運生あぜ

林緑

林縁

湿生あぜ
野鳥2
林縁、湿
生あぜ
林縁

林最

2    Th
夏高  H‖
ヨ'      tt
夏低  田
多一夏低‖―常
夏低  門
ヨレ      ‖

門

＝

Ｈ

　

　

出

　

　

田

低
　
藤

多
多
　
夏
　
夏辛

　

〇

　

辛

〇

〇

〇

HatsuB.
Histaria floribunda t日11ld.)林最
DC.
AStragalus sinicus L,
Robinla pseud。―acacta L.
Des,odiuB oxyphyltuB DC.
Lespedeza bicolo「 Turcz.
L.cyrtobotrya tttq.
L.buerOeri Hiq.
L.pi10sa tThunb.)Sieb,et

Zucc.
L.cuneata(Du Hont.d.cours.)湿生あぜ

G.Don
Кu口口ero申ta striata(Thunb.)漫生あぜ

Schindl.
〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

本

〇

〇

多
　
１
　
１
，
２
１
，　

多
　
多

　
１
多
多
　
多

1

夏藤

H

Th

Th

H

Ｔ

Ｔ

Ｔ

　

Ｓ

　

Ｇ

　

Ｔ

Ｇ

Ｇ

　

＝

Pueraria lobata(Hitid.)Ohwi林禄
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137フ ウロソウ科 GERAN IACEAE
率 ゲ ンノショウヨ     Gerantutt nepatense Sweet  湿 生あぜ 多    ‖

var.thunberg ti (Steb.et
zucc.)Rudo

138カ タバミ科 OXALIDACEAE
O カ タバミ        OXalis cornicutata L.  道 路   多    ‖

141ミ カン科 RUTACEAE
サンショウ       XanthoxytuB piperitu口 (L.)ケ ヤキ林 夏 低  出

DC.            野 品 2
イヌザンショウ     Fagara Bantchurica(A.Benn.)ヶ ャキ林 夏 低  常

‖onda
率 ゴ シュユ K      Evodia rutaecarpa{Jussieu)薬 一見  夏 高  H

Benth.
求 ヨ クサギ        Orixa ja,onica Thunb.   ヶ ャキ林 夏 低  H
率 マ ツカゼソウ      8oenninghausenia japonica ケヤキ林 多   G

Nakai
キハダ K       Phe1lodendron anurense Rupr.昆 虫   夏 高  ‖ H
ユズ K        Cirtus JunoS Sieb.ex Hiq.見     常 高  H
ナツミカン K     C,natsudaidal Hayata    見     常 高  H
キンカン K      Fortunetta japonica Swingle見    常 低  問

var.Bargarita Hakino

ミヤマシキミ K厚 七  Skittnia japonica Thunb. 野 鳥 2  常 低  出
142ニ ガキ科 SIMAROUBACEAE

ニガキ         PiCrasna quassloldes(Dl Don)昆 虫   夏 高  出 ‖
Benn.

143セ ンダン科 ‖ELIACEAE
センダン K      Melia azedarach L.    見    夏 高  M

144 ヒメハギ科  POLYGALACEAE
ヒメハギ        P01ygala JaponiCa Houtt. 竹 見   多    ‖

145ユ ズリハ科 DAP‖HIPHVLLACEAE
ユズリハ K      Daphntphyllun nacropodun  見     常 高  M‖

‖iq.
ヒメユズリハ K    D.teijs,anii Zoll.    見     常 高  MM

146ト ウダイグサ科 EUPHORBIACEA[
〇 エ ノキグサ       Acatypha australis L.   道 路   l   Th

トウダイグサ      [uphorbia helioscopia L. た たら沢 2   Th
O タ カ トウダイ      E.pekinensis Rupr.var.onceiた たら沢 多    G

(Franch.et Savat.)Hakino
ノウルシ        E . a d e n o c h l o r a‖ or r e n  e t   た たら沢 多    G

Decne
o ニ シキソウ       E.huBifusa ttild.var.   道 路   l   Th

pseudochanaesyce tFish.,Hey.,
et LalleB口)‖urata

率 ア カメガシワ      Matiotusゴ aponiCus(Thunb.)昆 虫   夏 高  MH
‖ueti.Arg.

147ッ ゲ科 BUXACEAE
フッキソウ K     Pachysandra ter口 inatis sieb.見    常 低  Ch

et Zucc.
ヒメツゲ K      Buxus口 icrophyHa Sieb.et 見    常 低  Ch

Zucc,



150ウルシ科 ARACARDIACEAE
ヌルデ

〇 ヤ マハゼ
151モチノキ科 AOUIFOLIACtA[

モチノキ K      lleX inteora Thunb.
クロガネモチ K    l.「 Otunda Thunb.
タラヨウ K      I.latifolla Thunb.
イヌツゲ K      I.crenata Thunb.
ウメモドキ K     I.serrata Thunb.

152ニシキギ科 CELASTRACEAE
O  タ`リノヽウト                Euony日出S OXyphytlus Hiq.

マコLミ                 E.steboldianus BlはBe
O コ マユミ       [.alatus tThunb。 )steb.f.

ciliato―dentatus (Frnch.et
Savat。)H ivatta
E.alatus(Thunb.)Sieb.  昆 虫
E.japontcus Thunb.          テ己
E.fOrtunet(Turcz。)    た たら沢

‖andel―Hazzetti var.radican3

(Sieb.ex Hiq。)Render
Cetastrus orbiculatus Thunb.林縁

STAP‖VLEACEAE
Staphytea buBalda DC    た たら沢
EusCaphis jap6niCa(Thunb.)野お1

1tani tz.
154カ エデ科 ACERACEAE

イタヤカエデ      Acer ttono Haxi日 .     昆 虫
エンヨウカエデ     A.日 OnO Maxi口.var.m「Boratu口昆虫

イロハカエデ
(HiCh01Sc)‖ara
A,pat口atuB Thunb. ケヤキ林

トウカエデ K     A.buergerianu口 出iq.   見
ノムラカエデ K    A.a80enun carrecv,Sanguineu口見

155トチノキ科 ‖IP'OCASTANACEAE
トチノキ K AesCulus turbina[a Btune    テ己

156ム クロジ科 SAPIHDACEAE
ムク[コジ K        Sapindus Bukurossi caertn,

158ッ リフネツウ科 BALSAttlttACEAE
O ツ リフネツウ      I口 patiens textori Hiq.

159ク ロウメモドキ科 R‖A‖ACEAE
* ク マヤナギ       Berchettia raceBosa sieb.et

Zucc.
Zizyphus jujuba Hill.va r.
iner口is tBunge)Rehd.
Z.ju3uba Hiti.
‖ovenia dutcis Thunb.

Vitis thunbergii steb.et  たたら沢
zucc.

RhuS javanica L.Var.   ヶャキ林
roxburghit (DC)Rehd.et ‖its.
R.syivestris sieb.et Zucc.見虫

賄
　
賄
　
柄
縮
縮
柄
瓢紅

　
能
彬
彬

　ヽ
用
用
用

見
見
見
見
見
　
土
盆
釜
〈
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冊

　

ＨＨ

　

＝

＝

附

Ｈ

出

　

Ｈ

＝

出

附

柵

　

冊

冊

出

　

Ｈ Ｈ

　

＝

　

Ｔ ｈ

　

Ｈ

　

Ｈ

　

出

＝

　

Ｈ

　

Ｈ

賄
賄
　
頭
邸
数
　
郵
　
覇
　
・　
数
　
賄
　
班
賄
　
頭
　
頭

高
高
低

夏
夏
夏

ニシキギ
マサキ K
ツルマサキ

* ツ ルウメモドキ
153ミ ツパウツギ科

ミツパウツギ
ゴンズイ

* ナ ツメ K

サネプトナツメ K
* ケ ンポナシ K

160プ ドウ科 VITACEAE
本 エ ピズル

〇 サ ンカクズル

出
出
＝

低
低
藤

夏
常
常

Ｈ
　
　
出
出

臨
　
低
低

夏
　
夏
夏

見

たたら沢

野島 1、
たたら沢
薬一見

薬一見
見

V.ftexucsa Thunb. たたら沢
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ツタ

ヤブガラシ

率 ノ プドウ

Parthenocissus tricuspidata 布ゃぉ段      ヨE田確    H
(Silb.et Zucc.)Ptanch.
cayratia japonica{Thunb.)林経   多    G

Gagnep.
ABpelopsis brevipeduncutata林経   夏 藤  ‖

Trautv.var.heterophylta

(Siebeet Zucc。)Hara
163ア ォイ科 ‖ALVACEAE
O ゼ ニパアォイ      MalVa negiecta ttalt「 .  畑 の最  l   Th

164ア ォギリ科 STERCULIACEAE
率 ア オギリ K      Fir口 iana ptatanifOtia   見     夏 高  H‖

(Lafil.)Schott et Endiicher
165マ タタピ科 ACTIttIDIAC[At

サルナシ        Actinidia arguta(Steb.et た たら沢 夏 藤  ‖
Zucct)Piatth.ex Hiq.

166 サ′′ヽJF汗斗  THEACEAE
チャ          canellia sinensis(L.)  ケ ヤキ林 常 低  情

o.Кuntze
ホ ヤ プッパキ       C.ゴ apOnica L.       ケ ヤキ林 常 高  HH
率 サ ザンカ K      CoSasanqua Thunb.     見

・
  常 高  H

辛 カ ンツパキ K     C,SaSanqua Thunb,va r.  見     常 低  常
fujikoana Makino

ネ ナ ツツパキ K     SteWartia pS9udocanetlia  見     夏 高  HH
HaX38.

ネ ヒ メシャラ K     SteWartia 80nadetpha sieb.et見     夏 高  ‖ ‖
Zucc.

モッヨク K      TernstrooBta gy口 nanthera  見     常 高  MH
(‖right et Arn。)Bedd.

サカキ K       Clevera japonica Thunb. 見     常 高  H
ヒサカキ K      Eurya japonica Thunb.  見     常 高  H
ハマヒサカキ K    E.eBarginata Hakino    見     常 低  陪

167ォ トギリツウ科 HYP[RICACEAE
* キ ンシバイ K     Hypericutt patulu8 Thunb. 見     夏 低  N

オトギリソウ      H,erectu口 Thunb.     湿 生   多    H
O ヨ ケオトギリ      Sarothra laxu日 (B lutte)  湿生   1-多   H

l             Y.Кi口u ra
168ミゾハヨペ科 ELATINACEAE
O ミ ゾハヨペ       Elatine triandra Schk.  湿 生   l   Th

169ス ミレ科 V10LACEAE
O タ チツポスミレ     ViOla grypoceras A.Grav  野 鳥2  多    H
O ア オイスミレ      V.hOndoensis情 .Becker eモ  野 鳥 1  多    ‖

H.Bolss.

ケマルバスミレ Ktt  V.kei Sket田iq,f.okuboi   ふれあい 多    H
(Makino)F.Maekawa

ノジスミレ       V.vedoensis Hakino     ふ れあい 多    H
アカネスミレ      V.phalacrocarpa Haxin.  野 鳥1  多    H
エイザンスミレ Ktt  V.eiZanensis Makino    ふ れあい 多    ‖
スミレ         V.田 andShurica常.Becker   野 鳥2  多    H

O ナ ガパノスミレサイシン V.biSetti MaxtB.     野 鳥2  多    H
章 ヨ スミレ        V.japOnica Langsd.    野 鳥2  多    ‖
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科
リ

リ
ギ
科

シ

ギ
イ

シ
プ

イ
イ
プ

キ

イ
　
キ

ー

　

２

本

FLACOURTIACEAE
K       I d e s i a , o l y c a r p a  H a x 1 8 .  見

STAC‖YURACEAE
Stachyurus praecox sieb.et たたら沢

Zucc.

見

173ジ ンチ ョウゲ科 THVHE LAEACEAE
Daphne odora Thunb.          堅

予済も1

ジンチ ョウゲ K
D.pseudo―nezereu口 A,Grav

Elaeagnus 91abra Thunb. 共用林 2

オニシパリ

                     野 鳥 2

174グ ミ科 E LAEAttACEAE
ツルグミ

        E,日 uitiflora Thunb.

lnO   湿 生

〇 ナ ツグミ

                      湿 生

LYTHRACEAE175ミ ソハギ科
        Lythrutt anceps Hakl Roxb.

Bania ttuttifiora    見
〇  ミソハギ                AB3erstr。

0日ta indica L.
〇 ヒ メミソハギ

La             湿

生

K

ilobiuB pyrricholophu日

サルスペ リ
177ア カバナ科 OHAGRACEAE

Epnchoet Savat.      湿

生

〇 ア カバナ

              Haussknies HaxtB.湿

生

FralBIJrense
E.3wigia epilobloll.et zucc.メ

こメこJあ」R
O ケ ゴンアカバナ

llis Si引

    た たら沢

~            Lulcaca 日

Obiennis L,

*  チ ョウジタァ
Ci;。

thera l
O  ミ ズタマツウ

Oelメマツヨイ
180ウ ヨギ科 ARAとIACEA[

夏高

夏低

ＨＨ

　

出

　

　

出

出

　

出

＝

　

柵

Ｔ ｈ

Ｈ

　

冊

　

＝

Ｔ ｈ

＝

Ｔ ｈ

純
瓢
　
緩
覇
　
多
１
賄
　
多
　
多
１
多
２

ヤッデ K

承 キ ズタ
〇 オ カウコギ

* ハ リギリ

181セ リ科 APIACEA[
〇 チ ドメグサ

オオチドメ

ウマノミツパ
〇 オ ヤブジラミ

アシタパ K
ニホントウキ K
ノダケ

〇 カ ノツメソウ

〇 ミ ツバ
* ミ シマサイヨ K

Fatsia ja,onica (Thunb。)
Decne.et P,anchi
Hedera rhoBbea (Miq.)Bean
Acantho,anax JaponlCS
Franch. et Savat,
Kalopanax ptctus (Thunb.)

出aka:
野島、共
用林 1
たたら沢
たたら沢
見

‖ydroco〔yle sibtho,pioides 湿生あぜ
LaB.
‖.raniflora Max,日.    湿 生あぜ

木道入日
Sanicuta chinensis Bunge  ヶ ャキ林
Torilis scabra(Thunb.)DC.た たら沢
Angetica keiskei xoidz. 薬 一見
A.acutiloba Кitagawa   薬 ―見
A.decursiva(Miq.)Franch.etた たら沢

Savat.
SpuriopinpineHa ca!yci na た たら沢
(MaXl日.)Кitagawa      昆 虫
Cryptotaenia japonica‖assk.ヶャキ林
Bupleurun fatcatu口L.var.薬 一見

kO日arOWi Xoso‐Polj.

ウド              Aralia cordata Thunb.
タラノキ        A . e l a t a ( H i q . ) s e e口 an n

*  カ クレミノ K     D e n d r o p a n a x  t r i f i d u s
(Thunb,)Makino

＝

　

　

　

　

Ｍ

　
　

　

　
　

　

Ｈ

出

　

Ｈ

Ｎ

　

Ｍ

　

Ｇ

肘

Ｈ

低
　
藤
低
　
高
　
　
低
高

常
　
常
夏
　
夏
　
多
夏
常

虫
　
虫
虫

昆
　
昆
昆

＝

Ｔ

Ｈ

Ｈ

Ｇ

　

＝

　

＝

Ｈ

多
　
多
　
多

２
多
多
多
　
多
　
多
多

‖

Ch
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セントウソウ

ウイキョウ K
セリ
センキュウ K

求 ミ ズキ
ヤマポウシ

キ ハ ナイカダ

率 ア オキ
185ザクロ科 PUttICACEAE

ザタロ K

アセピ K
ネジキ K

Chattacte decunbens(Thunb.)ヶ ャキ林
‖akino
Faenicutu口vulgare Hili. 見
Oenanthe 3avanica(BtuBe)DC.湿生
Ligusticu口officinate   見

【itagawa

C.controversa ‖ettst ey
Benthe口idia japonica tsieb.

et Zucc.)Hara
‖elttingia japonica(Thunb.)たたら沢
F.G. D i e t r
Aucuba tapon`Ca Thunb.      振己JR

Puntca granatuB L.          歩己

多

　
１
，多

〇
　

辛
〇
〇
　
２

率

８

Ｍ

　

　

Ｈ

Ｈ

Ｍ

　

　

Ｍ

Ｈ

　

　

Ｎ

　

　

Ｎ

　

　

Ｎ

Ｃ

　

Ｃ

　

＝

Ｈ

Ｈ

低
　
低

常
　
常
　
多
多
多

オ
オ

ウ
科

ノ
ノ

ヨ
ウ

ラ
ラ
ピ

リ

ツ
ト
ト

ス

ン
ラ
カ

ワ
ナ

マ
ク
オ
サ

コ

サ
率
６

求
〇

本

２０

低夏

多
多
　
低
低
低

一
低
低

常
常
　
夏
夏
常
常
常
夏

ミズキ科 CORNACEAE
クマノミズキ      CO「 nus ttacrophy,ta ttallich 高

　
高
高

夏
　
夏
夏

沢
１

ら
林
　
林

た
用
虫
用

た
共
昆
共

夏低

常低

夏低

夏高

後生花被亜綱 METACHLAMYDEAE
リョウプ科 CLETHRAC[A[

リョウブ       Clethra barvinervis sieb.et見
zucc.

イチヤクソウ科 PYROLACEAE
K        Pvr01a japonica Rtenzeイチヤクソウ

ペニイチヤクソウ K  P.inCarnata Fischer
204ッ ッジ科 ERICACEAE

K     Rhododend「on dilatatuB Hiq.ミツパツツジ
Rh.kaettfperi Ptanch.〇 ヤ マツツジ

K     Rh.putchrutt sweetオオムラサキ
Ktt  Rh,indicu口 (と.)sweetO サ ツキツツジ
K        Rh.口uCronatuB G.Donヒラドツツジ

ドウダンツツジ K   E n k i a n t h u s  p e r u l a t u s
C.К.Schn.
P i e r i s  j a p o n i c a  D . D o n    見
Ly O n t a  o v a t i f o l i a  D「ud e  v a r .見

etliptica Hand.―‖azz.
205ヤ ブヨウジ科 HVRSIttACEAE

ヤブヨウジ      Ardisia japonica Bl. 共用林、
野鳥 2
見K          A.crenata SiES,

PRIMULACEAE
とysittachta ctethroides Dubyたたら沢
L.leucantha Hiq.     湿 生
L.ja,onica Thunb.va r.   野鳥2

subsesstlis F.Hackawa
207カキノキ科 EBEttACEA[

カキノキ Dlospy,os kakt Thunb.
209エ ゴノキ科 STVRACACEAE

野鳥 1  夏 高

求 エ ゴノキ styrax ja,onica Sieb.etケヤキ林 夏 高
Zucc. 昆虫

ホタル
ケヤキ林

見
昆虫
見
見   半
見
見

Ｍ
Ｈ

高
高

常
夏

Ｍ

　

　

Ｈ

＝

　

　

Ｈ



210モクそ7話
】ド
召tEAI提A[     ・

°bassta Steb.et iucc'    見
ヨパノトネリコ     Fraxinus ianuginosa К oidz.ヶ ャキ林

fo serrata Suoi80t0
レンギョウ K     Forsythia suspensa vahi  見

才吾iレン爵:ヨ
「ン  K      [i古

|:tltiStituti‖‖liutt sieb.::虫
et Zucc.

ネズミモチ K     L.3a,onicuB Thunb.
トウネズミモチ K   L.lucidun Aiton
キンモクセイ K    OsBanthus fragrans var.

aurantiacus Makino
ヒイラギモクセイ K  O.fortunei Carr.
ヒイラギ K     O,ilicifollus Standish

212リ ンドウ科 GEttTIARACEAE
O  リ ンドウ Gentiana scabra Bunge vara  夕とメこどうJR

buergeri t問iq.)出axl日,
G.zollingeri Fattett    竹 一見

HEttVA‖T‖ACEAE
K     Henyanthes trifoliata L. ・ 湿生

Hy口,holdes pettata(GBel.)湿 生
0.xuntze

214キ ョウチクトウ科 APOCYttACEAE
ホ テ イカカズラ      TrachelosperBuB asiaticu口  昆 虫

(Sieb.et zucc。)出akai var.
interttediuB ttakai

ウド
科

ワ
Ｋ

ン
ワ
シ

リ

シ
ガ
ザ

デ
ガ

ツ
サ

フ
ツ
ミ

ア

ミヽ

＊

３

求

本

榊

　

＝

　

田

出

田

　

出

出

Ｈ

　

常

＝

　

＝

　

Ｔ ｈ

郵
瓢
難
　
制
純
柄
　
編
編
　
多
　
２

見
見
見
　
見
見

ｈ

ｈ

　

　

　

　

　

　

ｈ

　

　

　

　

　

　

ｈ

Ｇ

Ｔ

Ｔ

　

Ｈ

　

Ｔ

　

Ｈ

　

Ｔ

寄
　
　
　
　
２

多

１
１
　
多
　
１
，　

多
　
２

夏高

夏高

常藤

2 1 5
*

2 1 6

m

O

2 1 7
〇

〇 ハ ナイバナ

* ホ タルカズラ

〇 キ ュウリグサ

218ク マツズラ科 VERBEttAC[AE
* ム ラサキシキプ
* ク サギ

219シ ソ科 LABIATAE
* キ ランソウ

ガガイモ科 ASCLEPIADACEAE
コバノカモメズル    Cynanchutt sublanceolatuB  湿 生

(Miq。)HatsuB.
ヒルガオ科 00出VOにVULACEAE

Catystegia japonica Choisy  ぉおヽ設ヒルガオ
アメリカネナシカズラ  Cuscuta pentagona EngelB.野 島 1
マルバルヨウソウ    Ouamciit coccinea Hoench 道 路

ムラサキ科 80RA61NACEA[
0日pha10des JapOnica(Thunb.)ケヤキ林ヤマルリソウ

MaX3日.
BothriosperttuE tenelluB  ヶ ャキ林
(Horne口,)Fisch.et C.A,Hey
LithosperBuB 201lingeri  野 鳥 2

DC.
Trigonctis peduncutaris  湿 生あぜ
(TreVt rt)Benth.

Callicarpa japonica Thunb.昆 虫
Cterodendron trichoto8u口  野 鳥 2
Thunb.

AJuga decuBbens Thunb.

多

多

Ｈ

出高一

低
低

夏
夏

昆虫、共 多
用林 1
野鳥 1  多* ジ ュウエヒトエ K厚 七 A.nipponensis Hakino
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ツルニガクサ

タツチミツウ

ヤマタツナミツウ

オカタツチミツウ
ヨガネヤナギ K
カキドオシ

ウツポグサ

オドリヨソウ

ヒメオドリヨソウ
ホトケノザ
キセワタ
メタヽジキ K
イヌゴマ

アキノタムラソウ

トウ′ヽナ

イヌトウバナ

レモンエゴマ

〇 イ ヌヨウジュ

ヒメジソ
〇 ナ ギナタヨウジュ

〇 フ トポナギナタヨウジュ
〇 シ モバシラ K相
〇 ヤ マハッカ

率 ハ ッカ K

マルノウ ッヽカ K
220 ウト,R拝斗  SOLARACEAE

クヨ K
O ハ ダカホオズキ

ワルナスピ
ヒヨドリジョウゴ

Teucriu8 ViSCtdu口Blutte var.ヶャキ林
Biquerianu口(Hax,B。)Hara
Scutettaria indica L.  昆 虫、野

鳥 1、 2
S,pekinensts ttxt口.var,  野 鳥 2
transitra (Hakino)Hara
s.brachyspica ttakat et ‖a ra 拒己」R
s.batcalensis Geo「gi   見
GlechoBa hederacaca L.var.湿生あぜ

gtandis (A.6ray}Кudo
PruneHa vuttaris L.var. 湿 生あぜ
LilaCina ttakat       薬 一

見
Lantun albuB L.var.barbatu口野鳥 1ク
(Sieb.et zucc.)Franch.et  り 林田
Savat.
L.purpureuB L.      湿 生あぜ
L.aBDlexicaute L,     湿 生あぜ
Leonurus Bacranthus Maxl口.  堅予採32
L.japOnicus Hcutt.    薬 ―見
stachys JapOnica出 iq,var.湿 生
inter口edia(Rudo,Onwi
Salvia japonica Thunb.  た たら沢、

湿生あぜ
Clinopodiutt gracile(Benth.)湿 生あぜ

0.Кuntze
C.耐cranthuB(Regel)Hara  道 路、ホ

タ'レ
Peritia frutescens(L.)  ケ ヤキ林
Britton varecitriodora

(Makino)ohWi
Hosta punctalata(J.F.GBel)ケャキ林

情akal
M.dianthera(‖a口f!t.)Haxi,.野 鳥 2
Elshoitzia ciliata(Thunb.)た たら沢

Hytander
E.nipponica Ohwi         野鳥 2
【eiskea japonica Hiq.   ヶ ヤキ林
Rabdosia inflexa(Thunb.) 野 鳥 2

vanl.ex Benth.
Hentha arvensis L.var.      テ己
piperascens MaⅢinvaud
H t  r o t u n d i f o l i a ( L . ) H u d S .  見

Ly c i u B  c h i n e n s e  M i l l e r   薬一見
TubOCaDSiCuB ano日alun   野 鳥 2

(Franchoet Sava〔.)Maki no

solanuB carolinense L.  道 路
s,lyratun Thunb.     野 鳥 2

〇

〇

〇

〇

〇

寺

〇

章

ｏ

率

〇

〇

〇

〇

多

　
多
　
多
　
多
多
多
　
多
　
多

Ｔ

Ｔ

Ｈ

Ｔ

Ｇ

　

Ｈ

　

Ｈ

　

Ｈ

　

Ｔ

２
２
多

２
多

　
多
　
多

　
多

　
１

l      Th
l      Th

１
多
多
　
多

＝

　

Ｎ

６

　

６

６

低

多
　
夏
多
　
多
多
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221ゴ マノハグサ科 SCROPHULARIACEAE
キッネノテプタロ K  Digitatis purpurea L,  薬 一見  2
(ジキタリス)

〇 ア ゼナ         Lindernia.procu口 bens    浸 生   1
(Кrock.)PhilcoX

O ウ リクサ        L.crustacea{L.)F.v.Hu H er 湿 生   1
ムラサキサギゴケ    Mazus Biquetii Makino   湿 生   多

〇 ト キワハゼ       H.japonicus(Thunb,)o.К untze湿生   1
ネ ミ ゾホオズキ      Hi口 utus nepatensis Benth  た たら沢 多

Va r,3aponicus ttq.
本 ヨ シオガマ       PhthetrosperBun JaponiCu口  野 馬2  1半 寄

tThunb。)にanitz       た たら沢
〇 オ オイヌノフグリ    Veronica persica Poir.  湿 生あぜ 1,2
0 タ チイヌノフグリ    V.arvensis L.      湿 生あぜ 1,2

222ノ ウゼンカズラ科 81GHOHIACEAE
キササゲ K      CatalDa ovata 6,Don    見    夏 高

223ハ マウツポ科 OROBANCHACEA[
〇 ナ ンバンギセル     Aeginetta indica L.    た たら沢 1寄

224イ ヮタバョ科 6ESNERIACEAE
イワタバコ Ktt    Conand「 on ranond,Oides Sieb.ヶャキ林 多

ei Zucc.
226キッネノマゴ科 ACANT‖ACEAに         ,
〇 キ ツネノマゴ      」 uSticia procuttbens L.var,湿生あぜ l   Th

icucan〔ha ‖onda
227ハ ェ ドクソウ科 P‖RYHACEA[

* ハ エ ドクソウ      Phrytta lepttstachya L.var.ヶ ャキ林 多    ‖
asiatica Hara

228ォ ォバョ科 PLAttTASIttACEAE
オオバヨ        Piantago astatica L.   湿 生あぜ 多    ‖

229ア カネ科 RUBIACEAE
O ヤ マムグラ       Gatiutt po9onanthuB Franch,et野 鳥 1  多    ‖

Savat.
〇 ヤ エムグラ       G.spurtu口 L.var.     野 鳥 1  1,2  Th

echi nosperttu日 (情atir.)Havek
クチナシ K      Gardenia 3asBinoides EH is 見     常 低  H

f.grandi fiora(HaRino)出akai
ex Hori

O ハ シカグサ       Hedy6tis iindteyana Hook.ホ タル  l   Th
va r.hi rsuta(L.fil,)Hara

ネ ヘ クソカズラ      Paederia scandens(Lour.)林 縁   夏 藤  常
Herriti

* ア カネ         Rubia argyt(Levl)‖ ara   林 縁   多    G
ハクチ ョウゲ K    Serissa japonica Thunb. 見     常 低  N

230ス イカズラ科 CAPRIFOLIACEAE
* ツ クパネウッギ     Abetia spathulata Sieb.et 昆 虫   夏 低  問

Zucc.
ハナツクパネウッギ K A.grandif,ora Rehd,   見     常 低  常

ネ ス イカズラ       Lonicera japonica Thunb。  た たら沢 半 常奮 門
ホ ウ グイスヵグラ     L.gracitipes Hiq.var.91abra昆 虫

i  夏
低  門

Hiq.

ｈ

　

　

ｈ

　

　

ｈ

　

　

ｈ

　
　

　
　

ｈ

　

　

ｈ

ｈ

　

　

Ｈ

　

　

ｈ

Ｔ

　

Ｔ

　

Ｔ

Ｈ

Ｔ

Ｈ

　

Ｔ

　

Ｔ

Ｔ

　

Ｈ

　

Ｔ

　

Ｅ
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*  ニ ワトヨ
〇 ツ クズ

ヨパノガマズミ
本 ガ マズミ

* サ ンゴジュ K
米 オ オデマリ K
O ニ シキウツギ
〇 ハ ヨネウツギ

〇 ツ ルカノヨソウ
234 ウリ呑斗  CUCURBITACEAE

アマチャズル

〇 ス ズメウリ

m キ カラスウリ

235 せ,J千ョイル春斗  CAMPANULACEAE
承 ツ リガネエンジン

イワシャジン K宮
〇 ホ タルプクロ
率 ヤ マホタルプクロ

* ツ ルニンジン

率 ア ゼムシロ
236 ぜ千ぢ夕春斗  ASTERACEA[

〇 プ タクサ
率 オ オブタクサ

ヨモギ
* カ ワラヨモギ K
* キ ッヨウハグマ

* シ ラヤマギク
ホウキギク

〇 ノ ヨンギク

〇 シ ロヨメナ

〇 ア メリカセンダングサ
ヨセンダングサ
センダングサ

SaBbucus steboldiana Blutte
S.chinensis Lindtey
Viburnutt erosu口 Thunb.
V.dilatatu口 Thunb.

V.awabuki К .Кoch
V.plicatuB Thunb.
‖e19eta decora Hakat
w.coraeens`s Thunb.

Patrinia villosa(Thunb.)昆虫
Juss.
Vateriana flaccidissina Max.ヶャキ林

eynOsteBBa pentaphyllu口     母予採寺2
(Thunb.)‖akino
M e l o t h r i a  j a p o n i c a ( T h u n b . )たたら沢

MaX,日.
TPichosanthes cucuneroides  クリ考ト

Maxl●.

林
　
野

２
　
　
沢
沢

キ

　

ヽ

　ヽ
　
ら
ら

島
ヤ
虫
虫

１
　
　
た
た

野
ケ
昆
見
鳥
見
見
た
た

夏低  出
身多      ‖

夏低  出
夏低  出

常高
夏低
夏低
夏低

多

232ォ ミナエシ科
* オ トヨエシ

VALERIAttACEAE

Ｈ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｈ

Ｈ

出

Ｈ

出

　

Ｈ

　

Ｈ

　

Ｇ

　

Ｔ

　

Ｇ

多

多

１

多

Adenophora triphvila
(Thunb.)A,DC,var.japonica
(Regel)Hara
A.takedai Makino
Cattpanula punctata LaR.
C.punctata La口.var.
hondoensis (lti taBu ra)Ohwi

たたら沢
湿生あぜ

ケヤキ林
湿生あぜ
竹見

湿生あぜ

湿生あぜ
たたら沢
湿生あぜ
見
昆虫

たたら沢
畑の縁

湿生あぜ

野鳥 2

Ｅ

Ｈ

Ｈ

　

Ｇ

　

Ｈ

　

Ｔ

Ｔ

Ｈ

Ｈ

Ｈ

　

＝

Ｔ

　

Ｈ

多
多
多
　
多
　
多

　
１
１
多
多
多
　
多

１
　
多

Codonopsis ianceolata(steb.野 鳥 2
et zucc.)Trautv.
Lobelia chinensis Lour.

ABbrosia elatio「 L.
A.trifida L.
ArtelBtsia princeps Panpan.
A.capillacea Thunb,
Ainsutiaea apiculata

Schuitz―Btpontinus
Aster scabra Thunb.
A.subulatus Michx.var.

obtustfolius Fern.
A.ageratoides Turcz.var.

ovatts (Franch.et savat.)
Naka3
A.lelophvllus Franch.et

Savat.
Bidens frondosa L.
B.pilosa L.
B.biternata tLour.)Herr.

et Sherff

多
Ｈ

　

　

Ｔ

Ｔ

Ｔ

１

１

１ぜあ

生
生
生

湿
湿
湿
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Ｇ

　

Ｈ

Ｔ

　

Ｈ

　

＝

＝

　

Ｈ

多
　
多

１
　

多
　
多
多
　
多

〇

　

〇

〇

〇

　

〇

Carpesiu口 abrotanoides L.
Conyza sumtrensts (Retz。 )

‖alker
シロバナムシヨケギクK Chry s a n t h e B uロ

cinerartaefollutt Vist
ノアザミ        C i r s t u B  j a p o n i c u t t  B c .
ノハラアザミ      C.oligophyHuロ

(Franch.et Savat.)HatsuB.

モミジガサ

ヤプタバヨ
オオアレチノギク

タイアザミ

ペニパナポロギタ

リュウノウギク

ダンドポロギク

タカサプロウ
ヒメムカシヨモギ
ハルジョオン
ヒメジョォン
サワヒヨドリ
フジパカマ K
ツワブキ K

ハキダメギク

ハハヨグサ
チチヨグサモドキ
キツネアザミ
カントウヨメナ

ヨオニタピラヨ
ヤプタピラヨ
ヤマニガナ

アキノノゲシ

ホソタ`アキノノゲシ

オオジシパリ
ジシパリ
ニガナ
フキ

ヨウヤポウキ

DelidrantheBa mRino:

(MatSu日.et ttakat)Rita口.
Erechitites hieracifolla

(L.)Raf.
Ecl'pta prostrata (L,)L.  ・
Erigeron canadensis L.
E,philadetphicus L.
[.annuus (La)Pers.
Eupato「iuB tindieyanu口  DC.
E.japOn,cutt Thunb.
Farfugiutt japontcuB (L.)

Kira日.
Calinsogo ciliata (Raf.)
81ake
Snaphaliun affine D,Don
G,pensytvanicu口 witld.
Hettistepta lyrata Bunge
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自然保護センターにおける

タヌキの救護状況について

古 内 昭五RB・沼 田 美 幸 ・長 野  寿

は じ  め  に

自然保護センターでは,野 生傷病鳥獣の救護事業を行っているが,年 を追 うごとに救護

点数は増加の傾向にある。昭和63年度は,特 にタヌキの救護数が例年になく多かつたので,

タヌキの救護状況について報告する。

1.救  護  状  況

これまでに救護されたタスキの年度別,月 別状況を表 1お よび図 1に示す。
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表1.年 度別 ・月別救護状況

涎
4月 1 1 2 1 3 1 9

5月 3 3 1 1 1 4

6月 1 1 5

7月 2 1 3 1 1 7

8月 3 2 4 4

9月 4 1 1 9

10月 2 1 1 1 4

11月 2 1 2 8

12月 〕 1 1 1 2 6

1月 1 1 i 2 3 7

2月 1 2 1 2 2 2

3月 1 1 4 3 5

計 2 4 3 9

59年度 一――一

60年度 ――――

61年度 ― ――・一

62年度 … …― ‐

63年度 ―

4  5  6  7  8 9 10 11 12  1  2  3 (月 }

図1.年 度別 ・月別救護状況
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Ｌ
卜
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昭和54年に救護事業を実施 して以来, タヌキの年間救護数は,明 らかに増加してきてい

る。月別にみると, 7月 から12月にかけて数多く救護 されるが,だ いたい 1年 を通 して持

ちこまれている。

昭和63年度は,何 故か救譲数が急増しており, 8月 の時点で前年度の年間救護数を上回

るなど,例 年に比べ,ハ イベースとなっている。

2.救 蔵場所

救護された地域について,市 町村別の状況 を表 2に ,メ ッシュ分布図を図 2,図 3に示

す。

表21.市 町村別救護状況

濃 63

債浜市

川崎市

強家質市

出倉市

田子市

三消市

玲山町

相慎原市

厚木市
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海を名llJ
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清川村
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寒川町

大田町

二宮町

南足田市

中井町

大井町

松田町

山北町

開成Hr

小田原市

箱観町

鴻河原町

娯山口r

津久井町

和慎出可

B野 可

その出
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2
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1
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|

1
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1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

,

,

3

3

1

1

9

1

,

t

1

1

1

2

２

鈴

ち

，

１

２

３

３

３

２

２

２

‐１

３

１

2

1

1

2

2

‐２

∞

６

５

３

４

７

３

‐３

２

５

「

‐３

５

９

２

１

１

１

１

５

　

１

１

３

２

１

１

９ ‐



206

市町村別救護状況 をみると,厚 木市が全体 の約 36%を 占め, 次 いで伊勢原市,相 模原

市,平 塚市,秦 野市の順となっている。

なお,こ の調査は自然保護センターにおけるタヌキの救護状況 を集計したものであり,

同様に傷病鳥獣の救護事業を行っている横浜市野毛山動物園及び横浜市金沢自然公園の救

護実積は含まれていない。

図2.63年 度の救護メッシュ分布

図 2で示した63年度に救護された場所を示すメッシュ数は51メッシュで,神 奈川県全体

の総メッシュ数の約 3%に あたる。メッシュ数は,県 央 ・湘南地区に多くみられ,図 3と

比較 しても,同 じような傾向がみられる。

なお,参 考までに,昭 和62年度に自然保護センターで行ったタヌキの生息状況調査の結

果は,図 4の とおりである。
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図 3.54年 度から62年度までの救護メッシュ分布

図 4.タ ヌキの生息メッシュ分布
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3.救 護原因と救穫後の状況

救護原因と救護後の状況を表3に示す。

表3.救 護原因と救譲後の状況

内容 年度 累計

救

護

原

因

保護 幼獣の保護 6

内科 弱養 2 1 a 2 9 2

神経麻中 1 1 1 7

計ガヽ 1 1 4 102

外科 傷 2 1 1 8

肢 骨  折 1 1

ワナにいる 2 1 2

犬猫の外傷 , 1

計 2 2 1 4 1 7

人為

建物に出る

交通事故 3 | 2 9

トラブ`サ 1 1 4

計 3 4 2 9 3 8

計 2 4 5 9

哉

護

後

状

況

亡死 2 2 2 1∞

獣放 2 3 3 7 0

野毛山動物園等ヘ 2 1 4 4 2
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救護原因の主なものをあげると,衰 弱力比8%,交 通事故が18%,外 傷 8%と なつている

が,昭 和63年度の状況をみると,表 弱が58%,次 いで幼獣の保護が12%となっている。表

弱の特徴としては,肢 腰がフラフラの状態で,著 しく弱つて救護されるケースが多い。特

に昭和63年度は,自 然保護センターの野外施設においても9月 から10月の短期間に4頭 の

タヌキが衰弱で収容されたが,い ずれも死亡した。そのうちの3頭について,死亡原因を

調べるため, 麻布大学環境生物学教室助教授内田明彦氏に解割を依頼した。その解剖結

果を図 6・ 図 7,図 8に示す。

図 5.救 護されたタヌキ
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動物名

性別

体重

全長

救護場所

救譲年月日

死亡場所

死亡年月日

死亡の種類

死亡の原因

解吉」の主要所見

タヌキ

雄

1. 8 k 9          ‐ |    ■ へ

60an           l   l              i:

自然保護センター野外施設

昭和63年 9月 23日         :

自然保護ゼンター治療舎

昭和63年 9月 24日         !

自然死             |

イ直接原因 急 性中毒による心停止

口 (イ)の 原因 小 腸 大 腸 肪 航の出血

ハ (口)の 原因 薬 物による

左右両房室血液貯留 小 腸 大 腸強度の出血

肪脱出血 肝 うっ血 栄 養状態良好

図6.タ ヌキの解剖結果 (1)



ギ

せヽ

こｒ
い

動物名

性別

体重

全長

救護場所

救護年月日

死亡場所

死亡年月日

死亡の種類

死亡の原因

その他身体状況

解剖の主要所見

タスキ

雌

2. 8 k 9

66cm

自然保護センター野外施設

昭和63年 9月 22日

自然保護センター治療合

昭和63年 9月 22日

自然死

イ直接原因 肺 充血による窒息

口 (イ)の 原因 肺 炎

ハ (口)の 原因 衰 弱

嘉痩 (るいそう)著 しい

左右肺は強度の肺炎 皮 下脂肪 大 綱 小 rtW共に

脂肪付着ほとんどみられず 肝 の萎縮

図7.タ ヌキの解剖結果 (2)
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動物名

性別

体重

全長

救護場所

救護年月日

死亡場所

死亡年月日

死亡の種類

死亡の原因

その他身体状況

解剖の主要所見

タヌキ

雌

1. 3 k 9

54cm

自然保護センター野外施設

口召和63年9月 10日

自然保護センター治療舎

日召和63年9月 10日

自然死

イ直接原因 心 不全による心停止

口 (イ)の 原因 肺 炎

ハ (口)の 原因 栄 養失調

減痩 (るいそう)著 しい

両肺右心室 肝 のうっ血 胃 粘膜軽度の出血

脂肪付着ほとんどみられず 肝 の萎縮

図8.タ ヌキの解剖結果 (3)
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考   察

タヌキの生息分布域は,ほ ぼ県下全域に拡大してきており,近 年は都市近郊の新興住宅

衡の側薄や下水道管を隠れ家やけもの道として利用しているケースが多いといわれている。

タスキは,雑 食性であり,ま た環境への順応性が高い動物であるといわれているが,人 間

の生活にうまく入りこんで,残 飯など豊富な何をもとに兼殖 したとも考えられる。

しかしながら,一 方人間の生活に近づくほど,そ こには様々な危険が待ちかまえており,

タヌキにとって受難の時代は今後とも続 くに違いない。
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